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誅看まえが、 き

本編は.V/ &. Co 詢'-.82叩Z?/カ矛 说M”务/心〃ノラ幺ヨ

宰版を蒙したmので、着着・が教年向ノ%% d~ノをの・ああ 仁夜 

一守 の学生の講差用ごして用いた壬のである.本書の目的は実禊 

0標ネ調登に役立つ樣に抽出理論を分り易く説明する爭であった. 

原着にはWのためる章の终り匕練習向題友ス參寿文獻オ揭げ‘ら;RT 

I)るが.本綸に掲上出釆なかつちのは殁念下ある.季文は定理・証 

明・例の形式で書か;HTI)るので理解し易い.本編【二より標本調斐 

法の理論と夷襟を理解し森林調篷計画にあつ下何等かの参看となれ

H学てある.
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第/章 績 言’'
必えク(久cLCsi

§ / / 標本浦出法の利益C.d. g)•ホ作3 莎以眾ナ恐:夕一以双奴Z 
城マ如識・熊,段・友み•行動は大いに標本を墨xいている.ご人は日 

帯生活な:な科学的株宛I•こ於て忍然:りである.•多くの爭莎を指導す 

る立賜Iこある人の蔥兑は教’年间彼がやの立場で出会ったー二つ辛 

によつ式きまる爭かu くある.外国マ/ク日過し・た檢行肴オ、その 

国の住民か如何にしマ崖談を復矣い 政治形態を新たに い 予肆 

を均衡し、ホテルの食爭を改善したかを住民に知らせ・る摩を面白 

く書いたとする.席し率当の意味では彼は経験か胡常に少ない巖 

本によって招論しでをる点と彼の黑加な点に気がついマt)在日ど 

いふ点でそう国・京ク岑向士活匕キ宛に身を捧げ、た政治学者Yは達 

つマし)る.科学のあらゆる部门に於て我々が ’知鐵だ卸し進める現 

象のー断一面よりン乂上のNのを所究する蔥欲ヒ欠けている.

最辻道如何匕レならよい標季を柚出する泰守'、出衆るかとL)ふ事 

I.ついての向題にはあまり注意が•払われ"？()なかつな•uれは我 

々が標不龍出する奨料か”どの模類の榛木でq殆んど同じ结杲を与 

、える樣なー様なNので閱丸は•・向顧ではな〇,我マの健染状態ザビ 

うかといふ嫌な談别は研苑室/也を數谕とつマ検定さ丸る.この 

方法は婚内幻色録してゐる皿は常にょ < まざつマを/)、之の一滴 

は他づ必のと同じ’様子を知らせる幺の左・との板定を農としマゐる. 

ィ井し、黄料が一様桂からか｛ナはなれてゐる埸合は、此の様な尋は 

ご・<賢通の場合芥あるか、、標本か・律られ刁方'法び枇判さ丸,椅ず、 

るに定る標奉を得る方法につ1ゝVの研究が’亜婪なZのとなる.

之の本は段好な糠本抽出法の窩景を与える遂に今沾•に組立ズら 

れてさな理論の大部分を含イでゐ応・奮の莅用に対・し・?理論ク組 

まぐちれだ多くは.ぞ双につ(い乙傭我歩笙歩・れる集合扩ー却市の 

居住氏とかエ埸の機臧とか湖め魚とかい5、様に有狼や限界がある 

之め△あるーある場令には完全湘登又は票各体・のでンザス•を行つマ



正癒・楊報だ得.る等は容物であW様に思わ・れる.いつEセンけス 

は、かりを取扱つ"?いた人々い繰:本といふこ0には疑をNち、セン 

寸スめ代、 り匕薮.手・を用いる・务には策カ、・淮まな()•此0態廣は信用 

を失ふおそ水はあるグ・完全調昼と比較しで襟小調登刀主な組益 

を箇糸書きする者にしょう,

/.賤用の節约

乏しZ貨料ガ‘篆佥の小部分た、けから得もオLるとすれは賛用は兜 

全調覺か;！亍わ刀る場合よりZ少くです之;事は期得出米る

ュ スピLド•力、、大 ^

同じ理由で養料は完全調登刀埸合より者迅速に集める半オ由条 

る.之は情報が急いて格跋であ’る時ヒは大切な毒え方で必る.

3. 視野ナ広(J.
廁究のある型に於ては资料を集める煖に高俊に熟練した人Zか 

符别な菠圈とかの如く、利用に可しマ眼定さ如たZのを用(J ・なげ 

Aは間ら査I). Wの争は完全・調性では不可熊•？•ある

標本临出ザ又は全くやうで・な()かによつ下靖報を傳る埸合の 

選坎すきまる.ごの様に標本抽出によろ調查は街一る爭が出米る 

椅報の梨に房しで視野オ広く又白由姓IC富んでゐる.一方忍し 

W母票国のノ |、部分又はー断杉に为"して柄報"必栗であ祖・ぽその 

際は完全調徴が最MよU酔啓を与えマく机る爭か・分る・

史正曜度が大

高度の特秩をZつ人を席う聿が出朱るし,X調食するスに完•金 

を訓練をする事び出来るかわ搽‘小・は実際匕は股扱9事び容蜀マ 

ある硬類の完全調查よりN正確な始果を与える.

§ノ貝・獴不調登1〜於ける主段畴坦g/江m,巧“女・」沪)勇如 

匕彖野エ 站い聳理論オ標夺調穢に如！何・なる価割を演ず為がを論議 

する始めとして間里に調苞の計画才ろ衆付;令ま文る襟階を述ヾ 

る事は換利千おらう.調堂はて刑等の拔雅世匕よつぐ大いに達っ 

でくる.ハい仍カ…卜、'•から樣率を抽出する0ビョ・れいに重ね 

て痩序よく教えるのは窓易なは半'?、ある. 

3

我苏うBセ屈,つである川(交通し てし、る检方刃住氏0爆合, 

jfelZ!か・ない塲布./«の異つ在方吝セ話オ壕冲,住區づ外人をU 
劣妹う場fit,物好さな他•の人を非常に・嫌う塲阳匕かつ㈱本铀出は 

白ノ ・•.り、ら漫 K くる.4つの问寇ぐ・訳の分・らめ!可恩は,他の向題< 

は堂・御為爭ク・又は何ら向寇rならな()事<•・ある歩・し4LなI).
汨备きの主段階は幾分任急旳そめ・うも,、次のラつのま煽ヒまとめ 

う、もる.

ノ、 調宜か象•の叙述 ・、

明解な対象の叙述か•最送効けとなる达のである ご丸なくしe 
は皈.桩な痢登では計画の詳紬につI)7あまり枣えずら•て対象を 

忘、れ.た/)又有象匕矛治した決定を行う採ぶ李丸、、 ご、<皆通に起る.

私標季抽出さるヾき毋葉通の法定

毋栗図なる言葉は云れから禳本が選は財Lる集合体を禾す杭‘に用 

いあ以る•母集団の定謚か问頒・はな()塲&がある.例えは儷 

球f’の辭命、の平月巷さを椎定するのにー竝の題隙を描出する堤M 

0如更で南,る’ 、、;

一方・蔵埸の理彝团を盛や勅出する餘には规則ば蔑場に眼j < 
•しまい境正繼血何という様な場合・起つでくる.ご双等の規則 

は实腺に,使用出来る・のでなけネは“なら滴,即・ち調營する人が 

.畠で妙集由に腐する、.かエ・う・・グ•疑わしい様な蒔に決定全篇澹す

る珀なしに細い街る君のでなけ丸はるらなI).

出釆朮はー何時eW抽出さる、さ毋•験血は阴ちかにそれについで 

清歙グ望ヨ才Iる号祭剧とー、泣すヾきそ&>•み

時には3 0必豊柱はあ < り困靈で・ある/二功正しひが饌つマぬg 
"対断ふ如る.資料・の慮.集にあ.4.つマ夜推・な浏定向應芝Zをぢ 

す儀4新しI.、帰兇か野に於てはたとえこれはマ・札につく)ぐの,倩 

萩が眞仁望4- 41ぐ心るよりな汎な号柬•空く •奁くマM抽出行咒全 

で容:易な毋集团を避』て調母のこの点についでの原固を:> さど 

あるために決定京る讚が’ある.ごめ樣な埸食は我。はより必 

汎な出裏団に・訂"する肉様爭項か・痢会出米君カ、どうか之术ナ财け



tX J

"なみ二つの奴集団につ日で比較出狭る構寂を敦・めなけナLはな 

らない.

il!集めらるべさ資料の決定

すヾ・ての資料は調宣目的仁崗様ゲあり不俊的な貴'.料はオミット 

してはな理な〇爭は明らかである いまいまあまり多く資封を 

あつあすぎ‘でWづ中のいくらかが後マ・は決して験定をさ爪な(ゝ 

様る埸ふがある.

iV 測定方法

此聴雄・我賴の黃米!か、決定した时•には用I)らるべき測定法［、国し 

その還択匕なる.例えはス向の建成状態につ日での爵料は季人 

が述ヾる事又は多少、 艾医・学約奁検定から得ら丸る.人间社会で 

は同題を農向する繼慶友る・慎序かWの結栗に大志る差を生せ・し 

ある.多・ < /テだ・ノ)を参黑ttら丸よ・

V 標本油出蛍欲の避択

標本を抽!出するには先つ“第一に毋集団はある方法で標中抽出単 

M 必又は堂位く粉好)と時ば・丸る部分に分割

さ丸ねは•ならない•’標奉曲出単位はす・ヾで纹策团全律を播成し 

なけれはなあす、.虫・集印に於ける谷要素は一つひわは、」っの菓 

位のN匕屈する匕いう意味マ・重復しては為ら疫け.’時には単位 

%' •一つの愛球Nある場合には淫位は題旅の毋篡回を構成する樣 

に明らかな場合ガある.時には車位のあ択•は相当巷・慮”して定あ 

忽は语ち片埸合がある.町に往ん寧•のる人を抽出する除には・ 

巣杭は個人、家族,同じ町のフ“ ロックに住えでゐる人々.•なけオI 
は本らな(.).•震依物の穢本摘出に於では蛍杖は形及凍次元カ、我 

マの白由ヒ定あ禅る土地の面積M•ある.摞墨】由出単位の克全な 

リスト俱成はく摞本軸出蛍位は時Iご猝く携q* )め呼は“;Hる)哭 

際約Iこば主たる向題の一つである.將・には枠は湖の魚の如く根 

る爭か・不可能な場合がある.

Vi 摞本の凰沃

樣季ケ建は・える坊法は非常に多I)• メ快択は標ネの大き5ニノ

く ノ

I)その次定の冋起をさ含んでゐる.く動出数)ぞオいこは標本ザ 

で’札をアるのに計容し得M・用め中"?得ろ処る様に調会祭用の 

同以ての」隹定を盼敗エする.

VII 突探刀壮争,/)組熾

大但の調登に於ては多くの率務磅理の问願を含んで2、る・こ;H 
Jたブ・さわる人は調查刀日的牙6••用q孩る•ヾき測定法に.黙緣し 

マひなけれはならず、又通,当にz久専の.は爭を贤督しなけ立はな 

らなし).手綸を出しマ逸悠を求める蘇せの返答を早くチェック 

する方法は燃西値ス•・ある

熙ノ芯笞の・のさ取・扱う計画をしなけ丸は玄らなI)•即ち無応笞 

は標本七尾-する蛍他のある込のかユ・満報を得る爭に於て調查す 

る人才・失敗したgのマ・ゐる,

viii費'料の取繞.あと分4勺

第と段階は記録の課りを正す目的のためにヌは明らかに誤りの 

ある•資料を少くと％徐、く目的のために調登春を根成する事であ 

る.農禾法についぐの決定はある向題にかする回答歩める応答 

者にょ)てオミ、・ノトさ;Hる刀、 又は保成週,程に於で厭かねは-な心 

法埸合にI姓験とな4.その後推定量を尊く表か故成さ;Hる,椎 

定の别の;tっな方法#・同じ皆料に対して利用される,

IX 将来の調佥に封レで利謎、Xな.る橋報

我。か眼初に傍集団につUぞ俾左情卷オ多け41 let 1'桜化が 

け正權な惟定蛰を与える據ネを計画する爭は离易と寇•る.完金 

な標左は平均値又は欄率備M友6、測农の奈勤仍,性度とか潑料を 

釋をノニめに飮した費用とかにつI)で提快へ丸た春君を通じで将 

未の抽出計画を攻巻する本蔭的な手引匕•なる・油出計画の实行 

は唳備さえよけれはW刀型のイ青報を築めたり記録したりする時 

噌迅迷に 3Lる.完全な標本か将決の」由出を岩屬に丁る点は又 

大切本争である.頑継な調管ぞ・計・画さ』Lた事は正布屋ヒは行われ 

な1)•すく丸な抽出計画者は自分の実題での誤りを認め•将泰 

の調色にはー芝の様な淨か起らない様にする爭を知つでゐる.



§ /・ふ・ 如出理論の役刻 芬疚ノ暫。 ザ 凡〃ッ:｝一&扁オ カ技8とア:亠

襟杏一調空二冷ける段莅の己のリストは標季柚出が実際的來仕爭で

ある即石•反未の色々な異った型を:嶼束、す咨治のマめるという率を再’ 

韻せんケ庄めに孕えたあのでろる.

比の侦茂のあるWの即ち矛集曲の決床とか•集めらるべき奏料の 

送定とカ、測定オ宏と勺、又実際のは手での组此Nし、 う段階は己丸或 

に於て原不扣出理論は主たる役割を演ず・る幺つで•ある.これ肆に［ 

ついYはこの本マは最早論議しをい"、wの堂巷枚についvは認 

缄すべさそある.

標本桩!由は奏行のあらゆる部面lc於・で細心の注意を要する.ある 

一部面マ杜爭が•貪弱マ•あれは他のありゆるMのオ立派:に行わ北"? 

いマ之詞登全駅をたいるしTするMのマあるー

旋出理論の目的はより再効な標季曲出を行う爭てある.最・少可能 

な貨用で液マの目知に却して充分な正確度を与える標木の選択法 

椎定法を進展させ•よろ/する.最水齧用マ特别な正確戻Xいうぐ 

の原則は•埋論を示す際にくりかえし起つてくる.この原則を応 

用するためには兹。が君JIマゐる如何なる摘出方法に对して次期 

符さるべ玉正礦度工費用を亏測しなけれほ佼ら奁［).

正確痉に毎しては•如何Iニ大きな誤差0'•ある時别る立埸不の推定 

に於マ春わタ1るてあらうかにつ〇 Tは前以ア正確に如る争は出来 

なU.•何故ならは•己れは玲集团につI)での眞の値の翅］譲’乏必教< 

するから・て・ある.諸の仕、リ標本摘出法.”正確度はzし込・の油由 

法が同じ毋葉団に題してくりかえし適用さ丸を孫らは,椎定童に河 

する～韻約本彦数分布を検討する爭ヒはっぞ判断さ丸る

场諭・ごの爭祝正槌段オ,統計理論によつズ判断される標準あ脱術 

である. ハ ー・.

’一つの実に進んた•简曷化か’璋か丸る.実際ヒ於て2 く普通の大さ 

さの標小マ以での標本推定,壅は泣仪的匕巫凍に分布・すると密え■? 

N4: 〇.忌の結果推定者の姉出分散か換吝す就は“セの正確度の犬 

度を与えるなめ!C用いら;Hる.

牛>

大・却かの理諭は色々な•方法によつで釋G・を推定登の械出分散0 

公・式の計弊セ取物ってゐる.熙帳毋集団に对する柚出法0‘研究は 

古くから疔わナLマを〇充分基礎づ、けられてゐる、棉し特に標本調 

登に適応するたあの理論の進後はご、 く最泣の爭である.この本の 

洛んめすべ、 マの阕每!•爭联は貝〇耳、以内I二廁児さ宛えWのでありマ 

の大却分がノ 〇年以内のWのMラ届•原季調貴理論えの阪初の刺 

峨は腊・報を俾る寺投としで標右調合Q・多 < 用いら龙る様になつ-そ 

矣でからMあつ芥.襟季調食運論にお日る大部分は実際的ヒ調咨 

の悟辱lc従孕した人マによつマ行わ;Hた.留汎匸うさかえ埋諭0 
進履は抽出方法の範囲及3•利用桩を增レた.やして調費Iこ実際技 

に杖用する爭によ ')臾Iこ進ん:頌成づをう.なかし•左・

標ネ調登理論と音の標本抽出理論之の向の一つの相違点は我々D 
実裸の調登"?•取域わ袍は‘なら泌妙策団は単依の有限の裁セ含んズ 

ゐるという淨で•ある一理論を証明するために用I)た方法Z連つ"? 

いるい Wの給果は保本抽出が無限を集园②代りに有限却寨団で 

ある,左あにかなり後推ビなる.

為根須な•熙限母孫回ヒ汚するBれ筹の差は実蘇目的Iこはさしマ璽 

爨なMのではない.あ用面における大部分の場合匕起る如<標濟 

の大江さか母集成の大ささに比して相再的匕小さI)埸合は無.限建 

集団から峰か丸な席果て充分、俺当で・ある.一般に有限母集超に・为 

する給果か之の牟マは•述べ、ら担る.•ある困雜な向題に对してせ璀 

論を简単にするため黑根母康网に对する以の2、用い(•片いる争オ％ 

る.
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S / N 確率榛本加出 Qttを成双レy山しを;—

ぞ永に再・して理論お展闹さ丸マきたすべての4©出方法は•通常次 

の加き教学的特性を必つてゐる.
L ^
/ 我マは次の明らかな機李の組を定握出来る.即ちふ/, &.…“ 

Sm ご龙扩去し・特别な&集SJI二適!用さ丸るとす水は•N0方 

法は泌灰可能である.この孝 は我<Fがビの樣を柚出单杖びS ノ, 

&...尊に岳するがを正碓に云ふ事が・出釆る爭を葱味する.

例えは被集団オ/からよ造,の教の六つの数を含んであると條定 

しょう.大きさ京なる標本を送ふ・方法は次の三つの邑のメメえ

・ら;Kる.,

即ち &〜・くノ,。ぶ択〜< hy);品〜ぐ?«),大きさ 

録なる寸«ての可能な標本を示す此要はない爭Iこ注意七よ.

i! 谷可能な橈木,Sz 就セ双•を成知の選択確率たバに剖当マた. 

fii ぞこご液マけ・各疫が選,は、れる検用確華?uをうけるW汝にょ

つー Eの•一つを選ふ・• ^

例でいえは•了 >の標本匕韓しい標本を割あマルばオ、丹瀬・建つ 

下仙出M0 M刀はノからm肉:の乱教を邊家爭により得ら故る.

必しN -乏の敬が/ tあ丸成•离/、’ともオ1る標奈で而る.

ivオ票本から推定tを計算するオ法が・述べられねはならす‘特列な 

撩本に过しでー旅な推定聲を團が松は族以卷い.例えば推定最

'、が標本!二於ける個々0堕位の测定0平均僚マ・あるといふ事を述 

ベ活が如さである,妃丸等の特性を満足する如何なる柚出方法 

に対成・? W・我マは乞し酒・同じ毋集团にくりかえい由出を通用 

す丸は一級化さ丸る極定量の度数分布を計算する立場Mなる.

何・故ならは•我々はとS位特别な標本Sて が避はソIるかスと 

於ける資料ザの樵定量を如何にしマ計尊するかを:正確に知つマ’ 

ゐるからである,ヽ"''.
• . . « * \ 

従って我々は理論の披双の詳細オ、たXえ祓雜であって％ごの型 

の方法に為しTの抽出理論を程罔出来る辛は明らかである.

碾燹標本抽出なる言葉故己の型の方宏に爵遠するものマある.

く/〃 

この含菓は未左標準の定義はつけられて附ないし、ある人は母 

丸・をより定求された癒味マ用U"?ゐる.この言亲の主目的はU 
の種の・痍本抽出を標本がある人Iこよつマ母集回の特ヒ代姦的在 

Mのヌは油出匕便利な様に巣位を限る様咨有意谶状と明らかに 

田别する孚である.有意黑,状は•標本w、•小さい時は良好な結栗を 

与えるが.熙広為送正の要素が含ま荆マ(、ないから瑾論的な進 

屐は切り備ない.ヽ

実際には花々は上に概略述べた様に 皂友び兀よをすべて含く、 

•爭匕よつ・て樣小を柚出すろ爭はめったにない.ご永は標本抽出 

方法がノづう慰みの膨大・な襟あをWつマ晶る大毋•装団では詫幣 

匕面倒な争である.セの抽出法域圓々の単做｝二今建れ下兄ふ% 

のの確率を分領し、しつ一つヌは群・とし・?箜ぎれる大きさの標 

木及み型か’組立了ら丸る逐廂出を行ふつ扩嗇通•?•ある.理論の 

目的に为レマはMレ泛我<?が望ましい時ヌ黑制眼に貯!3］がある 

と夹I二は忌づ及•6- XZをすべて書く事か、出釆る・?あらうといふ 

爭を拓る淨で充分である、

せ』 ぜ 帰椅とその影鑑］づズ心)cZ嵐-ラ护adj
理論を示すづに嘶蛍宏ああじ添目のS"'Lでカ測定演珍?はその 

・必赫に计しマ正しい達・あるめ嘏定する、

測定誤屋は無視・する.この假定は勿論現実的では奁い、つ して築 

ノ日章・(•標率の給果の涮定誤差を検定する.ある型の誤差ヒ衬・し 

マ蛙,標準の結果はたヾ主な夜、化の昴で妥当であ怎,他の型の誤 

茬マはより多くのみどい変化を必要とする.

併し、偏椅の影響をご诊節で、 諭じ・よう.柯故忿ら偏简推定蜜< 

-么如以 い5成ふ つをわざ イ.夷用する之きにしば、しは‘標李J由出 

調發で利施を％たらすまか我るからである.

油出方宏は封し・そ;Hか佳ず、る椎定置の度諛分布の平均値・お正確 

匕推定さ丸でゐるあ集団の特桂に篝bl)時・に不柵であるといわナt ,. 
る.袖節の記号マ 母 をして 举択確糞・ をざつ標本£匕ぐ/ 

•= / & . -•…み)によつマ与え七刑だ推定置としをして推定



さるべさ妙集园値としよう.

もしも

V-
ス相Zじ=&ら
/=/ • / .

ズあれは•抽出方法は不備下ある. .

ZしN二つの童オ•等しくるけ我は・の差をその届出方法でのつ荷 

と呼ぶ 卽ち

麻荷=W代・完［一&し 
レ3

備简・の彩警を検定するため推定 1 区はノ、 /由匕示す様に旗の母甲 

均値Zから&なる距酷匕ある平均值•7必のまわり匕正規に分布して 

ゐるとは定しょう,廉荷の量は好=沐ーメ.マ・ある,

/ノ図 推定の誤是えの備简、の影督

力Z
. ('(. I

我々は倫倚び存在する委を知らないと假定しよう.我々は推定量 

の薄敝分布の標準飾差(Tを計谶する一勿諭ご丑は眞情产導わり 

<・なく度敬分布の平均項初,まわりの標準偏差である.推定堡の正 

羅度に5いでの論逆!エしマ我々は推定量区•力、 ノタよケ汶上の羨差 

を生ず•る確めはつクノー M s石•蜜を知つ7ゐ运 

3>

我ぐは如何匕して俯尚' の移在か己の健率をゆかめるかを寿えよう. 

このをあに椎定蚩寸イ亍4 «>x上の誤差を住す' 、る確卒を計篇・する, 

此処匕蒙差は谏偵.から測定△丸る。分布の二つの埔く在絃)は 

别々I二検定さ丸招はNぢなI)•よく;6)のおIこ対" レ・?十/»よ5 
以上,の衆差を生す・る確幸E / /図のQ以上のハ・ンチをつけた面項 

飞あ・?..この面頑は次の式で与えら処る.

7T壬/8 *・<云一利つ％
皿元"十・4b幻 ./% "

Zー〃ル二bY匕おく Wこ題する積分の晩囲の下眠は

山二景十スア"=スアよ一笑 
\ °

・一/一 f 00 -羊・
従って面積は 床ノズ”-ぐ以Q。 考

同様匕K<左)の端即ちpメ上下のノ、ワチレ左而模は

ー丄(如次一く％) ーい 
床ノーg ふ会旧

積分の形からディ天ターノヾンスの蜀は痛尙と凍準傭差の比の凌ヒ

よる漆は明らかズ・ある.そのぶ果はメノ惹1ピ禾す.

/ノ煮 メタイダより大さくなる誤遂の確率え0偏倚Bの彩嚳

誤控の碾幸

%
J ノXE >/"项

合 針

。、OM “ひぶ&け なづ譲 し、〇ふ〇 0
〇、・« 4 Q M点ぷ 本 ,7 4C 〇、•q 〇云

々S 4 、,クつ公/夕 ・ 4つス <yク «Q]Q *

"、〇 ユ 々,〇云。ア は"〇ひ, ククv・クエ
忍/ク "クノテク N”3 ノ" 4iク S / /
”、・〇 〇、なノ占" 。•刀3ラ云 ""よ・よ

劣々。 ク、今〇 7■/ 9クgタ" の、•4 £ V"
忍イ人 皮ククすマ ス"ぶ/P け"ケさノ

ぺ<5* ‘ク ク.ク彳債テ, 企ノ次〇ル く / R Y■・ラ

スQク QS 〇 ノ £ ・ 〇/.: ■ .,・、令 Q ノワ Q 〇

ノ Y 4 a a a じ孑ズ点A • ・貝,/



/タイ の以上の誤差の全碓率ヒ为・しては柵构は標準麻差の/ク分 

の/以下てあれは・大して影密はない.

この点では全確率は我々オ’肴えている4 〇#0代/ノ匕ククぜ■ノノ• ^ ft
マある.倫荷・"更に皆すとディスター ノヾン.スは夷に乙、めくなる.

5 = 6 く B/cr =/ひつ)誤差rの全確率は戚・定した偵くククK)の 

3倍以上即ち〇・ ノクである.

二つの端は别個ヒ彩窖さ丸てゐる.正の網倚ではごの冽ではZ 
ヲよ い>乂上を但 < 見損る璀率は假定したグク& W・〃・ら8 =『のと 

きヒは熙稅出来る程急速にノ 1、さくなクマくる,モ执に充す•る週大 

推定の塗は大七なものX.なる、'大侶の於用洌マは全停の羨差匕瑕 

初に甬心を封っか・場合によつでは一方向の諜業に特ヒ興味をNつ 

場合す・ある.

実行上の規則として推定登の正確度匕为ずる備街の彩窖は名し、* 

柵椅す・推定量の V/o以下 であ爪は•黑視出来る. “ゝ

もしN我、々ケ忌次,匕対・'し"？ % く"./という争力一分つ,左傭检のあ 

る推定方法を行ふとす丸成・の場合偏向ぬ大レマ不利益と与えて 

いな・といー,事か田采る.併し榆倚のある方法は注意し-?俵用し 

なけれすならぬ・標本か双案闽功、ら一 M之通じぞ妊冃抽出され月 

々の推定貴オ嬌倚のある推定方法マ・待われっと假定レよう./云 

の推定量の噌術・岸均は冃平均を得るたあ次。に計・尊される.もし 

5集碰オ・除ぐに殳化し1あオLは•/云の椎定童のうける柵尙せ同 

じ椅号をZち同じ大きさであるた•らうN思われる.、従つマ冃平均 

の柵倚は一月の数字での儒•倚とほヾ、局じWある.云しg月々の標 

本か油立I二油出さ永るとす木は尊平均推定蛍の標準靛差は冃推定 

査の標率誤差の約,んK 倍下あらう•従つマ算平均の標準誤差の 

備倚との比は冃の教,冬の・永の約のE倍である.ごの大さくなっ 

た比は無視出釆ない.標夺推定量か・俊の目的のために平均さ近る 

すべての方法を前・ 汉マ知る等は！.)つ乂回甑であるカ、ら・械桔Tした

• ••推定暨の梗用は標準誤差に対'する帰府の比万•非常I二水さくなけれ 

•一成さけるべきである.

俯简を除くたあに拒常匕苦にしてめの片した.時てa城定量には予期 

し・ない推定量か存荏する 源ネ之、ら緝ら丸を時旋定蚩の禳準傭茬 

は僻(倚0影籍をうけマ()なI)からMのス•以忍をより必会しろ推 

定量の件を測定する時に二の獴準舖盖を述工る爭かより. 

好甘しい爭"?•ある ecce&tcを は涌.常疎の平均値、・必沥、らの柵淫 

の大ささヒ戻！係し彩xo圣’物は標本描出をくりかえし週！.用する手 

ICよつで碍必れた平均值・か四の柵•差の大ささに闰係する.



第貝章 単純魚虫為拈出法

S 厂^rr/s".•时•片化g才

态』. / 里绝魚,彳K為」由出£レ1>y」^Q. 几

株本調会は有眼の教,/なる SzXを含さの集団から;由出さ丸を標 

黄を汨・圾う.

ル‘なる毋集间よりをなる腰本を柚出する組ふせは次の公式、により 

心・

’、_ 尸 =—^e2—
、衫ノ yv れ フむ・ノくノ/-”)/

例え成さし苦场象诳オス, &, j 以 をるるsつの の&を含きと 

.す治成•大いさ?なる次の如き/〇の異なった標本カ"出冊る.

ABC. A B 6. .A 13 1= . A 〇 D. AC Tz
ス QE. GC a BCE, 3 DE. c DE

六つの稚本 だW C. A G B. 13 A C. CAB. R C亀及る• C B • 
刀は同じ匕蒸えら丸るをら文宗オ械本に於て農わ如る曠序ヒは注 

意を弘う屿亲はな”.

S公ラ〇。 尸ら7於>% スSラとは・ #れ の 中 X・の _ つマ• Nカ、・ 

選!gtる硬率オ•すべマ等しい様匕ノ事からなるる,ル心?5を卷ふ方 

法宝ある.

巣1こ・林心・ asノワyあテ社時は小る事封あるし ある人は 

加え洗我％<匕在>/ L么Zえわ丸Xん号す•<不」と束 娘 侏為紡tt| )な 

る言葉を推終して()ろ.

実噤には 3方^& 以みん"_.S?当技ん,・歹・は, z如を 每に城出さオI 
る’學集团】二於ける 々Zgる の數ほノか佐ノ/｝占'?•ありノから〃沌 

丹间か凯教我又は書いたユのをッホ‘にxれてよくクき珠trる辛に 

より冲出される.j由出、ノし/一故を乏う"匕ノう つ、’標岑 を痛成する. 

抽出週程に於て前に抽出されなグったす、: < の激に为・して必携灰 

には尊しい樓会を與え£ rCviのすへ、 その可能な標本は肆しい

機会を巴 つ 李は容易に証明ざ泡る./つの敬射、、ノノえかん糊出 H 

左時・ご刑は封と匕之#さない.雄つマ抽母吋んv"皿/ k3•ふー

f>zj

29此工Nし'われる.同様に乱談蒸を用(Jもとさは前ビ引刀、丸在 

放は二度と引かないー

単純論根為抽出法は抽出理諭を尊く場合に最Z役に立つNの"?•あ

る. ‘ ヽ

貝な・我 定茬玉3■"記号5>3 a ん乏乙st-<?
榛本調管匕於"?我。はnルクゲん に入ってくるあら冷る仅,心を 

測定し記謡しょうとするある特4生を決定する.

"以のこ｝払Bの特柱 は 養心必ンなZ"^8 又は単’Iし項目£zZ^ に 

密するz刀である’

母集団を構成する/ヴ心必 に対・する特牲匕对し"?碍ら羽る尷はが,, 

节、--- が,"と書さM•れに応する盤東如必に対・する碩はがん於

••・ーダ弘とかく ,

大文掌は毋集团に离するMのマ•小文字は標本に离保すMのである 

総計友］、甲均値に对して次の如く定談する.

/葉図傾 •襟季殖

総 針 V=従,十孑訟十一十孑〃=圣<が$ な為十务十一十旅=君扣角ノ

禾均偵 ラ二.卷％ 土二十瓷气二上 ダニ芹,十払十…+,んー京 <由)
个 ’レ イ 7i ーん

標本頂出は多くの異つ左目的ヒ対"して就9ら泡るか主とし"?次 

の三,つの毋集固の特桂"に集中・さ丸る.

の 好集団卒の全々〃物上のある特性に対する偵の総計丫<冽え

I・ある地方での小发のエーカーで•の総数)

U)•心z/式 当りの平均愷Y (例えば富当〇の小麦・のコーカーで 

の千均数)

F ある並まった隸に入って < る 心,必の割合、 即ち百分率く洌

えは・ホ没在性えていない畠勿百分案)

次匕毋廉団統計友を平均偵の椎定につさ者える.就号zへは縷本 

から倒ら如たあ•葉瑜特性の苞定蜀を表わす

推定堇〃芯%間単な型のスを述べるy •



推足量

却集區孕均蘆 y = y =•標左平均

母案通総討 ク=〃歹=存作

因る 4 は旅大常教く,レー <x/七所 位•弟女)とよは•・れWの逝敬卷 

は標卒の大I)左Z昭亲剧め穴い△どの比であ〃抽出此<戮ラ必汐 

8去ら )と呼はメ七る.

一^貝3 推定量の特性・,んV〃心を次クか之フ追 心^C〃し・^^}'.— 

赛本から繹/、丸な」隹定 > の正睡/奚は,せ丸オ、標本資料カ、ら計博さ 

丸主方法攻3•栖出計画の而方］ニよる. 此処ズ•は標泰平均の正澀度 

割ち単純無せ為怕出0正確農 につ11< 0 述ヾる.

公式を廁充する前I二鸠出の方法及ケ公式か依/ら丸た推定方よを曜 

実に把握しなけ丸はなら再い.推定方法 成 推定最が正確に如= 

〃即ち標本グ全毋集倒から成立つでわる時正確に妙集団の值とー 

致しスゝのるならは’一款性<〇・ノ以•司’がある工いわれる.

单绝魚侏為曲出下は多衣3•ソ/多は夫々毋平均及み扱東団総計のー

,薮椎定・螫•( ノ、广く•むノる.

一致胜は推定置の将姓として望ましい老のマ必る そ机に及しマ 

不-'誤推定童く ハ8^んカ,在貝•は攻,ナは為用もなI)か« 

Uえは-そうマZなし).’なの理由は"ガタビ比しで小さい埸合は-満 

定な正確彦を与えるカ、ら 5有用性は之の場合のみに破ら來 る 

祭計理論では一致性1二筒レでは主工して熙1暇母集団に対• しで論議 

さ丸できた.

定遥としては

もb N 8 > しで・

/r j / 芬一"7 / ><£ / = 〇

であ丸は“ yはテの古致推定墨・?•ある.

この定義は有眼あ策強に义適用出来る方法寸・ある.併し仅ら一致 

牲の考・え方は次め説明に舟 しては大し?重要為泛のではな〇.

「"ひ

だ"./

推定の方法はZし%与えら乂た大いさ儿なるすべ、での可能・を標や 

の上にともれた推定虽の平均値か眞の场集団値と正確ヒ尋しけれ 

は不細("ノ以<‘•？<«£</>)M・あると1、わ+匕る.y力、"え"-•• 
ヽ I/

4么?以刀dダ6ん关^で•不・淅く 、ある刀、ごうノノ、を・俟 史jが/ニめに はす■ヾ 

での0.なえ•標季!こ対・してをの值を摂愕・し担定阻の平、 均糧を永、め

る.之カ、毋平均値W倍しけれは、不佈M・あるとひわノ(.匕・Eなる浅、 

号は・寸べての可進卷獴・本の上刀この不/yさ・長;心ノ。
定須ユ/
碟本一不均慮互は S四篷・め不俪披定變.て、、あ&

(証明) •_ ^ ^ ヽ
定發により

匚停)一淳一び堡％!二世犯 
E⑶一心"れ.化—

・吃/Wー初

分寻う彳ETの豹、 か樓本 に淤て・喪む町勺我は 

［‘俨ー/丿し(&/ノ =泛3J7•万え’有［

依フて 談あ十洗十一…T物ノ=&身漆切 疽,・疗"一"みコ

從って<ユ3J方、B
厂’万)____ ん坐二qとー一 JlZTrE^//十芽貝ヤ…う切,,)
正<多)一”")/—の/ 忿〃/ mハ・»ハノ

/十0云ペー•十オ〃ー--
;レ； 」

系 .4 •. ^ ^ ' , ^ ,.•ヽ’

5> =/)/•アは好•集団総計yの不偏推定置である.

定理,？/の証明より ,ヽ

e( 〇)= e <がノ十が京十…-寸护ノ&)=丘<.・V多)=ノ作(芬)=y 
従って

E<ナ,十がR「がさ十…十オノんノはく初・が---十弟び)の绍・•砂?あ玲

<・占)

双、〃 推定最の分散 Z&疽・むノcO? <5^ 以g エ在?$二ノ必疚£ハー 

甘限母集•困に於ける プづの分敵は次の・様丿一定義さ取る.
■

ケZ_ 公(护C i Y ノ い・ ノ
「 /V

J致イ虫並ろ、•に不柵で-あるためには上式は次の如くあらねは・らなI).



zS < w.ク)

ュ ま<究ー▽尸
__--------------

ノレーZ

分遊び〃でなく く"ー / DM・ある爭は注憲を養する.

今液マは をの分散を寿える.ご水はすヾで七 6し在る標杏マZ6 

れな互く多一戸尸を意味する.

定理ヨ•減

弟純無休為標本ガ、ら0平徇值歹の分散は

V’くあ二e 3 -ア尸=瓷以す C・め

く証明)

れ< 辱 s= ぐがノーワ)+・くクヨ-y)+.....十ぐ芬でーア) < 云・わ

く ? m)を用I)て

E〔 <多/一T"尸十-…十く务ーヮ)"=弟〔く多/ーア)％-•・十<狗卓う

• ・ 〇・ ノ〇)

X
E (兮,一刀<ハ一ア)十<が,-ア)ぐ企k カ十…十<ケなーノ一刀<羽ーテ)丿

=矜?- 3L N MS - f ぐれー"％3-N 丿十…•-

+<乡ルーノーラ丿</ルーy)j 3.ノづ

. <貝・ノノ)1二於ける積元)は 夫々棟本及珠•双集同マ0比の 

すべNの为'に佃するZのてある.左辺の和は％<无一/dノ・殒を 

含ユ右近の和は 〃くノレーノレ^瑣を含志

< 9.9)遼平方してすべでの学純魚為標本をマ斗均する.

<Ao )及歹<Q・ノ/っを用I)マ

么せC争一戸)へ 旁(く芬,一テ尸十.…十◎,レー y・尸十ニカ

=旁〔く,ー肯)“如一テ尸十…十ぐ旅一ラ尸ノ

十辭刍｛①一戸)十ー…十3〃ーア)户〕

E/ノ

二、番目の【頁はぎが,=,1/テであるからつで3る.従つマ

"歹)・ <歹ーアバ=我乞号 £ Iが一テ"

£玄’レーノ乙 . • '

系ノ 季の標粪誤茬js Z3以」ッル〇とレ父と〇は

う〕務广专玲 ^ 〇

系ユ、板案」総計の椎定爻匕しでの ザ=.4/グの加敵ほ

v(ひ)=丘く)>-・ア户=心’～^4 .<公/»>

系了 すめ標率誤星ほ

ふ夕•S 肩限妙集•田浦、丘 机-を品・无&乙:〃,Wm.よく•めん•..：

® ・限あ策同からの大#こ〃なエ > 时、為棵,夾,一・Mレそ平均建.レリカ、散: 

はく或,& )式 ぐ/レ‘一> 仁>二乙右・今、 上’"Nん"[4七、 如東’51•力、 ノ莒。Rて?>乙 

時は因子<ノ/一 ・必レん・刀誓.>、a"(1名.•分、以• y対すす< •レ・〃J 
Xi/位タ癡準茨卷に过する心三辺成勇暇用鏡団浦、正(十pごー,と 

呼は•れる,旭j出比"必/ ゲ小さ、)とこの因"心/ヒ逆・Zる櫻・ネ 

均の標準象爰ビは、直接影響を与えない.冽えば以歩二し,逬豪3 
で同 じでなオしは女"ククククの毋衆田かWのぎ 〇クの腺令b .ノP 

。 〇 〇のの氣団力、らの匕つクの標本と必んZ、目じ、正確な欲•字尹ソ‘の戡 

定量:を与える. .

実I滎上荷出比カ、-* %セ超え,な3匕さは/ p cん方現しU j), X多 

<の目的5 し<・はノ 〇 %位であって邑双我:し < .よ(｝ 浦]•を〕’"

視する事は毋の摞準燄旗を遍大に見顧z弟ミ:史令測< a
有帳登集团に对するJ由出理論は-Coめかぬ方・< ノ >• --•■ >, z.••,/.- 
擀く Zパ。>及なw財液k6< ノラK < いこより廣•展,おか 

次の理諦は提理又/の拡・ぐめ 'る おめ冬マは大・しくせ•轮< .•妇)



3 ノ

カヾ後章の役に立っために証明をする.

定理2 " '
NしN %・尤,X,. つ、・戶吓・T 0冬心以として定羞さ光た- 

灰螢 の対匕しア’之 お大いさワ2なるrs以,就しz!クノ弘ハム 

からのそ"第匕定すM 平均嬉・とすれはや如筠の共公:是く 3sx-

"Z以)は ・

E (歹一ラ)<ス一わ=紡資号)ぎく払")くや’ー项ノ 3ゝ 

ごの定理は・しZ麥是が北攻3、・X・か・すべての"匕’あて•昭しけ丸 

は・定理よ・貝と同じになる.

<言正明)

’夜、量也七=XG十がえに定理貝・&を潼用する.亀;の丹平一均ほ

V = X H- V?あり定理 N我は次の如く煮る.

E 伝:&S 一"

即ち

E｛(矛-ア)MAヌ>『法の£ ｛ぐ肛••か"ー可

, <汶.,以)
击血の平方の頂を屐阔すると 定理J.よより

.E(科艾)J紡尹3k七<•れー％沪

Eく斜号がわー。 !

マそめるオ、らく &• ノ よ )で・ミの二つの須は両逝［消去されてなく 

なり讀の頂のみが残る.卸ち

K升小ぞーヌ)=労尹亀七 < ハー「)8“又,

§ や 標本からの樣準謨度・の推定<5辺必 级 次膈血’財 

心知么ナ眼秫.a,ん盗号"ん・—

推定校平均ぶケ推定呼鉛計の標準讃差I二村する公式は先づ繇ノ伫 

ン欠の亍つ0目的に淋しマ用いられる.

3)
〃‘ノ 他 の 粧!由 方法 工 心ハi/2^.尸知2tfZ$F ユ3 グレ・んら节^ エの 正確度 

の比較

C)i) 計画されマゐる調性I二必篓な腴本の大さふつ推定

〇//)実行さ人な詞段で・突際に饵ら丸た正確虔の椎定

公式く工?)は毋分教を 合んマ、 ゐるか、実除には之オ分らなく 

マ幺標本資料2、ら推定出来る.ご丸ヒ肉憑しお定理を沃の定-理比 

タで•述ヾる.

定理汶以

.• 一 J; く’•免…あス
々カ・尸& ノ虹»h•へノQ<e^Z>.④'ノ笏’にヨ寸)ノで •〇ス:.  -/—- iW

ノ 、
或』 ユ逐在ー一 •尸め不麻粧,走璽・?•ある.

/ノー ノ

(靠明っ

ム£室くれ一歹)』£以3- >

=£〔£ くが。’ーラっん;’バ多一ア尸) ^

£ / Z <豹—アノリ=・弟喜くみ ア・、ご:'・辛ニW ］"5ゝ 
1.］ニノ "ん=ノ \

Eい<粉パ注ドう^方 ・‘ ヽ

况つマ

ヾ、 、
丘(,イつ=Z77式汚/ノXレ--ノつー <’レ/ーだ>卜 应" く ・一

華ア及&•?=/I/をの分敌の不俺推定量は

づ<ダ)=み段5警ノ <・.义、・...

"<ぐ)=纣5=-*“<祭リ " 一

標準誤差匕对しては



ほ範

<ヌ•)

縫<

3 *>に注意を悪する0は毋—及夺推定分放く標本分散)に 

用いた記号マある.即ち

辺・分散 7く％')一司

推定分敢 リ<ア)

分散に対・ レでは V及-* 5膘準羨差に対レマは4.び必を 

别個’匕用I)た方す模利Tある.

咨貝ク、拾類価啓・ぐわ欢’心^yjid
推定量穿友う仑はぞ恥に症ずるの集団イ直のヨわ/)に正規分布をし 

てゐると頫定づる.この噸定友な‘Mの限界に間し"? 1ゴ§' R ふで苑 

・える.乏しNミカ很定か•保持△える戸.•役平均及ろ•・毋縫.計に六「す 

る上下の信耦限界は次の如くなる.

手狗娘 ^

支=/ー岛V-^ ,ん次・マ

A件喪序:"テ泌夢‘ < Vわ 

此処にちは欲する信即産率七ホ、 す“る正規倔卷零?•ある•このご“ 

<答通の植は次の姓j く"?•ある.

信磯確率<久)謎。<?ク タ0 夕％" ララ

t [ 乏"ス遠目必ノ ス以 M0

Nし労標東の大いさかU 〇以下室•あ必ば、7の値は狼定分•散®貝の 

自白癢である(龙ー/つなる負由度に逐す、る第一若の5ん兑sあ の 

あ袤からXら丸る•たみ布は観測旗あ かモ丸負身正規に分而し・ 

,"‘才00である塲令のみ正確である須規性から適当に力、け龍:丸マ 

ゐるとしてN大して彩醤はなI).小標木に対'しは非常に斐んた分 

覆をしそゐるXさは特别な方法オ’必嬖である.

倒

爾呕書の署名オ當クN枚あつあられ在・谷組片はー液に"員人の 

署名が出来るスペースカ、•松る.その多くは窘名人の數ぼ少衣かつ 

た.緇・たあたり客名人の教はカ・/妻ヒ示す如くク％標小・あ 

るよ〇校の紙)tの熙旅為應本•?•数えら;H ノu. H,/表ばユ9辰・皎頰( 

暑名人の総敬をアと /信•稜限界マ、 桂定せよ、

解 ・ ,

標杏柚出手也はー•疚の«氏是アある,槻測・適ア記 は〜枚,あたり薯 

名人の敬<•ある.约半教が嵌大の,号人の署名かしぐあ•るグう 

度教分布エして寇はさオした竇料は国大の虔敵が、上[端匸あるので 

正規分布からはかけ2を;Hマみる.併し次ら径験からWはり& 

匕叔の標本平灼は诳似构に正規分布するXイ辰定しでよひ.

#・ ノ羌< かノら次の列のオ.沐る.

ヮい=工+・龙=«• q、• ■ = ・危れ = /■—/： zy J-ピ■・ケグ 

従って着’名人の推定総計は
• . / ! ・ ・;

§ = N 希ユ < ズワN )し<±L±2= ノ・孑 さ88 •
¢0 ,

標本办敢
瑚J宀 ほん<"ーがリマ£泓习滲宀<安yッ

=喘、阜"方一緒尸｝-go

方,程式く貝後貝)から経％挎預禳掃は

ノテ・匂！ •七空三玄=/移招!(心く芸ぎ・竺Q,,/7～～'～～

之はア・•%悟預限祥に対して ノうクア貝、•板込<ギタの借!I二
ある争を禾寸.

完全調查では我/ 〇 4 七茨あつ営,

如、8 正規姓近仪の妥当秩

"れ4 む之寸 峭 华^ えタノレ刀,々/ 絆)｝ユ’w い儿勿浪sし:- 

正規性迫・以が多くの実際面に於で妥当であると信せられてゐるが 

云れには多くの原因かある. 碾率理論に於ては多くの研宠が,彼ー 

阳をし俱は此之 の旱均値,の分布Iこ 人)下行われてきた.点眼の



CM»
椽準嬌差を有する安集団では德本平均の分布はノZナ增すにつ弘て!

旺規に迎つ”く尋が咨忍^ く/ラ号つ)により証明卜扎た.この网 

•究は熙限輝集団!二阕連するZのである.ヵ?dノ吋<ノブ以<?クは

有根毋集団の太なるcZ・ ヒ对し•?は・摞夺平为多勿布はもとえ油山 

比ノ么Zか無視出来なくてN又」由出が之N lc Zとす伊匕衣しに行わ 

丸をとし'? Z正規!二泣つ、く爭を証明した、め久の上は々及ろ••〃兵!二 

比多れかある敬尸く ノより小さい辻、て.ある様本際には黑、限Xを 

る爭を規定してある.彼の結果は例えは抽出比かラM %であつで 

z適用さ次・るであらう.この知識の毋療に必侦か物足りない之の 

げ残ってゐる スの貪向に容える夺は容励マはない,即ち マの 

德向とは"ごの好集団に戻］し?正規性迅似が充分正確で・ある様・奁 

或は如何なる大いさ•?•あるか?〃

非正規柱分布は正規分布Xセの』生麼女ふ・へた•・たりの•在・虔が非辑に 

違う・標杏柚出の実行面ヒ於ぐ遭遇する廣敬分布はすべ-て為理的 

に正規分布をしてゐると假底する爭は出采袤い.荷!店とか.及鷄場 

とク町簿(7)経清柱を七つ企業ノ多くの型ゆ分・布は少數の大単位及 

な•多教の小単位をヨつ正の企を示す.同建頰の色は例えは・プロッ 

ク当リネス、ミの教とかハエの教の如き生物毋験団匕又あめわj<ろ 

疋〇奏分' 布の洌とし"?貝/囱はノラ貝〇冥に調登さ汛た丁•乂リ刀, 

のZ 7 &の大都市の届住民の数の度数分、布を示・寸・次’女図は:2め 

毋康国から粧(出さ批た ソ2 =タタをるヌひ"の SR户& 以"• 

辺捲ラレ％ の居住看の全数の度教必布を示す.

標本総計の分布衣3•・平均イ食の分布は正規呦線と冲幣」こよく以'・くを 

り雄お少しは正,の斐を残しマゐる.正厚杖坦似の婆当彼の綸鐵に 

於マ我<?は庄規柱城が〃充分正碓である〃といふ爭は如何なるM 
味であるかを定義しなけ;Hは-をら溢.標本調資に於では正規祉あ 

叔ほ光つ・第一にイ言頰娘霧の計賢・に用いらM彳.ラS %腊賴狼界か 

壬貌柱适似によつマ毋平均vに对して計埋さ瑚るXさ我々は次の 

如き論烈を,

< M 云 3 .)

ノ"

ノミ〇

3)
』/図 /兄?ク耳アメリ刀合彖固/テよ柿市の大ささの度数分布

会

約め左、こ..

夕

億、



マはこの極の論述にはセの時の白％か、 け 

象〇か•ある李を示しでゐる 结論として正規イ生准似は送レWこの 

揺な諭述かその事象のタ％とイ %の向に実際匕は紫/)があるとす 

北ば•充分正確であるといい碍・る.

亜をN ノ理論分布の万卄宛友3•現実の歪妙建団か叼の抽出実験の结 

采からの論述は我々か•正の詹绶集団力、ら抽出する之き信糧確率は 

涵精と・シなるかにつD 7行われる.標木の大いさは汶は図Iこ禾し 

た樣に芬の分布ガ、嘰分正規匕迫プく程充分の大いさをNってのる 

工裁定さ;Rる.芝のときの諭述は次の,如くである.

く;)主 M 歹ースア/工/ラくラく歹十]アN-ノ芬

オ壽^る度教は通常v %よりケなり大さい.

看;> ラ>歹十ノラC間号

なろ枝敝は貝S %より大 ;

赫” アくアース タ イ刀9矛

後多度毅は R&%よりハ、さ(丄

痂匕して国’3光分布を透える 、

夜星一がとは こ ん R----- の尷•をと・リ クよか以なる値を、と乙颱

率は

角<多:=め=匕ーはW4 /
•此処J 一 趴はダ£の平均植で・ある

し み矛Jに対し"?大いさ"ふる し・眼/・ー ノ七ノ以冰 se”尸M 

の総計がの分布は卷数ノノ»=71 ・なる/つ欠ユE务布Zする事か・分つ

てある.この分布憲</7人ふ々「/テ必ラ)から我々は汎及zヾmの色々 

甫婚に可して梧桐贖界に対して如何丄よく正規概定似をする かを 

套出す手が出来る.

•辺=日双よノ 〃二タリク匕する

诚二改貝ぶに刀・して・グイ=々/ 凌 m及夺"マある確率ほク" 

旦あ&, ノ—ク,a.o・ミ,ひ。・知及在/・ 〇グク/で所る•最初の分 

瞞は明らかに 張を％つズゐる

(2刃

楔あ總計多は 必教1か二<％^)(な壮)=ノ"〃・なる総計をMつ

Boessし分布をする.

この分布に対・しで次の理输的結宗カ、 あ・る.

Eくー)=汎’‘咲=E くわ加沪=・沢'

徒って ケは,ため不碗椎定量である タの標:準誤担としで

d才=Vを

従ノ ? 以に对ず3デ£"信液•限釈は

乡・一人ラ&\[～^・ く次’く歩十ズw、ノ歹’

と!/ T正規性渣似によつCRら戒る.

この输遠が譲•っでのる確率を考える.. .

矛= <?W のNM 上喉 、•ヤノ、ラ /"歹・ =テナア
> / 

グ=<?タ ク 上眼 〇 ーノ«ア

征つ刀 砒=ノ 〇 〇考る弘・赤"し分而からの油出|二於で-がa注ヌ 

はぞ>1以下•<rあれ はい つ E 上預は小さすぎる /%・表・•心•若により 

グび£ス又はセ;H)乂下〔あ・る確率は〇. 〇 3 4ヲマ、ある.

同孫にド暇はクがノスR又はゼネ以上:マあ』Iは大さすさるぞ」し:. 

応する確率はスクノぎ/マある.

力/,之合せ.ぐ ・

如(旭すぎる上限)=グク5 よプ

十)ー户厂く新すぎ、るド隈_)=ク・クノ ふノ •

尸｝ー<.信磯論述の誤リ,J グづごイ・つ

誤ヨる全曜率は 0. 0 &匕过:い値を示すか、誤まった論述•を する 

埸合の约ケつス 於ぞ峡の,刃Zは齢述した」、假よりヌ會e <以nd 
ぜつXク・"■==ロク日 ｛ ノ

NしN我<?が’推定墨の談差の紹的値た廿が菌心•.寸' あれば孕の分 

布・その迁刀很はかなりあー>な!.1'.LV X菖な出米るが、Zし.£ yグ 

上"ノ捨頫W前を麗える挨澈ケほ•エー亿にXr ノ、、<匕正規性対J以は飛 

帽に小 si企レカ、麥の分・布にない場合でないと瘩湖こ窖ノ混H. 

伝燃喉郭を計Wする際に正規性辻似を用I、る埸& I二ほ如伺なる

火,.｝なのル<••なけ次は・也あぬかI二I胡し,くは兄全なー •假法則けな



〇.正規イ生之、’らの主庄S柵差オ卷しい正の歪からなりたつで(、る 

埸合の毋.団にホrレで次のラフな風則が有用で・ある

フし>ス点〇? ^

此i無に G>は 8 メ"/のゑズ段<穿山 Q•ノヲ3貝)で ある•- 

担は

頌=一 =烏W<がーバ

この規則はラ«％信頼確率の論迅"夺象の£,%以上は譲孑らない 

様に計画されてゐる特别な奶集団!こ対’し・? G,なる一つの!隹定曇 

を計算する争によって楮頰源祥を計案するために正規旌也」以の適 

Rlcせ囊な標本の大日さをラフに倡セ争が出来る"せ水は何時・ 

ぎ抽出実我をしたあ匕で多エックし石・け;Hは•・ならな().

衣ノ表 疚の歎願鬱の標本结家

翠&必敬 
L K_________

度教 
+し ナし我 h ・玲

〃 2 ス3 N«匕 在。gケ貝

夕/ 夕 ノ £之 はク女と•

X / 3 V 1 ノ 2テ4

3 W / 学云 ノ 〇 ・ /

只ラ / 貝テ 8タノ

貝グ / 我 ふ« ノ ・女 <2
只3 ノ 弑3>

ノ 5> ノ Zヲ 3^7
ノ 4 只 3云 $ ノ哉 ’・、・

•パ » ヴ 3 • 衣& 4

ノ« /ゝ 7寿 ノラ4
ノノ Z Z ノ ノ己ノ

Z 〇 .Z ノっ ノ G勿

F- / 夕 <? 7
<7 / 捨?

4 3 ノ a ノリ呂

年 ス ノ 〇

々 / 女 » ノイ

了 ノ V?

針 r/t =纟・ク 文六・/二/之ナ/
■

貝&漆占・£よ黑’場マの敍物を作ってゐる畑の

•’ ユーカーでの夜教分布 ,

洌

い姦の株料は,レS・がふ $：,*«え 布マのまよよ患塲の鬱帽を 

作老烟のゴ-v 一教を表耘す.

費 料 は］〃.曷あ </ラぶ/)の 冊 宏の一部ク«引 用したX :,'<・、あ 

y,後樓このタ疑団か以大いさノづタなる.之う"辺冰,.・3〃伊姦 
を抽・めし.•芬:・对诙な以ちカ以 の£遂霞・管瑾踏•でゐ心’ケA 

た丸ふ皴柩あ須目につ。で度敵分布を.検誹した.

⑴仞計算％だに芥さ机でいる.針蘇は儼の天俊で笥お所•ノいw..

政久・)つテ=至礬

=ス•ひ％X

或め二・心4 
土 E

=4.2? 3テ

E%つユ琴終斧

=时

•ぐL EC疔)ーで

=3ア久/フテ

培O〜Eく如ー y J~
=にく芬!>ー3民<が;)7
十貝・?9
=匕ぐ、夕//
牛=给= 

6～ ? N•扣g~
X»

政间诵
(工～カー)

农リび:虔 度数 
ti 土孔 九・獄 h罪

ク～我ケ -— 旧ク Hデ -X?

B、メ3 & .,弥ふ <9 〇 Q

?牙 / , ノ e名 ノふバ ノ忑女

戸は・ヽ•ノ5•ノ q ィ・« 3•疽 る4

ノ3M〜/心 5 g 岱ビ 召§ *•7々

#4’ ～レ/テラ 必 g ノ -?/,・貝

J?クク,0京3\? 々 4 mむ "彩

» 孕〜・>7 <5 M スノイ ズ只・*

貝4gハ,Sqノ ク 衣 ノ邳 ノ3な

眾貝〜3* 去 イ 公 3泌 ・クR
m34 ****** mよ ラ 7 哉 八 ソ0 7.^^
3T〇〜・Q& ノ。 ダ, ク・ ク リ

がW ～ Q>夕 ノ/ 眾よ MS
間め〜彳ーク/ ノ 2 〇 Q

/<? / & X Gお 芥3キ

和 好Y •5^, 3ズキノ キ必会夕



或初の絃街隔 "・・・日テ皿他のNのどかなり遵つ"?いる虫Iー注 

恩 ・ .

G,= /ラなる故發小えは次の如く・なる.

〃=く京ぶ)<ノヲ‘尸•;うQ

大いさ/クづ帰泰に六｛し"? I』らケ厶忌はご嵐嫔目即佑殺物を侏 

る、畑のエ一刀ー漱・で、はをの分布壬S之ム血〇尤のt均、布ざや丸匕 

定す・る理諭的分而/著しく道はなE辛を見出した.

园他め実行面をうぎくする匕正炭柱近似を妥当る•1う匕写・る傾 

何かめる.正規佚泣以の失敗は標本平均役荧配するある賤啪な 

痼を琴集団ナ含を埸合に起る.この埸合故"少うけれは一完全謫 

査•を行って法丸啓をうざく処理するためヒ、送りはなすか別個 

な計画をたてるかする刀が賢明で' あ、るー以蒙団の.主丹碎か3顔 

端な迅を取り徐く争は張をなく’し正規住道・秘をはくする.この 

技術は後章N•述べる屑化脯出s冽である…

§衣ラ推定分散えの作正規枇の影響

・ノ2"*?2 — 72"と〃乙ル4“艺ダ クク£ 光佑I

非正規住,の一つの影密は笹定分敵a%•我ぐかもu宅正規分布が 

ら標泰抽出・し左と傷定しためき期侍甘る値よりは標東匆I二か本 

リ变動をするという率である.無很母集S!に湖して大いさ义な 

る”sも花の7ノい’宀あザユ名2ざの£気の 分鼓域<う•切ー丿Wク ノヲ3ヌ)

"妇め=M乏T • .辭 く次• a々)

M-項は妒つみ敵がその皆家団分布が止焼?•ある.ときに屑す 

る磴である.第二項は挂氏規・牲.の影寥を憲わす.量んyは 

夕・曷农4:り四次刀 C夕く以£・乙ノア3スうで次の

如くマある.

予・」だくグ’こーラ)-MS

也>

G・で測ら;KたとさはWとの分布マ・の歪はM初安足姓に影・密はな 

い爭に注灣&よ.貪装な因孑«は毋集団マ・の四次モー乂ントマあ 

る.

Csou奴必 ・んエ:は正規分布・?、はクである,他の如布では正又 

は段・の項をとる・柚田の実行面ぐは 4 は貞より七服の方が多 

くあらわれ、ある坦棠団分布に為・して高u磴をざ・つ 

今(貝M心うと次の如r くかく

"なつ=・器7 3十佇袭)=矜S自^ &め

此:恕にGa = 孝^・は ん?み^ の &必おの択貞である.

宿瓠内の量:はノスつ分散び非正規柱により髙ワW氷る因多を示 

す.ユの因弓・な户&が丈てあつでa残るのマ•系んか％と袈离 

係で•あら事｛こ注意せよ

ほ,度表の ケ妇^の御料で (3•§ は約よである事カ、分る.•つ・札マ 

V<びマ)ははし3正規％布衫・しマノ物を依る火田のH.ーカー粧の 

搬初の办布を癒えたならは・傾定,へ担た幺ののタ槽に泣くなる,

款裁(ノ十圭ド摩るキ/十貴・キくつ

彳反Q揃出破究ではMつの項目す標染帰•差/のみ散で・印瓏に禹 

めら・ろ事かかった.wm ご更厚嬖集団からの特の俎输み布 

工の比ほ姦物を布ろ姻のエーカー数て］寸ふク.二s全エーカー 

敬宝は・ネ/ 度崖 し-そゐを人のは事半位ヒ対し、 下ノ日,クで•あっ 

を..

曲出の実持面マニ戒に阁违した爭はIつの方法と値0方法の・曲 

出の正碾の比・段の左※に.</’の旗を用いるむ、 又は.矛の畤別な 

正確廣を得る匕必骚な標淨め大いさを堆忌するのにをスを用(丨 

る事,てあるく第タ堂玆腐)こ,れ驚の目"対し ""・少放榜 

料かあ酎難されなとすると極定重 疥 の正罹廣といふNのに義
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向をZつ下考える瑾ヒなる.

前のぜ果"示す様ヒノスめ分推を評価する正規公式、 の橈用は 

舟 の宴定枚について扌E活匕あ寸マつ左戚％を滝える拿Iニな 

る.
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§ S・ノ

牛S

第3章 翫•合双び百分率の標本届出去

5因寸ん将 - a^icL

っり以?如C及が、 じ’0倒时か/ 

しよう。記号は次の加くて、、ある。

の数 ビ杖る Wし况の•浏合

■44^72/2^. 阡戶 ・•皿/»%カノ切

义 R二必" Qぺ%

定性的性套 Q(8a如め3 泌0以初Z-
我々が、ある持性又は履性近七づ或はある定まつだウ")に人って 

ゐる母策®での"はの全数又は割仓ヌは••百M玄推定したい谒 

会が、•あ血 調査で記錄さ此た多くの格果は大儘r:の形のものであ 

る。衆残、め人の敵とか住民のス口とかび、 之以例であ左歪づ,分建、 

は爾車に"’、人.•しか〃イ 、 エ“こかで、蓉えら甘しる踪風直摭ん旗 

直カ、ら凍カ、HIる泰な類で' ある, 他の埸合匕は憑初の測定が、多少Z 
な建貌ごゆリ芝の分'龍カ、、、結采の表示から貌かHIるセの左あ虱 臣: 

お應溶若の・血の券令苴記錄し,その中から/クオ以上•ク生のせ 

副会をに録したリ寸・る場合であ瓦 ・ '

み・冴 < 団で、すべてのな"は二 

Wん客と仮窓 

,c/春る

X
P因療本3隹疋匿•はタで、•あリメ勿棟珞據定一漿は Qg该斐

瓦 、
&ごマ 標本推定 皇 の分教 7Zみ8膈2必T斯 Me 刀^旳/!也 心な・s,
衙単に-の主・瘍に矛ス童づ尊餘玄商用出冻起標-ホスイ灣鈴団 

のあら0るg以に対して、もしもし財饶が、 Cで、市皿は、、 お次: 

とし［’ ・〇、.あげし年、ひごある之症・義、 しよ) 事、 あ吝値のんの哲 

団に对しては次の孝が、明らかごあ％

丫=ろれ=メ 

ラ=在芬=咨=尸

ヌ棟本に一対しては
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て、ある々、あ
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ク”の浩•策団の廳 

才N章の理論を用

此夂伫

冃法に

々"～Qノニを与Pd Q久)=を"-"

〇, = ./-/> でーあ多

g _ 至3-R 
イ フ2～ノ

そつ错衆彳茂お戶玄推定す多冋題吋が,、 かノか 

計及び卒拘缶芯展定甘る.闵憊と担え呂M瓦

P友なタの演で否二 友び、/W ・・初

写・I = A =ゼP '/めれユ =«二たタ

sヘ・妄竺び=W以
•・一/ レー / -

た /

ニグ毋集団に定聾N,/ NJ2旅び、N・宏適弔す5>と分扱さ仇る2"以

①Q^i5次企タ は次 "涼な辕眾V宠 吝・

定琅3./

楝本の劃合 ア=弓んは町條团の割合/=勿Z公不個;畦定

羞である.

定理去

卢/分散は C 3.^- J式•を用いて* S E ("…キ8 fl灯)0C

系ノ

七しも»及び・カ、ペ々乂e初C Ki .Xるノ〇^ケ>妃双が、 尸司っ

事も分淳で、寺胆は;、公式<ヨめはアの分散に•対して七•城玄式克J 

系ユ A = Wの分敏卽古辺必己に恭•けるレ〃广の隹定推敬"

分敎は 2

以公ノ=-券ー(紡芳) (3アノ

定见3.3 3ク)

標本かわ瘁かのTたpク分散の不倫•?座定長:或

n ノF =(総5 しめ

,愛明)

定退ヱ々に於て建洗羨曼豹' に討して脱水玮均アの分載の不偽

惟定•・塁・ば

zめ-占2 勺 ,ーう
レ(オ丿・%・ ーー77～ 。 ー> •

こ、あ务葬か、 証明、さ仪充

劇合 ダ 玄 3•の0りに人四るとく Wすノ 式'はその如くな乏爭玄 

証明さかだ

尸=て東刍？ダ％ (ユノ"ノ

依って

と在瓷

Cて'、のなれ及5の粧芝総教カ

<茲 ノノノ
つ1 一ノ

卜から卫Qつ名の名•菴夕刀ん・^ 

ジだ宛先で、あつと リスト 

し一二の登定受い價游繁民

セ し七.ダ が’7Zに にして 非 帯・に大で、あ此は?、ヂ中・C嗜 謳 禅|して "の 

ポ痴M疑.匿は

一.丝
I妇ノ

多くの茜物で、 は・・岑が普週用いら玳てあるカ、、こ也は卖碳々荼団 

に対し之さえ,七不倫で、、は・ない。

系 河=〃戸の不偷稚定・愛即ち。乙3

分敢,不倔粧定量・は

レ(め=ふ戶=ー二:ー絳 

伽 •3ク孝N名の名谕及び宛先のリスKEt^Lfytfし 必か血・ *y リ m £ 名び・誤 

での宠宠刀叫擧抵補聶e総教 と粧庄

容グ捋脂
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辱 杆"袂Z クし=3 , 伞3 ,戶ー爰M•"
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0 .= //p =(功42.>(〇ノタノ =タハ

擦睦誤建は(3. z/J」U

•矮"絳・% = / ノ(33 70次

諛った灸馬力総我井

,二巩刀、あ推绵出未多辛はんQ勿僧賴・度て、• sク〃土っ

タケ％ , タク$ 土ノ多

この仞で、 はヨ由・广七は移土工吆"2 =つクア卽フ％で、あるかう子•P. C 

え類視Lて赞伫7Z ーノキん /お、 くと腸单赤次式玄鶴る

3オ如ノ' /逐ユ・伊・""竺号绪’ =8" •

こ)n,は盈つ舫唳孩疗切お'んと'、变ら・ほい。

分取切う ノ；・勿依庄分散「こえJ寸多.前の公式は,生 し記 必洋か、ヾ・び 

刀のタ以し に於・けるW如*•公 の您敬に弟する ノレ必Z尸及 に於ヴる C X.
る れ危七必牧・乙・ク比ご渉る株.に C Xは ご が・分庁ら也た時にの 

乃成セする。 セ胞に对して 5なが、後素に也s*g)の群から低 

ら21.厂ある.主が茵通の現合て''タリ分顆.き戢る在のは密宗ぐせぐ.

げ、.くつカ、の例芝述べろ/汉の林-ごさる.

忍Zt财ユ.&况・ .、儿レZIあ

家 会 、珠 、"浚救

レストラント 從 < 買

- 師ク蔑 個/? 9宛

珮の氷 個"の弁承

招し杉 Sな の 虹 れsMケ刀以0伝/庇 カ、、 しし彩 Cに属する 尸や

で、刀・血,gぜ 勿割合尸を推总マ布ノを 、歩施よさ汎だとづうと 豹公
・仏

益武 は直!缺忒と はなる 寸Sな、 芒五互而は 以咲;；Eヽ・

79)

冬スzao?ア•^〇;孕

Z、阳〃•そ ご、の 

匕しょう・正 

る.

の以 ザとM後の 至,含'去 ビし さドニ代

以ルノ必グ淫" の副会としタ=•弓ぎ・玄尸の横本推定苦 

しい-万我は墅 R にオN章の公式老應,朗する辛で、さ 

E >以ハ1 スus»々・えこ｝、は

Vぐザノ
"J-N ノ •/ •¥ ,
=グ歹ふ・我E g wノ ^

て、 •二の分散カ/F佃桩定孫id

ス户丿=:件心一亠尝い・戸 
"刀ーE-ハJけへっ

ご、ーある。
•V ...

もし栏mが、レイ聞・每に一兵夸nば、同題にょリ模旌となリ.之れに 

吊いるう灯!^ § &,9で淞ベる。

§3.ヨ.傑潭•訳無 盜,のpの彩嚮 狭 祯ZK 咪P "し•tAa.よZ物』M 
比辺S

方罹式 •3.Q は一定のん及ひ・ A/に対して鮭定垣分率の分散が、 尸£

共に如何に亥るか吏禾号艺ので伤る. チ尸,cを爲視す収オ

• / vepy 〜劈"

陸・牧尸硬履びそグ卒方根玄巨/表に禾す ニM毛の亟救は六々大 

きで/ (W 煮や 5冲必ー に討して’の分敢:及び授・倫崇と若 

スられる9

3.ノ玄: PQ衣び、 /戸えーの值、

• P ,必3 Cに於ける句・百今•举_________________________



次・ は题怎@が、零し・ 二つのcLa^,え分けじn之丫き宼Xのイ食・ 

Xリこの矣•玄中応めして討繪である"公裸學旅爰顷pカ、、' %•ど

"% の曲にあろと芒は少ししか炎化•し右:ひ.\f~p^勿瑙六。•適は 

女ク ごニク倍.ビは 7て=/ク〇 で、あ))I成、 ノア布ニー丝=£ / こ、、あ冬.

拱もすH成、タ杨のオg曜の舞艸凝差玄導くため!Sは疹.本つ六V、ぞ・ 

捋:/を> -£必宴Xする. 同冰に/兌の就喙震徨 に対して(^スル。の 

:援攻の入ささ:玄I魔要,Y -J・芬・

二0考況•オは談Z?が•あ盆3 C I:雇ーする ド” で、 づ 叫女あ您,故に 

密せを・って いる時には通用さmない. 二相に対して!d鄭帽次の 

如き殲»忙!か、k衆芳.即ち・例えは、、こ勿椎走・畳のク％以内だ莫の就 

討は挂定七:相てゐる,力ふ ア二の・な匾冏に対して:公務ビして•一傲に 

踪勿値・〃/7の・敬Kは百分学として棋單获症它瀬之•る塚に專る.

ぞの出«故

二の 更は^・定堡の蔑梁俊霎^ (乙益・あジ!r好VZZ Zta^Ctxr^っと呼成、 血 

る乜のおあ奇. .

十.p.C 志氣棵-す相成、 凌哭係敵は［鬼Qと・邑£ p. Cを架視してぶ界［なる療本伫拊してク茨與保故匕して恣 

々ら・务比！/夕”はふN .展片术せ相で％否・

メヱ表 Fの框々なる佢.に対ずる｛/ % の旗

戶」みs Cに於ける.毋・盲分奔

| d - 〇’ パ / S /Q NQ (><P 皿 如 涅っ 夕け

|猝 8’ ダタ sq 貝っ /.ST メえ 4./ くフ ©U の3

-定・の粽本クべざざ)こぶして &ewa Cに於K考胜.、疋就訓め麥異係 

敝はCは於け多眞の百分蒸が、噌・と共に混少する紫異1 味救はPが、 

女％ 床下 クXきは大む、・ある. 從って4 缘岡 に松て二、 < 稀ほ属性を 

有す る托のの 総救刃正・確 治框定蠻 を禅.るには非常.に 大な号横•本 ・ 港・・寸 

克 P = ・ に対 し・て 行ノ -即始/〇緇ゆ腿代蚩の秘・障晩•進雀:•得吾片は

(女ノ)

金が・/ :./zZ =99 .'・儿=或・〇ノ

の大会あ源本£.耍寸吝・以£伊ム ra^i cl-enx r財n/以e_ヌは一敝目向 

に祠して昧用さ相る抽山方すで、 は稀日型公竹心の総敢を椎定す 

ぎには黃用ドカ' 、る恨利が"あ若準が、 二吼によって・ 分る. 例えピ 

マク、、 甘,贏3.の 中の‘、リの密救 W 粧定づ" るが如き焜合ごある.§3," 二 噸,分布" ス4LC &>ノ8ブ〃さ以 あ・ノZ ノ、 _

必?侏団が、ダ广が/ウ、ノで、海る杯去倦!深は-业で、あ咨埸合には单に芥 

匂但及び分玫だ、、 けC、なく應式,墜タグ・挨救分市玄更歩す誦が 、 岀耒盈 

但绦団ザ か・> G に或村多川"Sセ 双び、C/ に本手吝(宀よノ

心ん" :を令 去とす名. 比如に户=祝ん で、あ 名• 上しセ領沏に•描 

出"t此先用心が、 Cて、、あ贞は・' P涉 rこ技0もQはCに扈一する七0 

か、 CA -/Jぬ以 や1こ厲するも.のは(レー イノな・^て?'万吝.二ゆと 

e cにあW号(七乡つ、利合は"ー少"宀/ノと方る.

衣対・ 畏あ二仙火さ爪六宅のが、 C‘て、、 击明变Cマ令会割合吐狐7>

xな色

\ IJ かえし 会号?"C な し、(・编 "ノ必 ノ以てぞづづ由 よ て?'は、 倒

各は袖甦ーを行ラZこの林に破化する。-の節では二の裏化は鬼‘遠

ざ!ll咨甚Dらpは一定め,’する。ニオIはノ"7夜松、•I芥’—点ノは共)こ樑术の 

六ささたに比して桐对任?に大ご、 功をピ・腋定寸あ湾ご澎る.

-の偶定のFに糠奉を;宙<!1M狸はノ の弑'行の一連のを0カ、らな 

ってるるソーする. ¥.の冬なに於て烛カ、见セ "必整 ”、 Cで、布る•應雪 

は尹て、、ある. この玄编は標本に於て Czj谷 N/必勿数に对しても 

同T敏お二唳会THを生ず'冬.•標冰が、。.なる・z®性・色度 Wrzjf^ なむ確 

毒は^

”刃-a. p Q
*)•赤0

(ユノ3
この・'かあ ス・以 はド=弓ん ス はn隹定・総討 "ヤ の宾弟;分布が 作ら 

此る.

粮も分り易い表は、,氏,s - /C丈ズ^^" BレULCみ人站 Sス匆カゴ••以Q
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'/ケ如)に质てみる.二狀は徊々の項及ひ嚅は刃六5セが、"テ适及 

び クク/の岱n鬲で、、亥る ダ"イ废勿累積、狗を釆 してあ咨 5りつノ矣 

の尙多 北ゆ偵に対して成Z^以多 (/タチ刀"袤か、参考｝•こ右る•

& ■?タ 戶クー敍イ?、嘲 グZ!狡汝gz必cb.'昭7つ、

々少の布は卩冲が.&・勺必に比して非常匕大ずあ冬ビU、ふ縮定 

をしなく くも貝広-する譯が、出亲る. 阶での式つ勿辺2«夜び、 

C'に属す号ル/での板玄犬々パ及か、//'と-す茗. 我Qは滁水で 

•のそ血寿に応す、る教ケ久及"况’に匣す吾如以 ク枚七夫々川及 

び財・mる. 我々性棵本て・'の七収琦に応す、、吝談び、な竇び・泛’で、芝 

る確率を芻黛号弓・ 此忽:にヌ:ぺ

aヤx =孔 / /十‘イ’—/［/

〇.^/！ 攻び、れノミメ' と條定づる. 何故(もとにぞ 匕
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善グ橫

"(N—ノ>3-N) - - - -- く 式s ZJ 2.ノノ
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'3 ろ•9 /' '•O焦<牛付务布 ノ‘如.24ノン・M メ&六 〇^-戶

二の師社・'心如街にしZ '/ノ ‘ン:Q,3ぶ•)の條件た分切か得ら只多か

を伽玄以て託明づ冬

三つの 〃ん心 て、•ゆ編測’泓本 せ:宕 ・・；f泾雄瘁 は刀・握,め< 3. Z3つ で、与 

え,在"に,

、枠(ロ％,•ノ =征ら、勺・ヾ生!や (ヨNQ
./〜

倔、件・付が% は 72'=久/寸々2 はー、足て、歩る. この W タ繼玄示で

なし、大・eさ 论方・る すべzゆ磁京 は好袒セ 以る・ 二の,値,意七 ワ源本 

が、方・繼式七S Nよノ と相お的に同じ、牒奔宠もってるそ 係件分布花 

覺板-すため (3.26ノ定ヨべての可能万標本に対づ吝盃稚率で、 辍!互 

此•全確叠は っしのヰ々‘か‘ノス は爲,刀心・に屈碧る.碓奔で'磧る. 

を戚W .次ザ噥後倚分布で、与える水る

,6•可,-h^n) G (tZftaj.) •ん C.3 ‘コ ・・ノ

"Cた

くユNズ ノま<ヨ.ズクノで、 枷ワて據本のイ涂神西分布は次の西く瓣らBI

を。

]% (なノIノ万')y
任/ CQ,‘刀2 G々ぎ ； 

5/杉刁Jm时

儿M •.七Cg主 ...1.-—«.— >>— ■‘ヽI-“-

此のい二 3ノノ*/?ノ丈,彳N , 刀ノ "々2

く 3.貝少ノ

此时は穴・奇・〃‘为る彭綵演か.ら.の太会でた’布若纜卒"对す号 

懇後イ可岱る;•ご弋&若
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物として五つの WU,スんB. C 〇三カ、ら今多七・集屈m,考坯ろ・二

に嫉次0奔匕三つ少G^a^) 以")え本ラる。

/厂 <^XZfeJ に及すS S#
ノ Z ,イ

N .2 B,C
• S- 2 ク,E

六:5さ 3冬るス必勺以2 ノ“*?/必a r yjxて 我 々 は 戶=乡^好ッ

卽歩.この鳩合昭它推定しをいとする 二のX忘〃へぷ 〜3 C
あ多・

二の饗合すべて,力、” •岑 し'Z初謂蕉養を 七つ六し、nm右.る /Qの可卷

南療本が・未多・- 讽导はパ? 0弥/二 たノ の値・よクN 詩•匕めら"

る.

'.<、 (

標本 々’

71'=7
〇.2 & 做牛何權条 Sータノ

i *AD E / 〇 / '/3 弓’

夥D E 5 CD E リ / グ % • 一与 ,

セしも後碎か久'・冬!勿値て、、 カ专さ )il "Wづ”仇’成、次の 二,つ0,題1だ、

けが、縛ら次る.即ち/=/, "2 = 〇 :久,=ク,の=/ 芝ひ•係件村礁

寿は夫々咯我が、 會ごこ吼政一綾衰术 Q.Nめ z ー 敘ヨる 

栗だ

正ゑ)e七

嘔=(全澎つ十(初公=參=言

推定户或不個で•そカ分損は一搬公式

咯“")％= (・启痉T 一致・苕

勿’=乏に対 し匹4 X.. 0.2.? スっの組先:、けマ与え务六つの彳髓巷 

操季が、帝あ ,二・

力’=N

“め

源 本 々,々! 尸 •做福申 3")ABO,メ巳 E,と GO 次 ACE ノ ノ た％ 'i'0CP b BCE リ N リ ・給 ー忌

こ0とWと又框定,墮・&不臨ご、 そ2 分敞はー娠公式かう明か右林父

广;=旨)伝q* (戸=若

分敵が、 g/のV芝の あにすぎゝ、なし、事は注意も雲する。分散はそ 

乩护、抽・され卮派本の瓯置と、もに変イK -する.た‘==3に対しては 

月BC后!るえヾ一っの可達な械本がさるだ・、けで、枝瓦 こ乩ば正し 

め切茶回の初合めして始び、計燎寸る. アク條件ほ分譲:は'一眠公式に 

よって禾さ肽る如くっで、する. セ旭は〃‘=兀’のとさにクと急瓦
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・ク^e of- 射尹ー

/
&夕/ 僵想向オ御 Q 吃zg?必?後<>5匕 必^久％/2<^.

様本請歪”於てセグ計国にあ左って 理决の大言でたついての諭1弱 

は蛍袈巷生って、・谬あ步詳リ六Iこ通W、る裸.なは苍•用の演賢玄蠹吠 

しヌさまリ小に'•!,意、る療ポ は結來の桁用な:爽」敬す、点 での 諭談'は

坚す、Lキ満丞:&玄のはイ写ら妣友い 可饭有ら拝本刃にぎでの瑟沃

が.そのとき履貞で、、为るカ、といほ、琴の磋借年舒吉横報は先分您いか、 

らこ-ある.之公解決に到・する. 'Eとし"吳ー約的:ij例は•推ス-る 

あ名一人の人颓咨右が、あ多芻ク公琢之湖登初をしよ> y Lて:るヨ, 

を々肃茏対象び、あるが・そ刀中己後はM顔殷クで能一する住ズの副合 

ぴ、 乙、 の 位か玄 钮リ先 い。‘必マ孫 ル初妃b次 乂が とり羽し、值 キ 

であつ花,だ.e作.のブ^ cl-ごの礁・'んと肮:ヾよ、V、カ、?

二・煎に針す一る著答は・族つ次の觸向"刘しての恣•か学Eじ5ひん為 

議次宋右»ー即纟ス飒蜂若は仞咬瑕"玄もつ人の割会をとつ值,少 

正確詹て、•徐リセV、ガ、7その落として后分奔がHダ％以内正しい 

邸さ至しゃ標本が 如衫 の人か、由、よ製クで彳る乙Lノ、う爭它本ビ.は、 

全部の岛で、 は漉カ、 に所%か':肉にある樣に1史泛Iだ”、 

と号W, ' .

涙・色笛ける疼め我々は一スース東例’疋す吝レ外で点終妙にダグ 

上ノ内u止展漩玄押丸多達芭・糸卷い,人頰片にづ衬,滿す号・旅ん 

九・大にす务と卷寸多にタ％な"」スエ刀旅盪必迎号・常史惡、、被 

本カ、、、入ってくる赣会があ政ス顧尊・はぜやにさ諷考して遊い標•本 

芝縛る檢会aNタ回に/・国位とし之い,メ彼が・塗んて'、る言やはんの 

值やあるx磐え多・

さエ二う 匕密 に;&フく我々Id 72•勿ラブ右・;・定華N 停る 岂塚 に也 麦 

さ成る.•街単右ために£p. C芝!葉魂して癣ネ百分、蔡石か、云!堤に 

分布してみ若/低淀・ず咨 この馈宠かん.興的ぐ卷る.ケこうかは裁初 

グセが％つだNぎに明ら・歩と反み 佬キ"者塚て、.たは京ク回に/

(S3>
回の不玮デ、お、こらめ限り

正湛えハ布してる斉から

く眼屈には.戶」/p^Oo J 烫IC

斐って

E

戸五 bつ驼四内n•命名, ドか、戶<まめVに 

«を何に/回H外はタ± -2珏内に伤る・

71y一三言

こ¢9 •‘暝合は’听ホ"六一さでの滅.應Q爲会に］く務通忿お図識な冋邇

に・会う なに妹する公弍は待う 机なか、 こ。 ZZは•担?疫さるべ?せ勿墓 

回刀あを・・特祉,によって吳よる. この例では世呀会性は我々か'、倒定 

しだし、曼Qであ虱 ・炎っで・マはノ、漁歩者ん卩群ごの,位の•僮て、 

•由 らうの、 •セ皿にワいて伺かなし、た、、 うう刀、 r須佐!する• 茨W他•の人 

頫.の以南の窗泡刀、ろNこの園e人頫。ブ・史｛っし、てS・湛冽か、らp 
\

がアクーヘイ。勿 以外 田 あちよう’な 薛咏 恐 らく掉い電、ろう。 とる々 る.

二現て、、 二の橘肃日栢用蒜•禍瓶玄与式吝に;公分で、あふ • pi・ド3タて 

&C の同の・焜て、、歩肥は、、族PQ. 、は M0© と 尸ユ孩 て、、 吹・* •” ス如

の 莅！に 戒 唇・ 七〃?・に;feF'、彳アZ刀徳 取 ヨ7« 乙 とつ つ 滝 にあ る, 注ム

側でノL切咳定愛はりくづU、击吾.

ニ力・/卜初)仁於て符めかした筷定岐再び、彼定点衆多,スー"ひこ、'•尸バ。P 

ェメクつ/為旭あ也な、、 ダ港主優に胎んと、、 血ゝ・ヽ•分布をしておる碧ご、场克 

チ,QC が、 些婆す'と、、つか蛛曷ク匡民の敵ー匕よみ毛し從氏グスロ 

か“分グク$ ス 以上 で、あ れは、強 方J•匕は ダ％ 殳«T ・ごゝデ・尸,C 4 ピ要.で、がい 

・しも暗春ご宙m K、每験肯まをと、勿ガ法河& "で'或べる

&・孝2 岡•蓊う・分:病 6?ノZ•奸多辺 矽 以。 /zt迎あ>n

機氷乡入 W さ上定的身)二当って の左な3と而べき 安帽はXの如く
、 ヽ 

、で、セる.

し、) 緣本I3ワ、、て何・が瑚符 电 以 る かに ついて の～諭或かなけ 以蛙、、孩
. / • ^ ^ ～

、上ない•こ灰諭逮・ は前の・例の痺に談着の嫉ーする喉昌だ国ザる古 
^ • ■•ヽ・ X I

のこ・、あを ウ、又は標本の結果が%'つ在.めW ¥ち务べ笆行:勒ス冰
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建さるべビ嫉議.だ密づ・多七ので、あ冬 耗i戒至必作 リ枝げに顶枉,は 

德:字之衰はしたいとし、,3、｛Z殃4^は多V-け01 Z:、毛,泪荏の結味・在用い 

ちい人に帰する. .

07Z 涅な・模本のM碓我これ、んの魂係のガ怨射玄鬼士でなけけIはマ 

う号い. そ・方程式は正確琰に一つ5て,の斯盘事內落タび绐面の 

禅本柚・の徳須"よリ麦ワてくる 碓弗撅本W火ウ到菠の一つ

は二の方程弍は版多汙"、k来芬玮て而る,

(iii) このオ徂式・はノヾラメ ーター匕 して・":エのあぞ木知の-持供・玄 

会ん ご のる• 二m•・ヰけ咨切|な馅羿・之导えろ艺员に 炷定I•たけはI 

吐•方:らたい“

〇め芻料かあ彳ヨ城必を分割してそ机に衬しU么する锲建勿度密 

が名・分割易匕なられ多拿疗ぶ・ くづ一夜 値ぐの計算は•谷つ別乙・、・少 

亢に対じて行わ成全体のnはうベて 玄加えで电归w相る,

(yj ーつ以上の度目ヌゆ待性が・落項木詞翌て、依劇定さ卯る. 磧 

セは預!漬勿救・か・多、、 拿があみ もしも绞惹正碓玄企、冬晦目匕な 

して定〃ら机ると・境回に对して夫定携つだをグ潼かよ・こくる 

二刀たつ後在一致Wせ名龙多にぎぎ方落が差究セ皿,H成・石ら右 

い, ,

竹ノ最後K苦成执たた因值寸癖本庄と石刃に創用ゆる皆探と考屑 

0なSカ、澄•ウケ 玄許佃するビ豪が・砂 あ 二汎は彿ネの恣:づ•委.大、 

夸で玄 ビるに婁・す る 皆•用・ 労・力・ 時偷及’ひ・料の 椎定 ザ此竪 と

夜&、籽には%セ非華に小さ < し太渋れは、爲う冶く、科る稗、ま琴 

セ・•ある.ニケ林なとぎに牧、 そのか•ビ小きい瓣本、て、、忡し港めN 

し、 ってよ5カ、セ、づか,壬•稜•度て,し'、て談(、カ、と歩ガ、［濱' か“火’ 

売あ遂•二ノ上聿在放蒙するかむクか琴の园凝双犬定％し专け供 

忒あらない闵題电乌面す3 ^

次節で・は二以等-刃固韻のいくつ々、 欢詳紳に述べてゆく碑エづ供 

&农3 正・曜,淺勿 分頂 ク7% 、 必 メ・必/g

双するM應J焚ビつ7、て。論派は添々が.’榜本粧定豊に飛N許疮した 

い淺の峯につX>で行オ)F)7多" 二め曇^纹板な»さ琅リの德> 玄

5)

出何 に訓甲づるかの程なによつて决走モ 由吝. 將にぞセ捋来苦直 

々別用するノ免合 吃荘し、か な$>缱袤の 洪聚が曽冷せまべさタ、玄次め 

る 玮 が、 ® 瘦な埸合 が、ある.

ス鬆亭堵ク例で、 いえは、、例:tは、'/% Kはよ %>訳リ も何故にド多隹 

壬しく地表型つ玄七つ后分聲・が、自しいの今W液に韻冋したX ・定 

しょう.彼は七Mについて地汲型,ザブ、 Iレープ。つ登冲は人館0命翅 

だ求フ、、用Sう脏る毛のせ匕答える. 馈は岖ク禽は料ぎすなのぐEも 

つス複型かス总約幼％のP食也つん顎型しがに疑.旳衣芝 つ乙るる.

.タ丸刃懐翠根琳は二現寺の一一つグ型の,分敬には來舍小Bい七、中こ" 

沥多芥て。歩を.桥し 很は 必終ヌほ•6勿づ・誤愛•眼茶て、、:£さLで二0 

づ务合啧冬・ご、 は治い <夕ですろう.

二S ・採に./3 •够着はよる ぐ勿0渓産商畏©譲氷片互ヨ保茂扱奁陷 

涙屯のずあつ・を。 二の突さ、こワ例は袞米,低联か、さめ3旣るカ・法の 

贝鼬的力在の ご仿る 孝実 ス鬚母痞 は他の參くの制i学窓ス)寸 政冶家

rリ丰

彼病袈な七っをついこはよF)砲案で、 はあつ％ 嘰初に絃す不五殲 

友乡冋就か典るビさ に こ勿・K版人・々邸ちg点啮丫京か敢・洛象は传刃 

固矯に2 しこ何-毛・瑋・ 它もを 最い とか答え若• < a何壽の 恣悉十・を・差 

布いX筈白するぐ、あら支樹し您験からい’って少し晚蜷屯す多W 

少<,N毛ラフ 史做善K:咎披的に.恩える林な誤差ー喉界のkぎさ玄示 

マ弄か、出来るて、、涝ろう.

二!i!よひ萸にー我々は英'蹶的海ま・瑕には を這は担亲主:い。团蘇えi 

或以調査結果から衍ノわれる宏緜的君次定玄ず多癒合の-卷定•つTに骇 

堰 す る 爸«すな.•大ぎ W 饌資 KI・つ 5て は 宏’命・ら食 5 X いよ、:鴻-&~b克 

二のお卓.弟 ・を、、' 次々 ケあヾ、,尊Q隣け>' 山るど 、、,、、、ぶり は録灸［Z

重する 陶顆 で、 ある。 m 濺 が、 增寸!につ仇て秋i ふ正碘M

の讓灰 成阪 易X方:って く 凯 、席 し,誤姜の 結泉が、 分

った時 で、も ,その爭衆 が、 還 った 人に雨し、ら 匝る糸く

■つ大切 な調 奄が、 あり、 そ の・U 的の•兩る•t つは誦.宣
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計・画 さ81だ 蒔に前以己は分' らないセのて-ある・ なって推网寸 

ヱ年が儉秀て、、ある争か、乏少場合の正臨度の分題,?とク乙大功て、苛 

孑牀に怨は皿灸

eしち 據本ケ’非階に君殊循目的勿えは’译に,、イ とかイ、エ・でか在 

きある遂合とカ、, ある辛栄ご皆さ討奇な娘刃、 レ、 くらか之实おると 

かする潺合々は応耍南正確辰:4伏足をする1"標霆の洁果によっ 

て 呷確え、遊べ芬玮が、水糸る.二の型,ブ珂教に対する一般的士給

塔'は§以がて・、逮・ベ暮

&么・ 割合に时3•る糅苓二J由歩に戾 ける 您に打寸多么•式

ノ危 がX勿Z以^ 歩べ 九 眼 刀タQ歹2"乡 瘁" 伊勺竣Zたあ/ ;・一W心は二つのつ纭^ C衣がC' N分庁らM N. cJ^Ld C ー嵌づ汐 

"家だ ク拉厅割令クに7だげ号淡,竺のあ咨祓综互メとす戚は、、 実滌 

の参巻が' メよリも穴め、ある"有冨が財さい允峻爲〇< 5龙い舔で 

した5。 司・方R •(/力一/VN勺=工

スイ!"a 尸ん"??I ；S/n七涉R W 定し伊はをほ・丘・布してるるX!す

る• 8巨な定理•巨ズ疥う ’
• ■ ■

‘ 5空孫 ’

火4って頌す七正,袂及’とカX刃密昧の公弍、は

「 ・ /"/歩塚’ • ,..

此処にtは疋橙Z隔涂マ、ある.7し七ついて解くと、

侦"

% 二------------- 必/ノ

ノ成雪づ ^

実預的為•俊用に 当ってQ0滿以その投尼重,とか、 この公或で、•代L)に

甲ぐ、らMを /Zか、、入で、物血ばオー久也!似Xして
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る,

喧d. P我び分び‘割令力代り、二百分辛で、:戋L

M方從式<名ノノゆえ。 滿疋急血似ご、ある・

(〃っと(■’ノ W比賊して次の林田b
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クんKMアーみ公戎は七

•ぬさUI先とじて七成立•寸吝・於,つ等はタカやJZ2 ー即芯タつ％なるる 

ドつ叽て螭六昔るかる7あ 家全側の俺はp が行衣とそウ宏,蒸囲 

は於せQ -玄裕んめ、/zに血い個モ法ふ、寺くより辑ら他る,例ス成、 

タかタ勿• Xケ么の間たあ仇忒ノ乙ゆ枇走愛に’;吋してテ％玄1設混する 

.与寺列右处闭ご、、の副合え易Fる棟本つ穴さざについてゆ貞い涂様は 

Cb>述・謨强</?&/リ カ、・彳”って弟る,

オエ2

以:Z上 は比として茗汁この公式に入って あろ ク 日在憲 もしゃ

哭際約には故つ'' 210 E計箕.す点 本し七’滋"が撫混よ衆

塩マ皂・来をけ 

てノZか、得らM

*

/+ア
々=

3 ee(c)5)
〃かニ----------------を击=E

.竺ゼー „. ~»y 
八g :

ノ+チ孑矣>

V ～ "^T = 熒水劉合の砍ザろ分微:
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§ 、占 速蘇经狗でのえ/ニー妇する公式 ス如・夂ル必a 麝刀以な Ca『1^>nu(^6 a^ta ；-
・を 人涂次^ /Z勿坎"&?,泓座 カ、、らの锂阈德”吞匂惬とザれ成、 

我々は ^Pr ｛(孕-57 N え｝ -=〇< :

です多舔.”し丸い 此匆Iに 以は袞娯の畛は5 龙つ復裁で、.乂以ハ、せひ

碓・卒て、•該 る・

アは正,靦え分布Lてる有と個罡して突锂・スユ奈ノカ、ら,そマ 棵厚 

談・差は

/十話(味丿’

甫・節の加く牙一次五•仅ビLて

・ ノい冷Z* ' sc

二洪は必・が•英機,出’末川は、懣为で•あ色ごうですいときは

た=——— WC
ノ+季

例皈走用の幼者ぜ生羞母多一酋用?に杰て晩冬メは翔臨に賢:寺に对 

して危 傲寿玄之めろオ索ぎ:龙 てるなめ ず定!～-心、の夜勿 彼俭・南木 

が、ある が它潔:定し危い. 崗木 の全我をづ/定す多 他め労 枝の初亥 

が豹為/み斯・, (./ダるお なよ り行 わ硏・龙・ /•七 m已・'3クチオs 頒

っしの国力工 矿の谄ホ因探かう饵ら成セ賞芻は次9咳’"せ ヒの であ 

つ也出y必>>吩ぬ以は探の毎・のノイ尤で、俗多ガ、s/ス久レ 

で、ずあ苗瘁つ耘全韻查によワてT=々 S'=沧< て、 あ咨辛 

ブ分った・ 二収•再は き東应・む 薮の慎乙、’帝咨 ルは/勿,5 *•以ー5ん

(6ハ

司"程式«んヾ)力、 ら

0 65yめ

る必・は棄・视・衆ない から

云,礁浅セ御多ため仁敕亢バは、*る

てゐろがKK;例ダトな々のである。

して.沽

必要が

して艺

そ、步と

ノ回の植廃ごアき"幼 以内刃供養携,疋 

如以咤とつ失さよいか?

二の馈はや挪团の徳,Sヱ"分 

宾嶙には$奇间宓なス、は肉通

出"め々伊て?' NC回に 

ナる杉易にはぜの也©

ー、 セや
/し〇亍心

した歹靠面の似ー痢・の滅本抽/から 

カ、又はす<?' M :ち柜微によって旌定さ"比浴・ この之あに将泳〇楔 

ホ詞盗の助けとして阔查で、徊ら 胞で楝.摩備セ:芝切副・Jるび少と 

姓4トリ屋い物にして玄く必、零が:あ芍。

m・俑 調 查の林にーマしたものか らで、左 ザの尴！c .女つ推.定•養在オ厚 

る辛か、出杂名,例スは"土缴中、の,ヽv方'、 ネ,五の 既坎 sの寸医定に网 

する"、尚の箭治に於ては表土の小@い標本イ列スは、•夕XデX S・房必・ 

の・七の在 とる 旌貝・在伏吊し您 標本の六ぎでの批定に対 

/寸 る人 は礁咏/Jヾ參あノ、リカ、、ネ虫力枚の標罪・陶差电知る 

法・った・ ・しセノ、リネか'ネ 或 e表土.え は な刀心?冗に 分布

Mは、'"、せい窓.犧中に貝.kせnる教点分布r •從ク

ろ. 赃つーこ 己づラで齿る。 ノ、•リカ、、芥虫 は•あぶま る験向カ、、、歩るの

ご、安会樑教 Xし’てノス 忍/リ Xん匕ユ歹 ど・修定tな、テ芝乡セ

のは分 らな いけ皿と、 七経瘠•約に重麥芯:"七ワヌつ值が、盛物の纭

-Mに值唐 f あたえWのに殯礁て、、 あ飞 ハリガI'本去の密為ッ顽宏 

かう韓く津い狠东ヨ で、すろう。 二m寿の博缱の二つか、满足方、、X 

証,明さ収ぐ様小の 大七さ の次定一をセt離«にし方。

須や次わ紛 «/950? は分苑 の ん?o雲・ 川 及び型、に つ い Z•つ宓吝知

煤から 5它很定する看刷な 匕ン トーを与えて いる.

沁
ク1=---------=涉

ノ十心

会体0备海のほヾ、 二"ろセ敘甘
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此処化耳え龙々)そ対ヨる公式・は探な部伺が• yの推定な yして用 

い ら 中 を »sムん s以6七 ス4•ケ〃必あ呼 ゆ 必 に溢用 さ 讥 龙 认る

イ也の抽出・か滩だ.方・去になしてはモ"し;:审いる公弍はそ»陽令 

々々心欧昭寸あ

葡浬べた際に刀は火のもグ玄暗足する大:0そご、会b硏は、氣いX 

盆/ヾを,即ぎ , ,

尸H/歩-ラノN今=ス

世処だ以は浜泛限/ビ球 成W左:-tクごある.X 琢玄の kWさは 

常礪確率<,ースノて、、 么&の作養阕隔マ あ左 えるに充分•后・べ的 

之で、 あるzして冗義:ぞ仇る・ 小说ヰ以外てへは二仅ら二つの力宏 

は会食木さiiし屹塚仁乃に对して同じ、挝定量・な項く

§ N,アから传頹向隔0卒分岐

次二作/アM ["ノ

この之思弍は Sグ)の»の’危、リに对Y.波いた疋けで同し、、一に、、 在晚 

友Sれが、 & ク次下ごある匕オ仇は诚仁气このく«ケノのイラ繼・は 

正・携分布の氏、 リI二自击密(たー/)・枝つエ％^“を Qぐ分布力、ら 

緝ら入る(サー須ノ二つ辺方法は共々女似X?ある,(ク參兢 

・ズ ーク以上グ谚負七毛ワ頒•本。六きで5心勺“ ytJ^rL g使 /～～
六低勿陶發己は猜廠は-ク以会の須目匕つ、へて跳めらM冬 蔑木 

の大ささ也沃定す吝一つの・方透はその調査ご頫セ大切龙、志考え.ら 

おる敖•嗔百に対し<溟渋眼平を食ある苗で、ある.略要点標水"大 

きさの稚定はまづ二股尊の直泰な硬日の瘩々に归・して别絃に行わ 111 尊ー煉国匕クひて勺わび、き誤つま・X急にそグ土鍔どそ事々 

枠ついてどうであ多か玄糖養寸布

脂粟とさ!Hるたゲ号べ、 ズ似カ、べってるる場合が-あ号“毛しセ死あ 

中乙、、冊穴苕ものが、 そお"夏・する貪用•預取内匠歩计I肉、、、 二a々か、 遊 

はwる.普蓮勿谒令には寺篥宙からヌは烦勿に千朔したよリ七质 

的に大有る正嫁ポが外のーすべこの標オ、で、每らM之聴、菸:づ、あるくい

<3 ノ

づ、車呉か£ 磁六つえさ送ふ、中か-困健で、あをほ沼、丸カ間に会働か、大

項目企節性<
ヽ

-咲'玄適じ、てなくゆさゆたつ

ご届・るセの

抽本比ゆ六なるー按謫煎也:跋之潢,じ、 て・・忍 くゆぎ ゆた/、「

フこある/Tイ氐いオ敬をEつ

もの

地讀・の嗅った部分で携っ/〃

セ死度す主ワ摩/なゴ洼出(

非常>c註は、、ら歩X体域々ノル ー敍部查は満,当て・S港い

何、域のすべ' てゆ部分に令垣: 

的专衣数で、以て歩gれる您

•它分穎したわグか～以/須て、 あ克

•0じ"Z^

fして.

地ナ或の大部分に令密的な廣 

敏纟A乙-暇わM杳”初0塚5分 

きし、• 二因源台性は秘す苗ま確舂忘よりノ)、やいた玄用いる宠のに 

項可のあるセのに对してす こし击、とすヰに志る .

伤る鳩合 には,疑なつ斐唄目 に对して 配?耍右親が、非带に晏表って 

いるのでTu用以狭る、賀源で、以てはこ相奇の現目ビ艸して明蒋さtil 
る 正碓役か、公体的に不逼当で、訪るカ»ら物る頃目が•爾登ゆ对象步;ら 

[余外 で 仍 なけ讥味、'；©:お糸い.陽合が、仿 る. 困親,は之 ヾに獗本の大さ 

さク衣にはX>'、まおたい’あう項目はZ｛也の冠目Z法つ左期Zオ试 

矛ダ孝)府にはち名渝助 

的磕:抻あ・ご'—敝淘套に合 

ませる.

にはなくある邻分に唆くあ

Iつ之将〇ご幸ば'D相分街玄

して5俗もの

芝:xら心ば、な,なレ、珊令が•ある、くり、カ、えL 0柑獄でづう苫彼団 

て、、は,一袱的有・詞査に終済的に絹合して寸よい項目及び、指別若力芝 

セ応哭とする漠目についての倩馥-まあっので布、く铮が’な麥で'ある, 

例えは、'地域的慮業詩斐:で終瞼によって域禾号狀布四フの理ビ頂目

二・分瘢で、ー撤調強とは匈え忒

/初z/Zst @^刀庐地 の如く ルあ1H か"iK・・上にかなり•平尊に分 

弟多七の志恵冰する.

グ/誤 旭數調査均於て項,目の送っち型の洌

峪腰赤フ廉&怡・刀型

づ由銘比め小づ至るー•徹諭陳
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部会P2.あっぎつ龙分布Nし

てるる去Q 也・分布亜にあうを祯吹

方法が、必菠である

§ 4ワ =竣オ由出のJ・元Q! のカ 、若 ス切&・物zwz^^f冰如^-xt表樂 

厶s た^^)咯;一

先し主,S •スは ドか、以・渤勿溪海ヌは未1洌/?ら・推・定さ〃(うと ラれ は、、 

丸に対して与えら的友卦翁は幌・遍卩艮另、メは侮賴預尿 か•通足な六倉せ 

のセのて?ある 匕 の 確倦 は乡ス:・ら皿方:い. 何皈右ら»ザび「の偈身 

勿,鮭是金は袞ってい多かを しれ摩し、愛徐後料ケ甘して 刀^^ くノタめ 

は権噸間隔が、齿る建より六ぎくは石うたし、尊之・像死"する 为法一を也 

蒸させ玄。ニカ方泛で' は成につp、ての商家はず由火さ此る迓策団づ' 

ら饲"W . 顼在みの方ほは・逐练団は正廃でWリ宾・際の・检用に当クーこ 

はノこク探件か!禄M満呆せ以る袖玄切芨N跟ると個定し•こゐ咨. 

併し,セグ方,宏は次の産一由で一大 いに與:咪のあ谷両圖て、f を。 削ぎ 

そMは•最初の;(洋廁の正禎さ には依皆し每 い迭氐归に正確為N 号之 

谷かうである。操歩か、 =ワ勿部分で、 匕ろ火だめア每 大きさ丸ノ 

な・多辱初の都分はSerf尾定豊づを嬴常勿林に計篇し乙孚％白成る 

叉W皿は寺佝眞『 因初朔の提定座を与之各 嚴初の都.分が、とら伝 

だときZ戒％ は辛?别德イ言.很向脩在得るためで均婁惹附加約お観

測値の裁玄計算す多方^\iL5Kしとる冬 二ワN .第分芙にー調査さ«1 

てみるマ葬’血がら枇阳土し位澄洌は、、存ら拳い. 宅Lも貝绿団が、時 

となに浅イヒーす/人成オー畚目と二參目で都分の畤阎の曲隔は在グ爽

血貴が諧徊"・肮密し、住:あ分小せ存在刃で、洋け以は、為:りな。、

Wのす渣は無7M必裁ffi性労して発廢し先から"か・•遼玄嗾る•埸 

令玄先ブ老之よう,牙ー勿標承が鶴ら以龙ユぎ テに知•Lて事信 

熊内喝が、針韋四まろ 二の応隔の年分は

え知宏 ^ ,

此処・に七 は自曲夜(たーノノ 俺賴・確毒(ノース丿たる七の債玄示す、

毛しもニ刃号!か・欲する信頼巾の半分以・ぞ苒しいう、顶はぞ以共リ

くい)

小でけ仗米、標本はWに兒分な六・Wせの七ので、萌る.屯しセこの寮 

げ丸以エにおMは、' 全弥の・ホの六きさわか次力ものに有・る垓匚 

取カ口佝な・硯測憤をとる-

■. 栏ふ& ■；

ヌ專・セして会板•木の芬佑食しXマ妣は、'

戶ド卩歹ーアノ二次jm メ g>

証明の概略

話,日月にはル,孕ノ —‘ -ーmれがラのまわリに正喫に分布してゐと 

依定m % 誑明を通じ、て 次’&なび'え は一定墨て、、あ多・会標本 

の大きさ れは一定で、 はなくて、モの値.は蜀初の穢 本に於て寵出さ 

ネだづク俭によるから 任斂痂•匿 で袞る,•餅し士ら对芝一定に

p i Iばあは一定・と友リ‘ \< '

/"矿(アー刃 ’ ‘ヽ・

は芥均慎ク次び、・分敌L さ七って疋煉に分飾してるる•後って二 

©・髪はス歩、一足ぐあらう疥、なからうか'正・痊布まして扇る,吏に 
正理分布のよく如ら低だ聃住により,七の分布は7の分布とは用弦で物色 

從って 、/"(耳一ア以5 ヽ

は匂由;^ I力ノーノ丿嚇る七分布セする. セノの定潑にょり

&{/典写刃/>3=メ 3ノ

二上n・ガ、証・明 の建 で、あ る. 更に 丸・が、膏算 負 以,-ち方法によつマ 帯)］

あ土今 而壕2乡 ・”>

徵つN<4タつ力、ら ^ •

Pr ( /・焚§勺三七ノ} g孔 ^ ヽ

即专 Pr Q尊一つ/とス、丸ス

(例) 次=ノ", ス ー ひ〇$ と假定す瓦 以前の幅報,カ、らこの椎

測はか有リ誤産か、 あるかもし氏泰いか' ノSは约6’タ と招岡さ収て
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ゐ多, ノタ场刀カ法の通用に当って勿オ…智宿は孫初の株本“ 

六そさえ/玄法,3；・事て、、ある. こ・ヤーめ.セLセ頌定 し•Sの‘/ 

が、正とし、と したなら成とQ位0衆終疹移本の大きざ在・、あ う版•; 

右ら払か志角る心嬖カ、、仿る この但は

n 二を'=(^jn"
/ ! • '., »

此処にオは正規分布からどら汉た値ごある. 允, =ルどし丸と 

しょう.こm4 5’・推宠するなあに以、要石自白及の合建印た大 

きヾ玄与えるものずノ Sが条々カ、•您成ごいるよりも 小さくあ・萨合 

か、あるから韻初の複本はあぎリー大さくとっては急ら為5.オー 

の德本かこう成て忌N = ノ夂?タて-'、 あっをアすM

"タ奶に対•するZS・目ユク/ごあぎから

N以=ゆ)妲心=/ユ寸/
グクブ〃

從つ£ ダ〇の聲本は偌須窗蹿/半分 として 〇で、 日专:くノ財ン て、、 

ああ嵐後< 72は浜の猝にし乙ぎ装る

也=せ箜=陛竺炊・翌=ク&3 
次ス /クQ ・ ,

卽ち 仓依カ・力=スタと有不爲/二附加的态盈间,心 ・3 仇供、'

よVA •
宜い 源永の大きさの冏應$ー微町巳の一つの-なみQ八必s・尤

は 々多Q必以ノ足・"公％^ 七/必 を^必な.•以仙/必勿"-

二Q節こ、、論す、る向題は棟本の結采カ、らある寒賤的方:涙定が行わ皿 

る探方鳩合に最も分"易い 二の物方木めま士,しセ撅咏推定既か、 

誤芸が、非常に大で、 乃る埸台よV宅"刀、点る映滾-を麦ってゐる展,令の 

方か、•裡辭し屋い。

代々は食銭の頓で、桂定卷にある誤建-亶区かある聿に,よって泛・定に 

際しての損夫ス(お 直計寧ヨ冬誚が・未苦。区や実際的な毯成崗 

上人直守诚左尊ないげ胆と・曲步建諭呻宛々に持别なm由よ•方法L対 

しては稅本の・尺念セ丸によって喪る猝なペの残咨,分苟ズ(区,れノ玄

風歩タ净毛可能にしてく山・

なって与えら"ぞ槌本の穴そさ日対する地侑•價发は

<&7)

乙"2, £ (幻ナ(Z•孔)d区

,標本を工ろ目約はこの袱失玄滅少-する薛ご志る. やしセC mノか 

様本の大さでなまXるに莫・する須用とすMlは、',两しかに?1 は次 

い七ク・&熾,'!、;C寸专林にXら仇るべまで、诙る

C S> -r 乙<”ノ

何板方らぼ、',二讽は標示 玄ビりそして その 儲.束かW .沃足它 下す際 

に含・ま恥る会演・甲て、、ある.カ、うて、、位吝.7Z Q兵・灰は煖本の墨遺大芝 

さ及び、 暖をF!慈在る正選玄の二つのセの玄ペ足・ナる。

% M Xは 剔IZ伺と':怀な問憑が、 掠本の稿義で、 の誤爰から尘寸、、 るス員大 

勿傾 スり主古、しろ族早痛裁から七シカ、 る建疫上の利釜の項で、摸示 

する 牛"ヽ、 或末る• セしもを,麥&Mの創 溢が.用口、ら 血各ビ 胃ホ の六,き 

を?2からの期苻角世G- (?U勺ヾ件ら以毛〜 比処へ G (カ」は襟・本か、とら 

成爲,け1)1 1^クてやある 兩々は

G (^)～ C (.n >
•£谖大心す吝•この型に於•こは携冽は幻姦 か:累大Z方:石・間点 古 

双約お経済に於げろ琨财 て 同じ、で、一あ各 幕セ簡爍み;木、甫成一價笑离 

發よ・ノ疥4 牙2ぐある林を時に用いられる. 此報に乂は一宅ご・あ 

る
/• - •■ I.; I ' ・ ノ^' ■■ /

イ’轮フで ・んく m =入瓦(z夕' ^

倾え は、、•分 か、テの標本锥定呆で、 z = ^~y 匕95 は、、ス4泊0.

S財bm 3如化将・が、闭いら仇Z-PC 東無理す皿は"、 

Zl松ノニノ、レCyJ=今尹

械・に討・す冬費用壑敵Q最•も謁鎖な形

, .C (n) = Co -rc 2?

此・绍匕Co は坪・跋用て、、诺るc.微分してノ紊用ゴ稍ペ卞嘰小にす 

をれの偵・は ,



ニ勿绪束のよりー尔物右艷はオ之也 くノダ"クノによつて与えら肚る. 

同じ分柝が射・え・遂刃分裁か?1 \二沮比初し歩,用小丸の直決曲敝(一 

次山板つz:あ る!第合 の批点及tr・ 定の方 法 に适用で れる.

在0爲I (/タタ幻ノ は蛟宠の田的ご梱須みの木披城横の摧定にさの 

陳刖z逝所して多る

•初え為("々以ノ は製年増か・入Mたづ、方瘍,2•於ける司"施有暇宠N. 

惟定する龙歩勿癮亲カ犠通の木さマ"を諭し、てるる.先口毛谚売か 

疏以て正雄に千測よ束尻は“単包カ月虐当の生君•衣び、設窗 0養,"喚空 

宿 の冀！得 利益在录大に すN 杯に 制すて る靜 か、:/K券;る

この万あゆあ田はみ本が目盲却|ふ目灼ごと血ら第•合时摆ら相务林:て、' 

あ多け归わ主標本の大電での向趣・に対しての此のカ・法は次龙、・突琨 

•されて い お•い 多くのノ芷用 面 志履 して む、多 株て?、 ある。’

・モ也性肉通. しだ.尙癥は一山が、枇定さ仇左另程を坦としてうけ入のI 

るか、すてるかまきあ夸 ため だ六髪觌產過程で、の呂物の山’の源・・柚水因 

南懇 "、 あみ 二の 倨合務本勿 戸啊は 写・加 カ、カ、の 個•単者洪定・を 

寸•る埸合で、•あるから次定に嫁L之の、溟怪の砧暮Z検笙.すろ・準だよ 

ってさめる拿カ、、 出:太る。ゼの切・法,の良い髭明はカ睥・尢(ノれSoつ 

衣 び、£勺斗,勺 (ノタ夂> っ が’与えて ゐる。

(め

第ぐ・章橹化棄作為•械よ汰、

顼あズす<2 ^Qy7LjL^77V .』cZ<"j終ZziA! 乡

§ 5. / 紡 言 ふN*^况妙た

蘇化抽出て、、は、N涸Q/如,Xもつ毋粟団が、天々N,、z N ;・•、,Nし 

なる"xZをもつ副&集团(こぎつ、、分けられる。これ・岑の别&葉团 

は更複司るこビなく 一緒に处廣田全体を橫成する。即ち

N / t N x ± ......... 十 Nt,二 Z

副研・築田は屑(坎M>ビ優は、、れる。層化する爭によって充分大 

利協!禅る’,ため11は、Hf!の植が、分っていなければ、ならない。脣 

カ、、次度るヒ標本はふ層いら抽出され独出は増辱に独.えに行われる 

層内の標本Q犬きさを天々カノ・力j…•ヨ匕で、’表わ寸

もしも単範無J・為抽出が、呑層ご、 行われるしそのカ泌/t循化嬢" 沃 

為油出オビ呼は、‘札を,铮化はご、く音通に行わオしる方茂で、ある,こ札 

には步くの理由が’ある。主な理由をあけ、、札は'、次Q如くで、ある, 

ノ、之しも疣灯Jの正確度えもつ、黄科が务案闭づ力る浏分で、にしい

場合に蒔、る部分をその正当な霎ボ匕しご毋葉圏匕レて叛掇) 

事がよ5。

〃・循化を用5るビ行政上族刹で、 あろ。例えは'剩あを指韓する機 

閥ばその谷々が’母集园の一つ.丹翔今に対して抵杳&虹智式衆< 

事務苗をもつ事がで、 き句

就.姑出間題は炒粟団の異なワた師分て、は若しく苣ってくる。A 

間&隼闵ご、は啓造物(例えは’ホテル、病魔、刊誘"Tn•壬スて・ 

ヽ,」也人は晋通^の柴匚,也んて、いろ人ビは建・フ・だ増にいかしられ・如 

柯以ならは‘、抽出’方法の違った寺刃が二つの芝場になしで闹が 

以‘れるガ、らで、 ある。

/'/.為化は、全母集団•の靖推の徒定(.mして 正・確废に刊添&:もた 

らす、基礎的な考え.方は、.不吾一な呼票団乏内郞的に有一な帛 

集间士かける爭が、可能で、あなヒし、 う薯二、、あ 色 二杷は奄えの垣 

分の箴球で、 以て為Wし、 う名によラそ日音示される’もしも測定が’



(70)
勿以:毎に殉ん匕、、堂わない匕し、 ク事に於て為が’有ーて“あれは、遭 

平均の正確な推定量は乏の層寸の小楝本から得ろ話が出来る。

後で' 分夺株にこれ等の推定・亜は・金&集団に対する正確な执

<1・組合す爭カヾ、洪采る。

層花抽出の理論は膏化棵本からの推定'設の特性及び•液大正風 

廣え得るための棵本の大きさ 膈の或艮選択の問題を攻扱う。 

この諭議の履開にめたっに勿論壇は己匕依うれて撰るヒ为える

層を如何にして休るか及び’匕・、の位の教の層が殳更矿・の <lx x <
問慝は孩の段償匕して後に述べ、う。(& 5.ノ5 ノ

〇記号・は河匚

§ 5. N 記 另 ハ/〃ZiZ>^
添等％は層乏表わし、匕’は層内の 如沈ナ衰わけ

用いた若の の自然的な拡飛で、 ある“次の記号はすべ'・て眉左!2均

する・ので、 あ如

Nん ヽ 必以:の就'坂% k 標木て、、のしMt^C の数

:"g t酒目の匕我4 て'' 泻られ丘,噂

x<三

如知

ZK 真の平均値

我二

产 
3"

ん夜. 標木平均

5え 二

昵 
挡(紗_が

AZ龙 _/
裏の分散

分散に対 しての分再は (渺-/ >て' カる 爭に•注慈され杉し 〇

§ 5、3オ隹定童の時"生 卩>1^2^し7^£^>磅?甘tz幺"Z2幼m■-
必liZ 当 リの丹平均に对して層化抽出に 用いられる推定量の景

も窗単な型は柄t J况疚以H に对して stをつけた)ぐある

此刽"に L

ふ=
W/R成

N
ぐ与/>

(ク/)

十Ml此火い二 E = E/十Nz +

く す N>

る

推宏量れ・いイ 

尊は次の樣に

その相!Iは 

をラけてい

すべ、 ての層匕於て力栗本推定愛我が’不麻ご、 めれほ”、去こ 

/の不偏推定.堂で、 ある。

、推定登は個々の層で、不端で、 あ・§から

3)一厂曇性一夏陽ス

(E -匚一j^— - z

ビいN电 N
匕tれは、、寻st X
•これは抽出比・が・すべての暦で' 同じ、 て、、 め・る事を意竦する。この層 

化・は え％ の出冽割当(炒件Iもに以 山©。我S)・した層化ヒ呼 

は'、れる.ぞれは自己荷更ともつ標本を与え如 之しも多<の推定 

萤が、此耍で、あれは、、、自に荷重標本は將間の節約になろ。

推定t "の主な特性け次の足理と'概略盅ペ、 られ^ •最初の二 

つの定理は一般に届化抽出に、用いられ、曆ノ匕熊雄為姉よ!Z限定さ 

れない。即ち如何なる層からの旋本ま栄疝败な為標床て、' ある必寧 

はなしし

定理3、Z
も・しも

は毋平均

<証明)

一般に標本平均匕同じで、はない。柯、坟なら標永平均 

かく爭がポ釆ろからて:、ある.

危 ,
M膈升

萩

ぐ)」、’圖々の府からの推定适は補正の重ス

う事て'、 ある。Sは汲リに、各為に於亡

. •膈• 2L 一 I
•又は～M = 77ニー定

一致する.

併し、妙・・均ヲは次の糅匕かける

y ="ふ凑国 _き件浪 '1 N 一双

証阴铎リ。 -

系 女 は晉内で、単純斌作達)抽出匕站して、スの不備推髭 

筮でめる から、耳ド は層化無・侏爲姑出に対しーてラ・の木偷推定



02)

豈ご’ある;

く の 3 ノ

ぐス、周一の確率之もフ。

(公’'" 必‘)の平・均痼

A/n /ぐ

此処1二. .

レ(知J = E (& 一踞)2
之の定理には次の二つの訓限が’ある:即ち(!)歹企はラえ,の不 

備花尽.理で、 な‘ければ、力:らな5。C/i )標本は厨&に独立,に融出さ 7iしねばカらなレ、。

<証明)

力"ーラマ

NW人矽7才3齢負め(加一、//)

=M 瓯ー以刼)

N
此知に和はすヾての層で、 行わ札る。推定墮に淤ける(么c ー歹) 

カる謨症は個々の層内で、行われた推定の誤差,の荷更羊均として 

表わされる事に注惹せよ"灰って

く亂ー"**・ 旧

. \
此久しば右辺の項は®の すべ、 て 〇时に対・しこ及ぼされる。

さてラべ、 てのオ罷な標本について辛均する。積の項!二対•しては、 

まつ"層龙そ、 の標木を固定して層7て•、の寸ペ、 ての探本Eて•、半佑する。 

抽出はニワの眉で、は独辺で、あるからヒ、、んな標本が’脣そに焚てJ由な 

されようど層/ヒ於けお可斃な標本は同し、 

併し.集 は不僞で勿 ると极定されるから 

は。で、 ある。従って痍・の項は有くなる。

手方した項は

/广 W・章E ぐ以ーみ丿2
ド(知七)

定理3、次

層化柚歩に対して&平均シの推足せ 瞞 の分欲は

レ/厂, 定/福V(我) ^
い 歸)=------2

目牌れ _ 2眼泾z z
乏N屹国ifん>

この緒果匕つ5て重要な点は、タ"の分散はたヾ個々の簪求均

(,史

歹允 の涯天此の分敬のタによるヒいう宰で、 ある。もしもすヾての 

項目が、膏肉ぐ、向い値・七つ様に非常に茨動のタい"栗団を層に分 

刿する事が・可褪で' めれは機釜なしにyを推定する事が•出丈よつV 

証明の検定は、この緒果を導く楠正,層荷鱼N女の使用て、、 める匕い

う事を示す。

定理ふヨ

<S、¥)

が適用出束る。

(’夕« )

si

荷化無柝為柚出に対して.袱定量 払なの分妝は

V (ね)=ル云E(N孔一 g)碁

系Z •
もしも抽共比 んが、寸ベ之の膚て、黎:凍出求:rtは:'

す时・凭_テ必孙之 
乏一義 へg

(証朗>

ヮ讫 はラえの不備推定•量で、 あるから、定理

更に定理工、スによ｝)個々の層に通用出宋る。

7へ、」我(卜成一丸ん)
,d)会总 ～77T~~

定理ふNの結果に代入するヒ

v (弓q = %き雨v(s =声そ僵(膈久) 
充二/ Jんー/ ゲ

之の公式のある特别の場合・次の系に禾す。

U (骚)二方

此知・に、 心 二ト抓 は磴椅堂で、ある.これは肩限&飛団補正
V * \ * ■

が’頻視し楊・るビきに用いる公武で、ある。循化抽出ご、は因4-はる 

層匕個々に入ってくるから—般!二単一の有限・母果団補正て、、はな

5。

系Z
比例割当て、、は、<5、ダ)式に 久牝=マを代入する。

分散は次の如く点る。 N
!/(?")= w 牛・： ( ) - W" 5/ (卓7)



此の场佥、単一のチノ、ご.(Nー矽jで、多る。

系3

毛しも扯出が比例的て・、すべての磅での分敬が’同じ、 旭 5ゆれ て・、め 

れは’、次の如く簡蛍になる。 •

,z z ,— \ 5 あ / N-7L ヽ
レ(技)=五(-卜-) (5孑>

定理ふ夕

毛・しも.g =ん牝とが’舟集同貌計:Zの推定・置ぐあれは''

V (头七)-乏・人ノ痘(N■ーえ定)务 く5ラノ
Z6左

これは定理5 3から直ちに導かれ・句

(冽)ぶ/表はアメリカ合彖闻の./ タの大制布の彳••単収、のノら・ 

年及ひ“ ノラづひ笑の居住看の教を示れ 資料はノブ我ひ耳に居任 

者の羅数で、 アメ 9刃台喙国で• 5卷目からよぎ番目、巨の)说位,I二 

ある都布をとった在Qで、ある.都布は二つの層に分けてある, 

その一ラはノ・の扱大の都布・で’、二番目の層は殁Uケデ都而 

て、おる

ん4の气べての都布"の唐住者の/ヲう〃生の徳敬は大きさK 

の標冰から推定〇れ・る。次つ抽ペ芨に対して推定道の膘莘袞 

差を見次せ

〇)単就魅伟為玲出茲以)比地割当ました脅化照依為角出 

汶 〇’们る膚から抽版したノふの3し况をwつ暦化锻你為独 

出该 ・.

(解") この毋集团 はおる 如沈 即ち大都布成燃汁匕非常に彩椎 

するし殃リの•ものaI丿’毛変動が‘非階匕夕い匕いク弟・淤でタ 

くの企業型体の母暮圏ビ頫似しでい否

(クS)

夂/表 ノヲ疾ノ算友 ひ、〃づク年のgタ却肝のズきさ <ル"単枚J

ノラ次.ノ空の大きさ( よいノ / ■ -3督:の大 ぎさ 冒匕•、ノ

屠 曆

涅=ノ‘ 义 /

7ソフ 五ノX ノフ我 ノ〇>/ ラ・〇 3 g々 よクラ ノ E

フハ a./ ノクT ス只〇 $1デ双 S ノフ ノ方・ ノノす

アケテ T Z ノ g3 ノ" クイノ 3丄<p ノ 43 ノ q

フ3必 Xユ ノノ 8 • ぎ。す 3 OH 0238 ノ 5 M

q次 /4 ノ ノノ S メケ» / "〇

”ア •よ.as ノドヲ /以 /宀3孑" 次ヲノ A/ 〇 "ラ

宀ク 心す ノ SJ* //<< SクS #5、S 談‘。 ノ /3 〇

5R • Pフ ノ・ /ノ 3 点么 我ライ ノんフ uフ

久5・フ ノ C?孑- ノノ 3 3・つ『 Sひ］ 彩よ /つク

久3ド • 45 ノ さ£ ノノ <? ュフT ノ・・衣 / "ク

いノタ K以 /メナ ノ/〇 "R ノ Q //ダ

加ノ 找ぎ ノ K ノ。ぎ 公/ /Nラ ///

貝<y ノ ノSよ • /・よ 处ブ 汶ソ 〇 ノ3テ ノ メ3

3やノ ノブW /3〇? / J夕 夕4 <z X U ノフっ ノノ g

S3 ノ・ひ ノ3 〇 ノ 0 ノ '40 〇 /ラナ ノ5" ノ^

顶" ノスヲ ノ〇 ノクO M 〇 / ノ3 ノ3 %

注惹 都市・は丽穽共词じ、)版序 で• ®e刻し こある。

膏終計及び、平方和は3 /表の下に示してむ色 ノ ウ3。・の’慈全 

母集屈に•対しては

総計なび、 平方知

/ラ ヨc> ノラ3 。

脣 王 3 ic> w (•* > X (ケ p)

/ チ・项メN 夕7 5 6. 4/ヲ ノ此つク0 フ•ノ W5 0
孑 z >亿ノ X “フいぐクノ ラ.•ラ& ほノ“んクみク



捲)

¥ = ノ夕・次ぎ 

三ワのソの推定重・ 

〃ノ単終嬢昧為抽よ徴

:.5久 =“•夕“矿

y>wt ,疚”ハびン"尼で、 表わす。

之理2貝柔2から

卯"寸穿)二く券)…”g/L /'•y バ /

源準誤差は "§5、二心3

(//’ノ 個々の曆匕対し< ・分散は5 七二 2 次う ； Sz - 5半ノ

最大の都布を含・志槽は把の層の治ん匕ー' /ひ 梏の場散で、 おる専 

•匚注葱されよ

比例割当で、 は / た,2.二/ざ 、

公式 <5クノカ、 ら N ・修して

レ(カ死ケ)二空,"% g

二 五7 jく必ノ<S3,•作)十’"ノぐ3Sザノ ’ J = /ず村・由久?6 ( 9pft&p ) - ノ ・-9、

(初 72-/ = L - ノな・に竝してー般公太<ダヲゝを•用いる。

へ^ 5 2(/ ( '/e.^u^ ■)=乞 N/ (し-れ饱)デえ

M)(祀 ISヨ 心:丄 くS (36) q わ>ー= ——s一- ----—十-----7T ー ノ、・れ、始应フZ Y ノ〇・'*

Q (料心。)二/

この洌で、 は、二つの層で、 棟本の大きさが1等しい場令・がI 比例’凱当 

よリE正確度が、よくなワてレ、る〃 共に単紡乘:邙為油出.该よりもす 

ぐれてし\る。此処己は剎用しなひ\か、' ノラス〇穿の貴料は後の例お用 

いられるノ

g 5、つ 定分K 及びノ言 卩艮邪' ^Lhz^bLQすし〇^ cz^Tt^C
単純無作為標本・が咨曆内で' とうれるビ 3Zの不偈推戻澄ば

C定理R々がらノ次の如くで’める。

(77 >
关二7ホづS/ 3々-・广

洪って次の定理£摘'号。

(.S、")

ヒも二つの蛍

-S万はすべ’< の曆E•、同じ、 彼で、 めを

この

の今散湛务七

系うから.>る

し’(迭壮)

る

くである。

ビ成宾す 

普演•め>>

標寸、抽出せ而常 

次の爾位な形わな

心之・ん=

(5,バ>

(S, /孕ノ

<次宾される

ぐ•孔一ん)Zの場・合に1は比、例的で、、 わるか、ら、

(だ理5・づ、

7L ーし)で、 め

公式は次の如

和士、八字亡)N咅sと 土・N Z (另$セ>

計即の目的•二对し<L 
ダ(涙)二チ 

妇/

右辺_の二眷目の項は

へ Is,〃)
源

定理5、S
骨化魅伟あ柚状では耳stの分散の不饰推実蜜は

此烬匚自由度は(

槽頼低湫K村する

呀平均 ・

・集回総針 :

こ永嘗の公為は膈は正視分布し、悠(瞞>は艮

匕恢足してい由から束数之は正規分布の袤から読丸、爭か、、 歩米灸

な5。た、・、一 

分戒の推定は

/ L ゴ矽
け(ダ")=次气な氐)二芥£ 夜ー膈)'

’ よげノ

は次の别な形セ闭ひる。、

必海・_ g 

九丸 妇 人/

于' P、c、による漩少さ表わす

この推定遂が’升・算沢釆る泛めには

位か、M出!Kねは•なら 

層化ノ)ヽ”哭打ごオしあ時・の 

系’ '.

あろ応田の場令には

,る爭が、合厚的な薯か”あ有・標本のみ馭介浙から、

散のま匕めた椎足匿は 
し "

,バ心一歹社广•G — ノ

、る層がうナく

つの単此た''(ナが魂は、 た考点で、 

ヽS 5、彩で' 論ずる

せ必(Z ～ ’し) 
充 Z



くクめ

七しも 、 谷脣白由度の数が‘かなけれは、 • J (ゐセ>有る置にっけ 

ョ抽出誤差,え考慮R入れ有讀,常の万法は正規分布の表の代り.. 

あ兌/幼tZ の•萩からの七の檀を用いる爭・て、、 ある" ス(机七)力

分布はー锻には非常匕複雑ぐあるから、この方広の厳宏な応用は 

許されない。』(あ士) I二有勅な自由蔑の數•を到当てる近似方该 

门次の透りて'、ある。(况以以也£"み勿 . ノラテZ ) 

次の如くかく ^

场・ dt ) = 、土石于无忌必
み 3 ,

此您に 危=・M・四ニ丝 
フ丸 丸/

有効な自由度刀为えとは

引二q_E-"W’ 閃なっ
テ 知2イ技

え丸ー/

丸との疽は常匕(ス我ーノ)なる值の戒刀、値ビ、ぞオし等Q和匕Q 

間にある。边似はS^\X曆反仁或るヒし、 う事実を考慮に入ハてい 

るか?、8ん8なる値は正規に分布すよと极定しもしも二の条件カ、 

満足さ札る畸の乡匕価修が,める

• §5,5 最通割当て象N法z•必・以弟ヘ〃みF :-

割当の間題は大々の層に於ける標本の犬きさ兀んの惠択IS間寸 

る电のむ、 ある。実理3«は ス^ ル乙夂ル(/ラユ3、 及びメ-e^^LO^し 

< /ヲ3“)により与えられた鱼要な結果で、おめ。

灾理会g

層亿辨木為袖出で、は、推定平均如の分散は標本の一定の終數 

に対・ レてもしも標本が’N塔&恥I二比例・した71Aて、、 劉当てら汎,る 

と設小で、ゐる

証明

閥題は 丸‘ + 72n+ ----------+れ1二つL
治る拒束のBヒ

か)

Nz
<5 〃)

上れは次の如くなる

7U

(^ S
この

允・

る匕

を示す‘他のものは等しし、からより大きな探本が、 

は也喙て、、ある.

あのに対する表示は!/ (瓦st )に対する一般公ス、 

リ与えられた丸免の値を代入して縛われる.二れ

丸えに閱して微分レて次の方程式を得る

底力2
「将赫+ A = °’

スは れんび、•原らh (£、ノ7 ノ

/ 厶 ぐ2
レ(枇t )=マ!巨N免(Nえー丸起)法

i散,iヽI二’する莎ぐ、 ある。

我«Iま次を最小にす" る標にえ允刀びふ呼・%€束坂入・建ふしV (蠢)十入(么/十久•之十……十フ！乙-兀)

£ (法一川讫)&之十入(7切+礼2十••、十7理ール)

£れ札二?L =玉也地_
叩入ー

(タ、")1～［又を代入して

ノ、/- 3h__NK
の灾際の値を見出すため、層の上て、' ('$クノを加える。す

々必:(名5七')-～^2 £^^色2、丁 ・— 8卜/免S力2 ( 0ーや

い、く 世々な費用で、 の最適訓当て衣・・辺5喝L ん

小 一 N"/
ゝ — A   -------- ぐふノテノ

佻・我

緒果は層内ぐ'のオ栗爪の大きさは着の大きさヒ層の・・湍斐 

に也例する。•換言ずれは、、地出比7L时/ト人ん は標準偏差,に比例し方

けれ"なら宛事 

发動のタい層は

數小分散その

icしふう)にょ

y次つ如くて、' おる“



くれ)

Z/ゑ％z*% Cタ疚ン :一

よりー弗的な道路は蓿利な終賞用に4しこの最適列らでを為 え 
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用を表わす賞用亜數を以、妻ビする。

我々は次の簡単な泡数ビリを考える。’
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この節では堂秘翅伟為油区匕比例測歩て刀び波逾劉若ピ上した層 
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切溟匕実隙面て‘は5%は分、らないから最適Jニ対しての覚財以た’け 

を俱る爭が•滋采るだ’けて、、我々は毛しも刿务てが‘艘適からおる程 

度かけ はなれ・匠らビ‘の位正稚度に損失が-あるカ、を钮らねは、ならな 

い。ニれ等の間惡の解明はヂ、p、C、を魚視した匕きに、义っの層 

を考える事にょり得ら札る。
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い場合かSの層の大きでZ"卜/主の比に於ける遂当なかけは后凡 

匠対・して威感で、 ないきを示す。很つw ペ ノ = 3幺なる立.•場に.対して 

結果於’与ふられるで、あろう。キ/図は,5ノオユ=U = ・'ゲ、孑 の 

三つの連った 値に封 してダに対してフ〇つッ1、さ 处え尺/フ(ハ。ー< 

ントノを示す.ケの火廣ば站我で、あるー冬曲殊kぐ、比例例者くを 

示す尹の値が' 示されてし、る。5 ノ図を注意深く折免するヒスの給 

論が幣示される。

i、最適比の 条 ヒュ借 匕の間匕ある如何なる を/力2カ値七、正 

確度の損失・は三つの、あ源に.対して/グ％ 侦卜で、 ある匕いう寃味 
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確廣Q頻失は殆よと、ノジ%ご、実陳｛こは也似的に最盧で、 あるヒい 

うだ’けで、 ろるからノ)、さSも<〇て、'’ある。(この・結揄は抽出けが’大 

寸、ヂ、"、已、水、 もはや無視出來なけれは,、茨・るノ以耍がある)
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=ぎの之き よ汶％匕なる。 かくてS人之が•次以Mになる匕最適 

から全くかけはなれ・東れ’或ぴ’たNの植を殍るしなは止瀧度K 
沦ては区例’别考 て以Mの栖禎 ある増加 を 与える。
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以、〜見してび二或に対する曲摂は最ノ氐で、、び七ずに対し < は 

最髙であるし. 5う事には器<で、 あろう〇こQ結果は遂は•‘れた参 

勤亥愛の結果て、、ある。

実際的方規則匕して比例割当ては通常標本妄ビる洵に推定しを 

匕き最適割当てから力正曜质に於ける期待される利益が’公い％以 

上て、なけ從は、推熒出釆る。
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て2つの奮に分けられる。貝タ都而の營化媛•依為標木 

卒の雑スロ推定のためにピられる。一定の標木の去、.、

&3、ラ 以前の責料力、らの割当ての次定
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最遹割当ては耆の標準偏差5■の前' 以てカ推定童・受g磯ビ寸克 

二也穹は以煎の.謁查ヌばセンサスから倡る事が’出来る。
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さに対して鼓適剧当こが、望ましい。ノラ3。度の变我はノ若。与 

の標本が、計画された蚌には利用広乘ないから我•々は/夹2•ひ坪の S柱 の値から削当てをする。計算は比較のスめノフづ。算の演料!

をも念めて5、我 表に示してある.

5、2表技盅割当ての計算
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ノラ｛。阵の < 料 /ヲS。耳の模料
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合沸
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£. 33'•ユ 0 公必っっ ハブよ为 〇 0

ノラスク像の貧料はノ Z3O算Q資料ヒ对'してばい、"なろ眞の 

戯適に対して匕同し、〃"なW无ノの’腹を示して5奇。整数に 

まるめるビニ粗の資料ども各増かな/或の標本の大きさ下ごる 

事に氐［)同し、 副驾こご、ある。 同時にノタT〇度』リ/ K。気ハ 5んが’小さい爭に注装、さ丸たし>

/クスj具の賀料•は劃当ての 計田に灯してすく ・、オしてはいるが、 

ノラ30经に得らるベ、 さ狂確,度の楽天的な感銘を与える。実嗥r 

はこの因耳は常に寿處、に入れておかねは・、ならないノもしも都市 

の大きさが、ノブよ〇耳ビ/ 23ジ穿の間旧増大しなビすオしは、、、棵本 

の大きさを選ぶ’に際して標本帰Mに於け朽マれ( .林った增大(- 

対して賤分斟術されねは•、なうな5 〇

財 は整敖匕ま令められるから帯に理論的鼓適から正確度に 

於て镣分の損夫がSある,この损失は 如んが&似小さくても大し 

て堂、唾で、ない樣で、るる。標本に於けるこのまるめの影響は推坦 

総計の分敢の一般公六:
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に於て、允/ = ノ2双ノ、 龙3="、タヲ五イ’弋人する ビ 分る。こ札は



泌’

理論的兹,卜分散ノ・。方、ノさアを与える。ノゴ!-よ!J実睽に得られ 

た分散如ちノユの割当て於& S 3の例て・、突行されたビきの分成 

はノUか宓7で、あっだ。その屋は框少である。剳当が’計回され 

る特、ほ例判当てに対する相対・的な正確度の利盎應推定する事 

をおすすめすろ。乡5 fて・、我々は此例劉当てはその白さ荷玺の・ 

特牲の見地から敏通割当でによる判盗が' 少く yもユ 5 %で、なけ 

れは“出例割当てカ、3ぐ、 H.Zし, る爭ゑ暗示し比。この資料で、は比 

洌割当てビの比較は前の例(& 0 3って•・行われ・治。相埒的正確

ー僕は/孑孑メノ/。クノ即ちノワ3 % で・つ,。二の旌の計•笄は觥し 

い調查ぐ勿5丸は野毎匕訐算に用いた前・の資料し.同い到合で、め 

る匕板星するから比例削当てビの相対的な正確皮の利益の遏大 

視はさけら札ない匕し.、 う聿匕注意;されなし、。

この例ではこの週大推定は顆視出来る.何故カらは“ ノラ貝D界 

の割当ては/9•丁"耳のせれ匕同じて・’あわからて”ある。

椎定3えに於ける誤是の影響

ら多21必0Z>Z^M ルして4^之疚あ/SをZ S終,

訶の例・で、 は5えの前以ての推定箜が旅本を’割当てる隊に完全!t 
うまくジく事が’非明されだ。以前の資料か.’ない場合は ぶ龙の予測 

は割当てQ瘗滅匕して用いるのに充分於好かとうかは炭わしひ。 

•推定5龙に於ける諜逐の影誉の検寇は ピg・ぐノラタノ［にょり 

符われた。乏の分拍はク推定鼓通ク割当てが’比例劉当之に比して 
剥慈が、あるかと、うか、它水す旋則を塚く。
割当式が、,5k勿柱淀量歩g基いた’と假定’しょ い 即ち我、々は

• 膈ー Z腿刀 3S

を用いる。

もしもし号(S )をしてすべ>ての層で、 同いえ保定しA.刀丸の 

废動榛数を禾すものヒすれは、 、包・仅,はノ况 の誤茬による 

/ (歹s亡)に於ける 平均の增大は四似的\-。

V(头七)ー«今件v ｛(旧A/况支)-WN妒5"～ ｝

(ーなる事を氷していな

併しオ程式(夂用ノから

/V
睥・ぴー("が侦

レ5, ～レ列 脚

かくて平均して"最適タ < 化はもしも

,ハ 2 ノ Z WbR5玄ー (ZNES幻)2
("尸 < ----------- ---------- ;---

(r N45Q -W(N九SQN ^

で、あれは’比例割当てよりもノトさい分散を孚える。

計算に対して、この結果は層の相対・的大ささ即ち MいNん/Z . 

の項で、 去わすビよリ便刹て'、 ある〇

,, 己N見$ん之一 CW&/S左)z(C びリ <------------- -------------- (项3«)
(Z ^5/4 )2-- ( WA.S/L)2

実際(二は我々はこの值より七明らかヒノ｝、さくすべ、き(C方Zを 

望ま柘は”ならな3。何故ならは、、このイ直匕零しい(eめユ"よ板 

定された〃最適〃が、すく、、れる確率は5ひ-5。のオーダ‘ーにすぎ 

ないカ、らで、 ある

(例)/クエク算の都市の大きさの資材"(§5九 5/表)ヒ姉し 

てセれに閔連した敝學を5つ液に示す.

夂3表ぶれに於ける許し得ろ誤差.の推定

層 W形 5涉 站2 必糸 昧3
/ «点5 /43、3 逐、gらク "、お ふメん 9

。、フ 5' ”、g 3ザ〇?お 姐、 A5 K5フノ

託郡は次の如く行久

を"我2 = え: (N",54jN=ア/彩:Z■(血5幻うyア『

外P厅十7 /ダ4 20 5R
(Cひ・广く ------------ = -----  = 〇や即ち(C") 35

. 夕ノ铝ーほ3•ヲ£ ほす孑孑'

計算は〇、フ5な冬変動係皈伊、瞞の雅定匕は許さ札樗■•§匚、め 

ろう事を禾しビ5る"ニの値は恐るく用いられた血似,の限罪外 

にあるで、 あろク“ 非常に貧矜な推定重がSれの非常匕遅ってい



3ゝ

るヒ鄭持される時は、比冽割当てよりも"設適〃劉当と友よく 

するに充分で•あろ事を脂示してびる。

&况齢哄(*5)は•狀か’層化ビ単純嚥虫為融出上の中間」 

ある時の5だの前・以ての推灾既に対して』以零な芸初の煤木の大 

きさにつし、 て稔じ、 た。彼は,1、さい信初の潔;iは"簽適.,,削・当て 

が,より小さし、分歓をもつで・あろう商い躍聿E通浴与える事を示 

している。3皿 (ノ? 5ノ)は平均して如何にしで波通‘到当て 

か,比洌割当てよリいくなるに也要な聚勿の源木の大きさを.処 

算寸るかを示している“こ札尋の刷•宛は正規分布に扳定.してい 

る事匕注惹しなIナれは/らない。冬集団が•正規で・ない場合は液 

初の探朱の六きさは』・之の分散"正規性からかけはな扎る来二・ 

して扱惑て・、あるから增さねは•方らぬて・’あろク〇 (号ユ、フ爲照) 

§ W、// 数溷の項目をもつ塔合の劉当こCt 以タ〇 以岫1.3 し :-

一つの項目匕対して设適ずある到当てがー股取!-皮の須目或" 

して最上のものでは々いからるる妥场策か’’多くの頑目.をもつ場合 

の調查・くとら札ねは.方,ら/ い。第一段階は嵌も鱼舉匕果、 われる拍 

対・的匕水さな敖に判当てに於て滲えられろ項目え暇ず巧弟である.. 

もしも以飾の閲畀か利用よ束れは・る項目年に最遮割当ての計・算を 

して匕ッ枚一敦して、、レいかを矽ろ事か’出京る。特擁な型の調志 

ぐ浦頊目冋の相閔が高く刻当てIゴお互にさして菠らない場合か-あ 

句 . • ■ ■ '

(洌)

公妃必・( / ラ戸成;1～より与えられた資溟はこのオ重刃濃場調/查 

の例寸ある。L〇^州か“芝の主左癡奈企裝によつこおしつ'、けら 

れえ互つの地理術な地方に分けられた。これ樂の地方は目々Q 

農業で,調查に層之しで用いられた匕仮定しなさ5 °最も樊珠あ 

る三つの項目け、一日当り熟をしほ"る井の敖、一日当りミレク 

のカ、Pン妝灰び’臼々の生顏からの現、金嶼入て、 めっえいノラご厅貿 

に行われた調査から5、么戒匕示志れる層内推走棟曄•偏差丿え・

〇ノ>

得た。 ^ ^ ヽ '

t

5、タ表層内,棟潭備屋

なし、。55表にはノノ0ひの農埸の標本に於ての個々の項目に対 

すな敏適割当てが、揭け、、てあを

循 W&二中 登牛 <U
ミルクのかしン

& 
8ぐのぜう小ら<JJEA«UX

N鬼况庄我5 々ノ・ワ « g ノノ、7 33^C-Q^Jt チ"& 勿ノ"/ J*. 3 スぎ 3sフ

えしs ひ.津/ラ 3 3 スっ *g
ロ/け“ q、<p イ,S /が

&我刼&义損心> 凌 ベユク<p 3‘フ 戸& 日夕ヲ

我々は現在<f4は真の棟淖偏差.で、め るビ反淀・しなけ礼は、'なら

ぶ5表層内の標本の大きさ

、應,!

割 当 て

比例
散 潼 汲均

刀’、、ユン 以入 功遊

ノラフ よSJ* 公デひ

CcsJl /ラ/ ノ瘁汶 跟クラ ■A/a

員/プ 〇 3 ノワノ “り /寸ラ

ノK /ナん ノ X5 /S" ノノ5～ ノS /

心し-^cv-e^C& 乂 &孑 R / 6 ず ・う ッデ

州には 減いクO0以上の版场が‘あるから ナ‘ク、C・は娯視される, 

かくで谷項目に対しては7Lレ1々ノ况

W叱龙

個々の 最適劉当ては お瓦に適当匕違.っているだ’けで、 ある,一っ 

の例外以外はすヾての三フ 、は比例割当てから同じ、 方向にへだ‘たっ 

ている。



办くて最初の層で、は此例劉当ではノ う 7農埸之暗・示し、梱々の 

剽当てはス5 ると点ケタ の間の敬て“ある。三つの項目匕対・する我 

適の大きさの平均值が右辺の欄匕与えてあ!)満足に中間的な劉当 

でを与えて5る。5,6知は梱々の設通、申間、比例劃J当てにょり与えられたヒさ 

のタ"の期待抽出,分散:.を示してし)る"

么式は次の如くでめる’

レ ー(却ん女)之、い ー寸."み尸•小ー石泌・V----- ^Cc^t — 2_ ～ ・U雑普- 九

ひ0初グ に対・する公式は炭理5 ふ 系/匕炎けう"(疫)匕到・ 

する一般公或から我めら札る。分兮ああは中間劉当てによる龙脣 

で・与えられる標本劉当てで・かる。甲間割当ては各項目・に対して利 

個の最適,副当てを用い得たカ、の如く鬼ん匕、正碾な結果を与えてい 

ろ。より注竟すべ、 义栖値のあるものは、比例刻当ては洋間劉当て 

よりも瘩いけ札匕、、七最:適及び’中間よリ白ひビ’くは正確皮が’あって 

し' ないビいう事こ•、ある。更に5&表はこれ等の割当てかー真の分放 

よ’｝)むしろ推屋分散から行われたもので、 めるから最適及び中・關の 

正庭度友通大視している。乙の,結果はWレも劉当てが'援適ビ非常 

にかけはなれてあれは・'推定径の分散は增加しない‘匕いクほ・指協 

する筐要な陳則(前に論じた)正昭らかにしたものて、、ある。

寇で兜較するヒ此洌剽当ては推奨出来る丧状成で' あろう。卷しも 

,5布が層内で’若しく連っておれは’中間割当は非常に滴足なW刃で、 

あら勺。

表推定平均値の期待分散

劉当ての型 牛 力“ n A 峡入

M 適 "、び/】'ク «ク孑ひっ クふテ

中 間 の〇・ほジ Q・ク<P 0点 フク、ら

比 冽 ク、 0 ノ 3 ノ‘ ”、〇さ3フ <FP,夕

右泛凹の項目についての調登ぐは割当てはよ))"でく漣ってくる. 

成良中間はそのビき明らかて'" なS ・比,例割当てがい"は、、 この立» 

场て、用いられわどしても吃れよりすぐ、 れた中間室見なす韦は 可能 

でめる,液初に我々は,殖蔵”中間に対する仍る批判を)に耍ビす 

ろ,乏の一つの可能,｝生はる々をその焚通分散にょり分ける 歩によ 

って項目に対する 分敵の和#炭ホにする事で、おる。もしも子、p、ふ 

史僉視するヒこれは次のものを靛ノ1、にする龙・カる谊を束、める事 

■C’おる。、

(エ心
元

此対に M ほ頂目についての和を表わす〇併しな轮阙の調查ヒ 

於てそこに於て比例割当て以上の・利益,が微に於て"自己清・〃の 

形の利疝•対・照オ石浄によってひきえた七るヒ资分て、、あろ裸な立. 

場 が’昔 漁初あかな'、タカ、斐也力、わせ る ゆ"か"残っている。

& 5‘ノ只 ノジレ丸以上の州出.をは要ビする割当て

”必心疚をを,% スんX如/ル必淫 スメ林 山 D卩3 Cfixt■メ心ッ作以2 :—
劉为てQ計函に際レて散題12対・すろ公武はをKビ庇、オ、ろ ・ よ 

')も,大さな R牝をある/曾・こ、 生ずる’爭か-める"& 5アの部市の大き 

さの洌’堂考えよう”2つの層の間ヒ,分布した、那而の裸本は最 

初の砸芳'はノZQ中/卫孙術、二#目の噫て・はタケから/义都倍

*•琴した.棟本の大きさか"タよご、あ札は•、叢初の層ぐは笥去 < は、 

/よめ 七ユメ那市を耍するで、めろク’之こて、•.竹わオし海る最良のも 

のけ公’式にょり耍'京された汶么の代H (ニニ卷目グ)’嚙に7寸してヨベ 

加市&ひき去って‘弟一の屑の号べでの都布を てる手ヨ-あ頂。この 

尚離は金柚・出,比が’非常に大きい想きにのメ宪じ、、一つゆ層か’杷の 

應よ！)斐舫が’六て、,ある漏令I二生ず’艮 実際I•こ二三/場合にこの拔 

な > か"生し' 左M

この探、この剳当ては於けろ・朗冷分散を孑測する正しい公式・ 

用し、ろ・事スは他の洌当て匕の次:較に隙しての正しし、公式オ用いる



(W)

事に注愈§払わねはならない。§ふ、3 .定理53て、、の一織公式は 

宅し,も修正靛適剽当てによって与えら凡そえんが•その痣りに用し、 

られるとすれは•茯用出来る。ー盈の・たヒ・对ずる最小分•教二対すろ 

公弍(5、灯)

/ , / 厂、 / (W 电聞, / ^

lAs (奨J =京—云-----～ 一正 W•住・^z
はもはや正しくない’もしも屑ノが•過大脳五力、"示される唯一つの 

層て、 あれば’ 14%スに対・,する正しい公式は

./ •・汀、 ノ (. 代 S%)' _L y / . ' N
1Zグ"(れ亡)=疝——二——3…ー万一'W gmN ・九一 Z / /ヽ

此知にオ/ほ卷/以,外のすべての眉についでの如を襄わ寸

§ 5、乃 標不の大・きさの推定.幻ほ靄戒曷叱址 ザル

この閥題はこの章・こ・、は少し早く稔し、 すきをカ、6し,忆ない〇 ーカ 

推定平均値たび箱計の分散ヒ詩する公弍、は、っしん反び,m%舍•む 

ので、棟木め大きさは実際にはら％の鯉以ての推定堂か刑闭されr 

劉当に対してあろ狭宠が杼われる!Iさめる專は以来ない。次の渝 

議匕於ては.秋する正確皮’は鬚茬眼界”スは悟糧閥薩の半分即ち・ん 

の何れかぐ依ペ、られるヒ板宠丄よう.

必平均の越定•仁Kしてほ、慝と匕対する基•礎么或は

乏2" 二そ N / (- ffst) < U S少ノ

此処にとは欲する信頼確率に疝、ずる正規麻差であろ。S衣び七は 

むん2•なる形の必で・、公式(二人ってくる のて、・、’レニ えシ幺2•匕かける 

此幼に!Zは深本推襄,蛊〇つ俄する分散で、ある»如 をして5宠の匸 

推定量切し、々ん二z以.えyしょう。此火しに仇％は、懑はれた場合 

で為ろ。

これ專の項で、期符V (：ST)は ぐ ・§缶ヨ 、 定理。 3から>

期鶴 !/(み・)•二Nを.也-K UN必』注

即ち F" > N /
V 二佥N .耍エ - -7 W こ くS・巧ノ

し" N

(ラ3>
此路に W住=人/&久/これは久 に討する一般公弍も同様

71 二 乙 いせ

レ十S 乂晚ノ4?
(S、い)

もしセ孑、P、〇を無袒すれは、第一次近似ビして

/ W妒易ユ ^
徧="5ー诙～～ g")

もしもた。/N が無視出来わけ'久の株にしてを計算する。

人ひ
1フ守云祈オ く«)

特別な场合には公式ほ計算V板魚な色々な形をピる。以に二ざ 

を示そう〇

板框、波適、判当て(P；.L&ふ6し0aん り必’"<6* 初)(71如、ー宾)

:"也 oc TFA J* ' I

もしもいが・裤星.好集団終計•つ对しての欲ずる分散で、あ扎ば、主な公

ヽ Kニー
[N Wk・尸

ぐS,心)レ十«芝?时夜,习を2

比例割当て (RS?•必財.LBL•迎位姓ひ3あふし)• "乩=W^= 'く 材N
ァし〇二

コ'W 七・戶 .' _ ーー%一
/ ノ・令～Z (5、如)

«

パ77

式は次の・如< なる。,

」腋么’,式 : す れ甘出い

た=-------- - 土 CS,么5少
・ン十UMえ由产

极懇鼓適<一定た)：

(W牌財乱パ
々.—-------- ------ (S 勺)

z + z-na^2-
比 洌:

たリて-レ - ?z - ー丸。 (sタフ)



<タめ

(例)

この网は瞞な?LM ( /ラ・ ノ)の綸文から匕ったそので、ある“ 

/ラ孕よ ータフ聲经.匕対する人挙看のネ隹农・の匕め く /< 5名及Zc 

T &以吳ス・にょりノ ・る与!に抽ふされたアメリT］合蒙厨の 

舉料K学・及び繪合大 学の標本て・ ろ.此绍匸 テえられゐ例 は、 

/ラ4の高弄師斃及び鬱显の哮液の&栗団!S-M Lてのものて’ある。 

二地・詳・はせつカ層に此列され、その中のrつの/I-さな盾は豚カ、 

れえ。擞初の五,つの層は写核の大きさ匕」リ依・州、六つ目の 

七の 匕吱・・のみの六 写 を含ん。いる“ $度 刃推宠並』はじ.ノドノふ 

へ么弘学互ヒ对す夸貂梁か・ら針"算された、ーこん卻わ顶zに君い 

比最通層化が’用いられ左。

対象は推定施在痛肴て、 は5%の泰曲係汲こ、あった/。ノZんう耳 

に 於て単刹:大 零のこのブ"ーつ。匕詞.す有紀、在・・肅馬i4 ル、A 

で、あつ比p昧ってなすろ源準、｝’麻羨3 C； M入"“ハ)丄 

従,つ.に皈する分我は

V - < N 37レ)土 =スラフ% >・戸6

在鶏者は/ .ハ％年には’ノンテ頂:< よリら泄らく歹いこあろっし、 

こQ焙!',rjに对ーレて刼兔、しなけ恥はカら,％ ・、ハ・こ・おうつヒ•%之ル双 

饥舆嗪二ほ刼轮ば学液当り s 以ノラメう生ヒノスス霓は同 

b-尾’匕牧戻して撰る。二の夜定.；］不今壁< J-J.7； V'..

与ノ表は え を汉定する沛に分っている.,A/A, 獄 及びノ、、械 

の植歩示し•てある。

5.フ表 標本の大きさえ粧哭するの贺詞

層 Z擁 ノ ・第 A/尾/枝. つ顷

/ '/3 •- 3 R 5 a s ブ

义 /ず /テク ヌタ故。 7

5 ・ユ& E ? 公ラ/ヲ /ひ

夕 ・干点 ぷ.歩孕n ノ

夕 ‘7 3 KK 民夂ン・ ノ ・3
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地理’的・層I化の代表的なも’のビ '恐航札る様に會の散S.•壻す事から 

G正確鹰の增大は大きいビいう•よりはむしろ適当七、、める=3 "し‘よ



N

Vr^n.二 --- すニ

Iノ勿 > •

上に无した頫似佚か•希いビひラ多を示す,

§ S, ノ フ 層化による利苍の標木からの推炭

44^々！Zi■’玖 /?">£(Z 日〇Z)^血ダ Zke. 324" 以" 寸か・星S我g住ZaZ&t 

替化域作為標・本が’ビられた時匕は将来の綢夜の指尊の玲引匕し 

て単轮致伟為抽出に为•する相対的正確皮に於ける*!J協を評価する 

事は輿味のる事て小る

標水から利用出釆る谀料は、NR、は、す允及び、"で、あろ.§ 

5、•から層化株本からの何重味均の推定分散は 

’ ひ・二Z理竺ー丘四竺’•

做

此迅に w知-g/N
問題はこの分散を単純效休為標本から倡»Iる检)うう平均値のか散の推 

定塗匕比装する事rある.しは‘しは“用いられるカ法は、標本尋均 

から刃よく知られている平均平方隔差

_ W(心一q尸
—. -- -  

え一/

を計算する事で、ある。此終に層は知・視されている。これは蛍抽魚 

伸為棟本に对して単血当りの分敢の椎定置ししてビら札る〇この 

方珠,はもしも割J当てが、比例的て、 あれば‘うまく丸く、柯故ならは’、 

単・能跃休為標本力、"層内て"そのものか• J!秘的に比例的に分布してい 

るからて、’あ瓦併し、 £しも比例からがリはなれ«を剳・当てか•孫用 

されるに、実際に匕られた標本は単形無作為標木匕イ以.てもイ坎っか 

ぬものになリ、この以2はつよら明推宾墨ヒなる。一修的な万该 

を次にやってジよう

単純報依為樑本の真の分散は<2の代我的等号ヒより/

(N・「N(NんT ) 5彦・ 邳饱(鬼一 yつ］ 
(A/ -/) 丿

ゝ (3、5ザ)

拈孤内つ% 一項の推定圾曲斗治事はさして困曜ザ、はない。穿二項 

は詳細な⑦宛を味する〇 wg<泓ー刃2を推農するためNZ免

(ル刀 

(多屹一泰死)2室田いろのはご’<自然で、 おる°この复は補正会耍す 

る過大推宾世をもたう切

我々は次の様にカ、 く

彌•4(沁W二却"(液ー刃卜(我ー玲)一(以一ラ)｝ 2 

こ札を辰期してオペ、ての可能な楝本上で'平均する.(泓ーラ・)を 

含在、二つの彼のふ々刀项は消去される事は明らかご、おろ。彼って

EZN%(&一如)2二£必(以ーラ丿、E却狄疚-み)2

+ EZMU知'•刃2_ス芯橇皈一海)ぐ家一区)

. ' G、”)

棉し、区5え反び、テの灰義にょり

万〃讫(れー、仇)(^st- 7)— - y)x

供って(う、5ラ丿の 散鶴の二つの項を一褚にして、この煮示は & 

の分散のN倍て、'ある刀、ら

『 亠 ー 2 心(人怎一 M) 我2"ー印(紙—丫尸二N ______,篆

(⑤”つの右辺の二番目の項に対しては

Egを如2二己ー竺牙竺諸二一え/)ぎ 

柯故なら谷層内ご、の 夕免は単絃無作為源本の平均値。あるからむ、 

おる3伏って

E海(祈ーW二ホ(脆泸加3媛一生笋!2芝 

右辺の最後の二つの項の此は正ぐあろから(字"耳5t )2は通 

ズ推定筮を与える“.

WbU (%tーラ尸の不偏椎定量はスの如くぐある・

任二H (氧T宀 瓦虚ー彼壕ん三空竺し竺 半・ 

N 几ん

最後に方粗公く①gノヒこの推定墮を代八して、IXs 刃不筋牴だ 

愛yレで次のちの在捋ろ

い _(M ーん>r W(N紀ー/)イん正ナQ〕
り …一和ー［------ 、待二"1ーー丿 (5,如)



(/白め

計算の、目的に対してはこれを街対的層の大きさ所の項 

て俵 わずビf更別て'’ある。Cs,初)て・- Qの植が’分る核す二し璃衣レ 

て次のものをオ旱る°

•い=多俱財づ琴い¥-零约涵祐

—(Tみ・泓«)2 j 

この表示は計算にはよくない而て’ある,殆んビ大柢の拓用IC於ビ 

あろ简易化され,な、ものザ利用よ束ろ。二つのものを・示してみよう N > 5ひ これば殍よづすべ、 での&集団に曲用される.招勉内の 

冏莓目の顶がなくなりこれは第一頊/ハ/て侦ったものに寄しし、〇 

供って

"S =哭ノー〔紧ユ +辺十乏祝折妒_孩该誑月

(&&/ ) 

すべ、 ての え怎> 5•〇 ,推孤Z内の二 吝目ヒ三者目の项打なくなけ

S必二与U(E必.次2+点心"(ハ底誑尸〕 い4ユ)

(例)

計算は航範尊技の楝水(疆,いに芥ける漫如の三つの層か 

らそっえものを,例匕L Xう。ノワタ4算の棟本からの貴料か’タノ/ 

我｛二禾してあ如 平均イ直は哮核当リ在籍者を-・单位て、表わした 

ものて、ある。

5、〃表履化標木かうQ基礎資料

脣 N-A. Tt危 "时 。ほ

/ / 3 歹 ス’R 〇っ ス・ ノ 5

只 を 7 ノー3ケ 〇、"633 Zク くヲK "つフン

、計 季ク

標木は非常I二/1、さいから<"ノうなる方程犬を用いる。

奶9)

補助的な針箪は S /Q表|二示し てある。

5, /貝表 計算の 配列

層 -WA. 碎女 河•另・舌 构泌移么 g拜

/ c中ず 〇、0«。デ/ 〇, 0 0 ^33 つ、5〇/ g。

よ 〇、3 ノ & 〇、〇 ノヲラ・ノ ◊、。。。う Q 〇、タノ Wノ

3 C S& a 03 夕// 0、ク 03 S / Q, “ひ/4 Q 〇, 0*35

計 ノ. • 〇 び 0、心3ユ』 の〇タフ・ Qひ//ずS /ダつ/すよ

公式は次の様にして計算されるンD~b = V 一 ・ 吗ー垒ユ=〇、〇/ノ/S —ク・のひフQ =" 〇”•そ
,、穴 九免・ Z

= •セ一 r 々外i3或一"•。ク双十”<"/ぎ い、初。。7,めヨ二« go 
r 58

槽化する事によって単兼無休・為標本に.对する値め約三分のーに 

分款が‘滅じ、 てレ)る。

〇比例割当て

通濬瓶当で、 あろ椎定量 をg はその平均値からの棟本手均の 

偏楚の平方糸コから但られる。即ち分散分析に於ける普通の等号 

にょ.リ I

g2二 W多」迁-——f X•(’冷ーノ を/ 十 X源彩N — 
セーノ ［心/ノ、 71.ノ

もしも ケれ氏が、敏襯出来札は、二凡は次の.志の匕零しい。s^wA^t2- +切豚みZ _ (之冗/み.)ユ

此処匕 = たも/九 これは方程式(sg)の招暴内の遂日

等しいG狭って表示・は

はもしも割当てが'比例的ぐ、あり %ノなる頂が無視出釆れは、’、満 

星であろ。

〇 siが'一定なる場合・の比イ列到当と

この場合は套 < の応用に通用されるヒ恩わオしる > 冽えは農炭



く/ノの

での燎本抽出て・、は智は冨のろふて・、ある。s/の一定の,直新ち 

S・カ、嘻内のよせ切つかた平均平方 & により推虎さ札る。 

けg七)=母に井して く 5")なる方程式、から

”コ /ぺ1丸jん之
嶠=(～7T丿茗

が・tに対して我々 は ク幻 なる項は妊視出:来るヒ広定される か 

ク勿ん は妹視出,来ない。何故:ならば、時には棟本に於ては脣あ在 

リニ、三の単位.しかない場合が あ る冷へで、おる。炊って我々 は 

個・々め・の化りによせあつめた推定f S微を求、 めるのI二方 

程友CSQノから出卷する。これは次の如くな全

“TS -［烈砍ー窘卜ー旺［ノ志十5磁誑2-(Z砍沁之］

龙及二?LWA.て、あるから瑚点の滨動孫J故は次の如くかける

z 5 ー宀S =三与Z 

兆"久ノ Tt

彪灯にんは曆の數で、ある。城って

ひ・え二 竺子2 ～4ヽ(n - LF)gふ・ をE(なん-百st)よヽ 
N 7LZ ( 1 J

これ零の童は5 ノ3表に示される様に二つの或分えの標本資料の 

分散分析から計•算出釆る。

ひ・た=(£ ")—［('・ー/) 8 十(力,一ん十/)

タノヨ表 楝本谀料の 分散办オ什

0¢ 分 丸、ナ m、• 1
層 關 r z - /) B = Zえ龙くら％ - 4*)%宀、

層 构 «えー厶) w - «•疽

従って次の次く なる

(例)

フ、フット当りのハリか弘虫の數の推定ヒなすう煖一事ス瞼ビ刀厂… 

不抽沢に於て、次タフ七!?ワトが丰分に分けら札え。谷半分から 

土壌の3つの無作為標本が’刀ヽさ5、ホ、ーリング、通具で、 ヒられな 

棟本は深さタイレテで、 ラ平方イン歩の土埃の体積で,あった。マ 

フハコットI二对するハリがネ弘の敏の組合せ分馭分拆は状の如く

ごある。

ふナ 执,"5
層間(半分のフ°芯ット) 

層内

ユタ B -ラ0,

/ノ〇 W 工ほず,白/

•条件"はEに提示し杉理淪匕少し違っている。谷フ。ロットば二つ 

の層に分けあれた分椎された母眉国を表わ寸。従ってるフ。檢ッ 

卜に対して た=6,刀/ = ヨ、乙二つ.分散分相" はこの型の 

M 5層化棵木に站して組合された結果史与える。:fM、Uは金ま 

れゑぜ婆•はな5 . ヽ

&

&し/

Vyめ =j/ 〔だ+タ阿］=亥［ヲ“次+ 5 〇歩,タぎ)〕=ア、拒 、

相勤的正龍履=ス・X

ん=竺a =ハ

半分L •脣化する爭にょっこほヾ、 多は匕'、正確廣か•’ましPz
§3な 曆の六当さに於Iナる誤差の影咎

ど^^涼珍 井九 刀^^・尖 :—

層化の飲する型に対・して、 耆旋、計N%は日か‘経ってからのセ> 

ザスからかスは大棟本から.導か扎るので、 正確には分らなし、謨リ 

のある荷鱼を循化の基賊におくこいこついて刀一定の院述はあろ 

将別な場合以外は行う事が•出来ない。一般的な牲頑の二三の終渝 

が•薛かれる。子、,、<2 y魅勰する。• ^

真の層の刿令 伊允の代リに椎定蛍 内を闭いる。標本推忍平均 

は E好を 弘 で'ある。この 推定蠻は隔個か‘ある。くりかえしの抽 

出て.'、の その 卒均值は 丸"ん 基て、ある。隔尙は £白:.憐ー矛％,丿 膈 

て、、 ある。モの 結果この 谁建 重のMM分弥y次の-フの成分え含あ、



翁になめ。即ら椎灾童の・治植まわりの分散及び’偏倚の年方で・め 

る卓もしも"景適〃割当かー•(この推宾耄にぶっておきかス.られた 

人/% <•• X < ノ用し、 られるビオ丸.は、弟ーの成/分は(エ以S2沿 

で、あろ“全分散は

レ(云と丿=竺譽W十｛巨・(以一砂4ク泓｝ 2(・小っ 

»

二の,表示のよりー斯殳的な表示は (/■ “ノ)ヒより与え

ら丸々』很か’指福していめ様にc 区此ノの第一項は通.常正しい荷 

童をもラ分散ビは六して建わないで’龙?ろう, ーもレも分散が、 す 

ベ’ての層で同し、で、あれは・、二ラは正確に一致する。従って正・しくな 

い荷使からの正確度の損失は個々の•場合に小さゾかスは大きい滅 

な偏荷の)きさによヨ。課リのある柯曇の与えられた組に对し< 

技失は標本の大きさピ共に彥化する。柯故ならは、、全分散の〃稿 

简〃成i分は棟本の入きさ匕独セて”あるからて“ある。標本の大きさ 

を増すy "俯倚〃の項か“後势になり、層化が緊侏焉抽成よりも正 

, 確さ加少 < 方る様な敍隋に到達Wろ。

この論譎は荷髭に誤爰小ある事が ’分っている様方拥查に於て曆 

化するカ、ぐうかを宏えるめには枝くせたなし、何故なわは、、偏简勿 

大きさは予測吹来ないからて、、ある。場佥(二よってば標律誤差はW 

れ奪か‘扌窪足さ双た過堡嗨澀e の推定童I二到連し鶴う。

もしも んSの推定還か'独aて、あり 孕丸について独立・.ていあ死は、、 

^Stの全分散の偏简成分の平询値はラフ に (〇心(几S、ノ方う')

Z<弘一 T・ノ2• / (腿)

A/N

此处ぽV く腿)は zれの推足竜の分叡て“ある。この・堂は Rん/て 

於ける袞差による技の分傲に於ける期綺增大を測る天演ヒなゑ

, A/c, 反び、 Mj只心夂(/フダ・ユ)はアメリカ台彖

国の水麦地祷に於けるエーカー当リ収殻量、蛋白顶及び就験 < 墮・ 

の罹尾に対する頷查(仁この么弍を用いた。彼琴は・ 州内の地区匕 

よる脣化の有用胜を諭いた。各地区に対寸る佥面德 ".むはそれそ

w林3いV沪
7Z.

(〃、め 

のものか、標本調あこ、、堆笼さ死たから v(屈)の知談が、刹用虫来 

た。•

この閤題は二堂袖出< § ノ2ス)の帰合にと起ってくる。もしも 

切?.が’大きな姒昧為棟本の大きさ た’"/ヨえ)て、推定.さメ1匕•、の 

位各層に厲して いきかか’劣'るy V (弓s~t)1て於ける增大は辺枫的、

i/ (ル)
一"卜y

m夕/つ 層か、前・以て)褂ーで、あるビ認め 離い場合

e<L^L cU~Aj2^£. ^lZ-z^Xa. Ca^Sl^C -^>2 & 心し a^Lg汇g
時には単位が、属する為が、単位 から資湖・が、将方 札る也不明の 琢合 

か'おる。政治敢な懲頭に関する謂ふに於てば倾人に炎)まで、分らな'熒悠部 

冽"g右％:よつ福化•拓軸、瀉用•こ、、ある.后］様«債废 は層化か"収入、蹶莱友 

び・衆皴間係の様な因手匚基いてし)る時•にも起るc勿論この採な埸 

合は、層の六きさN—は正禮にはのらなし、併し我々は史札か、分 

って5るピ核定する。一つの万法が’単轮簌昧為株本の大さざルな 

ろものを匕る事によって行われる〇棟本误料か’あつめのrしたビき 

巣イ！Zは之れ等につ5で得られた牘被によつ之層に囹当ての扎るu 

もししれが’龙>!に厲する蛍在の平均値レすれは'、、’捲宏重ヒして.

一 み
如,一一冨一(

横言すれは'、核やは棟苯の匐みつ、、けられない平均値,をXる代りに.荷 

窿邛均ま僞るための荷谨 匕しで真の為の大きさを用いていも。

屯し冇標本が、合理的な大きさて、、めれは、、、この方成は・ん匕、比例 

層化抽出ヒ匠確廣は同ビて、、ゐる。3丸ましてえ層に属する硬本の 

敵zしよう。此対に 次ん は樣本を匕る容に茨ろ。

沮aか、 一定こ、 あな探木に対しては

此炊•匕J ,,入な A蔑視されてい•ぎ〇



(〃幻

’くりカ、えしの履本袖出匕於では二の匿の単均疽が兮計算されなI 

(Jれは、%らない,このカ袤はいささか注葱を耍する。何故•」ぬは" 

勿事・の一つスはそれk上のものか’。て‘めリ借るからで、 ある。もし 

もこの樣な事が・起丸は:、推定昼を休る前に二つ又は乏れ以上の曆・ 

合帶しなけれは・‘ならない。その結果は正確蔑の为っえ層化或び豪・ 

のスなろ分散を得る爭に方ろウ〇 7しご増すヒ死えが’0で、 ある確卒 

は小さいからこの原因からの分散への影響は辞視派糸る(この事 

は証明しなくても式る>衣讫がQどめる場令を除けは’'初以ML 

(•ノラ々さつは 7C2-のオ一夕“ーの項に对して

/ /----- + --------7LW孔 ゼW祁
g = n%/n

l初t ノーえ映 

て、、 ある導を示した。此双ヒ 

徒って 、

E fレ(払) =4乏: w・ぶ彥十(定)て、,の項

初項は比例荷化扯出て、 捋ちれる分散。ある〇& S'・ 割堪抽米法 :—

この立場〇用いられる他の方孩はる層から望まれる丸疚を所以 

てきめて义耍•角"劉堪〃が'咨層ご得ら札る垣抽出を統けて測宠寸 

る事て、、あ如 もし七测定が’敢初に必嗅モ'、 ないものを除いて処イ代為 

に単位を虞べは'、、この万该は疊花無JR為抽出ヒ善しい。抽なの吸 

跃段階で、 はこれは調香する人に、ヒってカ、なりの労力になろ。何故 

なら隣り合った单位の殆んヒ、、が割堪が、氈匕密った増に 入るて、、あう 

うからて、仍る。

この力ほは実磔に乡くの機閔ヒ项って闭いられるから測定者は 

単伍を飯作為に選は'方・い。その代り彼は副堪を犬釆るじけ早く 

満し律る様な禧細¥利用する(例えば裕福なスは※して 食・氏髪に 

は住直な侦)。K象は単位を糸か為Iニ意木丰にカぐて性す'る高い憤 

用セかけないで、脣化の創なを街あ輩ご怯る。灘岡の萱か•亥う事ば 

測呆者に許さ汎る。抽水理諦は確寧册出刀 、定素を含营ない“割塔

(〃ぐ) 

谄武法には鱼用出来ない,この様なあ汶の正確废ビっし、 ての牌软 

はセンサスヒの比鮫か’可能に方:った時ヌは鷹類蘇始か'、計算・求る 

棟本匕の比較が’可耗になった匕さえ'(ナ得られ盆

乡5、ユ/層当リーづの単位で、の層化

-6Za-<^g 07ce /2^rz, :—
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ろまて、、 もって、カかれる“こあ華象に於てはI/ (公セ)の推定ヒ隙 

しで讪に用いた公式は用いる事は我来なし七 谁定壁は曆を封にま 

ビめる事によつ之彳导ら扎る。甘を形你る二つの晉に於で裁マば大 

吉さHA 1I専しいビ做哭する。算しい事から、すこしはいけはな札 

て七 この伊法は,員われな5であろうJ 竝の二つの裁に対する母平 

均Y< はかなり選うて・'めろ、か・'对への割当 て は糠本籍采を秩る 
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あろう。層の数は層く之もユひて、推定分傲に討して・輦ノト/り土、ナ・、 

なけ札は・'ならない。

疝,釦般を代表的な对に於けめ観測値としょう。此父・し二ノほ/ 

からしノ 2 哇て'、或'化する。その顷き、こ・り对からのてべ、ての標本 
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右巫の弟一項は補正分畝ぐある(初,二/なる埸合の定理$3 IC 
Kリ’ 〇第二の項は正の偏简を表わす,偏倚の大きさは莫の平・ 

均ほ万、ら,レししか蜜わない清の的の情報に於て得られた成H如 

何’二よ令〇推知(£4わの型は我優は標本の値.を故来もだ‘け少 

しんか迳ねdTない槎匕する事zよワて竝•イRっては、ならない寧セ 

擊告している。柯故ならこ制,はい匕”5過小辨個を与えるからで 

かろ寸技術的!～は時には俗落C' " くつ、、れた層(〇 &y心ス 

ムM左)"必呼は・.ているものて•、ある

抽よの他にヒるべ、き方策は屑当り毋:你為に達はれた 必為を 

もち、二つの単柩をもつ単一層そしてる層を)?!いウ事て、、ある 

この笹の抽出ヒ於けるv (膈)の不瑞椎足量"は者・適の公式カ、 

ら尊かれろ。諸足は次の事を抠明出来5日ろう。
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秘ら通用されろ分散の通六評価ぐある事ケ分る〇二勿結果匕貯、 

し会せてよりノ)、さs層か”よ!)よいが匕、うかは問题巳なる。不幸 

にも、もしも対あえリュっの単位ビ比戦した匕き屑当り/っの 

•単位カ、噂の正・確废に大いに利益か・'あれは・、分敢の大なる通犬評俩

か・又こ術•にもめる

丈也分劾研宏に於ける層化
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ん徊の層(んフ2 )て、は汲適觐当ては阁囲の状沅にょる、一つづ 

方鬱のすヾての对間の差,の乎均分散五扳ノ |、にずる 事こ•、める,

(乡びア)炉らこの学％分政は

八如ぎ十ら‘
:—}-_____ 十 )

ル之 7Lし)

って一突乙に対して、マは鼓水ヒなる°

もじも 以が’層毎Iニタししか遑わないが 

5・にひと・、、茨化があるヒきはふ平均値・が、同じ、分散をもつ様に也 

当てる華が核い場卷が'ある。これに対してなの様に5え蟹ひ、 

矣2" 一 &2 &2 •

0/ /Z- 2 TLl.

問題は多くの派生的なものを念ん。5る。分散分析・或び’更回鴻の 

楝本の利彩はもしも谷領该が特制な層をもち単終聚你為標本で、‘り 

れ苦用5る寧か・孤来る,各領域か・、イKら冗た脣の制分を彼う榛な威 
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(ん./め

從って個倚乡洛項は

<ん3•-(厶- ア丿=以SM ー戶オ5 °

输倚は正Xは焚安何Dしかで、'ー龙灸 涯本ク大きさ玄儈すZ. 偷倚 

は 珍 矽、け滅D、てくる・一・カ 以 刃棟項・误吏はノ後 え'・オ滅す、召J 
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で' あ机忒叱框症は」)ノ小Wし、分液を毛つ.

この 定建は,比粧定 か、韋純宓推よリ戒 多少次正砲こ、あ夺辛玄示 

す 涂溝はれ及び7Crの相肉係敝成び、 二つの玄嗟のC ,侦の 

大きWjニよる.住薫斐塁乙、の發勤は堇衮石因ヨ•ごある.

朗ろ 毛しセそ公C"が・冬/のcいゆ二溶て・•あ的は、、尤推定は 

尸か/を愁えろ芋が・来尊,いガ、 う陰)二正推Z斐か劣多孝に后る. 
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この 結果玄・宾ゆ的・方:毛公に房史一之せるには,比推定 昼 は単应当 
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桂定蚤を用ふるか東就反ろ後合には•幻' が、 M に対してフ。マ A

卜された グラフが初 げとなる• 二のワ、、ラフ かゝ'但な力、、凍貞き 通吝 

争で禾し 嵐繰mぬリゆ务、 の分散がX' K比例して增してゐ 

る様に寇えMは”.比溢宾は瑟養タ之&て、、 ある 府匕はス?と劣、 

の囲係!か-須兵を通る有録で、歩る刀、、 ズ/を固弟した列r•、の タ匕、0 
分徵カヾ& 匕・比例し勾い薦合がある, ギ、リシャの人つの源;^て、' 9•心37Z痒(/タ以ク)は,分散はラフに に比,例S不挙本貝, 

・し龙・.二汎はセ诅jこ於て’必、 ・ 乃Uで' の重み恐つけら止I才 

园烏电・示してるる.環ノ)、負蒙捱定室/に対してこ相は

/ 一 •乙奖辺=丄r 
でー•云"任:力

この癒合项つV勿ー最哀,推定饕は丑xて、、 ある・此忍にぞは俪 Rの韻出:淳泣上で、刀比 公/ぬ の季均値・て、、ある。

定理んヨの條料・■・の卞て、、は比推忘は不偏ごあ瓦 この崎釆せ比誠 

宠昼が、一敏的に偏倚か、、あろ飾0論述(&ん'3 3 Xは矛?g 七なし: 

広措定暈けm何なる渾徹無稼彦模本に対Lて毛,吃し七噸・孫団 

が'無視て、'父乙、 の劇株が源宾五迎る每條乙、、あ也は、'?F鶴•C、あ後 

証罔は魂者の例猿として殃してそく。

(/M)

P

り/,ア 割合に対する棟本・/出.に泌ける比瘫環

ス々 ・ぞz<な多 &心 刀z疚^ 〇^ スセ^sx, /ビラ。t』匕ダ财

此の方演は副会の推・宠J二度嗥な絞劉団渡ずる〇単純妹米為抽出 

では椎足劉今夕の分散I•ニ対する通滞の公式、は

27差/ 
舟/

二の汛るの棟本推定昼は

た
気务、

・ 二,------

X:定づ

/-
X

2

ハ‘の=資・

此烬rタは丹葉田々’削ふこ、ゐる。(因导(N-7t)/(Z7)は+、〃. C 

が少耍ぐあれば’つけられる) 岳3'Mで、褊•摘した様 < この公式は 

もしt標本が•堂位の単純撚粹鬲標本ぐおり、その学位,の為々水割 

会が、諏き浪されろ二つ・の級に分剽されてお札は‘芝のときのや寺为 

でめう。洌えは・、もしも中袤、炯やu・痫既にち、、ラpB物の瀏合らヾ獴本他孑:によって 

彳住定さ朮句と胡I□ヾの公武gむしむ何スの凝物が箪純樂、?K寫:糠本か•とら!H於と3う工漏気 

か律全かの衍MがK滴构が、分傾ぞ!IIな際に題团ヨRるレこの楝杏柚患汶か・・吊、、&相る 

という邓はあリそうになゝ、Oより代表的さ.単应は画吸例2ソ 渚長で.;ラの列の巾をもつ 

面潁て、、 ある。さの各々刀抽出された面領でS・直物か、分韻さ札う場令 

て・、ある。

この樣."立場に・於-< 標•4;仙べ単佐iは我々が、淫泰(gy此ハー 

呼ひ’よりホさい蛍位のグルー:フ。スは興瘠ぐ U."y>カ、らなって 

いる。イ巻目の単位’は%4の耍素・からなっていろ.容妥素は二つ 

の級 ぐヌは〇/の一つに劇当之られる“容をしてCに腐・す％/ 

歩目の単位に於ける耍素の妝せしよう。切ー棠団に於けるCに厲す 

る堕他の劉冶、は

£發



構盪的にはこれは宪更的な比推定堂ぐある»従ってタの分散は此 

の方法に用いた么衣、Z)、ら徊られる。

踵j双,分散に対すう二つの専

レ・(夕)二方、gq…
火(Z- / )Xコ

一 (A/ 一久)

/ 央・ 3-/)又

此饥にx二X/z は集落・蛍位ぐQ要素の平均数"ある。

推宛分放ヒ対しては

"(タ丿=ペ竺!竺n〔X勿弁と以/七卷在) 0 ノラ)
2 孔(％ーノ)乂

(例ノ

し5型は

M
、区！<"=PJ> 2 
沪/

-Nが負蚀ーP)N

3 〇尿族の単祕烈依為棟本カ、”尻々我を8 のWSs 住云以 

多2ふのg及び’フ痫棟J二於之ノヲタク耳荷われ・えセンサスカ、ら 

仙取された。呀集)函は約ノ s、。。。尿旅を・合んで、 レ)る。

«、a 表には谷氛族て、'/り人が’ (/')披•零が姻玄 ノ夂ケ月に伝清匕

カ、、っ 之かに・、クウ' (Ji) 小生に閲してはビつかに 闕して分類され,て

いる 〇

/、次づ〇 象旅の #抽無伟為楝本の谩料

宗族畚号 人牧
%グ’

Wの・数
V_____________ ■C

•ゆの数

如、

週玄医者ヒか、ラ财ゝ 
ハイ知イ、r

/ 歹 ノ 5 〇

ユ 3 ■ 3 〇 よ

3 3 / g 日 /
4 -5 / S ク

S t ス / / 〇 板
6 3 / J. 〇 3ゝ

7 3 / 我 〇 3
/ 厅 3 / ° . 3

7 % 忿 京 ク ケ
/〇 /么 3 / 〇 タ

Z/ / ク ほ

CW)
/ス 我 / / 〇 ,

ノ 3 フ ゝ3 ・ 夕 0 7
/ダ 么 3 / つ 〇

ノナ 3 «2 ノ / 二

5 3 & ユ 3

ノフ « 3 / 〇 チ

/<r 孕 3 ノ・ 〇 ダ
/夕• . 3 ュ ヽ・ / / 次

ユひ 3 / よ 3 〇

乂/ 夕 / 3 5 C?
ユユ 3 c2 / 〇 3

よ3 う 〇? / ク 3
・ Z 〇 . ノ ./

ユダ / / 夕 〇

3 / 貝

7フ 8 Z・ 或 0 3
ュ尸 孕 , 我 貝 〇5 貝

ュラ 貝 / / 〇 日3 〇 / 8
升 ノクタ ^～3 5三 つ 〇 *

、我々の目钠は比播形 公式 に阕い られない 二項公式匕X対照寸专

审て、、 ある。まつ、、医看(二”、'った入の’滋/今史,為えよう。ニ頂么弍に

拊 しては ^

又• = / Oメ :
, ほ。
p -- --------------= 〇、女孑ぎダ

ノ呼

ノ を家(P)二’牛-
ルし

J
e Rgめ(ク,ク 〃2
----------- -----=グ‘ひクノラメ

ノ 〇 ^7^

比推处公式'に対しては 尸ノしーフ。かあり 匕られた事に注懑すろ

久二3ろ
-

財二2将目の旅方务の絢跋

另2二産者匕Z つ比ガ輝目の冢旅て、 の救

p = 〇、貝 S-^^5 ぐ前の題リ)

Z" %/ * = cP g > w・疽=、タ以 ' 乏弘士ノ =/へ?

戶、〇を撮ネ更吋号。 侦っごく,、ノラ)ハ、ら



so
U6)十CS我ゲ厅のN(ゲ丿-よく2ナデづノ

ひ(P) = ------------- --------------------. 一 C\OQ ごメ〇
く 3 0>( ーラ)び、心よつ')N

比推定二より与えられ改分散心F 〇 は二項么戈(こより与え 

ら犯え分散Qゝ」。ノラ‘7よりもオニ‘く大で％$。これは邑々な理由 

上対して家族ら乏のメンノヾーが•医看ヒか;った贋数が、違う事ヒよ 

る七ので、あろ。聞本yしその標木に対して医者•匕冷、つ左割/合は 

今 ノ、のキノ人を一寸慈:すだけて、’あるが、し、 く らノの家族は为ペ' て 

のメン、八、、一,か‘医者•二か、つなのか’’あろ。聞操な結束は同し•,家族の 

メンノ、'一は同祿になう,煩偽が’める匕5ク特性く对して彳卑ら札ら£ 

ので’あろう。

母棠団匕於ける男,性の劉冷を推定する事匕淤てばその养果は速 

ってくろ"上の計筹ビ罔い垂により

二頊公式' : 7»(p -っつ"以タっ

比公: け<p)二々•〇ノ心 、

此知そ•は二項公式カ、、’分敏は適_大椎定をして5る。屹の理由は數味 

かある「大芯'の蒙族.は沽嬌の齡梁出乘上フたもので、彼ってノノ、C 
男ビ/スの艾を金んて・;る。饿つ五家i族おたり界の創备は二項・公 

弍<から琢侑さあ・为よりも久から小さく麥化すめ。/った’けのメ 

ンバー名緣'、てヨ ひ家族の中・ «れあが’金く 、罗を会んて、、ないし、 

た、、/人の令を会ん式・し、るだ2である。もしも近似公の糞の戶 

ご以ご二項’分布力' ’用し、られ相は’同じ、,性をもつW ーヾてのメ > ノヾー在 

七つ尿族は大名さ3志う象旅のクリ抒、び太まさ«なる家蒸の% 

を衫依るて”あろう。/性比のこの特小生は/4"s)伏鸟 Eg"4 
(ノう/ス>にょり論せ、、られた。

& 比の分福の正規性への接逆I
J-^e,q’必・久?x0^工^久以〇し^ 匕64を3<展ら^必泌^.マ〇^〇 ・' -

大檬本匕於けろ比写/;厂の眼界分布は正湼ごM挡い,' ウ結家は 

斑参iつ於 けう棟漳の理論から出< てくる。我々は前槌七 して長I 
(‘ ノタを& nーより与えられ史憲いー彼的な結果を引用しよう。凝眼 

导栗団を稼足するこの結果はエワの中夷之ーメン!ゝ次’友び 久二

(なの 

即ち 第、・ なるイ直の对の撈本から打算されな既知の&歛の跃界 

分布 を与 える0標本の中央・モー メント(二よっぜ、我々は次の畛刃 

童を惹球する。即ち• \

加二子ヨ<如-亥')3(むーえ)" 
’ づニノ

此好に’、久及び‘リは正・の整数で、ある。それに応、 才、号金毋柬団のm — 

メント2母集圏でS苛ベ' ての単位上て・、平均して
兵一E (知一尊)s くメ /ーえjレ

削接 C 〇s<^k£。)

もしも を/ — M / 汎n = Mユ なる点の函坦に於て 函教H(说/、 

泥ユ>か・、速続で' 流/及び’"2・に閏 して一次衣び-‘二次の遊函敵をも 

ては、、、孔が舟 くなるヒ赋床為喪量H (决/ (えN>の暇旅分布は 

平均値二:H ( M’ヽMa.)

.务敢=宓〔誅M"2(MX制十<c r 

をもって正規て、、ある。比恕’に都分導田数はノ几ノニN< 、がユ二Nユ友 

る炊で、計算さ疚・る。

定理q

毛しも毋办散$ザ、,预炉 が而眠で・毋平均 又±0ならは•毋限母栗 

団かビノの大、きさ?tなる斌イR為棟木I二於てダ之-の眠界分府は

平均’値=V /又二改 ・ •

4皿・一・丄ワ2厂5g 点と8姿乂 , ぶ亍〕
分・ ー冗ズ(祷ー ー7ず一十w J 

ぐ以て正規て、、ゐる。

(証朗)

前提を渔用すめた约

眺/= # _; 加工ニ尤 : H (・阮,ゝ次」)•- エ丄
孕N

とおく’、咲って

卜1 ノニ'Y、 M -2. — x



U灼

函敏 Hは連統て、、 又 キ〇で•あれば•’、ヨ 二 丫、x 二 x c 附泣寸ー 

次万ひ•’二次の連統.卽分粵丞/数をもつ〇史ヒこの点て、'

7 レ Z / ・ノZ7 一 E / /f 一 ・一 ・一“,・_ T*" — — 一 —・ 一 ・ "** _ —- - ーー ・""* — 一一 一
ノ•所/ M2 X 'つ衫フ Mヾ X

後って榆提から5/スの限界分布は・

y 

平均値’ -=-
x

分散二デ〔芟fユ只Sえぎ+ 〕

-ユ亿2〔玄一 十W ] ヽ
ーる代(ぐ が J

で、以て正規て•、ある。

結果は子、戶、〇を除いた顶r近の万径式伞/)ヒ冋じ、て、・ある。

実際の適用に閔オる限り、結果カー眠桂は我、 及び、之/が南眼分 

散をもち、マキ〇という佝束の下の湫で、闭いら犯る。

必必ん”(ノジクぎ)が与ええ定理は母集団の小生修に臾匕駭密。后 

、、拘荣を設けて、有很©集団に乏嵐結果を拡塚 しーこいG。この暦 

閱は此知・で、は論じない。

"ノノ層化無イR為抽よ匕於けう比椎宾

々^> &易玄命嬴公・必m ss必;?％•、ー,

、 毋窮団総計丫の比推定撥国作るには多くの方慈かめる。せめ一 

つはな層の裾計の個々の比推定畫を你,1これ等を合計する方我て、- 

ゐる.もし电 れ,％,カヾ・、我・層で’の標木絶、'計'くし、Xえが、冬^の 

層終計•Vす皿は、、、この推呈最眼"陷々の蔥味"5をつけた

义-牛)は 、

真の比が’層緣匕一定て・’ゐるヒの枚足はいらない,;,伤しオ您宠耄はイ固 

々の終計X先’の知澈を此要ヒする。

星理ん 5

もしも 棟本の大きさ 丸^か、、寸ペ'・ての您寸大て”あ此・ば、'

必/)

/ ぐ该s )二芸挡件")[亥十県知一・盗タ与免る〕 
左 7L-A.

• r 8 a /)

此対に ダひ=丫％ノ义忱 は唇堪の葵の比て•・あり、凫 はる槽て’前" 

定義きれた毛ので、ある.

(話明) •ヽ ^

以い妾・ '

従スマ ー

(脆 一 丫)= M( Q% ー 、れ)

よって ^ * ^ ヽ 

レ(次5)二 E (丫・5 —Y)2'

ニラ三(なん一皮)'+ん宇我瞞.ー间(肉」”)

す.ゝは層龙四の単純無イ・為標本から你らオした:比椎久蜃ピ、’ある刀、 

ら、我ペは<?尺毋の也似分敬(二対吋る公式負、5丿を用いる。即 

ち• ^ '• ^

、’/C 一そえ)r z , -2 >
\Z (次龙)= ～～ [ $<5«え+ 5え住一ユ尺/隨心&乱J

Z〇だ^

繽の項 はな’く方ろ。柯故ならは、灿出は蜀绿にノ很:^て、、あリ、 分散么、 

玄、に、用し、た爻し仪のオータ 、、一に対して 鬲tは丫沱 の不侷遊定臺て、・か 

る刀、らで 、おろ。ぐムユノつの結果となろ。、 :

この公艾は屯しも召膏仁焚けろ 棟本か’各槽て、'近似分散公弍'が適 

闹される程大て、みれは‘妥当で、ある。•この 眼源は実際の適用にめ比 

って注意、を耍すろ。我々は え龙か、’小さいビさ、?心に為唁育眞I二 

胯用のおける公式は£ってし)ない。

更に え龙カヾン|、さくて んが’スて、、あれは・・ゝ、?心の倚倚は次の六ざ'フ 

は。な論議が、暗示ずる樣にぞの標準誤差,に比し式・相対伽に無.視,な求 

なび“ ^

申一曆すは、次の毒が‘分ワ氐<&幺3ノ。



Ww坐丄、なんの变勤係滋

(T •响')

七しも いぎ、しは・、める様 匕鶴伺•がすべての曆て‘同じ、 符号をもては・: 

•?心・て"の 帰綺・は ラフに §俱cい七であろう°併し〇心 の探準快 差, 

は、?x<の\!～倍のオーイー Eすき’なハ 

從って比" , •

！ 丫・$で’の倫億I

(C(Yrs)

は1/T Cポ讫の殁動係敬丿の犬ささ <、おる。

例 えは-' 、タクの 層て’’乏 の を か・’谷曆で、 ほヾ、 の/ yす れは’‘、 

以sの偈衝はその標潭・誤淺の〇、ワ借の只生ミて'、 める。

今の我マの钿誠に於てはてRSは’/ん<元^のC匕)ノド。'&以下て、、 

あ丸は•さけられる° rの規則は怒らくひ力、えめすぎ、るで、あろう〇 

柯故ならは、、実際には偏荷・は悖にもしも谷層商孕え£ y 之屹さ匕の閔係 

カ、箜似的に原,骸を潼る・沒綵で、あれは"ヒの限界よりは,)、さくはるで、 

あろう刀、らていある。

&ん/ぜ 組合せ叱推屋置 ^

スな 〇忽んんらユ 儿aZi&匕泰んん& : 一

芝のZI也の一つの堆定量が,嘗一組合せ 四わ、・琳わ、れ・る(Hsもし 

/^h-cjvcし」^^ 4多z・をy以匂/ヲ々6’ 、標,本诙料カヽら、 我,<1オン久のもの 

を針算する。 •ヽ

Yst = £ N疚ダ・.:ス兀～飞卜1加％%

これ導は層化棟本から作られな夫々け総計丫及ひ’‘Xの標本の推民 

竈で’おる。組合せ比推定食Yパ。(組合せヒ新しく Cをつけた

C)は

ji匕々て[二政ぐ七二Yst/z .を5¢I二X sた/卜1は/W化オ栗カ、らの,佳,定^チ 

平均て、、める。

g)
推房童Y亦はX/の知讖のは要が'たくて、たヾxが业耍なだ、け 

て•・ある。

定理

’もしも全棟本の六きさ?しが大で、 めKは、'

、,/つ 、,—•付収N胃しーれあ)r 2 2 s ヽ
レ(Yね 二»---- T------- [5泌+尺s養点瓜J

ん龙,

京心)

く証明)

こ犯は定理ふ/ Iヒ同い論議に従う。况あの場合、寵ヒなる方猩 

式くら牛')は次の様ヒなる。

(脆ー)/)ミ2 (服一尺為と) (6买)

さて寒量 =ア花/ - RXもノを方えよう、。方椎式< £7.>

の右辺はNcLstで、ある。此如に 五壮は槽化標本匕於ける变塗 

以"‘の荷鱼平均て、、める。耍に・■・ル疚よの 母坪月i7・は々二ラ,ノ必 で、 

あるから。<’'める"

快つーご dt 3願也歎,撮爲標未白、Gの推定弄・均麓の分散に対す 

う定理X適闭・する。こ丸は

へ ,一・A/危(ん0Iた•イL ) っ
レ(丫尺«)=N・レ’ < 以心f )=こ うス・

花 々・禮,

此徊I二 ..

Sc<"吃 三.-------辛 < 以・无仁’- び如)-.

/ 电 I ー、 _ )2
二 ～717--- ～ 区 打 5&ノ •- )ノ・危)一/く(Z 卷.よーx一) j

(人蛇-Z ノ い( ノ

単方立度閉するビ(・ん2之)の縛果か'彳尋られる.

万程次、<よ、2 ノ)友6' C <3.-2^.?力、ら §g ヒ以c匕の313乂分散カ、" 

たヾ、違っていぎのIま(く ユ/)て、、個・々の廬て・の勞集囲比べ性かや、い・) 

ぐはK匕なっているだけて、 伺し、-・般理・核定し,こし、 る爭|ニ注意す 

务寧は奨吠ある事て•・める。
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〇二つの稚定置の比叛

次の如くかく
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比推定か’兩いカ权る场合二は右辺の最後の項は非常にノ)、さくな 

る(もCモな脣内で、 8"’ヒSノの阕係が’原点を通る直煤て、 めれ 

は"。匕なるノ.,4 く C々んか“槽匐・に〜定.で、なけれはあ層內ぐ、剂姻 

・な比推定 角用いる 爭か‘より正確で、あろ樣である。併’し一お諭認は 

各層内での棟水が・レ<示5 ) I二対3ろ公式が•妥当で’める位を分へ 

で、あうk板髭 してし>る 各層て・、腺本か’小さけ代は’紐合せ 推定カヾ定

九を及対ずるあ歩な経験・的派椽於なけれは’、推奨出、来るもので、 洗,る-

-れ券の分散の標本> 注定童匕対してゆ用しゝ る埸机・に尺ん及ひ択 

の標本推笑覺をおけは“よS。棟本平均平方 习> づ刀ひー〜 W Wそ 

气に亦、す'る分散仁竝して代りに用し、 られア处5以S疽［二対して;匚 

棟本共设童か用いられろ。源水平均平・万スび共分散はる層之、 削個 

に計尊されねは•ならなし、け ・

(例)

資弭はI夂"以州が^a」,北ご・^參に於けるすベての虐燧 

のセンサスからヒったも<0て"ある。

この例ぐはタ^’は穀物の而德、之丸ノは黑場の全面後・を表わ寸。 

母黛©は二つの層匕分けられめ。篇ーの層は辛クエー-カー运の 

大・さの澳場を念あ。我々はノ"農場の標本を极定する。

管化柄出が用しゝら和る時、我«はこれは大さ、っは％汲適訓当て 

て・’あるから、ノク骸搦・麻/カ、ら七Iノづ。農场え奮次から匕つ匕 

し考えな。資料は/目表に与えてめ克
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散後の三つの箕 Q.电レなノ,"〃は計算に用いうれ％仕葱の适ご, 

めリ汲後め二つはあせて、、定義、する。

後場与り穀物の母平均を推定す々五つの方纭を为えよう。ナノ、 

Cは典:祝寸る〇

/’、単花慾イK為標本:濃場当り平均値の推定
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ル、層化第uk為標本•・各情に於て别個な比を用いろ比推定

レM — X7Gた［$孩+火ん勺ね:‘ー我Z<九S乡えん〕=M Q fしV-ii. =3 , u 6

I/、會化黑依為深本： 組令せ比を闭いる比推定

ビWニ5r冬・〔5孕寸+壮sほ-次ズ5次の)=U材龙レ幺=血/し 

为々な万志の相甘的正確贋它ぎセ つんに次の如くていある。

抽出方法 椎炭方汶 相対的正確虞

(/・ノ単純燃仰為 以場考リ季均旭 、 ノ 0 〇
初堂純懋•依為 电 ノ・フ

仞’ノ層化培尔爲 農場当リM为盧 /4ヲ

(レ)曆根欢彬為 削偕な比 9" 3
筋)喳亿嫩,阪為 組合也比 孔クび

#果はあ汎な屁用に対して映味・ある绮点をもたらす。農埸の犬 

きさによる情化は分母が’農場の大きさで、ある比椎定ヒ同ビ、一艘的 

目的を滴"している,,二つの工犬"联揚当り抢定穀物.$,均画放,9 
姑出謀卷への涙場の大きさの废麴の彩繹化なくしている‘例え心 

・比推定からの正廠痩の利遍は燧/'K為抽宏匕用し、 を匕・やクスあで 

あり、 翌,仏抽出を’用いたニ之のズる％匕aぎ・な3 (ノ "ワに対し 

てハ 3 > 棟本の計函に迫て屑化にある因孕な尊八するか、 

定方洪I-宅れを利用すうかビ、、ク刀、の燧釈が’め羣 散ゑの莎宠JまW 

の場合の阂回う状浣による〇閃係した.指摘点は衆の通.I)で、 勿れ 

(/ ノ・因を例え博、、兜回えの行逾の加やっわrM§定ラ注よりb腫化に修曷に舊乂どH心, 

(ii)諭剥将<0な•奪の肉係c胜買"る,すべ式の馈単な裾定う※は直W& I无係と舂時:〇 

有効ぐ・加匂,被呑ケヌな不澄編従啪麻ごな局れはよ件幼”ラも。•佝故夸ら寸層",敵か、傥、 

分州は、港此はノノ及な“幻め阳人ど’Q米う网係・. の影摯をううりすてつ

あろうか「ン <"ある。

J 6,/3 比推定で、の诙通創当て

以«2眾^.•め,久』治七之Zる亿ユ卜し侦・么 z么乙あ站乙の幻^免,一-

(列

'んの刃澈適劉当ご浦・比推定が’用いら礼る時ビ単位当り孕均盧 

が‘用しヽ られる時匕ば迎っぜくる

まつ、、 坂童Y犬づを考えよう。定理/、5から選刀分散は
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最適劉当て气見バす第五章で与えな方纭により(・ムス.)は

人/佐Sん從 
穴施OC-------------

,京

なる叱き Eビ龙た允 なる形の寵、貴用ヒ 対し•て嵌,i、しなち

単位当!)の平均値で、ば:最,|ゝ分飮に対して砌,は人/吃$舞/P& 
!ニ比例して邊ば、化ろ事を思し、.おこして冰れ・は、分る。

•油出計函(二方ミ、て比推定.でS 割当N母し,ささカ、面倒て•・の令,何故 

ならは、 5え世のありをうな聽を見出す事が’国難で,あるから<••あ急 

次の二つの规則が’助けビなる,比推定が'最斐.線西不碑推近重ぐあ 

U、好集屈そ、、は大さ‘つは。にSZ券l/x^,(こ比例寸る(•灾理4ゝ 

5 lzより)-,,この場佥は え我は河如V艾/ /広ふに化例しなげメし 

顷’’ならない。時には え在 の分散は殍んビ、 又"池之匕比例3る。こ 

れはゝN免又-丸/」後べ比例する。即ち単位,当リ賞目の平万孩で・ 

夢」ったえ始’の脣絶計に比冽するMの剽当てが導がれろ0この 

癖の冽は小点ノ苫の光之け、推足に対し式計用/さ・兀先•涙本‘ヒ対して 

/dなク4.必xヽノ写•々:n久a// 及 び・ 导ぐノア。6 .>が、、諭し' c 
屯しも推尼谜Y/<cか’用いなれ•・るビしても、同し、、 ー腋從/論港が”適 

闭さ尤る吹
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割当ての瑾1ワた方纹が’/ラ么ふ勻!六月/ヽ/夕・を％ Qa^zx^c<n.a~ Q ノ 

の商栄・用製果樹闻のえ全調杳ぐ巣のうんを資料ぐ比競出来ろ° - 

の調査の目的裁二の她方の商用梨比座愛を推定す司谒も有効な怕 

式方咳五术噬ーする事。あった。情報か唉今木の教タびる采糊•町こ、 

の捲定全牛屋匿について得られな。-つ"の废潼蘭の鬲度の稲関は 

比推定の胰用玄暗示した〇非’荐匕大きなーつの果府阂は降いW

この物Jに対して面積ほ図的に三つの礪I一分げられろ。果樹図の 

梨の木の 敖は えん,て・’寇わし象のプ、ツシュ.ノして•つ 推呢ノ圭産量・は 3見心<・、表わす。 •

散初に比椎・定量(冬情で、 刑4固な叱に基いえ)•のダカ、荐えられ.る 

柯故ならは“原則としてば比堆山の両方の型(二対して同し、 ていある〇、 

らて、’ゐる,’

次の’割当て の選った方该に対して比較しょう

(,丿 ス 屹 が’ん/% IC比/例 すろ。

(/‘乃为4か"E Sナ疙に比例す如

(的え屹作"腿vt»にあイ列すゑ“

(/’レノ丸えかー'.人/ん又侃-X<に比例する。

ル"の標本の大きさを为える〇此の比藪に.必耍な資料は 蛆ナ表 

に示してある。
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表の上の却分は基磔資料・表わす。回つの分散:を計算する 3 

闭レ、 た方遠;はよつ、、郭当てのる型に对してえ无•W見政・勺事ご、 ある。 

これ・零の値は表の下の鄧今の”ノー (IV )なる表燃の欄に示してあ 

る“小く モ割当て。 ノて''ば久龙.-久Z伉/Z て、、第一の隔で、 は

(ノ〇.)(^7 ) 
た/ = ・ 二～ ---- = ノテ

ぐあか•'・得ら

A Lて傳ら

• 1/
堪 丸％ ■

此恕・匕 ’•

5以=お睥+ ノ«をS# -K尺¢5才之定

< WずはY03つの割皆で、1ニ対して园I、て、・ある。'そ:してこメしはス彳 

表・の上半分の一番右端I二与えてあろ分散及ひ相対的正確度は幻チ 

Aにネしてある

れる七、そ札にZ:?ず、ろ 1/ ( /As ) は次 の 公«に林?

/二 K b・卜’死(人’ん一角佐)
(Ye丿=ぎ---- --------- 5ノ疽
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萩回つの劉当て方以Sの比・校

割当て方汰: 分 散
-M々ナ側。

知は次のちのに 層
令計 近灌及

比例する / 2. 3

d) Z改 々むび / R, 23 3力•7ノ夕 t 53 ノ舟クm / 〇> 6>
Wノ ト、［% S^ A. 3夕,ノ・グ ノ3 ノ. <5="フ 3 443,夕 ・ 夕/〇,心フ ノ〇"

<i'">卜'!ん 虹 4.、ワ・〇 オ"Zラふ# 3ひ"3 ノベ タフダ〇ハよ ノノノ

»ノ人S文化 6S. /レ・ /E グ/ひ “?g«5-fcP ゲ 。ナNフダH /ノぶ

期待 していた株に 久おは回つ のカ汶で、大 して達わ,以・ゝ、 か、ら巡っ 

た割当てを逻E際匕大レに差,はない。方该(ル)は二水-は矯内" 

の裁の水の総裁に比例寸勺棟<.割当てるのて‘めるか"、他よりほ少、 

しは.•よい様で、ある。 •

g)

第 7 章 回帰推定,

/?.勺必U丄あ庭 ・以’ 〇^<J

りm公

うしの毋萍均yお直線回帰推定量は・

间の阕 

でエ、

參ク/ 農線回帰;!隹定

令も 、I乙’「•加Z .〇, ■・とC JUZ'/ ・々_£xJ/乙、力i Qな
比・隹定/同様、直線回帰•碓,定 は アじ と.柜｛国 が宓•る. 任意:夜、 

を用いて正確度を増すために計画されるクビエとんエ刀 

様カ、検定され3ど・た工えさの阕係・少’:並似的に處線さあっ 

直線ガ陳点を通るない帰合ゆ加る. 此は二つの废呈の比よ

し,ろメピヽのタ公 の旗線回帰に基いた.往定豈を暗示してゐる 

我々は・-れ 友な/ビ か陳ネ匸於けぜすヾでの単位に河レ-ぐ各々 

か’得の’R ? x< か旬渾均ヌが携如スあると辟定しょう•Xノ、の 

牙•“、 の標夺回帰か計尊さ・也る.今我ぐ2取小目亲回帰係牧呂か同 

IゝELM匕傾定す乙. 此姓に

,一 X£/l刃・‘一つ 

,化ー..—小 、’r～~--------
’ 歩<とた J乏)乂

兎厂=歹十・灭一え) (‘ケノっ

此竺!ー添’学£)一は直綿回帰 jQg八 冲£3長此)を永す・・ごう 

•推定筮”港礎は、邑しノhケ・均値:乂下であ水は］Xc•、刀が£ 

の回帰め左.め歹W亦童かぐ’又一父)!_より平均以下となる辛を期 

待する事Iニある.裂総計丫の棋定一壓I.対しては?て,=,1/歹ら、で、あ

な・我膈•お< ノラ3グ»は種物の葉"の平与画横椎定のため巣亜 

殖 、の缭•・面擴の回帰,を用I)た方法は植物のす、マの禁の康とを測 

二・争マ•あっん 標斧平均策面頑は紫の童さ・、の回帰によつマ詞整 

さ ノ匕ノ二・勿諭達の応用づ編点は菜の里へは迅逮に測定出水£力、’、 

・め曲箴の決定は非活に時向.がカ、・、る•爭にある・

この洌は回帰4隹定か本瘍的に玲か)とな・…眼的な立埸を示しマゐ



我々はあらゆ る並・疫に討してある骑姓をWつ返逮匕傳られ上 

ら方灰るm奴の 

を決定出来る工板 

ヽノクで・のネス、ミ 

つマブC!ラクの

(/g

る.

椎定量x ,f:を居つ.孕ケ由来亦(、くら万管用オか> 

単純恕你為標末に対・レ・?啊住を泛つ!tしい值・れ

• 吐しょう,洌•えは“ネス,ミの汝冋家は都市の谷プロ 

の教を迅迷ヒ目測出来そしてワづをかける争にょ

単純無松為標本の谷々に於マネス・ミの羹糅カ敵を沃定困来耳

-ソゆ么 < ノライラ )によつで沸べられた他7)亦,用に於"?は、木材 

材積Z)目測か%'エー刀ーフ。ロ、ントの冬す千々わ才匕眞U) U j；:力、 ブロ

ッkの標本マ•測定占5Hを洌もかる.

回帰推定曇

另+落<又一无っ

は适崖宏ノ隹定一、の実祓の測定の回帰によつぞ実蔭の測定の標李舉 

均を補、正する.通速な推定蜜iす痛倚を除く泌、要はない.zしち 

乂と ーがえユDzであ/ノ迅速な推定壺び-一定’婦’衙Di二対し•て•以外 

ば完全マあれは若一/室ある爭は明らかマ回帰惟定曇は次の如く 

なる.

ァ十く x —えつ=文才 < /一メ)

=<迅凍な椎冗蠻の毎半均)十く编椅に対ーする楠、正>

回啼推定め恃柱力我マの知潮は於んご比、定にわづる利々ろ如謁 

と同じ兒方てめるこれはつさらな‘、)慈嘛で’乃うか’•標本必全毋難 

® x = xマ成江ち回帰推定小浦,正なしで方れれる時には回帰椎疑 

はー’致ノ生オ•あ兄2いふ,’3Xカ、か宏分る禄に椎定墨は一戒に備・侦 

ォあるが標準譲建に対寸る痢•简の比団 標本び大きI) Xきには?ヽ 

さく・なる.衣マは推定・量の分散にめし,大標本の公式をNってゐ 

るが,ホ標本のノ肉定虽の分布及み,大腰本の結果を実際的に用いW 

際’に峪愛本ノzの値につけでより多くの精報ガ阳耍マ’ある

§クほ 大標本の理諭

よし％^q_ q&>?•伊〜ん-以才

直線回囑の理論'は象礎統計学I ー於ける大俱のコ・' ス2非帽に重雲 

な役割を演す・る.この理濡の標準の結果は樓•本調童|こは全く適当

(なり 

くなI)•佝敌な/うは7¢へのが の毋.藤因回帰か’直線マあり回臨 

但.掠すわりの伊ぐの法差分散は一定であるといふ•悒宋鸵椎定を焙 
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時には層内で黄・の相离乏俺ろ称K暈位/坂える車I。より•この括 

果乏和用する車M可龍である。印案国向の頓伺の正確な知孤供・威 

真である。饼し、後で分る掀K・.充K表”)立塲は歹ドナの麋準誤差 
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a很あ集団て、は

を'(け務.)=レ刀cZzレ\/ S七はすべての順列Iて汁して闭と、てある車に*・惹

w G及びム,H’初qみa ( /かク>|(よフて証阳さ)〔たこめ結果B 

<.I 土特别な有眼摂葉园での頂目の訟歹い原洋(才-グー)件N,/ 
酸狗M»無依爲2括・々RゐX芳えい3 Hは、 組敘抽歩は大体|こ 

於て半詫繫体高械妆エ同じ、 ておる率乏ホす“

米二刀采口は.あ石持性をよつ遥很扇が噤•函扒ら無依癖!・な版 

ざれた麻眼犀篥闰色荐え乃二ともあわ。

誑はされう結果・ば、单."有後呂隼団<洌えぱ多ノ. U -■•-•与Nの值 

の将別な紐)に対しては值用さイ1なくぜ紫很祈箜顶川ら抽歩法釆 

るすべての衔很摂集団"の平均に盛田版釆る”二,の采口はI見して 

宾除的なな用ほば関係〇ヾない源K Mわ!しる诋、 こつ荐え方は愛よ

Hで、あ、ろ° •

刎何なろ抽出方法七有了艮摂葉団の金シ［/ "ス2昊際に用いじH气 

与えリれた用歩方法K系铀乙ある有彼枝葉団のケラスさ或ヾ乃一 

つ刀方法は、ニ刀株な有强疽集瓦Hヾ轶依脅代勅米父Mた缥很麒乎 

葉団宏成ヾ乃華で垢乃。



(なお

記号W友して、こカ刷也葉园〃(ら油出水来;5すべての有艰步集同

にっし1て刃平均を表わチ

定理・兄ナ

4 I Z •斐量あ」 (い/. 2. •・一 V )〃ぐ、次の柱頂云2つ忌出集田 

水ら無休嘗i【1由云 されゐ"ブ•itは’

•即ちそつ性茂とほ

W・ソ:乏<れー尸)(引”牛パズ"):冬(卽ー后二畠 

そ勿と冬 ・

w ノs% =冬v刀眾し

厳宗な奈件はすヾでの界ーは同ビ平均値/7 さ 

何はなく二つの篷つな奠での歩人 と多スの値刀 

ないと 5 ,3、事であろ。分欲勿ゆZ はを々シリー

もら即ら一定のは 

帝の直線珂相肉は 

スの宾序に爰化す

2
(証・明>

将削な石限留集団K対【く 
, ・ 川 2

林ーめ"•时- y丿

N 刀し <//-/>

V V 、ー, 、うN
ギ卜多いい’二ぞ,{(糸ソ)-(ラノ】 

G C — /' I

=N (夕/ I户)一々(/-/?}
え=/

务と X %Zは相离パないMら くNキノ)

石(ラータ)N = — N或
、/ノ が后/

八ノ ー 璀一心<」

之’え次 一,7=、、 Z g： - N —；［

Nk S-/) | %= ノ い・)

S3)

V% セ为えて,沪 きじて,〃蚕目祖様林本G平均值を衰わす

丫し合う。里)列令有限田朱国に河して

リy金を,(矛〃ー/广

=幻育パg -/尸-や(ラー* \

抛限田集国からの甄桐^!標本①平均値c分散に対ひて,定理ウ、ら

ノ, Ng イ ・?*』・<• )g*----------^―

=竺二旦！そ衣=Eレ

§ 9.Z直繰的傾闭をもつ担集団

p s umXA. Zz■ノ坨忽 N^・ 以.

もDも,毋果団久'' P、上図に示す様に単ほ直種•灼傾斜cものオヽ4 

をフてぞ执Iず,祥果の枚愛を推測する•等ば・カゝリ終・励ごある。

q 2図り、ら,あたう'も尊 玫なV^t (層当リーフの単值)なV喝性 

よリわ艾にノ I、さくなる棕に労え夸6

£,2図 直練的傾向乏もつ舟集司になける領破袖出

寧 X =祖繊櫟本

〇 =層イ扫無讯為棵本 Qイ

更仁は/ Iレ’."ふりも大ざIヽ"何故なちは、繭織裸本はもしもー

つ〇:>層で•あきd ベ /トごn- aはつベ、 て⑴層ごあぎりに木さ•くなりす 

ぎ,一万層袍甄悚為福教は唇 内謨爰そな清は 称を极会か、 ある か 

らてあづ。その灵?果z教学的に検走弓る?しめ 第 f と版泛寸

ち そ!)と巻,



:/汾

s分数 s%g次によって与えらTnる

の

很っこ岸饨類你格探本G平均・罹!0>分敢は

(々ー/) MT/) ほっ
ノ2刀

貝出3 は(£/：>の〃を岐 とあ、 芝扒 えるだけご・に

(<?. 8-j11

平佝値はZ

だ・け大 祝より/だ、

Itx S ・であ、 きカ、・ミ

る爭久、

即う 竺ニ" (S ?)

ら予期しえ通りク),(<?,£)ノ く »、つう、公式(£、

/2 -//

R すべ:て公、 当Lきの分

かT騒わ1 <は,そ /II

77(^. - f) 泌(心」)

u v 〇徙って西線的侦向め彩誓自隊 

打も,链カしく等くとも、御檢棟本は

める・即ろ

y3i = e二心•一会・.

くえめに

单純無歌論裸本より、も有初である火,層化艱PR舄裸车よりはお効

層内"分散5ふを

紹織棟本に?1して,* = c標本はオーの桃本' ’よりその 

を1、し才三の棟本g平均値は,キ=め樑本のそ 

、、巻C•ある。低っこ平均値ア〃は數ノ、2 

担来る。従ってよ)を更IC通用しこ

厶メ=結［W

め％ = ・正(歹〃ーラ尸=/a

〃く £一 /_) 
万々

sn=7^7t〔五乡ウ ー川アヨ)

Ng") 
万

乏(列ーラ)2 = 4(号-Q

S3 -- =
21

& (角・I>
/2ハ

さ ・ 〃(心」) .{.コ ^(V-t- /) ( 2A/-f / ^
W / =------ ------- ・ W L-------------------------------------------
y・二/ /=/

一 / f "心/) (-Nr,) 〃んレナ ノ )N)一 
一(〃 ー ノ丿 I N 云)～

使=じ宀< Ne = g)3d

ではな［、。

5盘

§ £,ク 端末補正 

ら’//

直視的傾向が’あお隊に組液袖出をさづ、 <2る爭に对してこ弟さニ 

三の方波ご攻善する爭公・出未る。 ^

乏の一つは,中央ICお祝2た標本自用ぐる申で•あるし池0)方法 

后亜勿のない平均值を橡本のすべ、 この中にある漱はク条0ゝ荷農 

であるか、',琅初と散筏C敬はー彼にク^と違っに苟更をう叶る 

荷重平均E又变することで・ある。この禄さ河重を谕未浦正.ヒぐう 

前わ糅］U,我々はノX・と①间の無、休為な散とを芝ん己紐謝裸本 

を你る〇 =っの蝴に割当,ころ荷・重は式甘、 れたビの啻による〇 W 

更楝本統計・を計尊号る際に何重平谓を何もなめめ以乙副る前に荷 

重吋次<1?通りである. •

鼠初の数
一 波 ー ’ )

,十つ(刀ー/)々

瑕技の数
久 <2 £ 一 々ーノ)

7 2 (々ーノノ凌

,・の如何をる瞳に上bても・=つめ荷更は常に2たつけ如える。

(洌)

m = 4,女==3/ ” =な七し,士う 三つS可臻.な組織裸本に討

する荷更平均は次の而りである。

V•—/ 爲g* = W (号凱へ貧セ +mク-*■号・’〇>

£ =卫 歹33,=女(芬+舟七3 a十月”)

£ = & 7 仙翌=‘壬(歹・必十为6y矛9十寺汐ノN)

こ<D術更cシス7厶火何枚合理・的であるがを大ぎつづにのべる 

ェノ = /ご・丸巧と苦は裸本ごの呆初の敬#‘は少' なし、荷重之う 

けてI、お,何故ならQ'、有限日衆超の-谕!てそ我久あるからであるe 

一方»//"は犬さ•な袴重をうけてレ、 な,何故なら)す,こ的標本、C柩 

い教.ふりむ・そ‘れにきリ近 < ある盈測度 も? •疚//‘伊/2さよく 

表:わかちである。端末禰正过散no•も"分に 対 司 る -



(/%

腿ノ .Wi の公式に於りる二つの疏に剖当こらおる,係叔

名と同L••である。

単に直練的傾向Gみハら亏って、、る母集団・に波て/ sg 13帯 

に正.しし、 母平英/を与えるめ、、う弟Iさ岩励に禾とれる。徙って, v(糜蝴)=ク ごある。直線毋集団"前<0株に 洗=Iて、】乂 

ゼ表わし,/で｝义て出発する領繊棵率を労えよう。

々•护吧=七［ノ イ 2<々ーノノ々 r•彳丿十炎!•十—

イ イ イ r (〃ー 2ノ 々｝ ■t日ノ十(え一/)沒イ｝ / —

入(ン一段ー/> ｛
2( 0 - /)液 ! =-77 y 松I顷一 / )

2

力(2/- を一ー 〇
2

勿(魚 n ~t / )
-2

従って,の債如何に抱わらず y以繼=(衣〃f/)/2 =ラ て、ある. 

これ巻g遍亲補正は 鬼全に処Mm ic灸 ける肯裸的傾向の彩響矢 隊 

く,更珠の舟集団・て、・はらり一スの一つの 数と砲の滋と全々嫩肉.昧 

夺〃技惊為〃夺変動と同稼にょり « 令傾向をもつ型欠衣:わ就る 

独立的夺斐動に飼する狀リ・础來徂r正はかな〇正徒威に摸々なも 

穴らす’何故なら,も〇も ダ・顷・同ひ・分散・sマ を以て致正に変化 

す永は、 V (初气)=b勺Io夺
此近に,.,如0阳につけるべざ希重ご 

均 沪〃’‘で’ほ淫ユ—W である 寸扱明 ごは,

レ!cよ坦ノ イ：=なわ------ *•なる形囲・ご・

ある。荷墮・&うけ若ヾ平 

w勿,は棵布の衣発の数 

さられに巨R
［「ノ十ユロピーノ) 
刀L よ r 〃ー/クズ及2 ,

分散〇)谄大はm公、 小なとさ以外片嫩、福依未る,沐=ノQでは•憎 

大因"于な殆んと、約2幼である。

論未禰正,はタ辺/ (聲心床により暇初遥・果された,彼,はノ寂初

w>
と琅後①狼にすこし虞っに荷地

『 ,士團ー矣q-

を剖当てた,これらな的に与えた荷重と 3 一’ク布だけ違う” 

五つの自热出集田での侬:の端木河正.<n有効/程.<n検定におて(2< 

夜),出边J日五つの場後»内阳っに正依展に斗目当の增大力ヾある 

爭を風米した。

§ S 周期旳#表:動をもつM巣团

■&心 U>itk ■^i/.'LL&dJC MLXkZ爲］；—

-t bも毋集団k闵媚的な桢向,例えずサインカー:7»から夺つマ 

I、なと すれは、ノ粗纖'秋,本の丰t効性は会の依icよる,こ41は。 8.网 

を"招す分る〇

家う 囲 崗期的爰動

この浅禾に渡こ,也練の為さか•伊’夺ろ襯測値て-ある,秋ネ矣Aは 

絕鹹棟本につ、、で歩きり好さU <杏、、埸令Z本で〇こあ塢会'は犬 

が’サイ、リーブの间瓶に導しゝ、か、 又は周期の整敝佶の時に何9^ご 

あ成立する組破棟本内のすべての視测値は正魂に同ビで•あるから 

樣本伙•毋朱団力、ら無卩K為にとられた津一魄測値Wど正確てーQ ふゝ、。

瑕も婚ヨU、、埸令持(標本巳,治欠明明<P半分の個牧悟J>とき企・ 

ある。夜組織棟本は嗔GjB平均田正醍に善しい平均值を9つ。偽 

故夺らぽ、/中次裸<T>上卞の傭左は志、 互には」丁消すからで・加る。従っ 

で平均酒G伸我分散旧。で・ある。こ1!(専二一>い場会の中间で,は裸 

布は炎と波長との间の阕饮にょり邑女な有効さ它示すこ工になるけ

回巳9 自己粗肉日玮、団Qtt)t& c&vi-： t&ic.Z 牛叶1或し0g : 一



多 く 小自徐団肆、団で・聞‘=っの源測個がノ/ 而ホノ及衣' 决がを 

ハンリースて・ホ・互に倒"こ、、ると・&よりわくつついて、、る時が・よ 

リ权通つ二\' なのであうう爭火期待云招る°こ沮耘我々加•、匕のう 

リース!［必って進そとそ隹！就の力穴レ!)つく /)としT二变化を落I、て 

1・、る時はI、ってあ起る。二の影響に对すも救学的モデ、)レに澄乙、我 

々1‘歩切我ZHあ间には正の粗肉が・すり,そいは用!7 7こヾ, 

距时,一 イの刃の爾放て“冴)リ,理肉介形’フ没・ろくもめと似炬.す万’ 

こあ七テ・め以あ目リ附肆,化し-•ざて、、る)1和と・む,浸く 丁)自猴画 

蒙可の若し'_、兇槌の一つえ玄やし•こいら。

こい己テンをーつの毋策団に房「吊り存公•ビうかを師,込日.るため 

M ・我安门人の晅褐だけ斟れcいろ頂STペ丹しこ祖】刘ノ〇",い神七 

討尊して:？ の相刘を〃ん刘Lてーノ“レット1jR丸て、こj曲綵ヌそ角L 

を表れ3風数をコしレグラムと阿斗。このてず)し母妥当てあって 

む’コレ、フグラムは有限母栗回で•1ヨスムースな观湫!3勺［、,何 

3夂なら田集回の行?K <r>胜质はさ!)下規列性を生す’るり、 •> c- -t>,冶c 

このモデ・儿ぽ为して屑.化無,・篇Z柚以と範!織・抽・状を比較づ•る様に, 

こ山雲わ不观測牲は単一お有・限& に不)上、い結眾を爵く ノ>五m 

I 7c 〇

ノ俨)は

"奴

_ ノ

&

を通和丁ね甄限鹼・田一集国から類在驾 

>リースdノ平" 均上◎行われる.こ〇>あ

芥ー'〇 

’戒妊に女

こg極 

可い

|二

汰

=6" 尼字 _メノ J)

する档日・杲/凶から柚壮;もA L

ノQ“三ノつ〃ヨ〇

と人冬a ノyな -◎一つの有限

體:に云式る。比蔽门なテ、・)レ 

抽・狀さ讥7二為限母集団の全

は己に定理公,令に蜜［用 

今衣な心•熨測亀

刍‘"')=/匕 £

タノ-十 〃-.^)づ〃« 

とT初〕'

じ十号 とさIJ何時なむ

朱EHハら目イの一組史・抽< 

ボ未るc.

'竈織棕本K H 3る平均分枚只,女で术さ小な〇

；"(-t ― /・义

(.护・1广

,e・ Jめ

会W = & e < イカ/ - y ?

s刀

こJ ノ辺发団のクラスに利bて届花風休為抽以公、 単紐黑子R爲・袖 

ポよりbす<、汉ピI、る浄を木勺等け君励であろ歩、組織拊故につぐ 

て一飯的な薛求な得しnない〇クラス内こ,組織被出か、眉花無布為 

彳由出よ)Iすく、% Iこ、、 る旗ぴ琅団用あるけ"ど’わ組纖抽出か、 ある& 

の値n対し屈化M無湍抽すり.あっこいる超丹朱団七亦ないe

七しも更にコレ坦ク'・ラ厶び•上に四eあれば、一叡的さ症理:を得る 

TりヾH:末る。

定理m.ぺ

もし七(■ 3\ /くつの條件に加えこJ4' ～ = ノ°叶・ノー ノ凡’ — / ■+ ん。ノ’ N 〇

U *•,机す,加何ろ、ろ摞本G六さ士

2ム寸WそはM £ 1/ r^H
更に c/H £ =グ,/• = w , 3, ------(波:力

G I/部ムE l/s才

証 明 は 彼 C / y々/ j 火 冬X

I、。9力M宓(/g奴いは定理8、さ

〔ノ = 2, 3’----- ( W つノ —2 ))

に对しニE

一;？)ご杏けれは、'

てこし迅必で・心、 再3 くり"、さ« 

(P不習・我・ Q桂,件"(D二つ弘、

£=««■/) =广ズ ; e ( ーノ〃ノ尸=«/上

で・ある袱にゆるぬあ在らと妥当で玉> る丰を不した。

こ心場会三つ6平均分散の名々・ほ同じ璽だ、 け増大する。

史嚟・的夺あ司に閑づる限り,上に凹なるコしク“ラ4母持殊な・宣 

確田集団に丸しての乙デ心いじこ数人の面诫・者によつ艾也桨云れ 

でさえ,地敬一,M=/：2利(コ一久)は』だけ禹れた=つ<〇測版所で 

心>! 5兩董画6汨使！であ贏等を七及"初以®" ( ノタハ)久 

暗示した.ヌ/〃 = ピ ース" は林亲反が土地硬用調査に対して 
へ ・ ^ ヽ

4di.c( /ケ公つ久、又ノン=ノ£ は窗涌的脂亲孙の必る型 

に列L C l"f d (' / ? 9 & )匚9 9暗示三招丁こ。

§ <?. ノタ 自然毋果団

/龙?•左・密』 p捋んしM万油と«

色結・各色挨珥案团にーユゝ、ての調膏加符矿和た。その得芻•を?,占羨



組繊抽松の側死に用、、 られJC自然班象団衣

舄株爭頂 N 驚おい型

孑 ( / 9"全) 2><? 女卷調査地図から〇・/マ 

イ)し向隔で被きれた齡双

如ノ司2ノ以? ( /タ〃2_) 米 み］、代呼符線上の⑴裙地 

応)湛水(洵導地(iV) sg - 

グ戶C ?;は上て“林地(J)面・皀e 

百分聲

<^4<以レ但 C /qタ2, 米 びW2 一存芥ノ〃伊上で•乙ゝい 

に甲行 線上<n娘//y勿JみZの 

面箱・百分孝

井必J ( "43 J) / 92 /ね(D連紙L至日の土玻 

溫頰.(草下ノ2イ:L干)

•
( /9々8)

/ 72. /92の理統した日①)土俵

(裸地下女イ、十)

為辺ゴ (〃彳め
/ 92. Eの受知温吱

癸Z■/ ( ”«オ)
9& 馬皱署の9幺列の双殘

呼プ,L也網 H") /蜀 ’すH、巾ぎ色衣な長での 

蒂当り慮対し得ゐ木秋敬穫

( S心ナみめオ)

哼丄心し£^ ( 7 942 ) 2S8 之ぐヨエ1ン中ぎひ千ユイン長 
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松床轡床苗のよつの京のノフ

ート冰帽当<｝の奋木木數

注 魚 ・ 理.齢的にあL心線が来限にろすいヒ考える爭がせ来 

札中’V iま頰限であ京

十 此假的で’ある。数・は床善匚來化してい如

瑕初乃-三つの而宏港地図で行われた。最おの而宠に於マは,有 

碳好專:団ば超伏の册る地方でのク,/マイルの連徳し七同隔での

4ぎザ の高度からなって口 饥 次の二つの丽宠では賛料ばあ3池 

宏:< Mrue7L_)の型(洌えば‘章地>に/虽,する 31xe/b ユ歩英 フ心/?か 

ら袖出された源Qう長さい一部分である。Z・れ孝の例は敬字的意旅 

之於て連統疫勧匸最大业いと考えられ3。

沃の三つはノ.9の連統した日匚对する次の漁度に基いた£の 

である。の土,聚下ノユイン玲 3)土破下々インチ时)呈気。2 

①三組は婆.い季飾的な影響以比較したと遊に誤りの多い天候の日 

日の变化のより大さな彩婚の方・向の瞋序づ、けなポす。

度' りの研宠はーつの練に浴ってある継時での植物又は本の故糧 

を取り汲ってい3。ブ、)しーアの代表的な,ので淋寻馬鈴磬の術宠 

に於てば有限毋集団は寓のケく列の綻收獲からなってい3〇文献 

を澈底的IC調べ、 宏がつなかり.ま疽更に進んだ資滸が’刊用で整か 

・しれない。

あ5莉宠ではL哆パ管の大きさが、"で啻当’)浚単位えNつノ曾 

化建恢為裸本に斯する分散レ市上 X比軟さをる.比簌は方ち 

不隔谁だ量が株不資料う、ら得る年が’できるから興亦あ3む穎であ 

如

註れはビ (大きさ危な3層匕盾若リノ箪取>漠ダレ％に対し 

ては看 う醇はで’きない。他の沛究看は ふち 以み、’免な 三｝•二ノ5牙X 

氏歎して報皆して・し"る君2お恥粉くの資源はすみマか;こ利甫で 

きろ吟でレgし匕比稜之水育七のでばなくて一艘た財用2かレ’"SI 

よりZ• E確度に莉據が’あるよろに蔥われる。

V必ス反み\’アス"se.にょ希諭スぞな,セめ比酸は層有眠呼集由
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8•ケ 袤の教砰は沧リ)倔々 の値にオずる分澈比の趋何平坊であ乙 

3.ア涙 紐很曲氏区屈に绿依為抽・の相甘済正確表

黃料 寇の亜厨 組斂が通化つ相对的正斌度
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云業涸稣 ノ“ —■'— /ザタ

落:苗沫 /レ-Z* — 2.22

松志替あ /2 •- 2N —
。而

他0術究•者は研・集由当’丿龙のノつの値だ‘けにつレ)て訐审してい 

るび、•同じ含樂母集団の救飼〇)い)ん井してヌ谨つ右跋個" の丰頂 

について0黄料名牛えてびろ。此・必で’さ再び分散比の幾何平均が" 

ビられている。

資料・は内窓に於マ限定されてい后が’,その皓果は・殳C立つ,桃・匕 

ピの比較Nとた研宏でな紐識制歩はぜう目立たなくて以湎値ある 

亙律度の一致しな何舔N术してレ)如 ・ちxの比簌で,ゆ糾謚I六 

レ唇必のであお父

給果の内新約値对浴ヱれま少敖の駅宠の見方かーらんふこれqっ 

伽でああ号な、つ您けれど’も予児レた通’)下あ家 利賛は狹如が連 

德Uて早芝速かど捷測され3費料型で’最大・下ある。土癢か弓空気 

薄蕨くのVf /i/sg.の依下!まホNの貝地方、ら予葩されるで黑ろう,

(〃①

駁後の三つの預目(林术孟木の齋料)でば军數な少しヒつ在又 

は他より&一 である松〇)床誉床の以が、 剁茹ス木 してい如 

&<?.// 號蚀間期①影繼

ごれ節〇) •而宏⑦。 く仁於て 角 分散比,レSt・ノ !z曾 は検定された 

危の莲った値.に对Iて合理的伫呼定.していた。例外は有し"^ rz 
より研’残されたつ以5K ひS 添林匕し . /-/,刀危次"?•(/御g )に 

よリ 沛茏された広菜食苗床本数の赤の一つで的"(あW所究で、は 

東ヾ一つの危の值しか令んでSなし)かう多くの例外が’ある>

初I外ん於て はI4峨はわ、くされ丘固期柱を發亦か見出す米口少“あも 

争を暗示すも械チで標本の六きさ匕共に焚化した。 日&表は厶由・ 

刀Z*S> Qより提狭 己 れた•資 料な示 す。

が©表疑似間期の捌簷衣暗示す3資料
れ 使 レ代, 治でノノ ki・彳

々ヨ /ク 妇/ ク汶ノ ノO・有 /. 2 /
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床は 々-ノ Qナ乙 の罠さで:单位ば床幅の /ナとであっ 栏〇

建伊、 7の倍数でめ日時に.は組滅裸本们正確度な蜀比油以のそれ 

x比輟す高い。中同C植.わ対してば正確蕨はほヾ同じ、か修 

いかで,松る瞟本"の大之さ区增寸x Vs々が‘誤リが’多くなZのはこ 

の現象の他の反農であn兀ピ初％ 〇)窗料(ノう夂>)ば同棟の形 

響を很わしている-

どの枇宮魅母糸団での影智が•ある歩り、うな 爪 短いシリース, 

よリも 長い シりース(冽丸はw が穴、が’少专い 糕|C更オ)れる.

分ぎ惡のSかう・ンR迎Q海0)值①安一曲丄y、上で•雄緻也出が’歼われると



U7幻
大林曾化耳休為抽①に同じ’であろ串が’視:則eれた。従って 此圳 

せ缱織<抽土 え行う芋は臭行不可花ではを<,ー豚匚懸い弔で時す 

いXいう爭であろ。

耳a. E 単・ー躁示力、うの分散の推定

乞d?Z4X^ZZ<^ス域えん^ 2/«5Zんナ么9" CL-ルS客ム

刀、ノなる単施気松為衆正、の%荥から・我寂は酉•采舌の理はビ、 

うであううど稚定星は不俺で荀ちから裸木乎内/)分散の不怕推 

完:屋乏計算でe如組做株本は-兀"ノなろ単純熙作為深本xし 

<考尤る羊ができるから,このを田标特性は組微標ホに对して 

或立する』洌/して,サインカーづの削之丢えよう。

・・ 勿ご=ノノ、十のノンノ^<花冠 /つ)

Xしよう.此/!C 卷=手で.ノ = ' 母 一--"々,

母集団y!おける次々(7)観測框は

(すし十ス),Fし,31一久)ノ次丿(小+•)れノ(吹一々,)小

------ •である。

むし,/ = Zが’最初の数ビして堂ばれる匕すれは”,組緻裸本 

のすべ、 てC數は(刀し十A)なる値であを/の他の三つ〇)可能な 

送沢«就冬<ば矢次すべての數・か’〇.-Cし、又は?rしである。 

彼って津一録本がう我尺)さまして久の値,見徂すかヌ•は推定す 

る考段を必Wなむ。•徴し,紐歙裸本の平均値・の京の抽次分散な 

れ％で’あ我 ••-

切1えば’泛しA岡期的変動が’存枉すれば‘不適で、 ある稚定分散攵 

作3爭が’不可能て“ある爭な示していろへ ■' . -<••'

之れら())結果)ま何必行・う爭び、、 でさ採いとし、 う竟味でばなし)。

商箋冃的変動を含んでいろ、令’我"は通当に存・枉してレハる裝勤 

理を表わす汲写们モデノし五檢リ上げ’る拒めQ母集団の横造につ 

いて充分よく知っていなければ‘もらない〇
それから我けな匠匕又それが他〇>モデ、)し)C対してわビ‘く備椅 

が’扔っても,Nのヒデ、ルに对して血似的I:不帰で、 あ3推定分］••■.

(ノわ 

仁?T Tる公式:?イ’ドる率・ができる。NれりGモデ、 ルのー つ "2用い 

る平を決定するには谕田寸3人の判浙•によもgので歩る。不丰 

に会我々な諭謙から朋らがな添に呼案団の構造についての資冷 

をX東枉いし芋えられた€デルが、滿・定で拐るめいう碓框はな〔し 

X れ等匸卩&ずるあ肴商单なモテ、)し忍次に示そう。証明は与之 

ない。最な商単な七デノしは

gしが’一つの傾向に加えるに熙律為を成分からなってい号母 

集団に通用す"

即ち

与し=Q:fej
此処に/しこはノの訪3斗数であ3。気UK為な改分に河して我 

々は

そ(义ご)=0: M奴3•ヽ=&广 

右君超毋集団があるZ•板定するq 
推定分散に甘す る萼求4れる公式

己E<对ス/)=い气

で拐れば、即ち・超冴栗田から抽出耒

:£ くセノ)=。 <オ+ホ)

\

ス亏は］匕・

る。すべての有限呼集回上で

不揃であれば’不備であるビいわれる。

z ラング、厶ホーグー)二於)ナる刊・喋・団

//■£ = 一危 < £ = ノ・ぶ.---- - • Zゝ

ゝ (2—f ご(咨乙ーケsg)2

ノ F： = Z n くいー ノ)

この場合)ま我々が小一ダ、ーが’測欠きるべき演宥匸阕して本領的 

］こ英.弥為でああz確・悟する、こさに逾用すろ。

分散公式は単抽媳棟泠幕歩にK Lての’のであ い 立しあモ 

デルカヾ正 し けれ田不備やあ る。

U. 衝化の彩醬のみ

,メルし=一定 ぐ 丫危-H / J L史#危。危>

ュ 一 55) 2：(容一れ法注
スサ辭=• S 2 (%ーや



ミう埸台には平用値は危個们単位をもつ冬習内で一定であ3。

平肉平方の次月の控に基いな推定•量ス奇は不備では方S。隣 

/)の屈に所ろ以闾の注かうの筌ましく太い貢献を含んでおり, 

豪初松最巧の層は介散〇)短依為故分え’推定すg際に荷車が’あま 

ノ)に小さすぎ切 合建的に大きな裸不でな, Z G推定量ばモデ 

ルが’正しひX板定してびー锻的に高目ぎるであうう。

22 直線的傾向

ノ"=史十/M '■

N _ CV-2D £ 也・二2%•終土 組唄登

= ～"M %2 匕 くT2.— 2)

罹定量はタせの絕時にあ片る次々の自唳の環に基いている。

平方行な3- R)環である。

直綠的傾向では,我々はその傾白は蜻末浦正で消・去できる争 

が分った:く§8ク)眞矽がはラ”％ V2おげる荷童の平方亩商あ 

る。yしが’小ざくなけ汎な“そん2ほ通常〇)因寻 おきわえろ

爭が’でき切 谛〇>方〇・)®はかししか椅車をうげなUから.推定 

看せ"2が’一定.で左)T札ば,不帰でないが:Zしぐ R.が’ぜさく 

モTルが正しければ、隨及である。

よ」)複雑な型の連鏡的娈動が移在すれば、‘丽の公肖な畲弱な 

務果玄与える。R9表に於て

二為日n三滄目の公去が’六つの寐芥苗床に遹用され

<ノ ヲタ 9 )
弘浪苗・木の株本乎灼敎の分散(件Sの資料)

赤 突際B総 ノa /^フ

鍬カエデ、
ノ つテ/ DM

ウク« .W 彩

ノ Qふ・Z ノつ/
アメ))カニL

〇! ノUぐ 4. 4 /而

白トウヒ
/ 0¢ 

r —
ダつ、コ

/人6
ノ/、2

よ そ〇 • 舛

(物
白 於 ノ よノ、〇 己ノ、テ

二次公式・は次々の差匚基い栏Uのよりぜかなりよいが共にかを 

ノ)適:大推定なしてい3。

色々な枢〇)公岂がエ天で、 きる°高次6適合し右タ須式からの複 

診成Zし 、レ,こが通漩倒1こ変イヒしてあ迁り敖速に変化しなけれは0 

有効で苟う.2の方法に井する規を Sふj ("う>)が、与え在. 

コしロク、 う厶の桂虔につレ｝やの制単な板髭から整:表いた公式が: 

。丄^七sjz.«ノ9 4 a>, C^g;し工^;し(ノ・g ),反な 力よじ女^2, (ノ 9«ク) 

によ))前・ぜ、 られ左gづ右2^) く/ラ4夕)広 •

(ン久・十ぜ4十2走十ダえ七么形十----- )～<«如+危卜ケ¢+3走十------)
\をる型の昼に基し旧推重屋を衍宛し&。

櫟本にあげろ次々の項は歩.豆に十反びーの府号え与え切之し 

がこの表示,が全源,平上でとられるx ノつのス,L为ゝ钏用でぎな•い。 

】/)多く C白由度え与え3ためにな.臊疗資料)ま孝q力が’暗禾し 

名护各々9つの観測値を念あ都分に分ける来ができる。¥ 4目我 

々が‘"站尋によって組謙棟本Uおける次々の辍測値を袁わL 

最初x終りの煩に/<2なる荷車乏与えるX次〇>株にかけ初

足=(子矿ナ歹;十0； +«； +ん;)一(0;十はナ矿6七タJ)

次の建”2はから歩発す切次ナ亦同じ、•快・て耳刍の推 

定分散に対して

一( A/冗)伝,クS牙

因寻クダ庶Mにお｝十る)恭敬い平方知であハ,导は県本が、 与tる 

差の敵である(gは近做的にな),火J奴が’校定した有然舀束須 

では,二の型の公式は次々の差に基し)点公戒づゑヨよりはtぐn 

てい另びまたタ％い真①分散の遍大推定量であ3。

結論エして推定分散に对する公式にな不民はないび’,すべて施 

闺に当つ ーては限られ在範囲がある滕である。
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3. / 3 惓比紅缄估出

.^〇^儿!::—

我々は己に組澈亩出そのzのは一裡の童化血出 である爭が分 

つ杉。層』匕か’望ましいY・鬼えるあろ広用に当ってば誼渝裸年の 

夜甫を尊く爭が•で•きろ“大都市にあ庁るブロツクの探本2无え 

て田」う,道带zの’廉木ふ居在匐修!/)遅った型ラすヾ/表わし 

た頁好な池回で訪るビいう弟'X器株する申が’望まし""I L i 

プロッりが•逮魂的匸数えられると即ち庶施沃:にある側から從の 

側え数えられると紐緞租芥ばしば‘しば、 適号な地形鶯化を与える 

で’而うう。

そ0立場・ーつ〇)脅が’他の磴ビる同しない株に咽らあ、でな3 
・令ソカ、别個為:推定蛍が’各管に汁して业耍であ亏湍令刀環って 

くる。此您に於ては我日はる層に対して新しいお発吳セ危の違 

った値で械て别個な組識標本なX如 この方法はtしU履內の 

組・欲標本が曆內の単維巢你爲H旅本より・正建であれば驚」ヒ難抱 

期株屈よ;)七正確でおうう。

必しZ歹zoク尤宅してえ暫におげる絹锄軼木0)平构值とすれば'' 

任平均ワの推定豪は通常⑴迦く

_ 艺,M光耳$戒
矿^^ 二 2

定理い•推定蚩は咨耆で不予X板定しで

E扇时おダ)
V ®3)= A/2 _

層の数が少ない掰会成Nの蓬の株本推定量を見広す同簷は対 

街で,論ピた方法のノつによって容扈でw (ラ絲え)の满底季糠本 

推栄番を見出す同題めな・ 屬正)、がユ〇以上の祈きば督の计 

闾・①琵匸基协杉椎定量が、、より幅ましい。督の大きさ及び療法の 

大きさ)ま近似的に甘Q澈 、ん同じでなけなばなつめ• 8いビ詞初 

〇)二つの盾・计を旅私定 •

E(公"厂歹节つ宀<公・)ナレ(双ユ)ヤ(ラー％)2

その結果・推定,囈さ

(/9〃

ひ(歹’吟)=£丈Z宀亏必3部)ユ ^

此処i二ば!ば•・苫/)君上に反底、' Tこい准定近はたとえ周明的な勒誓 

ぞ曾伪匚律柱して才六:林區、大推定・星ビをる。迪K淮定わ蛍は(宠 

ーみ)之の項にょ我 予測で、 きる限り同じ、 対匚おける食は推.って 

はヾ间 じ研斗均でな)十れ成忘ら在い。ごのエ穴は§夕.ユノで丁で、 

に諭じ’/='不成功な會 〃(js豈％"必心ね の万法0';あ用・で 

あ3。

§ 8 g 二次元に於ける組熾功出

ス,江し?心无Cc 我は争 ・ なR :—

二次元で成3塀合公袖滋冏題は一次元組謙標本をとる華びでさ 

る裸な単位乏教える爭Qよって取报われる。前節で圈べた市U)ブ、 

<〇 v 7 〇標本はそのーつ〇)例で’ある。楓6洌は通,喏な林洲查に用 

いらオしる方法であM

导距芳の早行な带Gシ｝) ーズが恭林の全琰にわ杉って地四が'ヒ 

られる。各帯だ於けろ立水祢瀆か’時・にな帯の全林称木疥時)-な木 

の稼本毛・測定す3爭によ))推定される。もし«,上互して之祷目 

〇う帯の全立木廊穢Xすれば’,一次元理諭が適用される兼林の矯が 

瘦化するXき,自然の積型は仕竟麥墨工して・£,落目の带の茵貴乙 

ミ考えて比又は回幌推定を通用す切

正方形①菌積に渋する二つの組織株木の型を全々秘に示す,、亙 

方形胳手に似ている左側の臊茶は上・の疋侧の単位の座操を定め3 
作め舌L教①対乏選)K'X定全に麦定される右側の裸卒:は水平及な窪 

直の次々①穏におけろ単泣尚の距瓣が’常' に等しレうから3れ以ホ組 

織的であ饥

しかし 分,"スビちが‘って单也甘同じ線ヒには点い,、ごの建わー 

源上)二ない耘本乏澄孙なめにな去々は纟し数の站によって上の左側 

の単位の座謨な決定す3。



〇"

二つ。 ;"归的な痊裸が層「)最祈・))兩：二デ、けろ悉りの準 在の水ギー 

座原区沃定・する。他の二つ,七循0)畏初の歹)］におけろ浚ノ)の単食の 

全直座標乏沃定す多ために潮要で,ある。

A勺列二次元組緻療東の二つの型

3 —線上)二あ3ヌ•ば方形格 

孑標本

度〃ーNj wx^N^<2 ( /タ彳ク)快び 乙曷(/ラg)はあ3間単な二 

次元コレログ、ラ厶に对しての理諭的斫鬼!Cおひて街祀的由の色々 

友型.をもつ二次元組織裸布返比簌しな。その紺果は」線上にない 

組織株木役しは、 しば、督化黑柞潟捆淋よノ)セすぐれているエひろ申

え禾してレ)う。 丨

G*9<q&の分析は方形裕季は一線上:にない標木ほビ正盗 

ではない 幸 な蹟示,して い 弓。nい 暗示 は“财つgo<ノ I?‘£) の白 

然皆集sfにっいての济死だよって夫暗され右」十旧の場合の一一樣 

を試須・史於て鑑B格弓は二次元の単純嚥作為抽ポ、にほヾ同じ正滙 

虞たすぎ云い辛を冤出し左。

方形格孑•収相対釣にまづ、 く行うxいち早|才,我々が直練"イ頃き 

の影響Z志スる匕きに予對されなレ'弟ばなレ、ぜしま函穢の・水,平 

側に平・行に着しい直線的な佩き・あれば‘,ガ白々网におたる有形 

路子はえ、。三つの矣だけでこの頌きを担］がするだけで話,3 :ヤ

れは直線的仁一鶴上Q苞い厚本。)せ < 丸つの違つ夫:矣で傾芝ヨ油 

はすろ方宏がよりすヾれていろ株に鬼"れ京 一

3, ••'；

Gg
一一・糠上--ない樑不J)単磁性匸打す乙哭に寸 一つ〇、)証抛0ラテ, 

方胳< 3ふ峨3屹・)が’沮形の爵で廷埋Z困・列するWめに正 

龍志方まである等がF)かつ片瑞合G実駿討•画Qむけ3 •経典ち、ら縛 

られるし

タ、ぐん画5 SX 5ラテン方裕はマ»な反が、文岑で表わし在丸.つ 

の組澈標不に金を区小、するぜのとして考えろれ3ゝ走ス守服 

•如8-"〃ラテン方裕X旳よれる。こG特別建方形は恋らく 一謙上 

にあ3争が’洲反な行ヾ 司禄二莉魚溟に标•在し在いで栃うっかう娠 

恨為に送ぽ、れ若 古Xすラテン方格」りかなりW淮であるxいう証 

物が’訪羣

ラテン方格①泉理は愁亥0)炬形爵Z 」由巾すらキ匕於てNgyS 

羽以点9宏<〃孝よ)たよって用いられな。

名畠は 刀 ブ・ロ、ソkカ会んでいる。三つのす能な紐歓糅本ば田 

,衣図に大々/イ,8 . Cなる艾号で禾されてい羣 咨富V果惊為 

11浚成、 れ抒文車丁>一つで以ての配列は修’して列で,の層化睇柞舄 

抽出よりの約っぐ父以上〇)正確度の增大を与える。配訓)ざ全Zラ 

テン方洛の持ノ性な満足しない。柯坟ならは、,感文萼はへつの柵に 

&回,他、の斓に,2回あらわれてSるからである〇しかし,Nの時 

性にW泳る杪庁祷迎はしてひろ。

&ダ図 ラテン方格に基いた二つの組緘裸本

/ 8 Cぶを

D 日 A u C ,
会C；DもA

m 一 i3C D
C Z> e /A B

B C 
f3C A 
C/l 3 

s c 

おぐV 

C — 8
刀6C .

(况)ヾ、加如は阮タ农〃ラテン方格 3) EXク矩彩畠に武す己組

冬a / « 細 語 ・・也マオレ％Zら2^



」粉

妃菽孫不は袖よ派びに実行三懷钮で<如 Zの章で報告した％ 

く の帘兎に於て即ち人工的にして若台密哥案回にしても衆 にか枝 

りよく < 杷悪作為抽出工の正確貞を比敏 したそ の不利益な半は予 

期し序い同期桂が样狂するビき片正確度が’慈くなノ),標本かう 

V (歹・ )玄誰えする能聶ゴ3に危弓方法が’分う写し,Iとじ、 う率で,あ 

如

2壮寺の結果に恕してみれば’抽法研鬼なしな人達,な組織糅本估 

出ス推实する爭に有して蕙見が一致してSない。湖し％ら,紐泱 

抽出成次の立場では客)也しておすすあ広釆ろ樣に思われ3。

！ 毋集団の觑朔が’不俊的に黒樫為であらかスは殆んビわづかで必 

營杷攻含んでいる場合c二の場台組繳抽ポは便利に使同司れ,正 

暖寇労すzしの利益が’期持"4*1る。卷理釣匕不備な誤婆の標本推 

疑量が糾用できる。(§ 8 ノ淫)

n 笏くの會での營化が’雨いられ,务・から独・.な組識操本び油出 

されろ掰会。Nわ立塢で岸かくれ戶周期権の影響を打消す頌向が 

あり」通天推定塗である匕分っている泳差の推定曜かり导られ ・ 

(.§ & ノわその他我足な啻の教之半分れして用い,独立なラ、ダ 

ムスダートで以て二つの組繳標本を每决でき3。 NO)方玄は謨爰 

の不備推定量を与丸註

旬 '单&,の副次抽法口对して用いWれ3 (米/の拿)この埸合曲米謀

症の不帰推定.量が’大砲の美隙の辻温で棉る爭加できる争が指摘さ 

れる。

" 板りエ抽よ崇達C)淮定董が正しく M荏でWい匕すれば「連離型 

の変動を・つ野集园の浦出C闺レ)られ矶 玉じまN0う偵〇)业の浦 

査めしリース’が行われる匕すれば、,酒すMM玄wの場合だ々に小 

エ、、ノ 7す%爭が’材効であ切ク.•疚泌(/ ?夕A )は如何にして補乾的 

京観測イ直电匕って乙れ死智うかを諭じた。

結諭匕して,更に進んだ、研宠性推定耄レ百％を茸号Xす3公式 

の喜驾性反小、広用碰•岡の我対の知哉を広めてく礼るだ“ろうし.改 

善さオした公玄を•尋いてくれるであろう。

3、鴻>

也よ

恣ら

向7X
对し

族…W 標木抽出津1止の型

•!』十:(ん う^ ・こーQ»ヂ匕レル^ 多^/ZXxご

時には氏・粟団は色々な方法で、 単也に・分ける半が出釆る、市は多く 

のブ・□ッつ〃、らなり,勿くの家族Q、らより又は呀くの人阍カ、らな 

ンていもc 土噬の漂太抽よに・於・ てば、燻本乏とス道具は色々な大 

きさEび、 形に柜る爭が田未,その各々次畐の色々な:区分を抽出羊 

位し二分ける。単杭の形の表化は通带標本をとる賢用因びそれから 

得らnる正曜茂の而・方による.従って単ほの最適〇型の決定は抽 

よの経済性に於'て重要である.

最通単’なは鼠小貲用で携本になして欲する正礎咬丘与万る年杭又 

は一定責・明に爲して羨大の正確度を与える単痘・ぞある• 与丸ら庄 

昆棟末:の大芝さ匸なして,大きな:単位は床さ政单拉よ.リも殆んど 

南に爱用はか、らない衣,正躍成は劣る。渾位の•選択は棺君的正 

確度X相站的賞用との商!のバランスをとる面題を含を。殆、ビの 

実院旳氐決定に於ける様に,次の如き評刷さ壮ない媛苴一因孑米あ 

る。即ち津位の一つの型はある椅別なぽ旬さがあるか又は遂用の 

計算仁於て念まるヾを困癡である不利I益さをもっている。救物の 

棟本相出I二於ては.•ある経験で、 算位の正僵な境界「二ついては不正 

碾で、あるため.パ、さい渾位は.麻・’奇か?あるUN牙婿示してL、 る.、列 

えばH冰すレ官E齢^ 5 事いはヨX点卄の単食は’ヨXパ七の淳 

りもぽヾ、 3 %商い賤袤の收菽苦与えた争を・見出しら。二他よ 

く柚史老な:萩わしい時匕羊・泣の内部に膚源の穀物を入北る頫 

あつ丘ためてあろろ。3,い况んCn >はノ I、委瓦び天i- 
て同尿な結果を・剳証している。

■S <? / 最適単也,

母次ル 华ノ・" 汐/7龙£



G2夂)

なヲ・2 陶単な冽

度• んレ>ラ必ん ・久•—

々ラ々わ> Y成3のあ木床仁•対マ X J。以^,必の霓淌ば【ノタ歩ノつ色/?な 

単位を比薮するための方法0商潍な例乏与える。 床はら例で冬 

々の尊さは心"" であフた。床を抽出単位.に分|丁る星乃には多 

くの方法べ友る•。羊叔の况!つの型じ対・する焚冷を<?. /衣ヒ示可・ 

床は完.全調査な/たから,资須は正しい岳采団の愼を禾守.

津粧は次の如芝で•歹,つた。卽ち

最初の二つの単位やは,抽出は.列岳の曆たN成定.さおるから,

津一冽の/ブー ヽ、)

単一冽の2 "イー
卜(

床棉の/フー K (
床’•幅の2フィー

K)

?. ノ表抽出単Klの回っ の型に為する資料

津 应 の 型

ノフー X 2スイー k /フート -2フィー 1ヽ

予 腐・資消 列 列 床 家

単杖の相文寸的大きさ / 
ノ N ム 芯

N加=S M S!で、の単位の数 よんOV .ノ 令 切ワ

£/=渾依当り备分散 故んs «、フタN .7-?. ”9■& 冬MH&

パ分间で教え得る列の 久々 49 フ0 X 〇^
フィー卜数

SFは列內分散を表;bす。単純瓯性為抽出は放後の二つの単公し日 

対して故定"さ壮巨。 ・

主な費用は単位を配置して数える費用であるから,驚田は時间,斬 

究匕よって推足された.(久ノ表の發浚の列)より太なる平位& 

は標太の大きな:かたまりをノ客分国で、数える車が虫来る。ンいち 

のはーつの単位かう佬の靖はに移動する時间な作、<てすあからぞ、 

ある.

(g) 
推定さる•ヾさ厌目は.苗木の岳栗団!総数で、 ある.ニの型②所究に 

於ては,母妻回総計は毋平均よりあ齢讖の嗦償向である。4诃故な 

らば2フィ ート床の率.疽Q过して単・位当り平均値.ほ/フート列単 

垣に対する単也当り平均•値ヒ全く違った亜をあるが会で、田衆団絶 

計はすべての単位［二対して同R堂で扃るR Wであ,る。

七し-F • P • C を展祝すると,推足煎来団終計の分萩は

ゆユ
苑ZZ *

此処仁 久=/. 2.ミ・々は淨・の、型を表わす.二の分散;はすべての 

滓枝に対して同じであるべさで、 ある。もしW散が犖给汰標準単位 

として送ばれるヒ‘最ノト蜷枇と同じE確度を与える柚の林の•庖 

は次の方存式から将らたる。

g睥 イユ務/ 卽七„ , ’〃パs/
 =  展卩ちれん=ん,(—)—； 

几,--------- TZs--------------------------- ゝ46 ノ S淫

例えば %Zヒ比较さるべざT2.2の値は

,ゝ ,• ノ、いーん 一
/ 2 =‘た,ま有)--------- =〇、ー ー七仇/

" つ、S3ク

この資料は7Z液の載初の概に与えてある。

<7. 2液此茨さK!匕・探本の大さなと费甬

次の段陶は列の羊一-ノイートの項す比疫ざるべさ探本のkささを 

尧虫す争である°何政ならば費用はーぬ・等の溟0戒わされるから 

である.Z水2して举位べ列S 2フィー Sえ合んで・い"ら < 気r：

計鼻の近次成階 単 也 G5 型

/ 7 - K 
别

2る一 X 
列 いぐ 2フィーX 

床

れんの比賤瘪 た/ 0・ん&S儿’ ひ.点£3魚’ £>・ ノ £ 8 h ,

比較・され.役樣本の 
入ささ(/フh列宰位で、)

7c / /・& 3 〇 ・い /• A P 初 以・«=^v厶わ,

代裝され年賣用 6/ 0、9W 〇, ©. ££& C. &. 9/ 9 〇/

相対的正確度 ノ〇G ノ d g ノ /ク ノ乙シ



• ' ■

度の?容西广Mの・捅互2厝于る"淫值の六ささは增寸二つ氾でふ 

タ正曜夜を僧る仁耍する標本の大きさは又通大する〇亨夫Nフー 

卜尿の爭位で•ぼ膚本は/コート列の単•0のフ化倍で、 な.ナ时ばなら 

&い。

炭以、貴用の7し/をとるた耍する費:用は次の如くして灰わごYLる。

甬玫なら二双はノ 5分面帰て、 心安と2れる西周すある。同様に二 

番目の羊伎での棟本の貢用は

上mw,=んラ0ク( ブ乙, =〇ら心c , 

ん2

二也は全2衣匚示してある。すべてより大さい単位はそう大し 

て差はない広,骸小単独より力策用が:カ、、らない。ノフート术状 

最快の様に恩われる“ 7 2表の漁後の槻は、単小竿泣をノ&とした 

場合・の貲用の遂数であZ。府に於てこな寄の敬字は饵対的正確反 

と呼ば、 H!巨。何故なら二れは心ししし同じ、 に較び分哉の代!/ rz資用 

も一定］二して疔わ哉るk•二相・等の数字は罹定莓集団総計の祠益的 

分敬に性比洌し従つて相為・尙正確反を测る犬度とほるという爭炊 

分るZ?ゝらぞある。

§夕•S 華・弛5比駛する一版卽方法

二の冽での分析ほ灰の如さ一敏約反形で、表わす爭米できる。

建建多/

津依の人番目の型匸对して次の如くかく

筆曲:‘の祖対的大ささ =Mん

単依貿の頃目総計洵分敌 =£ ノ

単粧当a相文寸的費甲 =3

・知—:一・・一

(夕・/ )

(証明)

二nは前の敎値剧に用いられた論議に従う.

ス番目の単疽に対して

母栗同に於ける洛は漱 〇<

帳定基案団瓮計の分散 メ
零しし、正・摆咬に対する裸本の大ささ<'皿>«

零しい正確夜I二过する相お幻費用 K

踞ユ及び、c“のお羨、は注惹しなければ、なちない、 

C2必 

f.P.Cま無視しE単純底柜為疝出で母集団捻討•は油芋貝戒大に 

よって推庄されると ・俊定する.在のとき同じ正・確茂に対する相 

河穴用は次のものんほ例マる。

Cu S 匕之M Q
‘ / MuM/s M レ N Sレユ / Ma2- 

C tC Sw 2/ M U 2 

同故有らば黄洎

つ編賴に於て二仅寄の璽を最初はある他G)形で、 表わすのカ1、棟利な 

与力、ある刀、らで’ある。冽えば效痼碗では貰用の資料ほ与えら位在 

時向に数える爭炊でさる楝本の大ささの頑を与えらnえ。

矢！

定腰の采忤の下で、は 一定賞用に对する推定每媒団の分散戚又 

次のものに比冽する。

MU 2

二なは同じ論議4よ!)証朗さ也る,

來2.
分散分析に於て,還った大志さまあつ津拦に対で£•分散はしば 

しば、而讀逋港の墓従の:し上に計算さ狀る•大さ反Muなる渾痘 

C 絵計回•令談己广ば凶［ 頌Fら巾、る7冽为ば列(?ノノフート当り 

の分一教(う頊で、 勺・Z衣の分薮をすべて表わし左いと莎ゝ定、しょう.



08)

2フート列洋也は2つの挙一フィートの齢計である万、ら・分散 

んクつんを2ぐ割って,三3つを特る.同崔ヒ三眷目及び4菱目 

の単位に為・する分散ば天皮ん女なノ项で割る.その捕采は次の通 

リで/义・

列の芋ーフート当りの比較分散

洋也Iの型Z--- ―--- ------ - ------------------------------------------------------ X
ノフート 2フィート ノフ寸丁 K 2 7イート

1/\\ ・列 冰• 床..

•爻•女m 7 三5フ日 5••占"夕 qク/S
通常の巷礎の下でもな会 ク、散ば車にGノ大きさが嗜大するヒー定, 

匕増大する。

&&= £/ノM“としょう。そうすれ成堂Sバは逋岳の基礎の下に 

ある。冰C/をして裸本のあEスら次"如Eまりをとる費用Nし 

よう・そのと点Cu/火Cu, /M"である。従つで定理g. ノほ次の探 

に运よら2.る.

零しい正確度に対する相為的饨童用 メ 己イ S/N
相対的饨正確度 乂 ’ノ財5ノ2

二の結果司もしも我々’庆標本をNる覺用をー楚nすnば(即ちC/' 
を一定にすなば)相对的純正確度はに逆此洌Tる爭あ示して 

いる.・挨莒すれば、•標本の同む総量に对"して避ろ渾也五比较すZ 
五めに成,.そ版に関連した環は通带の基礎.に零加/n后準也间分散 

である。

定理夕./及な、 での絶果はもしも層状同じ六;ささで、 あ1｝又ら广・カユ 

が憑内の平切分散五表わせば',比冽割当てをした層化抽東1ニ対・ し 

ても妥当,ぐある.ニれはヒに述・、、、た條件の下で、せ｛. p. Cを無視 

した推定母綴計の分散日ぐ S//Sであり,睫って単佻感年為抽 

・の診史崛［じ七ので' あると;友定しているからである。定理直/は 

より祺嫌な抽出形式には成立しなし、。

前の結果ば一級的な方法の洌として単に述,ヾ石尾、 けで、’わX „ r浑 

值商の比臻は胳に夷探に用いらるべさ稍よの種頰匕対Lて又はも 

しも・二衣いきのら｝n.底がつた腸合はなえら市.てしヽる穫頫に对し 

て行あ立ければ氐ら会いj 抽出又は瞞圧の万法を变える争は・ 

虽つ江準はの・相対灼純正確度に咬化w七たらす。ー岌の抽出&び 

推定法匕新してさ丸些,相対・的純正聖疫はWしも賞用瞬Kぎさの 

直繰函数をなしゝカ、又ぱそのスささび:f・PCを茜蔥仁入れな行时ば 

匠ら瀬ほどべき打れば.棵本のべWさと穴に变化年るであるう、。 

耳淆一つ以ヒの顷目が君えうれる谖’今次扬る.一つの糸口は黄用 

を一定,にして芋伐の各々の型及び区勇目匕対・して;?sxt的純正確度 

戻見出"<!争をある.単也の一つの型.公一様にすぐ、 れてい度ければ 

駁:し重要ま頒目に主として重み在つけてある爰权的点決定言行う. 

縮果匕彩•する多くの簧因の見地から.広汎頌調登に於ける準位 

<7>最適の大芝さの航究ば六:点な仕爭で、ある.膜屬の制出に对する 

快い 側 氓J*ue/^(/ワ务?)|ニより这べらH!た。

猴の瑪果からの引用は7m表に与えてある。二度.は蛍位の回つの 

夫:ささな比較・している。即ちゃの津依は’％・心え<况, 久地お二え 

厶JStZ<5>・レ及び、 ユつの隣りあったからなるあ7一" 

"頌我Qレは平肉"つ以下・の農易を含むノマイル平方の面積で'ある. 

二の此較に於' て全現地調査質用く扶ノ忍")•實尚の長さ(完全に 

対してメQ分)及な、派貴(マイJレ当り女セント)はすべてきめら 

匝ている.同故ならば、相对曲純正曜废は二n等の交憂が殁ると喪 

ってぐるからぞ、 ある、賣用ばノ ラヨヲ尊の7K萍である。

9.ヨ衣 津純堪柜潟抽出さの洋 杭の回つの大きさに若する 

推定標準誤達(％)

烫目 5ル S/2 5 2 S •漁艮弟片

自烏の数 女.〇 白・デ S.S ん公 2 / 2
馬の数" 3.V- ミー3 8.4 久〇? S/2
羊の数 ノク・夕 /白・つ ノ よ .デ E .3 .2 3
鶴の数 &.Q -3 ・ 〇 3.、3 ■3.8 5 ノ出 ^/2
床::・性/合、珈の数 与•ア £•7 女・夕 々・つ 撰



・ ノ

中 の 数 〇・ク ム・ふ S ノっ

乳中の数
ラ
9フ ユ4 3.s> 久・" S ノ2

ミルクのび、ロン数 么・夕 “心 女・ア
S/2

日医の生産物收入 3.8 S.Q SV よ・Q s々

溉場の!.ーカー数 よ.ヲ q.a S・〇 m.s S/<2

穀物のエ一力一数 &、っ 3.白 ◎舌 •・久 シ2

燕表のモーカー表 ス« 父A ■S /・

穀物’收蛍 ノ、よ ハク <=>? • 〇 土・も
S /<z

燕袤收堂 ノ・メ ノ ・よ ノ・4 ノ ・#
S/2

商用飼治の経联 ノ Q •ふ ノミ・/ ノ4.フ 7 ノ. <5^ S/2

全経費.綫皙若 ク•3 〇・./ 夕.4 ノ 7.0 5ノ么

全收・経学看 «危 ィY ク•ク うむ S/久
純現金政入盎^ イ・<? 8 .夕 ク・» Sノレ

很での賃料はノ冷顏目に対する農場当り推定平均の相过的標準誤 

差(％)である。すべて演目Q対して最快の评・也ば故い。併し

及び、 5んはすべての肉2項目を除いてより六:きな車枚:よりす 

ぐ・て1、て移の二うの卸仁はす二しか差び:ない。履ノふの方び想ら 

'< x 〇よいぐ、 所スう。冋故ならば境界を正確に示す向題はより容 

易で、 あるや、らである■

この種類の比較をする后めには,我/7はそれに含ま匝ている渾,值 

のる型に竝して軍位・间の庚勒を加らわば戚らな«、。如・间|二してZ 
の様な資料を碍るか? 远木床の例に於汁る如くぞのーつの手段 

は単痘の冬型に君して洲何な裸本を抽く爭ぐある.二の様な万法 

は"S1•索:句び完全・で資莉を得るにあまり買用びむ、、らほし、場合に用 

いの nる.屈し広汎床丹集団では単位の蜀っれ型を比較する目的 

で、単に調査をする爭ほ決して容易ではない。単世の發適亟につい 

ての憤報は主目旳厌推定を行う様な調査の野妙、な柬虎’初/して通

帝’侍らnる。二旺を行うある技術玄沢薊で' 碱説しよう・

(.2//)

夕・々韻査資米U、ら行う比較

己?>人户<^しんしzT?レ」 ラ九<エ工£• #27>c^厶・ノレハq^ 么-一

芻査に於て单彳辻床M阀のよりハヽさい単•性に分剽出未ると夜定しよ 

う…朦五に於叩る吾大:単位:にMしての捻計のみを記録ずる代りi~. 
M個のハ、単伍の各々に対して別個日記録する•そのNき太車也と 

小渾位の正確歧〇此較侦べ未る.大ささ无氐る単純斌帯為源本を 

最初に依定しょう.ワ・々羨〇分散分析が煤本いら計算出耒る・

ヲ・"表 標本賀糾の分散分析(爪渾叔を基礎として、

/• f W . S
人輩很间 く如一/) ヨらよ

大単也间八'単宓間 TI く M — /) £ "之

楝本に於叶砌、渾 位 间 (夂.M —/) オユニい心/)メ建+n (MT)界
¢1 (M - /)

大渾拉(小毕・也・・基碇とした)白推定分散は项ち2である.爪単位 

の分散の伏用堆定畠は滌本に於て すべてのli'草位商平均平方k 
为えらmる。即ち

0 2 _ (’れ ー/う或ん2 十"く"—/D X 〇^ g ー 、<j —  -------------- *    ----- ーーーーーー ぐ暮 二了 )

C 7Z M- /)
二の推定量ば大抵の埸合は満足で' ある状偽'蔵と、ある。•何故ならば 

模本はM個の单框(7)藤/)あラた群で'神出された〃、ら小単也の単純 

底作為源本をはないわ、ら•^ある。

不漏権足童は2悯の大単妆孩ひNド梱の小単疽を含C:全処栗团匕 

だしてワ.*;!の"様点分散分魚" と作ってノ標本から繹•> M 4 -



ノ

ラ.•,表

毋衆団U於ける小・事恒间

(N M - / )

g.4)

3. G

X単业同

大笠在间ホ判狂回

のH'洋性曲

M
セなるから,実咪的に(父カと(夕・公 は:商rじaある。

二つの推定量2は(最初の津依に对して)及び・含之(小単也に.对 

して)は澱って推定.■©総計に対する分散公式に導入さ区る。

」>しん標木グヾ大竺ければ小羊4立ば大単位の無作為副次癖本に对し 

二測定さ例る。(例えば小。况>ノ”)そC地各六:筆位と、ら竦作為に 

抽出・さ!/Tした二つのハ、単’也が:剣定さ仇る場合/X、ある。一つの大ぎさ 

より以上の /I、学位は仮H ：-る/K単拉:に文寸して0/ の不・麻瘡定,董を 

与える竇淵•安XるNす双ば同時に調査さ也る。

層化褶よでば大単a x水単位に对•するザ散は各層で別個な方法(c 
より推定出茉•燧って層化裸本からの罹足,是の分散に父寸する,佚用公 

式に代入岀耒る。

む列)

聶跡労務惹を推定するため./ヲ"危 耳tz N b部,&ノ/糾しん で、 と

久,•〇

E

S "乏

会田栗団に対する丹敏分部:〃'啲iを基斐として>

况・f
く〃ー/)

A/(以ーZ )

く/V-/ ) S顷+ a/(M-/) £ iv2
Sa=--------------------------------

(项 M -/)
単純熙作為榛本では9.4/ "顶ダはS尸の不偏推.定,瑩である 

とは咨易え示さなる.徙って胡架団にあ、けるすべて 

分数ぐの不偏推定崖は ,

公之_ <A/-/>以号+ M ( M - /)ふけ2

定窈によりJl'単知:国田分技は表の饅體の痫で与れっれる.即ち 

レ/一/) •一,U「屋林一/) 5をユ

3 M —/)
么不 Mo以上で、 あ们,ば,共に近似的ヒ

を…N ・器+ CM—/)幻尸

(g)
らnて炭甥謀本から浅料をとる。(爻」傀・^. M皿宇sしy
/マ么己> •標本抽出の万法ば定図に芨を黒年瀉にお室•る馬に鼓 

わ近い三つの幾場を神出弟拉匕して迭ぶ。二の方法ば携奨べ天 

はい。间牧ならば大馬場ぽ小嵌埸より歩席云に含'度曲る.嫩会び 

るく ・紀i,した淺婦ばー代ほか耳さつ杉渡場地带の幾疡より歹 

くとられる械会えもっからで、ある.二〇端简の影響は二の洌で 

ば抵視しよち。爍本は槍化さ仇匕.その・慧は濃塲・集団の透氏 

&び菽物地蒂と浪湯地用とのはに零しい町〇グループで、 あった. 

五冃I二とら心た裸本に对する凝料は<7.«米に禾されている。

9.ん衣 岳栗団Z標本の大きさ

田・集団 棵本

層 0 淑 ケ8ク

株本油出潮Rの敬 ク段・a々ラ ノ S.フ

液場の数 。レフ,"ケ< ” ノ心

ノ)•、数の層:は抽ぶさ!r故かったし.当也当りの演潟・侦3つ・Tのも 

のがある爭は注穗牙要する〇二のへだ、杉りを底視しよう。抽沢况 

ばノ.タ场であった.

煉本資料から我'穴ぼ抽べ単疽;ビし・て個々の展埸と三つの農場クノレ 

’ープ匕を比發出耒る。我々は厳宏 故か柯よZ!なガ、な!)福单な分桁 

を行ってみよう。千• p： cは矯視べ耒る.仙次は檀化さなcいる

わ、以’推足册総計の分散、は

U (丫 st)=あ機
M£SU

ス疚

る層で、標準の方法で車疽の二つの型匕でしてS粉の推双璽.•甘弄 

我茱・この公式に入以られる、 層ぼー・敞にヨ〇〇とメ以?あ岡,の族埸 

を念んぐいた。そ / 二、つス•成三つ②m澳易单叔の阿件わ庆近取



s>•

的に比例i抽ポさmlる様に谷層で• yみれ匕°比刎的即ち/々充 = 

フ％レヒ夜定して ^

/へ 、 V — -a
レ(丫5力)=—Z v佐S就ユ = S允

更にもし如Sだ状脅间であま[)去して達われいセ板定ずればその 

平均:?疙2で、 方さいえる爭バ出采る.尽宏の推足箜は岸ー窟瞬乏 

基礎ヒしてラ.7 .灰の分敬分析から得られる。

ヲ7表 鷹本分散分祈 «日痛労君看の数)

(潍一簇德な基礎として)

丸•F "Tn.S
層•风隼值间 

単位囚農:場向

よ.•ノ a

〇?ク戒・つノ・
«., 一 ・こ —一…一.--

唐囚牋場间 ぷ寸ヲ3 ふよ・ん

ョ農場〇ブ、ルーフ°|二对’し‘ての平均平方メよさ=Z,スノ aは§兔 の推 

定童Nして役立つ。楓ダの展湯に.対"そる扇內分散の推定壁を得る 

杉め,全皆集団に对して允散分析・をする•(ア£表)自由质は 

うーZ表から分り最初の二つの平城J平方は乞ク表わ、ら分る・

撤って曆内朦廣间分散は次の様匕計算される.

ョ、8我 全田集団に対・して柞られら分散分析 

次f ・初・£

窗内単位尚 

単,也肉腹場!a] 

層内農場向

つH ,-2 <或 ん .•ノ &

ノ心ノ&ク 日•ヲ/ a 「

«=>?/% m ”

戒/フ・3 8彳
歹=

くクヨ.貝メ京)くん-2/を)+</歩与/日ワ)くつ・夕/& )= 事 〇 / l
X*.

esノ 

推定分散 ヨ農场ブループに的してざ・ぶノ少 反び四Z7の.・探・易•二对 

して%クノaぼ遞寸客の基旋の下の七ので、 あるいぢ,二｝忆等の二>の 

玫字は標本の一定釜大きさ二新・す.る•二つの単•值の糧•过約正確ぽを 

衣わす。展勝のグループは寧一展爾の正理族の約 万ヨiーすぎなし、・ 

紫用匹若患,二»・るをよ、そ叫く m澳賜’ループが、 よいよう〇恩お 

れるC

7.5 •分散,照敬

hjT<Z>洌で我衣はぎ展馬単也と.2ヌはズ又ばノ〇農場からなる単 

团N乏此較しWいと・阪定しよう。我々成単伍の大きさMの函数と 

して岳栗団に於行る洋位回分敬Si?を予剥ずる际る方法ZK必要で 

ある»分敬分析にょ〇 S强はもしあG)田果团に於けるすべての 

妾素间分散 デ及び、 (〇司じ津依Cする要素间分微:Sぐが分風 

ば、 見虫す爭が:出耒る。ニニに示す方法やはその系口ば£"2及ひ、 

£ユを予期し,分散分析にょり 5疽五見出す二Nでふる。

棵本覽料は実際は用いた潔依の大ささに对して 寸及なS炉0推 

定量云もたらす。ぶこは要秦间分敢であるから単依の大ささ上は 

彩嚮さ浪改い。拼いSu?は影響さRる。ぞHI域大单征の大ささ状' 

漕すじっれて増大する事状'期待される。もしも検定ざるべき大単 

世代美際上用い左単泣とKささに於'てあまり芸ななけnば、囲一次 

近似は株本賀料によっで与えうm w推定盪芝用し、 て$心2玄一定と 

者える爭である.Me \A% (•/ヲグ7,による硏死は,二の垣?;以はし 

ばし成満足であX c kを暗示している。

よ()よい近奴ンしての試みな如何にMか2が単・也の六ささと共に受 

4匕するかを予測するー繼的な波則を発•辰させるぎめは行•わ犯ち。

(Je<以。九 / ワ々成;•ハ佐しん七, ノ 斗;/~/.e 々 wし・く 4-M .) 

二・三の際棠謳莓にな <・、てばS"ユは次の実後方式二より曹'/阕跃



印&)

している糅に思われる

£好2 = AM音<律フ〇) S・い

二こにA及び、タはMによも斥い常数である.二の公式二於て3? 
はK b'：^すと増Kする。瓯愕/ぱ小さい.二の型の叩諜は共に 

裱通している要素に同様な影響を反ぼす力スある時に期待さ也 

る.天候,上壌理,地尼及び、 市販路は麟接・展滲に仪た磚性をセ 

H ttる线可うくある〇

理諭•的に公式:ばSザばM状増一すと.とぶ革ぼしIW増大するがユ 

荚餘をうげ易い。もしも我々な合理的と思える様口,あまりウ、 

けはなれた要秦间には相閃が?ないと极定すると も此顷大きなM 
そ上の限界に近づく公式がより有用で、あるろ。桁し七しわ調査 

新究下のMの範厨や充分!g合して爲、nばビの公式％満足しなもの 

で山る.若しも二の公式侦適合してをれば.6* $心2は 5 M 
に对して直繚としてプロ、、ノトさM・る。

mの最"、二っの値に.討して$斷ユのイ直侦,常数:y ム及び' ネを推 

定するために略耍であ石。"、くとも三つのビの痼は,題合の慮 

諜牲の評価には樂装で、 ある.

夕・占表の分敢分折Q、ら
費・』:

’ヽ &/M-/)ザーV くM-/ ) S バ
拒U =戒-------------------- --------------------

宇 ,？ N — /

二(& M -・履 X$2 - Z くー- / ) A M b (ラ 7)
^ ー 了 ウ、 A7 — /

もしも大単位の救A/公大で、 あせIば、,ニれは次の如く窗津ほ理ヒ 

辽・る

一 CM- /') AM早 (亍,8)

・ 引用文献では,Nは逐常毋栗団の耍素の数として定叢さ(R 
てし、 るがら,公式(夕・ク)及ひ、 C/&)は避った形となる。

X 0々)

Hs以ルれじム(,ラ‘4は完全奇聚団ほN M耍素を含む単一の六:探本柚 

ペ単位と寿える爭牙掲圖し"七Iも公式(チ&)が成主す沁弍・ 

5=A(3M)八 二の寿え方の剎益は A反び孕がだヾMO一つ 

の尴しむ、 用いうnほい様な諭登に利・しての淺料む、 ら推定小米ると 

いち举である。推定墮を導く二つの公式ほ ・

Sur^ = £ 倒 A 十争
ノF $2 = 6厶十/山牙(NM)

<乞フ )から &技に会寸する公式は

ハ, 厶M 分｝ (NM-/) N 夺一 N (M—/)?
A/ - /

二<7)方・ 法iま公式(ヲ.4)の正確さについてのチ匸、ソクを提佚しなし、・ 

公式は凶のハ、さい旗に対して十分忒れするざ•NMの如く去きい 

瘡日对しては失:敗である.二の場合はより一股的な公式C忍・グ)及 

び、 3.&)び用し、らnなけ狀ばならない・ •

公式3.曷は一般法則としてよりば企しふ方法論の冽として提供 

される。同様氐冋題に直面する読着は•公式の如何なる型庆その 

必料に散もよく用いられるむゝビうか' K作って検足し巨ければ、なら 

ない.ある場合には ル簽s呂はビの間単政函数ぐあるわ、もし以 

なし、。

§丸ん 貴用亟/教

6Z (2人疚^ 令"©一・ v

広汎な顏査で、 成韻査'費用の性度は殷適犖也決走の蘇に重要な役割 

を澳ずる.箕吊の因づ•の牧割の冽として玫々ぱ’尺渾杭駅、爾接浪 

湯の 集落である羨場調蚕に対して丁"*6</夕8)匕より述へら 

れた貲用亟数を或べてみよう。

編釜受用の二つの 、成分が、区列されている"しM.Qはる成分は婆漾 

(浅最)の診敏ン关に直噸に变化する貨用からなる:筷ってC ノ



9幻

は訪回反び茶,洛内を展場"、ろ很湯へ核行する膏用を含む.

塲二の成分C2床は采遇因を狼行する賀弔を湖る。地図匕で、 の 

疾定,a ,房集団玄一定としw場合二の绶用は垣:阪旳二無落の教の 

平方愚:とRr麥化する辛次分る° 

褒って総費用は

Q = <2ノ M冗十C/V五 3•夕)

攣純無性為朝出と•抜定し,f.P.Cを底視すると,更素を当り, 

平あ偵の分故はSらユ/k Mである。(夕•3 )カ、う二;nは次のあのに 

零しい。

V(亥)=宅ニS/・コ)..©小

羊疤の最適の大きさを決定づるEめ,Eを見出すと同時二一足の 

C1C对してビを環ノトにする棵ぼ％を見出す。一般鯉はその数擅闭 

商への適用ばざして困難で、はない状複推である。

ある廉街によって爾々は段通Mを与える方程或会彳寻る華が:出耒る. 

尤づ最初に’方程式<タ・ア)を蜀ぐついての二次式ヒして解く 

二川ぽ"■ ■

■ 1 1 C, M 床 / 〃ぐ c / M ヽ"
. ～～ =(/ 十 —丿 ー / "の

駁丿1ヽにをる.べき方程式は

• , -: 〇 十 AV =e,Mn+C2イた十入ノ

•微分して"睥=：,盘’匕々なる爭匕注建すると次の方程式を捋る。

/•・ 一.............

7L :
—« *

めM
! ・/__ 七 —JA. 9レ

十五ふの T 〇え

- X

Av
(ラ・/Q)

M :
入Q V

"一 a M

(〇.ノ3うを入を消云するため<ケ・な)で割る。すると

em

=6しも3•〃ノからの皮を代入すろと,術・単にして次のものを・碍

n
V

一 V = 

a n

—しノ丸 街ろ

C/MヤまCi,站

M
Q V /

ヽ・

~ az ノ十-------臼-----
v 2C,M 7-^7～

3 /々ノ

M c?(/ ( 么咨M 、吆, 一V 或了"=( /十一 丿ーノ <ケ‘")

二の方建式の左辺を金部耆さ出し.両｝3■.の疔号を度えると

♦ M 宀扬 Z —(牙-,)｝ = ノ 」 "C/M
S*2一(M—/)ム純习-/ 1 CM )

この方程式は琅適Mを与える。左辺は分歆函敏のみによってし、3 

から費用の因3を舎んて、、し、 なし、。容えら41人金集団に航して,こ 

』しかヾー宾の分散函皴をもってし、るとすると,景值Mは

> Cc,M ノCM

が一定すあ3様に費用因寻か’袤化する樣に反応する-

さ<,もしも訪問の青さが増せけ、S は增力口するか、、一方源费がや 

すくなるか又は与えら也た面噴匕於て寇場がより点度が商 < な肚 

ば•Cユ は减歩する。こ』し等の串突は単位の景適の大きさが、次のこ 

竺により小さくな5て七、う結論を尊く :

言方問の焚でが増す.

旅賛がよりらすくなる・

要奏(.樓埸)が、より慰集してI、るー

所葬全・賣・雨(c)か、熠す。

結論は费用晶救の楚の一つの結果.で、あり、選っお方程拭て“は再検 

針 を・妻すで.あろう。裁適审嵐は妥?累団の一定の時性て、、 なく < 

ゆ型及び、 凭佥の水非によるとし、 う争を术してし、る.



'."切 ノ

2ラ.ク 部部集落桐间の項で表わした分敢

*/t"<^77V5 : _

轴よ単位がM涸の委案の集落である時口は,公我公弍は荷に同じ 

築雲匕於リ5 <<间相冈帝效レの項て、宏わごイしろ中か‘あろ、 この 

糸口への夙はすでに組緞抽出・て、’与えたく g工ヨ )

多・をしてズ卷' 目の華依方香•目の尊索に井する視測値こし,以 

をして単位の統言+としょう.犊咨個出で口・我:々は.•次の二罹疣の 

平的值を明らかにz(别する必耍かある,即ち単位,当リ平均使丫 = 

E芬/"及び嘍豢当リ平均疽 V = £ ・ノ〃円二シM,耍案间分叢 

は

ぐー あ (多芍ー や注 ^
わ 一 AZ M - /

砲部媒慈相阕保救Pは次の様に,定莪される.p — ・くえ <グ匀 ー・ ノ(告Zん--ア ノ
VM ( M—/ノS%

ゝ 命の敬值項は分3の和に於ける頹 V M<M-/ ) /<2の教で’ある 

耍紊当り推定単均廬 ？のか散を考えよう.ん個の完全集落の 

章純爲ノ乍度標本て“はY =グMであるから

< ラ・〃)
W(宛一Y 、广

〔・一’)

— / , -■ (K}
V (芬ノ=Wレ(勞)=・平

栃し

く洗ー沪寸=(%い-Y)十(が"〜<?)十---- -------—十(がノm -V)
疔g

すべ、 であ/Z集密・上て”、平方して加?え专と

Z!侦％ — 'V )Z = WM <クリ-'?ノ + 2湿五 < 冴司一斗)(グ级一 Y J 
し 3
—</VM-/；32+4/MCN- / J 户 $2

V<乡ノ に対する公式(又ノよ ノに代入して

e技ノ)

テ <ルJ丸) / CX 5 <ルM一ノノ ’ NE-J/P )V 3)ー ふ“- 几m ° 1 く2 - ノ ノ m < ザーノ ) )

〃が.共て、、 あXしはIX、 二・しは次の如くなる。
€

•= (〃ー た)ノ混ノ=号厂 号 Sユレ+ (Mーノ・)ド} <う•ノ7ノ

%しもれM毒秦の単純衆作為楝木か‘とられるとす仕は、'"(季)に剥" 

する 公式は括耘し内の顶に対し・て以外はく分・ノクノと同じ、 で、 ある・® zr / t- C M - / ) P
は油K早也めして淒'秦の』弋リに桀慈を用い歩寺匕よってビの&分 

放か、 变此寸ろ’かを示す.もしもp>〇で’あ寸しは”集瘪はあたえられ 

左朦本の大きさで、 は正後須が、少なし、.セし七F く 〇て'、 あ仕は、、この 

稼な辛はしは、、 しは、、ぼるニエずあろか、、集義はより正確て“あ5 .
., I

gラ・エ 削合に対する篆略曲出. ^

CX^Ze<2.

で、め C なる

ホか、 と,らNし,

ははー Z <

ない 二!IL は

-1/ <や)

母=疣" M Iよノ 釉冃の・集 

よう"え侗の菓忍の他無柞為療 

以の平均砲アが、毋集団の割合

冋じ方法は割合上対する集络・械出匕も適,用さ?Uる。菜澈に於てM 

罢素が二つの組に分類出,来ろとし

紐に眉寸る割合工し

標本に於ては祝测砸

し・て用し、らメしろ’

,卩乙 

斉を用、

くで

尸の推定量エ 

我マ P ) を見出すために 

に対する連絶吸量«舛F、 

し、出・すて、、あろうく g W N )

=須砸論を用し、る审は出来な 

る公式を適用しなげ札は、、なら

(&-"

N
£ cpl -1p ど

ヤー Z

衰たあ し之我々が xtM 嘎素の単饨密布為標本をと・れは'、户の分 

波 战 もしも V が、大 で“あ る X 昔»しは、、次の取口さ 二項瑾謠rによ っ て徊•り



:ノ

Hしろc

心(点ノ ー
/I 2

く〃凶 一 ノ ド& . <”/2 ノ p@
ノレ 5 — / ?1M • 2

従.って 园多

1Z< 5 三 

レ(タノ

M W(/ー戶と 
ルPそ

< "ヾ・大j くラ・ノJノ

は集落の度用仁よる分散に於けろ相为的疫此を木す。この因寻の 

数痙は集落・抽出.て“糠本の大”きさの初めの推定量を卉・る肋け松なる 

ものぐある.先つ”第一に况養な瘾本の大きさは二項公式によっで 

推定さMマ乱から,恭葱痛上で、 脸耍セさ壮る大ささを示す因寻を 

衆ずろ.その冽 国 〇祁…Q彼く/ラ・/)を参興さ仕上

もしも集谿の大きさMZが、斐化す5とす心ぱ、•椎定蛍p=W我ノ

£2 M之 は比推定童で‘ある.ぞのか・敢は次の公式にょ

珍ろ, く gんラノ

V (す丿==
"也

/lAt M
みMZコ(如ー P尸

"一/

リM似的に求

此・姓にPl=MM£/iZは集落の平均の大きさで、 ある,

もしも棟本が几皿妾秦の単統燃作為源本と比較されるとす仕は、、 

くラ・ノイ)の一無化したものとして次を縛る。

V(» ,匚 MZWMF )
V^<.P)‘ ル Xpg く 気/や

•藏憑疫鑒の場合と同樣•集密'の大ヨざと集落内勿哉之の閔株は、 

Mの虽敬として < レ")及びくラ.ノラノ式に於ける因3を恚わすか 

スは集落内分散と区との間の関株を茉める事によって求める串か・ 

よ来ろ。もしも我々が”* 3頷・C反すふ单旅を/として他のもの 

をQ Nして割省てると• 一定Eに対する分散公式の基魂的な分析 

は ,M P (ノ"〕= Mニ逐えー戶尸十皿こ倡,< / ー以)

本5 3'.?ヽ=集葱•間十集落•内 S 5 .

gめ

二の岡機から柴令內の平珂平あび、 計算出未 Mの亟敬•以してプロ ・ 

、、ノト出耒ヨ。)Tc\A^ (ノヲひク)は如柯にして二の分折が、鼠通禁雍の 

大芝,さを炭めヨのに用し、ヨ非ガ’出米るガ、な/べマいる〇

9-9 単・位の大きさの尺度・

勿幣 •tAc 汽沪・ d ： -

多 < の調査に於ては単杭はその人ささが麦化する〇屈当に•定義さ 

貝匕彖又は底居はしばしば、入间す集ETの詞査に於て2便利&単位 

であるが.柯如でも。K2S人以上の间の入を.合んでゐ汶。つの 

瑾の例では我々は.それガ、舎芥安素の教mレして集落の六苦さ 

を定義する爭ガ出耒る。

如何I二してその大・きさガ湖足さBベたか玖判悠えし氐いガ、 明ら 

力、に単槟间の大ささI二滅が尋狂する他の君集封・がある。膜埸・銀 

行反び料理店はぞの洌であヨ。尺ざい蔑埸もあれば小さし、腰埸b 

ある.併し麋埸の大ささの天度％して・莪マは•全面預カ、:又は義瑕 

Iニ利用出衆る全面稿力、袈埸生産物の全記の值が又云浸也の量を汁 

毒する

ビの種頡の大きさの天度が抽出岩仁ヒって有用であなかV あ舀 

頂目 猥が農埸の単・網無作為撅本の各々で測定されヨレ股定しょ: 

う。抽出着は勺£は分散カ、',大きいのでは京いガ、以厄わてひろ。 

何故巨:らば、年々 如、 の大きい值を笞え※・麗埸ガ、ある一方匕之 

ず・ホさな尷を,容える也の農埸があるからである。世尊以る七の垣 

調査前に得られて. 办、の 圓ガ大きい万ふさし、力、 史予測する狂藏 

兼,量:a であ3。従って大きさの天廢友見/出す固題は•二の頊目 

のある惹欢で ね レ髙度の相阂をむつ任意麦量・を皂出す冏願レ、は 

る°全面損•耕地面損反び全部の値同の法宏以平内して三つの农 

の中,調査匕舎ま裁う項目比最七相尚の高いものを携定寸8爭!- 

よって行わ:hる。今莪マは残マ ・・〇闰には特別敏・定興にあヨ・リ 

はむしろ、大ささの食好な只度の一般的な楹念にわるので、二の



・操

であ

て刊

它2. ノ〇 大きさに比例し・ヒ確卒で壮ての標束抽出

Q移
卒均的な粗食び/朽仁Lて牡尋ざ妇る刀、 貝・ゆじ氐しい

同じ爾登に列して大ささの最、.乂の尺度は項目如何によヨ „わtt 
芹目が鼠資の謂套て謁べられ匕えす;Kば.最しょい任慈殳塗»ぜ 

山、第;〃っおンザスで二の項目の/直である爭が分ヨ爭ガ‘しばし•ぱあ3. 
二ん％云埸合大きさの一殺的天度は各!!目に的・して别個獄尺度よ 

リはおっている。樁し利用出求る从訪のセン对スの資潛は、新し 

い調查であるべヨ通目を含オ厅くて敬:屈の一般的宝大きさのぺ展 

区ら,こう。大聖このー根的互天度ガ5えられるビ・前食で論じ匕 

二つの方法の中一つZ利用出・耒ヨ〇

我々W尺きさによって層相する％イの分散は通常乂イン共に增加 

すヨカ、ら・抽岁比Iヨ通.尚屑辱Jニ區う。鼓太の卑位で唐を完全調資 

寸ヨ孚をお寸寸幻する。矛二の方法は任楚.妄璽匕してのX3以の 

比推定又は回帰推定を利用する孕であヨ。これはある因寻芝コン 

M □ ー 』レするのに用しWベ.さ層相をう之§〇二つの方玄の組合・せ 

は時に或劾果が多い。

届MWI及び’My 5牛3jに士D暗示Wれ匕第三の方宏は 

水が•抽出されヨンき去芝反単位u対して高し、礎率な劇汝Z臺 

5 この方去は訓次抽出<矛ノ /章)を用いる調査|二主にし 

用左れる爭之見也したガ又.この间順にも応用出末る。大きさに

比例しら確率抽出はクつの単位をちつ小・^嘻目！に阕すm次の倒に 

示されヨ 〇 ’

単位 大きさの天度: 尺度の和 割当範;团

ノ m • 0 / - B
N / 劣 4

3 ノ/ ノ & &んノセ

ひ ‘ ん y/ /«-A

s力

S U コS* ココ _お

ん 22 22 7 次 ーコワ

ゥ 3 3 〇 コ& -3。

兮う.//イ五葱旋率を七つ送捉理・諭 ^

^eAcZt^TV LLrt^j QJl^Xa. pへ :-

我マは先づ鷹率のシスデ厶での遂択の下)ニ二三のー很公式え作ろ 

ろ。•区オをしてX 番巨の里恒の性択確率aしょう。此処仁?,ヽ 

は/に加えろ正の張の組である.大きさnなぎ標本ガ筋節で捺・ゝ 

えおきカ、えを 許して進ぱ％る。

大ささの天渓の累損和が柞られる。里役を注a匸は,/セヨ。•の 

間の乱教を抽く。～ h ir / 9である上梭定.しよう。和に於てノテ 

はノムから2/ Z含あ・なる単位に腐すヨ。二の抽出方法では単拉 

が選ばれ技宰は単疽匕割当てられた大ささの天.吱匕比例してゐ3 
もげ才ニ希目の蛍位ガ後ばれる以すれば.その方去はノヒ矛匕の 

倒の新しい乱数で 欧ておきカ、えう。带し、前の実行"X咲うのはオ 

二番目に“ なる単位の度決な浜すこごであヨQあきか之忍れが、/ 

以上:で大:きそに址例 しと選択確莘を保つ做が3あきり、浅 辫う抽なが、 

贋尊である。ニれ浦極限の埸会a=っによって分m°

もしセ携択かおきカ、之なしに疔われるヒすれゴ、寸べての単匝は 

氏とえ我々ガ大きさに比例しら礦爭での送択方活を行つ匕壬しで 

も官動的匕送はれヨで'あろう、、几がノヒクの冋の值［二対しておさ 

力、 えMしの廷択は等しし、灑率史大きさに比例しえ憶率の甲间の碾 

率匕母立。

規則xしておぎカ、え玄許す柚出はおさガ乏式許ミ京し、抽出Kり正 

確度は圻る。梆し 、レ"ガノ )、兰しヽnぎ同じ単位が楝本に二度液わ欢 

る確丞は小さいカ、らお苦かえ史弄す抽出ヨ养咪ビ町おさカ、之を許 

i &い掴出以同じであ矿



(ヲユ)

0
2.

(冲)

(証明)

標本匕於け鬱如何京ヨ単位も、それび拙出され匕回数れの 璽 

出・をうけるカ、ら次の棵)ニカ、ける。

E(み)=£声咼し = Y之

"ZZ ヌ2 -…宫z

冶/)

允ぜをしてオ帝臣の生适”時別氐祝,ホ’の六・ざミii !：・松て•京わ;七 

み回教、こしょう’,此辺にね・は〇, /・ユゝ.... れなヨ值を匕る。宏

興浴に於ける寸べて二”単泣Iニ対して ねの結合度飲・分頌を若己 

ようー,

槟・永定轴出す2方法は?1個のボールが"個の箱の中I二投げ•ニま;T 
る即ち各投入匕於てズ 査目の宿に入るボールは区ズであヨ砲车 

であヨ .標準の慮竿何題史肩じである。従.って えよの結合分布O 
次の多壇表示で表わされ日〇

た〃齢・も!

多壇式に討しY Z/の度欲の次の特)吐曲よく加GれてCI双。

丘(尤ノ) = 71ム:V (ね)=n-Xr ( /-必)：&ヶ(农も)二 

-g 寺 _ ；
二の堂抿システ厶の下で標本平均をア区で袤わす’。平均莅a:棟承 

匕於けろ兀個の単位匚对する項日の值,を加えてnで割る通常の万 

去で計尊される.コれはもしもー歩の単粒が二慶抽出され匕史す 

る比、次の項目の值は 月 の計舞匕せ更みえユ うけヨニ史を意欧. 

する。

定理ラ・ 2
もしも芬zがZe匕比例し仁罹率で以・て抽出され匕棵木平坦と寸

、れば

V&') = E(如- %)ん后る < ねー為)

莎区・=充(と时Fユ十... ヤ歸化)=菽尊尢しれ

く4の 

せ彝団に於けヨすべでの が3か、、 ごの:氐亦:て”表わ・肚でねうのに注 

意・くリひえしの疝出で’は七は熙你為疫景で、あるか、 が は一定 

<の楓て、、弟る。涎って

E «习N ノ =无W炙E (て£ )=こ2.1茨=巧

录ん

7/(初と)=七〔五说 Vく机)2务雲あC&V-(尤I尢5 ))

=£〔妄先組D一長级为' Z』)

=オ〔二至依-E眼・)2〕

=・ーこ丸く豹ーラZ尸 ,

定理ラ・M

標本からの/ (免)の不廂推定里は

パれ、 九(なー Z )
瓮く爲一死)2

<証明)

通常の代数的等式(Cより次の棵にかける.

営 < ・一為项=冬件勿:-% )2 ーん(又一%)2

庞って

E W(雲ー必)2=e£ く物『为」ーんバラ义)

之はV 3い の虎義によ9右饥の二帯日の項の均瘟はール./ 

<ラハて、'あるからて、' ある。

疫臺え・んを導 > するて

E£Z ( %ー為)2=E»れく如ー、有尸ーんレ(みJ



く azf ノ

今がZを一定毅、カを熙作路亥•霍と考えぶう° E Ml)=几" 

で、あろから定理丸9匕よリ

E U く敬一究)”=ん匚 7.L (界-Vz尸一札バ火)
ハノ -C* /

=冷1/( #z)—んノ (あ丿=ん(んー/ ) 1/(孑Z )

これて、、鬼公に証明されな"

樑本からの勿散の推をに於て我々はNとによって如 を童みづ、 

けなし、。柯・坊ならば、,ニの重みつ"けは厳本の逐,択に於で己に等 

スさ?!してし、るからず、 あろ"こ壮等の饴果は今・も単位が笄しくな 

し、大きさで伪る埸合の逐・集団绽钮の推定匕用し、られる。

定理ラ・夕

大きさ几なる標本か、',大ヨさの犬废エZ に叱,例し

東風辞で・癇よされる。癬本に於げる単位に对すろ項目総計は

• あ务---ー多あで、ある"此恐に抽出はむさかえを以て行わ狀

,ぎ るか•ら、同じ、 単位は一度以上表われない。号M# Y •の椎定量

%瘀 としス我々はy汗5めかく(即ん以必奇就&辺“次林.)

.Z へ •・ ノ Z勿,+地十.... 一 + "ヽ ,
•? . 、次:=不(互十服十 十公) 3*)

誓、 提公 ヴ ^
そのと亀・S gの散

け(x次2Mちく％ps-y丿=えをや(充一y)(財・)

をもつ:Yの不福推定貴である。

ヾ就明、)

■・菱

疫! 麥ノ国 は定理えヨを適用せよ。そのXき

e (臨)=£わ(脊)=w斑=、

sa刀

レ(臨)=£«乙(!t〜y产

捂果は如向な3棟ネの大きさに対してモ正渡て、、ある。的出は 

お、 さかえて、,以て行わq|しるから分散はf *P-Cを含まなし、、推定 

溜 を ・Sは困 逮 な 針尊 には不適当マ、、 ある.何故な、 らは、、源本に 

於ける谷单刀立上で、の此、オ/厲を冗出さねは、、ならぬからて、、な 

くは用いつ壮なし' 幟で、ある〇

二の推定鬟では大卞での景通尺庄は二心に对しT ZZ萨
V (做)土工Zエ(針Y岸f位瑟-ゾ｝

を最』、Uすう敏Miの組て、、ある.

あしあ・Z か•す べ・で正 で’あM は''Mしん％よのとヨ 1/0)が〇とな 

る串を見出す半は冢易て、'あろ。従って大きさの最反のス皮は 

単從ずの攻,目検計弟 て、、ある。この結果はもしも多,が・前以 

で分つでをれは、撅本が、不必尋て、、あ我から火瞟的仁は兴味のな 

、、市T’、ある。

桥しこの結果は五しも頊・目が頷対的に痢間を通して安定して 

を仆は、、 驾Iの衆血の利帘出来る以前の建が、採用さるペ、 き愚敍 

の大さの犬虔て、、ある奇を暗示してゐる。

gラ,/ぶ 比推定x、の比較

CuCe^ \ —•

と等確奔で、の柚出からは の比推定置水工の閒の比藪は,灾

1W的に洪味のある阁慝である。y く Jr)は大源本の場合のみ分

ってるから比較はこの埸た’けに限ら』しる• 

此捐:定に・かして



< Kの

ル

定頊よ.ノにょリ比酸建定の血杈分散は

： R =ソ/ (こM ) で’あるカ、ら己イ(,は次の様にかげる.

为
令

へ "<〃ーん)— > 
バな)=-方為F打(、如～RZ)

(

之只3柚出マ’は不煽推.定豈匕対して < 云H 8 )から

く乞よクノ

他の切集団に

〃 
匚 
之二/

れノ2 を小,さし、と扳定す3ヒ、 二つ

比V[、!R ') = N圧(织ー、/心

ん!/(、所$)=ユ ( 'Z一'yzz)2

ヘ ・ " /幻 
ノ<膈)=£»か(光

”<〃ーん)

7L- ( 〃ー / )

ある国集団に対して谊比推戻はすぐれてし、るし, 

対してはえ尺8推定量かすぐ以てゐる。

阳には」<)よへ、椎定覺を予測する簡韋な法則は分りなし、。:公弍 
.,% . 3

<うK ) お、び・(界なう)は奇集团覽籽が利司出來ろむき匕叱藪さ
% '
号るのに用い徊る。

二つの頰衆を示してよ、 こう 〇 、

% = yzi ヤ・/

W 一 Yzz )2 くう.員"ノ

幼 ～FHF)

比跋山来る•童は

く ? M ノ

土急’忐肆ー*S

く Q3 /ノ

と板点 しょう。此处にe之 は頑淬の惹味て、'Z会と独立て、、 あろ, 

z/が’一定 で、ある 爼で、は

E(ei)=Q ； E(Q£)2=〃スk (歩、 0)

と版宾す3。

もし・もラ=Zず、あづしは、、このモデルは比推定か、景直槌理不偏推定 

蚩すあろ第件•を 、滴定する < 金ん& )

(ラ・X)から

几 [/(9尺)=ル£ 02=4/2日 く ei?J=么グ 2圧(Z す)

此疝に平均はZんのすべての應上ずと语双る.

同條にくえよク)から

〃ノ — e 日 2
んド(勺pps)= 工 土 c^<-yzz)2= “E (-—7—チ

=逸〃丘()

床ってもしもE (ZZラう ー/E <2:漕ー')>クずあ』し

" く ソr )>V く ・ ：)

区2 はノに加えろ9、ら

三< N3)=んて”あろから不等式は次の様にかける。

H ( Zi Z£^-? J - E (ZZ ) E ( ZZ^-y ) > 0
二の袤示は度量NZ友びZジーノの共分散て、’ある.=6しも身=/ 

で、 あ仕は、、共分散はなくなる。もしもま>ノで、あろは•衰璽つは〇 

とノの間にあるから芙分徹は正・て、、ある。もしも。く牙< /て・、功 

壮ば决分散は賢ぐ、ある,

尊約する匕戒:々はA』とN丨 の画の図席は原点、を通ろ直練Y、3 

るに疚症した.もしあごの黄,線浸わりの教 の分散が、 Z <:よ9 

も耳・く増大wると只只.s抽よはより正碾て、、ある。v eし)とZ£



く う=号 ノ

の闫探え袤わす凳料を報告しなあF宛かつ見るご,分散は久ZL 
てルzLせの间の柯処かで’ある程度瑯大した。

二の比較は二つの方法に於で辛しし、大ささの瘾本マ”行わ仕た〇 

もしあホ尊屈,かスほりも大単应から凭料を弭るのに奔用か・、多く 

か,Jl Lば‘、比藪Qより大さな竟位に集中する顾冋か・あ5 P. P. S 
抽よは刹益となろ嫌に漏iってくる。页仁比推定は計算力よリ窗 

単で、 ある。

g ラ・/3 層化価出えの技强

大きさに比冽した硬幸油出は咤Aんか大ささ以外のある或量に,よ 

って衍われた場令有用である様で’劃る。わしも冬盾内の糠本於 

小さく,袱棟木があ岂リ小さくなけれは、、、比較建に対する利用 

出来ろ分放公式は幾分疑わしく比推茂の公式はし、ちじるしく偏 

倚が、 ある爭が•分ったく gz.//)

巳P. S柚出では推定総針は痼々の膏からの推定童の和て、、ある。

即ち . •・一

葡の定理から次を獰ろ。

祐

いノ くえ2»)

/ (ヽJpps ) = J 冒4きiS - (奈-)/

くえヨラ)

即)

B
H'

我々は谷単

図は•楝本匕^ける件・方:•枝はす

スさ

U 7

さは何 

ものが、 

な・量か 

抽出ご

m /図 二段轴也の国的表ス (N=8し ?1一大•M二 9, vt-l')

第/〇章 單・位の大ささ水等しし、場合の副次諭出法

, ^6Z>€ U^tbCdi 矿 J^fLoし ノ

§ /ク,/ 緇 色

曷集団に於ける各晕•也沢、乡くのより』、ごい晕也即ち辱素に分け 

る事び、出来ろと假・定,しよう。勿個の単杭をもつ嫁成び、筮ばれた。、 

もしセ靈ばれた単位内の要索び、同棵な結果な貝えれば、々れ等を 

すべて测定する爭は不経清で、ある様)で思われる°題箔の宾行は透. 

ば、れを単枢ヒ於ける専素の棟本を選んを剛定すむ事である”この 

•方法は、皐世は完全ヒは測定されなくて、々れそのもの'が、抽由ざ 

れる刀、 ら副次抽出沃k•峠ばれる。N疽S んしん<j icよれば馬叡か、' 

二・段階でk・られる〃、 お徒の言.荣で、二段柚出本(ズ飢イpoZS彷ぬ、d2t- 

/2^y.)ヒ呼ば札る。まづ第一匕一次嚴・此(戶K切せ沸 ルクzZZ ) 打 

旳ば、れる単位の揀本が, 題ばれ、次の段階で冬撲_成れた一次単也か 

う单素の骡本が、 運ばれる。

副次抽出は據本調查の直

痔のオの及は、、 旅がざ、 りXし、 

歹 < の応’.闹度［をもっている. 

その通程A少數の資•料で遂, 

行出来る化学、物理又は史 

敬?学の検定を含あU 
時でも、切れはそめ 

裸本々あるより 

‘らの副次嫁本と 

れる槎くで'、 ある。

•’この章でW、

成は專栗の同じ、 数M湧乏含 

み・その中け怨傾の螢也侦、 副



(セ刃

凌案当9全怀の糅本・平均

一次単些当りの標本年均

岡撩なマ義が、母平均p, Y及がKに対しても或立.オ治,記号の木 

蒙は一つの捧は一段本の平均を表わし、二つの棒は二級で、の平为 

を表わす"(もしeあれば、)添寧は何ガ、、、 一定であるメ、を、表わす. 

御ちスか、一スである.芻/の平均は 初であり、単也上:での 歹

=戸勇み」算羽

=テあ猝ニ勿=唠

攻抽出されうと舎選ばれろ輦も歯單な場合を考えよク’

切=タ及び’况=2なろ二段抽出の図的表示び、“ /図に示され 

で0る。

二繊抽出の主な利益は一段柚出よりも融通性が、 あるヒぐう季で. 

ちる,勿=ハ!のと己一饒柚出となる公、ごれIゴ;％に対して履艮の 

辑択でなけ.れば我々はよリ有効と思えるあるよI)小さし、值をとる 

掇会五もつ"通常の様に諭・裁:は統計的正睢度ヒ登用kの闇のバ、 ラ 

ンス刀問慰ヒ万る。同じ単泣肉の暮家次、菲常kltMしてしゝる奇に 

は、 正確度の旁え方は初の刀、さし外値を暗示する.一方屹れえ副吹 

抻由する蘇)二単也全冰を測定するk阳んヒ'同じ位芥康な事がある. 

例えば単拉び、 家族めかたヾ〜つの餅笞とかは家族全員にっし、 ての 

正曜な資料を与一える事が’出来る。

垃 t 3

多段抽出では説号は面倒ヒ右る。何故なら敎個の季均/｛直即ら一次 

劈華当り平为値、副炊単也当り平均値等を区别する爭が、 ノ实零で、 あ 

るか、らで、ある。

基礎的な組織は工後袖出匕竝して次の如くである,記号豹Zは/ 

番目の単位マ/為•目の缨索(副次単杜)に対して得られた槻到値, 

を表わす"前の様にナ及び丫は標本るび、毋麋図の天々の総計宏我 

わf -
ノ番目の犖也での掌素当りの揀太平灼=泓’二屯物".

国」

の平肉は3で、 ある。

亦ル及が、、礼2一次単句:の・数に甘して M及び、及は一次単也号 <)の 

副次単也の教に排して用し、 りれる事に注意ごれよ。ある学者は・ 

:の役割を,力、 えて用し' でし' るり、 以,裕肯文献を引国するヒさには 

記号に闾して秃丹注意する奉び、昭宇である°

§ 〃• 2基礎.理論・

剃次抽出の理諭は液畢試験に於けるプロ、ソトの油出ヒ間座.して 

雍逢,した.Nれ等のな用に於て抽出比％及び、 副成抽出比％,共 

に通常小さくてチ,R. Cは無視出釆る。その緒果の理論は埠・越し 

ておりうくのお国に通,当で、 ある少ら己づ、せれを述,ベよう”突祭ヒ 

は基眺理論'は ％’庆、煮視岀耒如 例スば“站 以,下で、 ある匕けう 

辛坨、け对早で、 ある。この辜は正確・.な理論び、示ざれた时に分るすあ 

わう

ス番目の単位・のオ’番目の耍素に於ける観測但爲ノは次の滲をX 

るE假定する

ナび’=/十"ん+以/ろ, ぐ/ク,/ _)

此•为!C項化ノ浦単泣に阂建.した成分を表おし単也に关けめすべで 

め尋琳:に対しで一足.である.項犹ヅは単我内の琴耒毎に变わる或 

分を衣わす”変量心皮び、 球がは•建牟の意昧で律抽でありその手 

均 < ば〇である。変量IU は分敬5：(しsはに親・しN H)旦もら, 

い乂｛は分敷爲 < 必泌スに対して“)•もつ。

〃及びMの値は煞眼と板定する。単也は母矣団刀、 う無住為に匿 

ばれ、麥衆は単血から狼作為に窿ばれカ。Wザノレの結果として泓 

素当り源本年均尷テ はy の不榆親定窪である事を示すのは芯 

楊である。 ・

X < M‘ノ

このモデ、」レ不は/索当り標本平均 耳の冷・散ば
レ(初二岑・表 、 ヽ 3ゝ



(g

<誣明)

くノク,〇グり

〃= ワナ 多f 顷Z. _ - . - Vt顷 4 %, + 2丿2十・--+以s
ダ・ % 71

従.つで無跟、母築国すうの丰均值の分叡に衬する公式にょ9

V®•二E用ー«七二兼十会 !

勿m・增すヒ単也内分故5訪 かりの貢献は少’なくなり、え大橘 

寸口分•散の二つの成分/りの貢敬が少・なく’なる辛に生乏さi' 

よ0

定握,ル,2

レ(刀の不偏搜又蔻は次の如く摞水ウ、り寿られな
I

ク(辱)=為(我・・タ>• _ 买,(弟-力

一 ・ 几 Sc-/) Z<?j—/)

右辺,の雄あの項は計算ヒ信も便利な形である.,

(証明)

状数的筹式)cよI)
套顷・ -”=套(かー彳ナ・ F-け !

方程式(/"つグう標本・に於ける刀番目の塚抜だ起ける勿招 

の準索上匕辛均して

みーY二"ノ十一(經ぜ色’むニニ二以瓦>

依っでE (汗一刀2=5建+亨(

五毛［(%-,▽=&+哮

足理/ク,/により

倨W =九V(お=5後+ —

従つZ逐引く事にょ9

日芝<条一芽=3-,ク<sえ十淡 )=勿のの以急) 

セン［
証朗終勺

«如 

摧定か散は副次抽出計画て、•挙、、場谷ヒ同様単在問の変動の心、 

歩計專うれる事に注意せれ』、たヒえ推定分散匕於て明らか。あ 

つ已ユても単也・四分散は定理.J0, Zに・於けろV(初 て、、 の父«ん‘和 

項”、 う明らかな採に為慮に入れられている。

(以,S )

/グ/表

・くのZのの姓定臺徐.5、

単』立阎

歯尊也内％彖冏 勿•囲ー/ )

臨に对す

暮リ、れる、

て孕の分 

の粉来の標

后の・阚は丰灼年方

カ結束は女二
g 匕过する矗•果は.蓉曷に証朗される’従つマ 

ゝWの不隔谑定達:は

5汨+M.S分

もつヒ4段定

標本分敵み挑(略乗を恁礎ヒリマの)

*

2の

る。ごれ毎はい / 

们

の我々はそれに君して我々が、 資料を緡ろ謂査ヒ 

域,つな抽出比反び、 副次抽出 比に為し 

ごの侑報は同じ玖集団の型だつ。・て

或_如孚(■・该ア 

无一/

よ 一 日H乎 

•た命一つ

会:及が配 ズ不臟で、 るる堡を术す、

么羽ジ(导)て、あるから定理ノわ,2り、 ら直ら匕

§ /ク,3住の副次抽出比に对する分散の予測

と ノ^^^

: 一

救套豹モテ",しか

於て困I、えものM

散をラ測出孝る。

本の計画］之後立,つもの下、 ある。

豪初の療木必’光個の単也及び、 単位当り次J固の醇素を

しよう。もしもNれ・の敝か、、大々兄及び力厂に变化寸れば、、M理/e 
-Zにょつで棟本年均の分散は汝の如くなわ.

V (季つ二卫し十エ％
v ' ナ ノ 兄"紀

公式を用し、 るためには 工&ザ、 质 の塚本推定鞏び'妙取であ 

液に示うれてし、る棟本の今散分杭ひり吊られ



:(おめ

二つ

北さ

姓-区向葛間

>肉副次単位南 

く承紊)

<洌)

K心2乡
推& <

•ヒ去绪w ( /ケノつ)Id ルえをi Q以ノ^の小友邕の棟衣 

</"ぎ>に夹ける次の如さ分散丹折を裁告していろ。

の標本び・、各、留から

れでいめ,

/ 0, フ 我

とられと、そして畠3地区によって暦

%〔き +我摂(土ー％)) g

小役妆量のみ散分挑(工ーa身リフ、•’ソ丹〇 

勿,$

亠=/»ク

y;ニう ナ

ノ ゐ ヘ

・徒つT パをノの不歸推忌萱!ゴ

〃(房,)一 一 4十逐
"戏)ー〃况阳

崑じ無隹為に選,ばれ・な

植刃艮好な率項をそえ

は、匱の無作為操本〃,ら得られる分散

このデメスダ

無視しよう,

戒々は汉の七

かを検足しょ

(I)
• (ii)畠の数は丧え・ないが畑当り四

(沛)畠の数は衮えないが、、畑を完套收犧ナる。

九を泰初の源本の炯の效ヒしよあ〇公支(",白)ク、ら次の摞本

半肉の擔淀公散庆、得りれる.

顷=2蜃ろ辜に注意) .-

最初0樑本:<かれ,况/=2) ザ=«)(兮)二牛

"ノの場会;(い二Nんク/=2) り=伝’(地) «ぐ

のによって如何に標本手羚の勿散が、彩響される 

ク。

畠当1)二つの副次標本でン、ノ、で宙の散を店にする

つの副双楝•本を・る。

クったけれビむ、 次の中段によって面 

ろ様に計画されたづら.昌冏平町平K 
c遍!大堆定量である 

ーベンス及び爵の大ささに关(ナる変勃の彩響は

ロ 3刃

臨の場合:5'5""=い巧,=(めく冬彳夢)二ぎ

<;いの塔 会 :(祝=Tし,*=8)み,7=恁)(笋・ぎ)=务 

(iii)の場谷の完全收横は標本で、 のF"べYの畑かうすべ"rの可能な 

標本をとる車ヒ同じであるヒ假足される、副攻揀本の六ささは 

留の大ささに比して非范に』、△し、ク、あ、ごれほ初/=8なろ事 

・意诔すう° 1 /

(ん‘)の場合及び(帕の埸合は苗の救はー又のヨぎ抽出比を増血する 

と分散に於て最も澄当な減少・ を史ずる華を本してしゝる。もしも 

正確度を者しく増加したければ、塁の皈を增さねば、 なら.なし、。

ヒい

蛋・世間 (/V一つ

眞近向醇素囲 A/M-O

なある・&・隼団マは量sfは負匕

の相!郭仄あろ場3に窓る。

E 了 Xひ、 F(単位灼宙阂係数)•の頊で、 緒単を女!ハー;事にょ-".、,

e 〃在 一般理、諭 ^

さで裁々は% 及び、 %7次イ、さく敬舟的史デ、)レが、 成立する

う夜,定を除〔、て改よク。なな童父 及び、S: の項でか散・衣わす

專は便利冬あるが、' /快,3表に木す楡ビ亮会努隼田に対する余散分 

析〃、 めごれ奪え作らなければなりなu -従つで亥 及び、 s3は,沐 

澈分淅の二捆ぐ述・ベられな二つの方程式か、 冬"当で、 ある様K建段さ 

れも〇ごれ莠の•定義は岌碰理論の目然の拡敞ビして表わすための 

一般理諭を可能にする"、 多選ばれたのである。

ノ",3表、完全・母集田め分散分柯

^ (要慕を悬斃ヒした)

£チ 次以の比•F難馳る

十 /^1 Sa,

林・S.

Mわセ丫)=

,〃ー/

・ぎ/ぷ园パ顶ー

-WttJJ-一 一 ・一 ・一・-- -
• /"〃一つ

る・ノ史:仅は同じ単•泣四め専勇、"、貞

不安な感びはS'U Aケ、財、V)に



(斗>

=ズ巻目の単位.〃、 らのすべ、 での副灰標本上で、 め年 灼

=々個の単位の一定組クらQすべての副次標本上ぞわ 

平均

V氈リ•二E磚ヾザ= 3め

もしも選ばれ.と尊・位に於て久闿の奪乗が、単純無作為抽出で浚ば'れ 

るとすれば‘ .

• を列=诊

ー 招=立
此忍に 毎 はもひむ録本に歴てた個の車位が'完全•謫查されるヒす 

れば、凍られるであうろ半均曇を表わす,

凍にもしむ允個の単杭かヾ亦律純暴作為抽出によって慶ば札だx寸

忽ば、. ^ •

(証明)

旱或二(7项)十(旅ラ) 眼く・

境街)=楫

災 (勲1ー祝?し)5步 
修 旭N 汎此

或=彳

ごれは帝次’yの不榆確定蛍であろ事を示す,

定理/ク・3 ^

もしも死個の単位及び各匪ば‘れた単位勿ら犯個の耍素が単絕無 

作為抽也で選ばれたヒすれば

け繹会<。籍しす/く、てQ公直に5以2が黄で・ある椅口正しし,套、&あ 

る。 I
二段疝出では免育僵は爲 出され爵るすべ、での可能な兑寧也の撩本 

で、罵出とれるば〃くりオ左く隼.位の豊ばれた組かう抽出术る吋べ、で 

の［能な副反梯•本上でも見出ごれなければ厶らなし、、次々の度階 

で年勿しアかく事はし.ばしば助けヒなる。ごの目豹のため次のニ

つの貌号反蹂入しよろ: 
E

ス
日
ル

："心

である勿りお虻の積の項はなくなf

右敏の浴一項を考えよう。ん個の単在のな之は印個の罢案刀、ら 

なる層として蒸えられる。ごれ等の単也力、 りの,深本I4 :死偕!の蚤 

素ズ咨・層刀、りヒれるから、比洌曆れ擁本で、ある°従って

ヱ理 U ケ公式即り層化彖作為操本の半肉炬の外散公式が、盧用 

でれる“即ら

U /弓〇 、2一 / 談丹“?ーめぐ°
一石希无～^T腿

此疼ビ己はは/锵目の単演內分散で、あう。これは又次,の如く書

ける

&(Z一んJ ,弟"'5心え ゐ

华处に克二はこれ善丸凶の巣位内平均分散で' ある.

灵に处のすべ、 での可能な組上で、 平均すれば./。,3液かり尺哉さ 

れた様にSJn.の平均值,は写京で、 ある事は明りクである。従って

C/"邛、

K

E (、弓-肅二号す , 志・妒

ー劣・+ 字),.'

の貢献は4は尼個の 

なる值かギノ勺値&ある 

疋埋2, 2反,び多3表め•

方程</ク,ヴつ の石坦の第二巻吕の頂々、っ

単也をもつ堂絶無作為標本に討して 

〃、歩暮场に示す箏が、出米る。従って 

S£の定袤icよ<\

-V ?- gり无(S.)
巳(め - 丫9-必 CA/-O

(/〇、7>及び</〇,8、ひり-> 遺に>久のむのを铮る

= =亏、ノ 〇〇～ク刀)、建,(Nーた)A> 2 . Skゝ以む・(?—丫つ"汁ノ袞+マ(勿十マ)

_ _(/V-少 Sil (MN一松)5/

, 、 一 N 外十:MN g

もし七 物・が無.祝出耒於は、' V (船 け基礎 理输刀塢・、冬と同じ、、 
.ゴ/丄 &决 
充 , カ以

/なる



(叫

さマ (y〇’//)<ユ/

比忽]て半均値はごの覃位勿う、匕うれたすべての副洌標本上で之ら 

れる"徙って久単拉の一定戒?k匕対しで

字i>デ=舌宀急芒名宏

§ルター般の場合に於ける分散の推足

第一段階は,5；:及び$?刀標本提定量を見出す事・で、ある。もし 

ひ楝本の分散分折び/〃 /表の梯、ビ行わ程ろと平灼平う舞 及び忑 

はな去、表3々えられた期綺貧してし、る事になる。即ち

H (^b)二 sU+・si ("W )
E (或ん)—S'm </ク/ク)

以のに竝寸ろ結果は各易に証日月されるか、よ:に討しては明らガ、 

でな。。それに次カ様な直疡刀万後で'証明される.

& 卷<冬二ア

乃一/

冬’(かー歹)2=為為•一丸ア

,次の揉に公く 勿ニなイ顷ー力) 

' t " 1 * 1
% は大ろさ以方る聚作為副次摞本の平均値である々、ら

' E*"与

实伝次の禄にかく

す:％+(#— 口),

炎って 呈衿代十貿(耳ー當2
ル匆に ?«, .は稲本のすべマのれ個の単位の眞の平拘通である

ド次山零咤就 ’

で、 あ4)事が、 範明された。

("./め

M仇

叩ち’ zんー/

従って

み醇顷丐J 十FM皿

耳顽=瘠い摆熊

• 鴻象T)へ多ゐー时十地粉^式

会て〃個の単但のすべ、 ての可能.な踐択上で、 平均しょう。,更理2. / 
により右国:の第一項はもの&分散刃沮・帯の不啼槍炬:豎LSも•これ 

は次の之のをぞえる

f以め=峭停戸+旦窘録 ’

=考<5/十m駅)+(/ー資)5疽=W十々& 

最後の必は5芝を泪義する&3表の方程式を利田bでし、 る.これ 

で証,崩は終った.

この結果は 岡)の不個椎定橙を寡く。

定理ノ乃«

楝本からのV(予)の下箭推定 < は

ヽn命労4吟2•眾十中#&｝ S心

(証朗:)

リ<を)に於ける’&う話/ の期・符・値を代人する。

Eひ(を)=去•｛紡也(&;十掘宛)十气„务为｝

一 (N一点s],也N*)宣 ・ユ 張、l队、
一-----十 MN 勿刀 (5ル刃珥セ房クめて)

もしもZ? = Mで、あれば 公式( 〃,ノレ)•は単也“単純無罪為抽出 

に用、、«..ノ>rなう‘。

もしい1=N ?•あれば公式は単•近は増と考ス歩れ.々のすヾ



0")

心

てか“油迅之”る少S比例刷む!由汕二た83公式ピ冋じである。

<同禄に二段朔出は怎ヒして単直を七つ不究登層化の一崔で 

ある)

冗/" か、、養視出来ろ番通・の埸合には

.〃(砂二遂L一・Z重
林 ?1(丸一I )

mれ日定理/"Nの墓礎理諭・り、らの絡果と一致する。

次二/なる匕己は標本はー我/の推足を与え・ない•h U 我 

が、 V•<冷に入ってこなI、とひク事実で % か、、無視出来ろせひ 

ク摹を傷定した问題で•は・なしゝ・この結果刃ー’つのお用は副次 

糸出が’組織的であうビう！C起るC組織副次樣本はより複雑な 

攣案の型及び初二/なる単組無作為副次標本に笄しし、グら, 

公式(/"/Qは 物 が大きくなけれは紐输割次棵・袖取に 

わ碧・豈r・拐ゆ心 統IじLt?一能抽”、か、、孕』紳的て为川は"公氏、はししむ単或 

G組卻归帰か”単説i圾’仲管株本に羿い3は“そ)>场合の力用、並ウる〇

§ /ク’ノ 最適抽出比及グ副次抽也比

こと笄W負国函赦の型にょゑ・何用であるて办ってし、るーつめ 

理・は ,

C =乙4龙十 CaTivi ( /〇, M>

第一項は"に於ける単拉の敬田比例する.第二項4.久れは 

季・素の総数に比例する

栽々は次のものを最小 にする様にと及びi％を鹿ぶ、

V(% )十入(C 一・・丸ーごせ ケ2 旅) (/^, /?)

從(9想/^せビ於マの次V及びCにノ\っでくるハ、ら二れ?ん•ヒカ、ざ 

く"/グ>を次の様に書 <. ヽ・.

E ーも)翌 +(£ 一糸)録+入 G31 Ye* :-

た 匕 んヒっし、で微分すると犬々

.(め)

W ニー人・ ^ -
か

希=*

從って ぐ y----
----=饱 =号ベつr- (/". ノ8) .

之の公式の構匿は期符した通りて“ある,単位・向の斐動に比して単 

战向疫動〃ヾ入k is.ればなろ程.最適说は大4 く なる。同様:に.単也內 

の要素カ、ら資料を得る營用d に比して単位・,を得る賀函禁が、入
• \

ヒなれば,なる程・最诞:％はX 5 < ・なる。

九の值は費用又は分散の•何れカ払'、一足で治るかビよ(丿晳困グ程式 

又は分敢方程•式の何れ〃' を解く隼によって得られる。

実滎の使用に対しては、3“ 及び、 & の推典量はた属び、 花屑將列 

な値をもつ源本の分散分析( 〃. /表)ケり通早每られる.。泌泓の 

標本推定量

• '1 ‘■♦.；： | | I- i % ヽ
•金泓=汝叵、毕 (承ノっ

見出される值は整敬で、 はなし' であろう。a"■BをE.</ダぐ/.)はこ 

れは全く最上の•處則で、ない輩を指摘したけ也.ビもそれだ最も迎I、 

整教をXれば充分で、 あち。もしも&みiが二つの整敬勿あび(冷り 

の间にあれば、 もし術秘 > 伙・｝>であれば、 (ノ"/_)を既ば若 

ばなのめ。さもなくば笊•を選_ぶ、 従ってせじも’兔切えパノ,奶二お 

Y.I切の间にあれば2に切上げてしまういもしも飢・ 抑/'7よ7 
五大きし、 り、又はめ が、 必よりノI'さければ•次二M k uてー一段柚出 

を用Uる. ,

推定翟:疑决Zはぞれそのもあはそめ大ささ疚、救く固め国斗によるけ 

れビ、も、ぞれゲらぷ が、計算△れろ.標本に來ける単杠の澱龙K主. 

切してよる柚出誤差.をうける。:金猝Zの修賴限・寿は 龙が、Z〇乂下に 

なれば点くなる傾向が、あな〃僧し簽適.の範囲は玄く あに无けち



冰)

少数數也の誤屋は正睡凄のノト、さX?痛央だけを生ずろ〇次の例はM 

刀小諭を琦兇するための矛広を示す。・

(例) 骸=/〇喝; 、如=/Eic 之右,< 匕

衍= /3 打/〇 =レ’/

全貲冃をー叉匕考え アの分敬が、切ヒ共に如何に夜化するい 

をみよう。"を门栄に大3七、之嫉足する.

, ヽv(矽二年’芸 ’ ' •

«+*)(¥旦) - -

上式の最後は、噴・砲方程式によってなを•荷去したもので、ある。 

ごめ例ではVは次の様にかける"

レ(^ =箜戶～ (j+ ～^^')(岩十仇う 3樂乂/如

一尾因孑会龄くと相対分散バ成の違った.に封して計算出乘 

る° //夕表はと如奪の分散及が’用題的正確度(深準匕し"？ 

加ニがビ封寸る七のを最大正確/嘆ヒした)を示す。

ノ乃 人表 勿の種々の週に对する頷対的な皺奶、I正長玻
花= / 2 3 す Z デ 夕 /ク

相荷約分散 
相対的正磴廣 〇仞

22,必
”〇

ス〇32
奶8

彻2
/会ク

8の

",曹

ふワ

〇〃

4ノク 次g

グ/ 履な

な"

泌ぐ

2とテとの園の笊の經ビ对しては最適に対する相対的正確展 

の損庆は々无以下るある。•英国の病気の月々の謫查ビ対する 

ごの種の分析の興味かるあ用が、 分修 角乙ss によ 

つマ与えられでし［る。

さて我々浦れ=毕腹び勿の色マな値をちつ最初の操本グう 

如何によくを§以の抵定出東るかを考えよう.M’々)クう

众部二7ユ竺亠ー-/^ = _ ,寸三 
ヽP%メXd 、岬％%)-/

もしも翔期のい・堂松/が正竟に分而しでしヽるkすれば、.

卷女?は,

F (/ ■+ 恭・^- ) = 9.S レ F

なゐ分布をしてI>る事が、冰散分析の理齢から分る,怛しテは

自同展 〇ー/>及び形3-/)ほる戸ふ市ビ従う

く 6 火g九^ ノ / ,么クッ こ・れは次を与-える

ュの結•果は 勿・ に封寸る德頓限好治ふえろ。刀・ = /タヒtて 

形％限界を為えよう。囹由廣はえ及3Q である。

Fのハ矿〇有怠氷準ウ、り(/%球・タ之况4万专谿e•ノ/必の 

双び分る

冗2；’ くスが>=ズ3噂ア"

晶く丹眾)=%./次珀夕>=/,を"ニー,”いぐ

Fの之将の偵な代八するヒ

下限 、: 浪み=N8

上PR : れ诚=夕,グ

/ 〇タ表ウ、 らかる撮に、Bめ髭囲四の如何なろあの值も勿な 

リ最通に一迎しゝ正確皮の稗度を与える.従つマれ二J選では正應 

度の損,火が、ノ ［、さい確・率は/つ回中あ可で'、 ある“

註 米赧善で、 は/以,4 旅著では M ,云・ 乂原,磬•そはE?•"になCでいA

れ二も,",却田河・する&棚&ばラ泓膳賴限界はノ", L秋W 
あえであるe三つの塲林にある彼・.二8の上限:は一段抽也を意

Mする

、ノク, s彖.电呼カ に対する搭頰眼界

比 ケタ％ パ"

夕 冲斗 刀知8
ノ〇 -?>;が 胃3ノ 8

な ョノ, 6-¢ Nグ’夕,ノ



召め

尊約するヒ’刀=2"で・は’実陳に,得られた正確度は星道に 

殍んビ适い我充分な紗Zを推定する爭は殆んビ確荚である, 

・れは知二乡マは硬マはなしし結果は資用及びか散の他の題 

で、 は勿绵・違って來る。 • ^

& /■ 7劉合だ対する副次抽出

もしも靈案び•二つのクラスに分類会れ第一のつラスに入る割合 

を推定したし、せすれば、 あノをこのクラスにそれに応ずる要素卜 

入れば/としさ之なければPと淀義する區常の工夫によって前の 

公式を通用出未る。•

多二=ん〃爲 をして、’卷自の单セり、らの副次標本に灸ける最初の 

ララスに入る剽合ヒしょク・二つの推淀分散家ノ眾 は攻の如 

くして計鼻される。

’ 顼/二 死 Mム
刀(い)そ, i ^

此&は 顶=巳叫ん 〇従って二段抽出に役ける推定,分故に対す 

る公式は(定理,/ク,"に」リ)

1)(仍=代也ー［一 I M一夜/+也二勺一L_ぎ 勿",
3 N九(久-/)步ハタ M NMmーけ哀阻れ

§ /勿タ 三段拍出宏

副從城出の方法は時匕は馨素を完全調查する代りに副坎単位 (更
案)を抽出する事によって三後に実行される埸合、が・ある。例えば、 

スンドの穀物生産高の推定弱査に於てM以んあ心ハ"3うHは 

硬利|な柚由単位しである〃招の中で、 囲・題になって［、る穀・物バ、 生漬し 

以初 

てI'ろ苗のし、くり々、 だ‘けが抵ばれるびう宙は副攻単位であるい畐 

公據ば‘れるとその中のある梆・分ぢけが、エー守ー当9敗喪な決足す 

ろため勺リとられる。ユの様に副次承位るのものか、’抽出され如 

もしも我物の物理化専的分折氷、含まれる匕すれば、ざれ笄の交淀 

は密かり利られた棘本の一部分だ、 けにっし、 でのみ・行わわるかわ慰 

胆的な副次抻出/X、用I、られる。

富礎理諭に过する結果は箭革に与えられる・母環国はA/個の単位 

を含み、その各々う;'M個の副次単也を念会、 ヌそのるQがノく旭の 

副副次単拉,(宀呂 ー eム"f )を含あ、それに走 ずる標本の最は 

夫々 の死及び’是Jて、、 あー。七デ‘Jレは

•爲ケ=・ー"/ + 十3/之

此建に 々ん 勿以,e〃N なろ成分は夫々平均值々 分散<宏 

5,3," ふカ hる淞立な分布をする、副副次単也当り摞本み敬 

は次の如くなる。 •

v二N 五耘 五衣 </〇・め

副副次車位を是ヒした裸本の分散分桝・び負,3衣匕与えである.

/のふ表 w段抽出に成する分散今ガ［

Zヂ ms 次6もcの抱Z是垫・

暈位・回 (た一つ 攻=汎&そ(あ-,必妇>5很以潟洌绞

嚳位内副灰隼也即 ル仞一。 メ後=施ぎぎ(みー・X斜)S爲い心 

副囑位:内副剤女単位间 &妇う 疝二モf W&・啖必・妁 み

お摑あ期捋但はセデ/レグら窓易に証明さ丸ゐ。方産式(ノグ2づ び 

ぬV (耳)勿不匍摘定 < は露ん丄である。

二後柚出ー於けると同様:、i備推定量はホ网し、りれた・のとは昼 

ろえ彼 及が、 魚刀値,,討しでV(辱)に对して得る辜か、出衆4 V 
ー搬理諭に尤ては、第一段階は二後抽おにが:ける〃,3 表日同様



0") *
に完全斗集团に対しzの分散分析匕より氽散成分sX $凌及び

&うを定義・する事である。(/"験

/々

単位・間

牛mラ副次単位冋

ク表、■•&凛団•に対する分散分折 ・

爵 ・ S グのビグに等ひ、匕跋:^弓

(3一つ〃修(ケR次” 5展+g^g 
心一"応手(も一五必あ心W十0.

離朝的副訓繩位固心)(いノ) 号革を (您z ～、心)ん"(D 833

定理/のタ

単純無作為抽•出がすべての三段抽田匕用I?られるヒ寸-れは、

,(歹)二(成一方5誕十(鬼一着)逐+ (爲-潟?-)&：

(証・明)

証朝は二後抽出の場今・の負然の拡輦である〃、 此至段唱の改を

添マう,双の如くかく

か亍=(异義况)十(糸一林)十虑ーわ

此忍に我クんは幽は、れたル酒回の副>収却從の坏ギ均、说は竅 

.•ばれk:な學なの母平均で・ある。

牙方して辛均すれば暧の顼はなく.なる・不方した項ヒ役立つ

ものは炊のもので、ある"

E (旱一嘉)2 =(や)治就

E (私M-辰)2二(一戸厂)弟^ «"又刀ナgV)

E (ねー？y= (-77-) W (熹&凌十 7^$/十、&’)

,三つの嗔を加えるヒ;t理を得るc

定理ノんg
摞本カ、らの(/(F)カ不備推定"m.

<冲

定理"、女力、う乔婦棟本推定曇は

g層内で定理/ク3 2值宙して 、

板ーTL心 SuL (嚮Nu3〔& &；■ 

心 心= 乏(WNぴ
v(M 二-----------

& r穿妇零辭・十号・書う待〕

証・明はふ丸遊及びふ疽の期符恒に対する/〇、し•表で述 

ベ切結果かt•令当である事を示す草になろ»

詳細に;^ると面倒であ为か、緒果 は明らかである。

实に上の段階えの抽出 にこの結果を拡験す' る事は公式の構・馭 

歩らHHらかである。二段及び三段で•の泰通抽旧が、ニ段抽也の 

場合^同府に所立出来る。 ^

Mん" 林・

< NW&T

火牙)=点

此処に

麻
羽Rれん

§ /夕,/単也の層化抽出 ^ ～ 、

〇^洛 „^/Ca :---- '

副次讷岀は如何なる単也の袖出犯にわ組松ざれる.副次抽出そ 

のちのは層化抽出又は組織,油出に適阻ご・しる3こ札奪の型に詩す 

る分散公式はより简単な方法否公式ダつ作る事が、出来る,結票港 

坪はの履化的出と副洌抽出Vの紐合4に対ーして.得ら坨る。或々は 

単也の大さごは与之られた悉では一民であるが•層毎ヒ置うビ假定 

する添字んは層に慮する£員である。-ほ作散5I辨び、 6/は",3 
表匕同様なか散分析.によりほ層で•斜•国に-般に足炎される.々れ 

にをずる楝本の数は初矛し、”死"天,零素当り推定笹•手肉は

專 =皿

は Z俄N此
Xをあ・, ヽユニ/尸/ O农矿



け(瑟=
妃十牝S或I侦も 3ん

(皿-初义) 
快 畿

(w w/vK
らしもすペ、て単位匕莉する抽出比 均払 が小ミければこの公式は 

或、の如く筒単以なる.

卩(M =芝(［例び(专・会制)//(N版収)コ

,(抓)=葦"£S 或タ’( i mレN.s

第//章 単度の大芝さもヾ芹しくなu場るの訓次抽出法

<23

勺//./ ノ〃ススjZf8:-

もしも一次導也の 大芝艺ビ咬J匕.玳あるとさに,二以柚出が、 用し、ら 

れるとす:Kは?、一つの方法は宿内の尊也の大さ三州、尊しひか又厳 

ほゝ、、号しくなるよう二単位の大き乏ビよって庖火する諸である. 

§ ノ〇、§ G公式、域、その匕きは潼当なatMヒなる、 梆し時には単泣の 

大きさ加非常に皮にしにいるから層のめるものの中には非常に大 

芝な爰状残る举になり、 曲)くは大きさよりも安量べっいマの層比 

を基とレ左オ狀、 よい場合丹ある、一次車位匕して大抵E区で以て 

民族の大きさの標,本とする芙国・社会誦査の見去食は、北匕 

を&先｛/ ? s e>)は夫ささは先ず渉一)c.層比に井する废量のーつ 

匕レ匸含ませる•事を指摘しな猊、样集日の持姓州ゝよUよくなつ匕 

とぎに根の皮置なよリ望ましい華姗分つ・・

箪?iの大きさび、変｝匕していると芝く多坂抽おの良赂な実驟的な知 

識互得るためには、ある衆中的な努力E)山麥匕する。匕いらの技 

その枝術は非常に訟虽牲カ、'、 あるわ、らで、ある。単隧は善確淬う、大さ 

aに比例した確滓がヌは大ぎさのある推定量ヒ比副した確.華の何 

れ歩で、 送は、れる.訊次袖収比をざめるために色々な規則的ヾエ关出 

耒又色々な推定,方法奴和用出荥る•違った方・法の利益は&秦団の 

性貨、謂査焚用友,な我々の寺元にある淸黝的な•資料によってさま 

るー

ご.の章の最初の都釦よ底用艺れる主な五茏在版略逮べ' るのに負・乏 

れる°我々はまつ、一つの膺力、らなっている母集団から谿めMは"な 

らなU .曆此柚田への也張は、前章の林に、層につひ、て立似分数 

公式、 を加え合せる争によつ・<行ら爭域、政耒る.周単なため、設マ 

浦先づ、 光一にたヾ一っの一次漢位が、 選.ばれる’即ち％ = /の瑞,

会を及星する,この埸合は一見し<思われる程・非熨隊的なものを



(泌

Wな" 、 何故ならば非常に多くの魯欢あるときVは我マは允4=/ 

のときぜ芝え泠推定に於<滿足な正確麥を傳る卒炊可能であるんゝ 

らである•履用人か敬作惟定,するためア・乂リカ合衆国訶査爲にょ 

って衍われな目々の訥査に於て,珂(S</*y )狀’一次単也で、ある. 

ミれは大さな単拉・である坎毀用を節約で、艺る大きな和益をもって 

ひる.却はその特炷,はー探趣,から/Aけはなお,こいるから、邵か禮 

化術二奴らの誦査に於ては一 pの桐た、、け公き層舟ら遥ば水る臭ま 

さ拡狼るれる.冬の姥果此恕に論ぜ' ら;Kるべ・理論はこ力也の柚 

出針画に於て単一繼に愈,用出末る。说卑に於ける冰に推是さるマ、 

艺逢は汙巢固統訓¥ 、毎平均］氯常,醇策别平均値字)又は=っ 

丹麦量のに还ある.現,在 の諭議は早驚当りの吾平均値に陋定する. 

注奉 ‘

［番目・の单位内の/番目の零乗に计する観測值七 > 姦で、 恭わす. 

滅の記電片/番目め単位祀阕するあのである.

えの記写は倉每集团又・は摞本に関するものである.

毎集 宙 棵 ・本

孝系の权 M/ 机z
学素当り平均値. ん、 总

總 計 な= 〃え如 奴=勿匕ラ

母集宙 療 本

尊素.の敌 • 〃=己 勿=5I羽匕

M 宜+
ハ爸な. 夕=巻ハ

冀乘当り平均値 ヲ=v/n ラ=紹1
j次堂也当り平均値, ラい/N J =給

无尊は一つの关で/。韋の記茗 と違って:いる. 我々は每集团及な、 採
ホ・に於ける寧素の總牧とレ玄夫々と及な加を呈袤、し匸いる。f 

/タ章ぐ、は。 M Mの訣号肉一次尊・使に於けるそ水堆にあ:ず、 る総計で 

ある(すべ、 での単值は等しいから)… 託号 左一致芝也るためん 

は記電H及な、 茲び/Q韋で、用いられたもめで、舟けnばならな11°

g)

后/人N ノ乙二/なると芝の柚出伝法 2L - /
ズ番日の単位,演送ばれそれはZ? X:仲の単技匠会村をの中么<、 佰か、 

晏、株爵に抽出されたと仮定レよわ。我(はラを椎定する玄の三つの 

方法を走える. 盧匝が解し、、硝年ごズ1す』1な埸会

I 椎定,塁.=アエニふ 単也が、暮しい碓奉ぐ汝ば!Kる周冬

推足鑿は学業当りの平均標本である.滅;松は俩偷撲ある.柯故な 

らば局じ、 単泣ガ、らのくりかえし抽出で、 は、赤 の乎钧は乙 であ 

リ、各渾忱は同じ麗非で淺は、、丑るから丫んの平均は

七もてー支 (とわく)

耕し 母平均は

從.って偏简は(丸,y)に尋しい。

/(&)互見出すには次.の林に会く

礼一二=3ぐ必.)十(刃ーえ)+(又一ラ)

平云してすべぐの可能な標本上で期莓値・左とる.頂の環はすヾて 

なくなる。平歩壇の期痔優・はノ0聿で、 与えを太法によって密毘y签 

かれる.即ち・

一 / N ( 〃< •ークん<' ) り"、 " / A/ —=変 n = \N
v(奴-y)=瓦买/ ーー不一一 k 杉 )十い一刃 仍、" 

章位•内 ・単位尚 僱捍

此処匕

フ / 加V、 一
区 =～布二7y ヨ(知7 " ル、

はペ、番目の単位に沦けるキ乘间•分.散である.

,式かか.业は次の三,つの支徐佐会んで、いる.知ち尊・位内の沃動



皿>

から生ず’る或か、 単位の眞の平均但田の炎動から生.す"る我分反 

な編倚や、ら生ず'る,のである.

gの過は精殊化さ:kなかった。最も普迎の送披はすべ、 ての次c 
な等しく匕るか又はタ匕k比厠した勿いをヒるかである。即ち 

ど、んな’章位か?法は"ても"ー定割ふの副次抽弦をする事で、 あ 

如决Y、の这択は分救の三つの族分の最初の必の即ち単位.用赍 

動かち生す、 る、ものの力に影窖さ:nる.

五単也が、等・しい麗辛で法.ば、れる場合

推泛量=ク五"NM:残ん

ごの推宅量は不煽て・'ゐる。ク«はラ・<、の不漏椎是量还あるから 

積れオた は単｝也總針丫少の不偏推是量„である.從ってNり 

な は每集田媼計丫の不価推定也である。Mで割れ、は、即ち齿柴 

团に於ける零来の趙敎さ割kは"我々はラの不痛推定.耄を得る.

1/ (方)を見出すには

一 = Nぬ・ス ^ =

舛ーッ=—舌 一 X

.. =普(孩f)"斧又一ヵ・

艺て,〃"五=治 即ち単位v对する媼計であり、7・か,岸位 

当りゐ毎邛因で、ある時には7 = 沔"である,

でMは ,

— = 人/〃 ] ,— —. 人/, —
為一 y = ー厂(はー y尤)ナ万(な一 y)

となる.

從・って

以ル)=テz 〃・"•-熟Qふ 十;^石(度亠y丿 (g

この今散の"単垃尚”の成を(右辺のオ=項)は章住總針な 

同の度動を表わす。での東分封単位岳の対七の斐動反公琴素当 

り平构値乙 の変動の両方によって影壇をう ける。•もとあ律位

Mク> 

カヾ大芭2.に於てかなりた.勅会、 め:Kは、 での成かはた匕え要素当 

リ平均値,"7. &、実陳cは単位岳匕ー Wでゝあつ-こ歩大き I' ～しは、 

しは、この成分は非常に大芝.いので応は臨博推定・窒・工よりm 
大きなハ玫を七つ串氏ある。恍って方法工も・志!しもまた’・公 

満足.なものぐはなし、.

辺 単位・状、大ささに比园レ在曜奉で法.は、れ え場&。

推定璋=歹亜=ぬ=標本平灼

ごの方法旦A sz«aJ2^ 反次〃心由セ会(/タ夂3)によつ在もの还 

ある.之れは不偏な揀あ平あ?左寧え.为法互に於ける根な分敵 

の谐天はなし.

くりる、えし抽出に於 こは、 七 香目の単せは相对焚歡"ッ〃でX 
て<k>れる。從,つ・て

E (ら)=七笑又=ラ

更戶

总ーラマ店!!L 一区')十(必ーテ)

まT'それに於てW番目の単位・病派ば、れた樣本比も平肉する.

艺てすべ、 この可能な単也の送択されなものの上.で平約する.よ 

番・目の単改は相渝度救”タ缶で以て笠ば・るから

以あZ)=/jら(7Zズ ー次ズ、ノ尹7十目 g (无ーラノ亠 (/・ノ、3 ) •

方法工に於ける抜ビ"肆れ同"成分は次々の単位に於ける善索 

当り平幻憶五间の差から里ず’る辛«注鬼を窓する。もしもこ 

'れ辱の博索当り平均隨側始んX、、すべて奪しければ、てめ成舟厳 

ハ、aい.

領I)
[れ膵の結秉を人工的K依られたノト田集田に通・用してR<よう・



以?

・ね

いる う

羣 づけな い

堂位, ～= N

単広,

単也

とはー

の大き

送択

椎定量 

方法血

送択

推定董 

た法丁ノ 

致しなく

熒 K
推定量 

ォ法Z疚
送択 

推定.量 

为法!

であ季。

为史I久

:字建.なでMての

:/V仇ス'/冲(不倫)

列ス-£ "七

4如&い、る婆釆をもつ三 

な兄、 で、与えら认る敏享ほ 

7廿"んス釘ろ之・クぶ <、・あ2.ノ)7 =ツんで、ある歩•ら、

天々えZS；Z反 

〇 母平為 

平均值は

ての単位・,勿ふ=N

る大さえ左もつ棵本 

である)平诒の喙本

勿イ' — 2
: 您ZH なる雁席で、以っ

:八、(不価)

(比刻副次抽出)はスな 

て(そM.片ノ,ス又は3

資料え/ノ、/表に禾す 

つの単位厌ある 

もう知って

残の

等履滓で以ての 

九(個倚)

: 辱Z隹孝で以ての

:元、 (麻断)

重み

ォ法Zに於けゐ備待迂 ー 〇、& 8 a である 〇その平方即右分散

に夜立・つものは "3 «〃 で、 ある 

//、ノ表大艺エ歩等しく 

堂也 E 〃七、 "

/ "ノ/ N /

ュ ノ,え’こ,3 M ?
3 3, 3,や炙g / 好

豺 /ス S 3

»
ない単位をもつ人工母泉团s き /L a— Y

/ふ 〇 〇 ク• f —ス’2s-
以$ノ ス・ノ —"、ク$

ノ・)" 夕・〇 ナスス"

一つの单位・が、 法ば‘丸を)K歩らニつ の等素 が、抽出艺れる.我マ

は次の皿つの～右法左走 えよう、衫 の中の 二つはオ法I:の次尼

さはスで、 ある。

伝より 

柚出法差公式I (//、/ ) , ( //、之> 反な(〃ゝm )を亙用する 

爭によって ノノ、n表の始來,え帯る。

ノノ、又衣ラの探本推定:！.の分散

方点
次のものひ日の分散に茨立ろ

食益散
単位內 W也回 偷倚

!久 〇、ノ 女$ ス•バS 夕•3«〇 ス、 次ノ

!ム 。、/ S ス・〇 § / /. 9Zク N $”1 ノ・ 2 8 6 占、??Z "いつ〃 ノ、〇紗1 〇、/夕 / X P/9 スM

例は人工的で、あるびれ と、み、・の姥果,は多くのを某团で、行わ水 

だ比較に表わMるものの代表的なもの乏、ある。も広皿は聲セ陶 

公澈がI康水で、 ある公ら最』、分散•与えている.为法TLは不備で' 

はある域、、非常に劣ワて,ひる.方法工スは、(副次操未の辱しい 

大ささ)希法(比・削副次抽出)よりも歩しはよい。

こ れ尋のえ・法の いくつかの比岐•伙水哭隙の母奈田 に つい<仔わ 

丸た・六つの履目(全,労柄看、全展兼男期意,全非岌条莞勧者, 

でれ を性别帥ち另性及ろ、■士 •匪に財して別扣に椎是さ:Kた)に对 

レてZ/ 及な ( / ? 93 ｝は 労法立は•不備な

为法ユと比較したと之渾位佝爰歎かもの貢敬に大、い田凌か寸ヾあ 

リ、右・法z匕比:較した とさ平均 ・ 人の漁りが、 ある举を見出し 

た。(波膵は堂・広内麦.勒Q、らの貫袱、 は歟祓,されると反定レ之) 

AZい以 Sy 州に对する奨址的な濃楊項目を推是する榛日 

ノん (/"2 )は、エめ型の为法とじ匕較した匕さい多めオー 

夕、、 ーで全分数に疲歩が?ある事を粮皆し之・ごめ砌究.に決て紫に 

-次単位は都であった’

&//、3 推.定大,乏さに比例しな碓痒で、以ての擬本抽出・



(祐Q

章位の大之艺心扶、大ざつは・Yしお、分っていない根な場合:6ヾあd . 

単位加ブ、匕ック还卷素庆、家族で、あるなな町の標本插世に於ては 

ブD、ンク当り・族の敦は町の地図か又ば以前。調査変貌と、ら通.常 

得られる.ぞして关にそれ善に多少天珂期屋れのものである。Pp s摞本抽出の利義のいくらかは入艺なの最良推定.蛍/比例Iし 

七碓率で、以ての抽出により得る孕吹出未る.をしてペ、 番目の 

奪位に剖当てた建卑とレよう。此処|二Zよは/以土の正教の題"で 

ある.我々日なお久=ノ匕仮定"しよう。

方法N

(〃、A)

リかえこれはく

液われる 從ってある.からで

〃よ ー强
E

〃

そのオ法 では

なる也く

¥の匕之

(〃、よ)
龙M

此処に,ん、 

冕換は期淸

»〃

时摞本絶計で、 ある. '

芝:Kるすべ、 この抽虫比なレて表わ乏％・る. めいろのけ

(鼠)

ラ"不備應定量I才

1_ "スね

"=--------
ム、 I

し柚版で、 はH蓄目の渾也は担財皮孜ヱオ で、 以て

〃

=こ
£=/

=苦,区ハ・T)

-4. M ベ
加 Y' - ----------

X Y'

祀よ を黄ぶ、 の炊蓍通.であろ.嵐処•«形は椎牧である.

推足童は

勿ス歐 ね

4ハ

石«勿t%、)=22 2<:么ズゝ=參 N 〃_z = ■ M

從って‘ ヽ

棵本に於ける婁素の期持救 

每某闭に於ける寥素の数

く")

E =走农ノz.上左制.ぷ、骂匕沦けるや益は今の简尊な堤合には表 

わ扎ててない. 仇>/履な、 屬化抽出ではこの漫択a惟走董・之色已 

荷重,にするといろ華び俊V务るぐ、あろう・

(洌)

こ火は丸記を"何にレくきめるかを禾す,僧はノノ、3義に、七 

Kる林な家族の推年救をもったんつのフ、、ロック・身んで' しtる。 

我«はすべ、<ピ％の抽出比えもつようにしたいX板,弱しよさ・

ノノ、3 表 "1人、の針塁・倒I
フ、、・、ンワ 蒙族推定数 累複和 劇当・て 定®

/ / 〇 ノ 〇 ノ ー ✓ &

N 3。 « 0 ノノ ー 么〇

3 ノク むノー S?
女 スナ *2 V"- 小

女 q ノ 〇ぐ 户2 - / <p s~
Z / ノ ノスノ ノイメ 一 ノス/

洛 V 花 ス" にとる ’ 通常の S標:本柚形 匕同糅二 、単位はWづ

/ V ノ 2ノ の価の舌L教を柚 <李 によって送ば、れる。 遂.ば'れ史づ、坦

ッフは衆覆和にお1いく !ほQ、ら 3注の面にある。 久^、Sごお
S '

訪向者状このプロック在訪れWごですべ、での家旅を前以ってリ 

ストにめせる5又は政えるる、 する。諷查して3 Z家族あった松 

しよう。オ・程穴I ms )を通用しく

勿ん、=坦1ん、-(-^-)(刃)～^～～ =少 (j笛立い兼,敦) 

w W Y、 え 3 .
欹する副次柚出比

"ペ 飛 ノス/ ノ ・
-------V——_ = ------------- W芯Mt Ny、 <ス")(又3)

はブロックびリス火之れる抽にあるー徙って訪闽看は甫以て:： 

のブ、ロ、ンクから女蒙旅の中ノ彖族衣切る尋を如る辜が、出未る.

この規則・成訓次棵本尺契課にレは、、 レは、、 ある採な姐様的で、 ある睫
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<使初である.

の分散は通,席のカ法で隔られる,

アルー y 竺€空 

ん 〃
((〃、么)居よりj-y

元ー〃力｝

うける»從つC分弑に於て.•各平会は荷重.Z匕を

ド"応’F・い俱ー"］
もレも A =嫉ゴ"/ eで、 あには、、これは灰の如くかな 

な形にか'れる.

(〃、ハ

リ面章

小ヨ伝竺・ぐ宀・「ハ
(〃、 ? ')

もしも孩=M尤ノmで、 るれは公式く//、ク)は/(珏)え対して 

伪公丈、 (//、3 )となる。もレも又七=勿(加聃雇本パしい) 

で、 おんけ,公式、 (//、つ)は 碓率3翁レI、侷るの不漏椎史.星の分 

散)C对しての公試: (/ノ、N)となる。

こt = WM で您け:K Iか(ノノ、ク)片・焚ける”遵位.洵［な公は節 

素券リ平均値ん に於ける斐勤匚よってと同株大芝工なに於け 

る麦動によってある程度彩響される。

ノノ、リ表は〃/莪の人工宓"集团七浜てレ(アル)を次める基礎的 

な射鼻在禾す、M =々否あり欲する廉本の大芝.さはス・ご■あるもゝ 

ら影=ク2上あ、< ,区七は久ス.,久ル及な”外灯Xして匕らえた

ノ/、な我 レ<ア/レ)の針募

単位, & 叫D 切'
必/ g=ス財 i (”g)

•*_■・・-・ ・■・一・

S/ な S7
/ 4/7 、2 /〃& か;•次 / 及

—-----—一

ースナ

N 夕 ・久3 3 、攵 /" ノ么 ノ们? cP * -/•?
/ 久 、お 人財6 嘴00 ス之 g 6

実陳には

む'った. 公式'

a

総

備のk

亜 の抽

ら出 か

洌 で、

も法山の关里し

Bの还 はな の

しる

もn

=標本平均

f

=»•
し

し

分散

レ喚)
〃ベ、 咯5

例)

'’単协内

"善性両

リも

ォ法

針

させる•米今やり 方は炒らず、 もんK 

より終曲した推定最でほ为法は 

株本平询(オ裁工の林なり舟、才 

大りよいで、 あるかビう&、在慈え

も

y 
も

の

を遼

芸的

より利益び、あ 

法レで、 稼,吊さ 

る孕はあたリ

=3、フク/

ほ駛するN%・發』レは単位が、莓産聿ぐ这.は、れた不 

も水工い分飮で、 あるか?オ遊/レは方法I•又は位よ 

っている聿欢分る。もしも大艺か知らなかったなんは、、、

(PP s ノは用いる辛び出敵な1'であろう。拼し尋戚韋モ 

のオ法Zぐ、得られた術椅•推定愛を用いq辜次、也来る

は明らら、にW法/びな 不漏推定璽友博るため尺' 溺価な亵丽 

ている.

//. 2 表 

方法亜より 

劣

十Wヱ刀rえー兄刀十«亥一ラ丿支

ない•大ささ

辛・禾す,桥

た椎定量より

まえの率である。

务法!/ 単位在推定,大さでに电削し左碓率る粧沃阚 d 

椎定量孚仁=无'

の椎建蠻は

七(E =ユ玲必

あるがも齒胥している。

も 芯スか、良妲な推定量であれば. 泛 は正しい平均値.、

X ハズ以、/" k过いし偏倚は』、さく母るー

五 テレV任一区・)す(必一ス.)十(ら-ラ)•とかけ、は、

の成分は涅の坎に尊も、れる。

V J(-W ー 京・) 
M

g>

61 Cは篷枚んまるめられる.これはこの枝］で、は竹わな 

(//、•？')わ、ら令談は攻のtKになる

らの貢袱、 =(Mス ー冬e )Sjノ门ス=え公ナ 

らの貢訳=x z-c ~y)ユハス=ヱふ脸

又(とおく)

もしもZe 匕匆<、の値が、Z/.大表と后じ林匕该ばれるならば、、
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•§〃 幺 の二/なる場仓に対する方法のヒリまとめ

読老はJv の分散0成分な/ノ・勺液 二示,す様になる爭・註明出

耒ろだ、 るう •

単也肉

ノノ"

/ノ、S表方法レビ於け

渾位闾 偏倚

ノ、艙〇 ノ・〇危

る分飮えの資献

全分散

ス、〇 S

これは身沽

匕残んど同

HL (pp S ) K ；Kのすべ、 て 

じ、 也侵奶さ、 おる。

のセ法よりちまさり为法皿

學素％)平国値ラを笹えする五つの»・法匕救値.例氏狡ける亦飲な

/羽チ<??欢・と幻?•以3 ん〇 た=/

/表に先とめてある.

(九二/ゝ ./人1 < =段抽出法

法 単位心ぶ:廬年 yの曜建還. 備俺の掠•孑 例に於ける分歓

I 塔確遂 歹式、
• ,一 ー 丄久:z. S« /
隔倚

IX ： N, 子クク

I 界碓穽
z tl£ 齐ー

M •
不備 ノ、。 G/

HL 与oc大苦W
タハ、 不 偏 Zク¢2

17 Zx? oC推定大芭艺
,夕JCクk 

名M
不帰! 式クク/

V Z」Q推定大さ乙 み 備 简 ス、〇ンQ

"&〃子 た>/なる場合の抽出该

5Q処お公诊勿ん2幼次ン W血龙 H > •/
. •、 「, : •七. •・・・・ 1

この罰で、 は 主な抽出％•法反ぴ推走璧を一つ以上 の車位炊逢は、以る 

嵐常のれ場に站レて述べる〇諭議はなお単一の層に眠是.する.

免づ、才ー V尋礎猝での単也の抽出を走えよう。例Iヒレ<"ア乂リカい 

料尊酒»,j卷歩らス"貝を嫉、保Mに"淺ばれ左nする。貝当H云就 

の效〃父时ー披に姻 ノaからス/旦一麦にレごいゐ・各瓷ば’批た眞

8> 

で、Nつの虹沱わヾ熙律為ペ遂・ば、れ、科学者の年令必配錄註れを。負r 

料をノ/.ワ技に禾す。目的は全册に治ける托紀丘必、れた人の平 

构耳冬を推定する爭である. ^

ノノ、つ袤"ア乂リカの科尊荐なる本に於ける人

の一科學看の耳令(n =スー , いユス)

学位,番琴 卜い 耳 矣 4球
ぬん

ね/ A*z い

ノ / J- 玖y 5 〇 十ク久S*

N ノ 3 3扌 S/ め <? aぐ、ぐ

3 /? 心 女ぐ 尸, 1 3「、〇

玖 // 2 女ノ ・公、〇

ぷ ル S ? 久ぐ ノ以

/
//

6ヽ
、? ? 〇 S' ■ ?ク クさ/、? / , 夕3 心 泊 クク夂、"

ゲ ノN 义9 ぐノ ノン。 • ".、〇
.IE 次 <? / つ R 〇、〇

ノ〇 '財 "知 3 • ■ / a S' ■ 9 ぐ了、〇

// 方 クZ 宀 •/&b ノ,己£ク・少

ノス E 3 § ヱノ クス/ Q/3 f ? / / // S イ"クN. M

ノぎ / ? 心 号 /s N ノ・ $ 幺 b
XT /»

? / W つ イス人〇

ノ 4 ル よ幺 3 9 3 Q 土 之、〇/? ヵ / 3 . X7 //り 片歩",ク

ゆ /夕 6 3 3 /夕 もE、b

/夕 ,, / ノ さ夕 /Qク 夕f ク

ス" - /夕 广幺 3 ノ さ才 小3 ノ、リ

烙針 
. 次ダ.

ノノタクタ

- •———

ノクノスノ、b



える方法Zは二つカ類似徃灯ちっているー 

の棟本・平物・&ヒる.即ち・

/タつ”
=ーーー =幺久/* 

この定だ童は偷倚カヾある,こ奴は勿全一定J くもたとさ

E (兀)=方W九

で、あるのヒ尊索当り標本邛用は?■=工nス只/〃 还あるのご基曷 

に分る•偏简推定豈.はより水乏ほ学位にあまリ匕大さな壺邳左与 

之すぎる,•わしもM §ヒな 力间V担筑が、なli れは”亞"んた、 重必は 

大した冏•題ふはなく徧倚は大標本ではさして亜擧ではなくなる 

侨し、むしも "式、 ビ 只' の尚田相阕はあれ成偏倚は人棵本乓、も熙 

晚史耒なくなる。ての冽ではm尤とy<｝の向にはかしゅ政の相肉 

炊'ある華痢期椅Wれる。倚古攵ならば食あたりの数史芝わるノ云記幻ヾ 

長け外は“長い痛務卷者の年令ば年を匕っている項向"、あるからぐ・ 

<6る,

この論畿は左法工に於ける别の椎定量.とレに有重平均

見,=矣/安孩_ /ク,ノえノ、$

を暗禾する.

これは分孑及な分団・茨任摞本び史ろ之斐化する

ぐ、ある•比椎史.の简性である株に偏倚は入棵本では嫩诅出朱る 

もしも副次抽.出姗比・側的で' あれは"、ごの推定匿は盈常の壞本平均 

ヒ特リ 、カ践!.のものヒー致する。

勿妣すべて某しい場ふは、 望めづけられな【I城本平伯はしは、、し 

は、、毒重平物より小さい分散をもつ•併し備倚を生す”る禎向ぶy い 

でとカ、ら童みづ,けられない標本平构はより危険で、 ある。

不偏推定,量(方法卫)は>欠によって.占えられろ・

樣本平均3椎定區を3 
まつ、ヨ一七,我:寸ほ通弟 

£_冬 

W么ん、

=久スフ・

から兵型的な比推定

く％

c(T)權定.量«菸くは燥本に於けるカ汨の摩位の総計の木俯椎a垂 

珞ある.量,区〃< ス は抽出比の适枚"/m 倦乏:Kそれを导・栗の 

總救Mで削る。この例て、、 は本のと真敎はスオ23で、 〃(本に於け 

る伝記の綱牧)は 〃柄5 : 〇 0 0 " k•序史に与えてある•网にこの 

救学をあてはめると

= ・ ス/uご
レ  ----------------- (ノ乙なノゝ& )=紡dキ
" 山)(皿®。)

ん二ノに於ける遍合匕同;冰ごの推定堂はもしもM父尚に斐勃び、を 

けれ・は、正碓岌欢悪くなる.

大きさ又は推・た入きさに比例レを、 碓弄で、以・この柚出は,rの倒で、 

は探用企れぞ 、つもな11=咼散ならばN矛2 5頁旧の記又翠項の数 

を敬え麦｝)椎更し左リする從學おるまれるか らで、ある。で汎,卷の 

古法七対する進定重ほK杖,的な形で冬えら故る点、 〇う3& 9、ノ。を'描摘しな徐ド秋Kは大艺さ又は推建入,さ三に比倒した 

碓洋作なむっためにおさる、えで双て揀本抽出夜めばなもぬ“もし 

七同じ、 •単位・な二度柚かれるとす奴ば' 訓次撩本はズも、芝ら、えで、 另、モ 

とられる。推崖屋の滴倚臣検討すろに隊.して痴マは§久/7 匕同 

し'.'・女せ均な工夭在用いぬはならな”。黑作為凌量尤］はW卷日の 

単位が、 特别な標本にあらわ+1る回数を表わす.くり七、えしの挞云 

に於cは E ・えZ会で、ある。比怒に5は幾坂碓_率で、あ

ゐ.

方法］1L (戶尸5抽出で、 撩本に於けるすべ、 ての津位に对してみは 

等しい)に淤ては、操本平物 亮 は不偏で、ある。符故ならは、

s姦、)=W 互々/歹/十メユみ十、',••、十わ ～Sn )I ’財 ・腿A' =
— 1—— ゝ ____ __= 7

ごむ るがhで、あゐ、



(心

务法"(区七 に比洌した碓率で、以ての抽出)に於て,は;うe<? 七电| 

当てた值奶何に构らず弟に不備还ある推定莖は

■4 M*
勿^' = 一------- (/ノ、ク)

Z七

一 Z1) = ----
7ル 久M ェ

M尤 心

である:

何・故ならは•4

E (れ)-
/ M

E ( Z
烦竺 —) / 夕 _ =

ぬ)一 •エ久〃スー>
a M V,/ 区七 ノ 么〃E

で、あるからである。

Zの椎定道は

— / 孕
尸 杰X? ね=-3)レ ー‘一・

イ・ 么れ ふニ/ 7L&.M

匕なるえ、ら、もレも

とすれは“白己商量.以なゐ。

久=/・なる撮、には、墨但・はすべ、ての期待抽出比还あった。

久>ノに対して’は C 〃、S )かぢ奪・しい分玫のシリースの分3 

分枝・在加え合せる事Qよって ,

成Y、久<? 芸/ 祝Y' ZN
义 -------------- = -------——— (〃、尸)

ノ ・"ベ、 "

で、 あるから すマての期待抽出虎は勿无で、 ある。所し媒,本K於 

ける零素の平均教せ ・

/V
久B 反ス、*2卫

從って ( 〃、. # )カ、ら ・

れ・=(標本 に於ける要素の如待救)/M 

すヾての抽出,比(像本に渋、ける耍素の 牧と酉巣团に於Hろ 尊素 の 

澈の囲>は一次摩位抽史、比ら人及後副次抽出比诳勺S Z照ら仏、 

に匕别しかけれは、、ならね.

匚(と久七)=£(2L

(%り 

久二/なる埸会・匕同坏Qの權芝量は不隔摧虻壟式ヒ同じ種.類の分

散の稽大,をある崔溟わける。 之>/なる時七法ドカ技但の可能ほ

柱i爆就、 ある。少くとも歩なり の麻綺をうHがねなハ推定蛍は百里

櫟本平均

れぬ"

上一 5y ノ
= E こY
4 lz — (〃、タ)
をレ ス

ZZ. -------
.•

£=/ 时

ごある.

分孑は么yの不瓶推建童で、 あり、 分&は么ハの不痢惟定量である. 
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« (宜しも負であれば副次抽出 

狀すぐ、 れて1、る蛰&分る).

み、

此処に

z次 なけおずなら

y

〃,又。)

今笑 D、羨は尊位.の大芝艺Mハニ寸あり、ら検序

心 D宀 

ノ瞞ナs e

受 陽Db
gナな以/

ない.z>/に似た蠻は逹ワに記污 

すペ、での肆位眾、 同じス芝で科ごあ 

斐量ベメ=みノ ーえZ勺Vつ、、て 

分析としよう。

C前には会った辛い尽ゐく§久わ。

る舟巢団X考えよラ’

え§表(P 2炉)と冏根に分散

//タ我 ・&果団に对す&歩散分莉

ー>久単盈新 (N—/)

一次単位內専紫囱 gT)

MゝS

淮万『/,レーノ)

对ルヨ―如f

Eデの定領刀、らすべ•ての巣征上ご・のそ①半均值は(,む=可に板遠) 

说=ぜ・窘

径っこ/V‘か、 太きけが・鼻〃、 タ表からうプ’〃 の平均宿ゆ再な、、 次°>様にか

P混〇



【み・

オ久Eがり為

もヲ3 Y於て.我々は鬲数Sb反な、 S;加叫け如何牛なな:［、に払ーノ;ヽ 

玄网兇レた。我々は夹験公試?匕レて次のちのを見出し点. ,

S 此=A 2 ' ( 3> 〇 ) 

攵『一斤s' 一あー/J /石’ 

此題に$2は&楽田に於けるすべ、 この琴案間分散:である.オ程丈

C //・スノ )によりこ・tは

ひじス=S々X,‘ (〃、N N)

■

を与える. '•

も・しも 后”あまり大艺くなければ £だ 妣ー宠問ち导=〇 陰 

つ < 富［=ー宾とい5仮定.は§久Sで、 暗求した泳Xしは、 しば、 满 

足.である.好の也、オ程武、 (〃、スス)は 认七 新七び、 増すヒ液少' 

する辛序期待エれる爭S禾す.H 及なZZ如5斗(/ 9心)は

經験から瓦jは戻隙にはルほビ与くは減少しなi\ xいう争を 

帽禾している. ■

我々は今均 史人 の最,適送灰在論ずる亡湯にある。

［ノノ、ス。)から

ん.OC癸・ .VC"十食〃"、

i|i 令-

区<

匕 

す

も

ももし

しもリスト

次の和芝推謫が、 ユの結果.£、ら点・臣出を

/ . 一次単位,当りリストする黄用及な七M匸闵巍しE依業の费用 

C』M、心一次奪位当リーえ及用C"に比Lて彳目討的R ノトさヾ 

い反えしよう.

直で、玲る・

幸は

/Z も

し・ の?ス科、一定 で•あ平日、' P P.Sで、のM狀が、最 

赤加か、 ぬの增大と芙に旅ケす・加げ’脉毆 

又スゐ历^ にの直にあ・&い

る賀用域主であれば、谡廁曜平旧乙:X廂Iめ

=一定(尋礁岸)との间にある。

g)

ノ方 あしもリスRする數用及びー史壹用次大芝さか、冋Uオーダ、 一 

をむつヒす圮ば、、区おえ 扁、 駅、 良好な・枚聚で、 ある.

敏分により見出Wれる撮適.£は藐者の翻題匕して残してお、 ごう、 

・の晅は

J ZMズ &了

4 =-----------------------
.» j N 土ー-以ム

Jcq 5ふ

である。

最適.のは久に対・する致方方程・式、 (//、わ)左酔いて•見出乞れる. 

既,に定べ、た怀ビ、 ごハ風で、 の論讓はの大きを又は反好な椎 

史耄が既知であると仮.定して1ゝる。樣本広播成する聲位,L於て)ピ 

等とちれるリスト孝る辛に对しく以外は、 メ個の岸瓦c大芒艺に 

っいその情報を帝る賞用は割咨Uては、、な、、。

& //. /Z 備倚妹不偏推定,量

Bv汹以 DQ・ 以 心れ・以队

Bの甬で、 は我々は標:本平均！-基ゝ、大・倘讨世W豈か、 それにえずち木 

偏な方法よりも分散か刀、aい條件を・検定寸◎ 〇 一次挙｛n E H ?る 

匡憲の廷饮碓率g£在仮宅すもて,その比辍は//、う表、。、％汰U 
ヒ方法渉の用で行えば、よい。推定覺ほ

疣=ー牛,」=.J (むしつ 7"=疚％z4rご成iH以、')

強

孑ル=糸w芽五=房朱•(む"治g=*%/れで•加i")」: 

構咨的にラリほ上担逮以バと同株であな・此処にた=协な/^・攻 

乙、ヽ•わ、’=,・地/"で3る,一方耳2 -勿'.ノ力'/’単位,当9平为值"小推 

定,援七岗じC•ある。通港①・由也定あ塲金・ z同杆、に從.って衣以目 

史ぜN ； ¥ J>向hあ閃S大さお玲耳レZ \リ正耽〇・ある小ピうか

を決定.するび?',ろう叩を朗伟ヨる。简谅ろ"’為め,=～> ・、カ、



(28め

法で次あ=と仮虻する.是理//、/系歩、ら

ノ(初キ云N二(--- (为-〃れ广寸竺^～～・竺:-)Sj/v'N J
£=/ J & " ノ

分歡 /(屏)は 史す三/匕おゝUた ての結果の精泓Iな場会以し 

て見せ切れる‘切れは

y

M

を与える•從.つス

乂 =曹・・X* ="イ y

•伝 "
コ(g 一 ・ 

た/ *
广

y

:R = 丁 =

［/«キ、 ’ 〃ノ / , = 2 ( — / —尔ー) フ
E “"拜驾(云(虹・り+ — &勻

レ(兌)M対しては 苦建ノ/、ユ系わら

ノ幫丿
/

0ド

义//

E
m(表'仏ーみ・)ゝ

単位・內えの貢献は二つの推定屋に於て同じ、で、 ある、 

從って［は もしも

* +以・ー〃ズ刀之く £ビ、M 一区メア产 

Nス 底£ 〇 ’ •

で、あれはホをハ分散をもつ

［れは次の株にのける

/ = Ax)、z /、ハ’ 、つ‘
左辺"スー,る)ぐぎ© (云:"丿・ (〃普)

ね’=壮/zズ/ Xス=〃ッ笑、 をして冬一次単做］二君レて淺義

された夜量匕しょう.•奪位は雁牟なさ密ば)Tしるから

丘ヾ尤=W Zク令0ソ, 

知

ォ メん、 =2： Z/ ～^～= 〃・

•從ってy - y/mは y［对xZめ‘・刼墓同比た笠:'、ある..

02

(//. 2 3 )の右辺.はYスの母分散で、 あり、ー%・左・巫は斐量(* 

—Q’X丄)の&分敝•である.

く・ーセX：)の分散在展闵すると逾・常の比椎え(§4.7 )匕同 

探としも次の加くであればV (恥)はレ(& )よりノ］、さU爭が分る・

/ 打・ ノ・よの既劫療牧
p >ー------------------------ '

N */会 <、の辰就係数

此処に尸は %” g 反な、'*Zんよ匕の丹の拒肉係救である。

一次.単也俄専,確,率で正は"れる匕き匕はごの姥累は次の妃を福臀な 

株件kなる。

ノ 必のC
’知M.C ’五なF” <//'N义)

この條件は偏倚匕不備推崖量の招对的正確度は一次举谊総部・と 

一次単位.の大ささ/7八、 ヒの尙の棺肉係教の式きさニよる刍な禾す・ 

耕し比映は夫標本に图するものであり.、之狀に於とは方法レの槌 

总塗ヒ於ける偽椅河挪、浸された.

§ //、々 推走分散 ^ •

既に分つな栋:V、大柩の推蔥墮は§ 〃・アミの推定比が吉茂ノ"ご饥 

不偏推定,暈の裕丸小の将别な擬合ぞある,• 、ぞ相号・一口 Mする集ザ分 

散は定理ノノ、/反な、 U、スに示ご岖でI」會•こ应垃の分缺め痹本 

推定鱼を冬ふえよう.

定.理//、3

え但の一次单值の療本か:碓・乞ズ(主きが.芝;h以ビ>で拍E, 土V 
る。各號は、れ左奪故七、 ら副坎探本カ:敏純寒旅為拙狀で抽出土术る 

椎更量は

でーある,
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龙の也姣务款のポ隔悉定量は

ケ(幻二
宏义2

r 

ガn/

(*

(Zx 須/:

Z
''れー企み)

比忽と&は皆集团比〃X である.

(//. NS)

(証県)

久イ口の錐晚袖出)cMする一次尊位厥本姉、針を,ノノ奴,…••,上 

で、表わす.同ビ単位せ一度以比表われるけ:Kど、 も我々せ衫れもヾ去 

われる名場会に剥们な添客をつける孕匕注意しよう。!

"尤’ =一 £も［ 匕しよろ•

從って

〃ぞ ハ 、・〃用 ".一
----------(h 一財尤)=--------- 办=----- えス、

牧勿ズ 足ス、 布式、 Z.ス

て丄ー"ー 云、公 Mx

_ ... カ"、!" 1 ■-ーめ)-一十——
乞え •ス 琮 Xズ

(久尤一奴)

此级G 奴、 二なー尼X« "、 Dc= m Dt = Vc. 一 rx
艺ゼ 义、 番目の尊(立七、らゆす ヾての副次標本上で平カ じこ平的し

よう・

'從って

r (松・)% 7 坦? . M(M - ゆ)*i

£ ノ L就ノ よ 応
勿伯の単位の一隹.後択に対しこ

1渓艺!E整(混ぜ,宜咤ら際)

の尊技か・特別す標本に泡 て抽歩と11K 回敝 

すべ、 での 可能令紳上 で平均する とさ、

いは/番目 

え但の単位の

立Mt以・-7〃。)泌
云 改

蚤,表修)嘔

此処・仁

とする

E (, 心う=久 8/

應って

如a

R.の氏、 9

初/

である串に注.惫)

はXも永夫知で、あると、ら、・

K棵本框定量食,叉矛ん韋

つ在冰じ亦&の久,玄(久一/ )で、お、きか

久2 乂2

?1 ノ "必、 ド
E ZL (-------)=れニ

1=/ 欠-’勿ズ ス、=ノ

贷一二w必

へ / N

V (食)气——丑 
久X2か/

名/ g

饼し 遂理ノ/、/公式、 (ノノ、/2)によって

〇 £ =ねー£ X v で、 ある8、ら,'

〔ク;十竺(住g：)

既B冃終り(ひ・(冷)に於ける4氏は

系・

定.建 /ノ、3は、々矣.なある施用で、

のまゝで、 は用いられなII。

<?の瓯常の比椎走の場合厅

£る。xの不隔椎定,量吁

&/ J 
款W

•佚って我々は次のむわあ用、、ろ

ひ(为=95ご;5やぎ」矗’(い尺粉广 S5

(例) ^

以フ表(p2^~)のう法1’によって摘定.甲均年金C標筆嵌産を詛W

し,、う°こg 例ごは つク 頁か” W 確辱 ご 初 =2で 収 で 車はniた

锥定量は

為,=号甘 = 一E一・二"、匕:い年

众計な苗数は後の討算ご正確を期オた步に供しこ击、いた, 

公式((〃、眾)を逼用夺た均

•ふ=£ :质e 2 : R =务,： &=约=2 : Xデ订を％



ヒおく ( //、之/ ) 三代入する」

"幻= ( 〃・ N フ)

平方禾口はpじ”> 〃、ワ 表から次の形で戚,易口計界$れる

£ (むM)そ2史」払e公)相ナえ,E W

-ノ $ぷ7$ >0え。 一(9写、3W-)しめ,次T•ぷ丿千(球フ％ J\ぐ〃より7) 

=S・ン ノノ j。づ

/ Uめけつノ,レ“)U (・ヽ ～ -------------- ----- ニー、』 7"9>Mケ尸

£ 応)=N. /Z 坪

公式(い、・)は一穀抽出での比推定,の分散を計算するの二用 

し、 だP /2ク の公诚(/、/久)と同じである畢合分る(/.ク、C
以ー叼ルを除いた」•從.彳て我々ほ比匆で孩・ いめ,X；.=り 

,にむいて比 、己魄/二乂スに对す,る分散を蚌祟する尊によって公式

(g、/"丿・用し1る辛お'"出求るて、 あろう.こ火は氷沖/〃 章交注.鬼、し 

だー敝結果の特別な場公ごあや。もし臼二神柚出で％;如、宏視 

出耒れは・推昆务散は一段的小に対し.r用い任公共Kよって見出し 

得る.、の争は二’敍抽出の相可敢複把性にも招効ら寸“,很典分裂 

に对3%公'芒あヾ間尊ばま、であるク、ら都合あよ、、邱であ攻。

次の結果はオ法レに於ける不偏推定量に対 " -3 •を分散イ)探本組芸風 

在与える.

法理/ノ、幺 ^

定理./乙3匕同じ抽归六法びは, ラの推定壁B

從って・レ(布)の不漏標本•粗定< は

け(引)=荡7アニ75冷だ/ < X、 一’腥) (ハ、q )

(g

,ヽ Mんぬ く、 ノ 火:ヽ —
此処に a=・一:た=顷・巳 X =ガん

X Z< U

証8月は定理,//. 3ヒ回炉お法で得られ如

この童で临し、、 たすべての方茂に对する分散の推是童はこれ辱の定. 

理みら辱く尊び出未る.それ苒は推定墨の自て荷:更の形で 〃、/リ 

液に.禾す。

ノノ、/ ゆ 表, &年均の推定蜀.M对する檬本分歡

ォ法 渾也薩な ,心 ラの推定量 分敝の棵本推,呉
(白て两"重一標本に対・する)

I’ 尊術率 技ng、 , y 方爲gら〃"亥一お广

H ・誓確華 我冲 稀私頒”)usダ注

亚 M フ〃 F "・お八範一日"疗

炎・、し ・ / ,
狂 Nf

五 ・、m5"舟"

/ ろ ふ み 5一 W 一司中"(3「4*
もしも 自己荷重由條件か、' 箍用ぞMなけむI3'',定理,〃q 25な〃・ぜか

ら賞権代分散め標中推※崖を御' なけ狙す令らあ。〃、小我で・ナ你

式’はもとに・〇と、ヮ埸令'd>抽逝在很定.レ;滓・&公、 もとに・〇と、 る玖を 

玮なしに遊冷、ai 些と若は方浅工’るザ狂に潼用す玄,f、p、くは烈聽勺る 

公犬は仮))に'% かr小ですっても適皆套Y,る〇

§ 〃. ノ 3 層侶糊出えタ我、 張

〃.•レ& 会 口q!弟让ノ 一如勺0'g : -

不偏な力法,丑、皿及びルに万して,眉北液裁は冬易であろ添> 

んは層ら表わ扌;N并 は層イに於> ける熒紫の総数,Nは
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枝・集・团に於ける嬖案の粧枚である.推辻田平均は

= ム = •

歹=A 万えれ’歹ん=/々ん ( 〃.〇つ) 
x 4=/

此勿にテ丸はXtなる零案当り膚平均の椎电蚩な表わす.

史上

V (孩)=こW Vら) • 5、い) 
え 二 /

及び椎定公散せ

/ (ね)=Z!改ケ(残J (〃、本)
. え二/

尊一層｝C封しての a 3ん)の値を与える./ノ、叩表yこれ5分歆 

の権定量をほる隊に肩用である.

層化抽出えの〃、依表の一記の拡兼である〃、//很は三つの不麻 

推定・童の拭教的形武丘表いす.,

榄殃 へズは層内で推え童た自己茴•重と叱る副次標本の欠きさえ 

禾す。推定量の自己荷重”形は一番在。>棉に与えてある 乙 もし 

も グZq あヾ推定量在層内で•自ら荷歪させを桦に日Iず・散夺かっな 

らばー技形を用いる一哲内で、 の和はづは/,からL注,ズは/小ら 

九ん运で、 ある.

//. //表 層・ニ段抽出,t二海Dる不偏推定最 

_E"椎崖脣_

ォ法 潛内单也万隹率 勿& -WA'
V ' •

• 自己宥重形な

五 辱確率

♦
条却代N&19

»

金後そMん・矛•£ 强贏i"

UL 况ス mレ・

IV % 或 AM z 
玄大C 治尚胃貌 古を检"

33)

ノノ・ /Z我の一卷ちの懐は水椎定堂坎宅金,な自己高重となる條忤を 

禾す.么4卷£ひ・・層式内のすべての抽出比である聿な是い扣::すで・ 

あろう。接ってもしもすべ?ての柚出比ますべ、くの層内でー建にわ 

けは、'.推定量H及ろ、 77は忌全な白て旨重であるL同じ、焙杲扶オ法 

皿に聚けるタq 5に.赴しても攻亡する.何液ならば:?の丹法では 

一次單泣当リオば/さ辱素の数 云丸は屑内で、一定であるわら 

クノM 瓦ん/” け又層えで、のすべ、 ての抽出比で、 あるからで' ある.

廂倚・推定z量r及てヾ!Z及ス比推定.で、は、公式(//、W )匕同你但々の 

層に对して惟定重の荷重平均ふ困い得るで、あろう,淅しすべ、て辛 

つの为法は本費的には比推髭で、 あるから、備椅•はすべての脅构ぐ 

同け辞号を七ち、もし丸層の教が、 多ければ各憑必らのノ1、標本で、 け 

荷車平均に於ける麻｛奇は入之I)ものと &る.［の複の椎足屋は,各 

層で大燥本をもつ小教の層であれ,・ば又円丁ペ、 x 0.0尙n如視・m耒 

る匕いう証抵があkは、 お、 すすめしてしぶい 〇

その他は韻七ー板的な谒合ほ示想故弓樋合せ比一治淀,た趣る尊<•'•あ 

如

f 介丸〃ね ——5Z -— 
S 4 ノ N/v'

としよう一 そんについてはW莉に応じて定義としょう蚤丸,丸

は天々脣総計れ,Xんの不偏推戻邊ぐあ勺〇 

組るせ比椎・定量は次の钦に强義で湛な

魚の近似,方湫は盪常のび法も、次の様にっゝヾ爭にaフて京・密二 

肮る。

就一 R た,(治一 R如) 5、い、)

最(カー只言)は 受筮dイ切=%厂Rx’W »を縱計(*--牧‘つ;'' 

下偏う・カ決、"C <定母0あう。従って 丫<嫁f Kx ,,)

ら
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•攻・宅理ノん2の焙別用埸合匕して見出を淞,る。これは次,の妹な

結果乏専く .

5 J 
以い

,/ /へ、、/ L / 仏 / / x ///> (ー勿 )
〃屍)ギ壬2Iオユ么一与,？)十ー ー・—

X&"仇…［、、5ん宀え 之ね

(//.財 y
比孤に

りいWヽノ・允i ♦、人

彼="一/)辛・"广REJ %' 一広N代

万法レ及沒rに对する、分散を窘・< itリ、|< 公式く//. 3«)/て

於て乂心=ノとおく.すると

X =竹 : 々=歹

D小二んイ -ラ〃Z

心f、笊フ担’蜘ー臨 ’
E 3いJ匕目株との結果の分散公誠?は比の形の迎蚀であり

"。んス はノi、乏いと很昆.レている.他.の特・别な場会は次の通りで

ある。

方法!!I .

層内-ごの大会七に比側した植.率 •Jtチ 质 /M人

椎是・崖:もしもフ兀い=：7f/t "5 7|<戚〃、〃袤<Dものと国ド

な液公式、は(ノ/••?/)も、 (//.3-7)(T何中かり、ら酣く事が仏末る.

底)る名乏が"版ー"性伝虹成)

管内の尊也に姉する竅適构定比 方を6玄択はオ五資すSス!t方 

法で、 乏まる厌此処では誦I'、存ゝ、・

夭S の推定身敬匕对しては 、う存式(〃,ヨm)グ、ら

決吳)=戸デ"(义一尺交ポつ

［ロマの層に於て奏童化、 にた理〃、々 を通用して

(方・)

此 処に

ん
淀< ノ
w "心

ラハー W

Q/

B*)= g※わ

ち、

ん 一K

芸一え’ノN
(〃、い >

Lし t 乂歩未如であれば .標本推定置ユ父ん をそのベ、 リだ用いる.

むすび' の註炊,§ 〃.ノ幺

ノ 〃つ レGpztv 皿圮“レ乙□

この章で論議,か:、示す抹匕、単位の大Wへ/パ、 簿しくな"埸令••「、ニ枝 

拈収の有効な斟画は理想灼な加)吹てい壮寺カヾ您穀ごおな。こJ-・符 

は周渾に主な謫文史紐介しよう.

/ .大きさ欢分.つ«いる3 、国M的に令つ < '、るり' 又の未知で、

あ・るか•を見出しなさ1'。木讪0' >■ 埸合口大さとぱつ、、c U)犧 

報坎麥易に愕られる公ビ、うかをあえな己、.' -倒えば、 帝.*I 為

(ノ 9幺フ)は、あるキ、 リ3ヽ’"弟でブ、ロックの二鼠瑜生/嘴醇 

1仁。それエ於てブ、ロック古-)泉派數の有用な < 更理が、 利R!光 

耒なかった"浪兽は三つつ糸aを为えほ1町)乙ci)善禳やでブ 

"ロ 、ンク・在柚出する.(仃),Kきつ日"に罔ビ紫根カなと愁1ハ

歩怀谷< X的ブ、ロックぞ仰0旅' に小さ今フ” Dッラを集必んKめ 

ミ・、・ _フeご的を急、、 こ、'Mぐ,った,・昭かに秋旗、刀7iゝ、フ、、い、ン・yなこ

'"採策ドな・くる、った5卒プロ、、ノクが、 泛mからぎ林卒こ,诙づ企 

に,Gii)各フし口、、ノクい’汰板敝を照定?"人•めネさす2一mC、｝しっ 

く.リ助を言彳ノ ％ 一に七小からア、 ロックさ报足K件上に比倒I・え棵 

帶ぐ、 ヌ ん 甘・ .

2 .屈祀に訂ケな变量い — •ノ Mいて単匝い,大さごを川い・る小ヾ、, 

つ'え为えな為、、•こUIけ正海段パ七6 3 L く J&大タヨあな他の



史爰・を用いる羊の障荏匕ならgぱ推奨出来る.

3.如何なる単拉,扶層内で湿ばるべ、 艺小を乏めなさu•もしも大 

云艺松が < ヒう任似的にで' も分ってお火.ば, p s抽故又日芝の 

平方根での抽出なた匕えでれは誦查資用の桂安如何によるけ汎 

ど’わ眾该の为法をあろら.

幻 推定あ法を送伏しか'2.い"Z某田乎均不な俄針を推定するた 

め匕域、最近の調査での冏じ、項目の但.を用いる比推芝伏利用出 

表れa非常にらまくゆく ー標本平均又W荷查標本平均M基I、 た

推定量は不備推を愛より も正確な爭が、るる.

よ、 層內袖出比及び剖哭抽出比を芝めなN I、。副次抽出比は椎定 

量.七ヾ盾內で包己為宣在もつ嫁に致ば成る争を公すすめする.採 

本父兒全白て荷重.である採な更に進ん点、 セリ方は芝れ依正碓故 

を着し<波ずる争i6ヾなければおすすめ出耒る.一次単位,の大芝

艺次号しくない二我抽出を行ろ実隙の訓直言|画业ハ・・Kイ旨否の諒珮は 

論丈况&乎る2,家・必〃么刀方 (/ ?$ 0 )及び

如％ 次兄 dAz>t (ノ 9$〃 )及乙"顶ス丄> (E 9 ) の印刷物 

に禾艺州.て:L、る.

弟/2章 二蕈抽阪ま

E

方/つ./方派の迥迷

S心〇なケ>2^>・ 〇^ X&.

分盗分つ宏株匕、歹く

以・ての席報の祺得・何しよる。比反び回牌推足比.母平均ヌk

いて0拘嵐か・' K惡である。もしもXZ0値・忆よつ«呼家回を層止 

した状払ば’、せ・らの及.数分布へ分ら为す花成杏ら态C,

の抽收オ法W狂也变童在|2つぐミの莉

〇

上の様な席根水’直〇場唇!2は、つゝ 0みま測・火する大きな-次棵 

本冬上る寧・歩あより責用かかゝら去u煬合パある。この株本の目 

的は 又の衣好な雌.定曇ああ籍える争小スほXiの度数分布な与 

える事• Wある。•/グ函敏ペある也の兼壁丸!2対-しで推定よ耒る 

株な調盅そば、 在とえ2オしは 次’巳クいての主,觸査Z於て株本っ 

大、きさ支、滅,じ、 念げえば、・なス々とゝ、う巷宋出あゐけ・わぎ呂 3 ・の一次 

摞本Z大部分の資潦も妙'ざ,び呂のでるる.eの方法H•二重械 

故ス甘二段柚出,法とレて知らわている。諭談う、ら分る榇巳、この 

方法せ、もしち比・ヌ时回帰推・长又ビ眉イ匕からの正.確度の利益カ<、 

主楝、本の大き七役滅,少改よる・躍度の探失£より以上稲’杖すると 

す/しばその とさ・のみ.利盗グある。

’二重抽虫は、匕・佐つイその悄報が今盅姦、ヒさ犯肴/\った綴り込 

みカ-Kgある場合など日非幣匕•応用である。例zば/ア/4・耳 

<0ドズツの市民人D調査匕於で、 町・カ、らの標本は通幣食瘧配給逾 

帳から抽出さ札を。そ払ロ站•レだ",'員料水 < 常利用弘耒たセqろ 

'の町内の地理的屋止ヒ加えて,肚及わ”年令ヒよる碧化芥靈東M札 

坛。篠本巨急いで袖ねA札即はカらず、 表戚也えず侦用ホノとてい 

をから、卷全な年令及び柱の本弗の表は矣際Nす用いる津は玄束 

なカ、っえ。併し嵐当・な大さい題艘標本灰巫速・巳・題会米矛、危。用么 

冬わち入を俠兩している年令' 一柱ノラス旧冷、頹しあ。©论寿・’刀狡



’、冲

料,、ら訪佝さるべきぜく少救の人が:孫れ色〇

§ /ノ 2 層花,ヒ対する二重抽出

彳<i圾・ 歩 ’皿 七な<2X,ん<=・ル乙’6レ:_

理稔或鼓初匕ル级』Zむよ,)与之ら?L之(/ハ» )•。

毋・某园は?rグ値・匕從ってク<の;?ラス昆鶯イヒさ於る な景初の 

樑本ば大慾さ丸暫単純•來休為棟本である,

次の孫!Z•しょう。

Wh. = Z札/z =爾兄乙芻ナお段果圈の我令

"=招tん=兩兆ビ為する液初め裸本の<|］合,

被クでいはBい推段童である,

第二番目の株本甘そ礼に於て多疥:測足さ払わ大きさななる履 

止鯉作為棵本である:龙ん右る单位.が:席走力、らオ由出tえる。•弟 

二の標本はしはしは-オーの標本カ、ら剛次標本wおるバ移しあよリ 

便利であえ甘、’独立• E由よさ松る。 •'

二つの櫟水の賢朗は次の型.であると仮足と札る。 <c =たぐえ十久・'Cたー < /コ・/丿

此処ビ6は氟早如ピ匕止して大去ヾ〇

冏题な与之られ左賞用に対して推,父遗の分散的最小已tる遡:匕 

紀及次.えなく從ってえ_) と憂・$爭である。徙クで我やほ漱<！、分散 

が’そ在え於c我の次が測足さ札る単一の無イ版為標本に得ら礼必 

るものよリ労小きい力、どラか' セ明らか已しなナ別ば、オらなIE

夢ー攻街故推足量左氓リなの分散を沃:矣する爭をああ。

毋平均な

下咤m ■
不蘇推龙量ヒして我々は次クもの全用いる

我=吹况

新しい裸本次Jしば、ル為琦・は何陆々如 △れ広オ一腰次牙二の棵本

• ^ ヽ 0枝

矢新しい抽出を建味する。灸って 吹及グ標本平均 §しけ共N洪 

症圭,うけ・る照歩為災量:である。伐って向懸は差札!2•焚で属總井・が’ 

米を正形Z分らな口僧化,0向题である。曆維・部・尚くりかえしの抽 

出I3英て一房とイ反定さ北る»

龙理.ノユノ

寸上色曇瞞は不備である。

(証明)

’虹ん二w人+公礼 -: 疝=E十立北 い、三う

從ワで推定歐の很爰は决のものYして表わさ比る。

歹N 一 ア =至(稣砍ー•吹林>

=竞<皿eネ・+ る眼十な丸£允) (ノノ q)

单純•恭朱為標本の精性2よって最々鏡,及久一』成すべで平均値 

攻〇ごある。更{2•抽去©万汲乙よってん・及次X同酒立.に 

か布して〇る。徙クW

E C 膈-Y )=。

レ(余・) k対す©突,理財賞)々イ由と比如レル‘膈/g 成無視出 

术,ると依矣.する、何故なあ.、、"开の城低は歩くの忘新倒巳於て 

礎当一と考之ら北.るカ、らでのる。隴城一象ウるg・ん16>)分散は血帝ク 

<ビばさ表わす。

実理 /wx

いも啄、兀"ん力く衆視出未札は、'

5 ,尋(成,理1} <十H匸丿いっ

(証明>’.

(/つユ .)から

' V (E)二""- VA E (备(WvQsVm・ん・・皿寸 

心。っ 

まづ平•方の項あ秀之球う。2危萼はく/つ")のすべでの他0) 
項,は鄢铮俺・をとると。•匕なるから



。•勺

£ ｛ 5 C W"牝十だIt成十GU•卫ベザ『

<奴うヤ牙［E (M)十 E<itF)ES〕)) 〇、め

り> 効無補相束•と仮定すろから・嗖!のんはタ項分布え從:う。 

從ってE (ス七つ=2司ノー初Q 從クI平方〇須は次の 

如く盛る“

窑・r丑に或七延し迅し(i_zj^j十< J 一曲)&】),.,,..
无 < 孔ん ・ え れんノ (// ・丿

さて方程代</*•武)昆於け:る攵つ左原问の核の項な方之よ 

う"汐しめ％及仄’ /バ二っう新仁佝す為ガのとすんば"、描由］七 

は宣つ宏層では农JLでちるカヽら 奴Jしオなる彪の項力、らの貢&六 

& &<有る。〇で歩い萸獻河"もし万Za与は於|ナる項カ、ら@め 

のの以である。タ頂あ布な対して

E<よ・) = 一 ^F*.

であるから須ク須は

-ユ爲臣磅^ ( H・ん)

匕貢献する .

もしもく/ノM_)の眞申の項左 C/ノ ./ )と糾合せ’る.な、く花£ — 

緒孩して

另 ～Wぐ商ー 丫)
渓 社 ・

とるる事4 B月うかであ&。 , /

彼って

v(.&)渣〔｛&十を毎芸十丞气至.)

どセ含点・I)項は層の大ささオヾ正曜匕分つでUる跡の分散匕対 

レ«と同様方衣示である。推初の株本ヒ於けん咲也の影聲は從っ 

て亦枚Z対しての層内の貢献をかカ•』增大する爭で药リ鶯间の末 

かを等く爭である

系・ ^

ふし汐我?状第ユの株本・亿於\rる劉合セ施矣しいX何”

〇の

危宀で穿七爲Q充g臥

(依・7/= C & - p/ ヽ・ ヽ

X足理ノ2Zより

"庇)=蚤〔｛む十虹^12｝鷲^巫穿ち いづ 

比・処日々は矯％已焚ける割冷'である。

ぷZ<?•〇・最題制当て

207

發’］、分徴も薄S 71 ん及久龙の値・はか肖り抜链買ある.公或

C ノ2序)から膈は

d"ヤー亟エ討! ゝ ^

|2比例ナる爭は阴らガ' であ&。

平オ根内のキ二橋'目の頂は通幣キー卷目の瓚ピ比して,)、せいの 

で［』修»〜し(ノタノ £>依ク或な皿以g比・列しでよる旁を暗示し公, 

彼って,

孔 五<南’名し】

上花等の恒を分散<ん乙よ)ビ代入し 构,(/ 一 Wc )の項左嫉視"す

マN一也・^十圣％@エ ・の

=—2血-+ ー绊- く とおく> //_p /)
,ル , のじ c ° ノ

分散巳対ナる通顼久的表示直次前手え色

〇 =仇C •し十恣〇心 </-? /)

なる形0与えら化艺費用!2对して匆及ハ、形Q選挟によって今や液 

爪=と札る。

次の辱!オ琴易巳分る

孑頒・～～ =7~\K" S')



七7ヵ

匚の万程式及/< /丄/ )せ勿及ひ;し’と法定:Tる

蟻刀、分我R対ナる表示富二重!捆出の後の・南「対・して必曜とをろ 

う、くノ •ア)から

^=4— = r^=--= 一心し 士ユ ユj.…ーー
'Z、敗・し’E M必 JoQ" (、/Vtt ナ喝 十 / Vス「C*)

/ _________________________ ,
•ノ际脆6J\4 & + Z^7ぐえ) 。号っ

与次 ビ甘して方程式< ノつ..)栏〇私等の解玄代入しょ八 すると

海r 次.Y匝!—LZ心牛/っ 

妒I) -
点0洌辻人工的ぞはおるが’そごに含すルあ計算を示す。x flt| 

再・丸んく )刑物初s の那の資别・ &用いる。在在るあ量即ち

式場の大きさは号集爾な二つの増巳分する。巳用い々札む。即 

ち二つの・恿甘/ ・ 〇ユーカ宀までの黑!場及ダ/" エ一刀ー以I上の宸場 

で・おゐ,菽物の葡稲<君、の操本互とるのは裝物の大きぎ3り 

セとるグ、 /〇借の斐用が;か.ふると板定すると賀用攻次の形と 

なる。 、・

C =/"“ =龙 t 〇.ノ欠・' < /^2L //)

ュおは出し汐二重一柚出水吊Uらん点いとす払攻、、ぐ丸ノ = 〇 )ヽ 

穀物面滅推冊ヒ対して/をの裝場の標本もとる争菸出耒る爭 

な危味する。 、

劉票团忙肉する資料ば次づ盛,リである。

為 欢 局 ‘％ ; 刃L
/ «少オビ 8/2 /?. 7 て/父心必
2 〇、»グ おユ ル夂 必/、んユ,

哥策団; 切ク 上〇>
公式(/ 一｝,/つ)亿より直ぢ伫 "仔七あ針算去秉る。 饼し中曲の找
階刀、芋;しらノしるであろう“ 即ち

& =<・£ 球斗テ = //?

V化=ど恥(泾一ラ)津= ノ赤

從って.公羨くノ2ラ、)により

3の

-2L = /亠!Z•エ=ク“アぎ 
久/ / /クぐノ"

安用オ屬人くハ’//)から

7C = /?;須=/ク"; を=ノク"メグドナ,=»°〇 a <7

。の矣で、 △ 0例匡类け・る黄料から分敝公式</2&)匕焚け& 

E(/一林)なる兼祀しを項は爭失赚俱玄未る増水分るであろ 

3 -公式c/ノ•ぎ)から

Wうユ=十:了号二ぶ"2十/・"〇 ーん。ぐ

二直U由出七用U u大さき/ QQな’る単純無作為標本匕対・ して

V = = 4*

二重抽出からわづかな利旅し,、为い様である。

5・匕?・态花B対する二重抽出ビ扉ける推矣分散

かんりの抗無視出耒ると仮足すると、久オの滇の夯缺做

C /2.Sうから

-"添い 如［孩キ w^±2｝務+冬奚至〕

片し当標本からの推定量:を。の量え代久すると始の綃果の表示 

はv (ア立クの過大推足聚となる.•不偏推・定壁攻さして困麵あな 

<休る爭»<出来る。

定理ノ2寻

V (歹r )の不捕推炭屋之

、ひ(膈)-Ktが〔&.一磊｝莞十・凹く忍芝勺

、 < ノ2レ)

(証明)

•. q凡はく ノ点’ノa>(2 1奴=勒L子以共, 添二亥+5 を代入



伽の

E河 3.か)
心

牛/刃

忿

(/_2 / ん)

証明終!)

もし毛化很?L仕に比して招对旳た大きいとひ(・ア丄)は次のべ母く 

なる.

+な<宠-y方一 9") 

代) 允

=(オー/)"<私て)

么’

去ー绶^ Sり

"<知七)W专々ぎ

q 9疚示ば屈荷題"に於成る誤差が’舞、現出耒ると仮定,しなの 

と同じで•ある。

すると併らえる.大括双由の次々の項0期待値は次の様尸がびる. 

芝=爰血ふユ心ザq｝録 

_己£竺宣=_£巫’‘* . 
ィ W " 化だ 心"

c y _W・<段―83七尸=f Jr山•兄_直巫 
ヒ人 え ほ冗 么・'

二員零・員劈昜ー

S・な)S/Q跃びくハ/ど)左加之て < だー /)E "(財)/ 

に対レて火のもの左得る。

キ〔｛破十心&也4舞

もしも亂パああ攵Mつ左ソラスヒ鬲する増孔仁菸ける単位・ 

の视側A也を割合とすとば.又ん七=だ吸彻ノ金吹 が出・集回 

割合の推足噬:とすあば V) の推允量は

.W饒尸辭?5瑟〔方一穿)琴7十些%矣勺 

船んどすべこの場合I2ぐわは次の樣ビ简单仁する爭が’出来る.

5)=癸〔耳叩+ ・鴛戶づ〕• '

時匕は ％ 0 T貞さホ疎く爭水’出、 耒る。I
(冽) ^

(9也

(例)白ク水象族の甲絶基住約標本E茶で 号二 が白スの家族で般 

ポ日人千在ぐ冢族斐占めら払でレろ。ビ象狭の中約/家族0則 

次楝本刑计宿看B対する次〇資料を与える。

自己沂市 借’象、 魂計

白 人: 。 J ダ了 ・

白スや有い : 乂 " 、 /)

株本・歩柚出、七ね危场苗で0借象彖族の刿合&牘定し推定堂の摞 

平一決爰去只用せ,あしあオーう飛が白人彖狭から戊!しって侦る 

とす比成、、

w法>の初項拶け次重•斐ーである爭は直ち・叱る、從って

11}=七=4 = 〇、つ8 :此L左=3a聲
t - /& - 

方
〇、3 :舎 =失二6

AZ- =必％ 十S仁 工 〇、g /2ビ宀を,、死/ =っび, 丸ユ=/^

•"財)浅絳汚。’/3号辭3

十g也铲2^ =号ん如

ー才(A才.)=@ "球・

借象敦获の卷矣割合点〇、ん小土 09蒙タぐある・誘者は大ぎさ 

夕っ なる一段単純魚學•為り栗本よノ涉わづか.な正,喫度口淤!ナ為利 

益於あるー争或最明出©であろク。白人で.な(J ・脣カヾメ目对旳ビ犬& 

きバノJ\K I)とUう更,地Z(、ち匂ノくセ白人ぞ方:いおりにー吋す為借冢 

象族の割合待)の差ガ大さく益たば二重柚出セ利協あ必しめる効 

果が大と杏るであろう.

二重オ由出の多くの正、 用巳於で・•任<・段車化,’は/ 0回帰-性走臣

母囘•帰推范

A ,e^)^d^i^?z.. -erf•乙切 e 匕曲・■ ～



eg

として用。ら,してき・え、我。ば毋衆回が・’黒限で 父と尤とヒの岡 

係が通一療,そあると仮足レよう <,一つのモテ)レと Lて>欠ク様日かく・ 

炙& = 了十3 く RI 一又1)十ピとぜ <ノつ・ / ?)

此処・ピニ番日カ添字dは一宏を’に却して妾、イ・為麦量:.・ス水平均 

値〇ガ、敢’馈=&次ノー・尸づ攻る度数分布ヒ從う.という洋煮・とし 

て幕入しち。 !

筹二0裸本<大・裸本)巳於で.その大きさはたで皿’の吹全測允 

する:二畚目0牒本は大,ぎち或々でな及び’g共じ測定.する。

マの推定量一は -

す呀=参"ナノ(才一之) , •

比寇匕え:歹は・犬、ぐオ-及び・オニの楝本亿ネける 幻 の平灼值さ 

あり、/は才二0株本ハら計算さ札い わえの 腿の最小白乘回 

摩保数である。 ^

さて崔定.是C Jer - y )の誤差を検矣しょう。«〃・"ク、ら) 

(瓦一天)十 e く/一? •ノ さ).

.Z片(膈、 ～ 2)( / ー 云) .
=一～"ー・ テ

名0以<之匕一え)

' =B十一号で萩二¥7～ E房)

< ノづ・) &が(ノノ./Z)から推走憂の能差ら奸して.ダ反必、宓!Z椅 

して代入して

"ア=<•ア一戸)十,(乏’ー云)

=が(乏一又)十2十"厅・一々)十(そー歹)ーん導祭亏導 
, 丘く %し-7C •厂

’ 诲十<宀め芸爰導f名一又)<"*9
通早0回帰厚論匕泰・ て顽nス では楝準の符ー徃は,& の値かー 

定一でちる.くりか之レの描治に契て睡定量(y^r ー歹)の談差の條 

件付農牧勿、布セ諭ザる爭である。於しあqの糸〇カヾ現在の冋慝!2. 
採用さ払るとすnば、牙ーー及次キニ0標本共(？. T:f.ゆ俊全一定此

g>

レて、我では・

旨(歹”一ヮ )二B C歹’一刀) .

て、 あるか,らq 40 4A 量ば條件付分布や例衙して、、 るのが分る。 

もしも偏祈' があまり大古くなけ札は“、妙れ•は誕の分'敵仁せの平 

才&加える争仁よつ・で专虚.ん、北らえる爭俱分つ自 M 八。) 

從って我ぐは ,

山ぐア")=矽"ー尸)(表十數恁号］十Bマ歹」又テ D め

として穿りの峡件附分散价な考える。

己の衣术成分敢ほ二つの標本ヒあうわ払る カ・組!Z,よるわ、ら、 

相出の他の方,法と・の七我口対して適,当でない、»せの代リt2我ぐぼ 

米ー及びキニのすべての可能岌抽出上での平均分・散左处段・とす& 

平均分散ロ対すう简単歹綻果はU)オーの棵本依無作為/2柄虫ご 

たる.<//■_)キ二の棵本広オーの採本がもの魚、诛き標本である.W) 
む 4正規に分布するとI iう仮定の下匚得ら北る。qの堤会危、 

r坊分歡・ 成次のものミあふ争びかめ。 万次嗖=万哉广そあるから

V(私)=号・ぐノー尸うW十(«一念)※落 〇わ

’ 二也Kけ中志y)やく…

労し#名,’次正粳,匠分布匕てい々け必ビその徳泰曳化.すろ函ー 

の原は§ 20で谕じた株R X龙3)に.おける岐である。仮定Hあ 

先えると、小樣本が•大標本から繆、供為P•柚出ぶ札衣リ ; X;の［直 

ヒ焚て玄い花囲歩得る様ビ小榛’本を墓み''建って8の抽出誤差を液 

し在方灰よI)Cその,易果は是らくかなりノその頃忍波少tる 

爭ぞめる。

ある愿闱巳於ではオ=の裸木やオーの朦本と故称立.日ノ由出す札 

る。 さあ場合U.Sの節耳淤で与えら礼な論淡はオ程K — • «) 
は吸ら.有1•ポさご•殘る〇方樺式< /2レ)ん於て項

'('表-土) は ・

(* -b .土・) び上ワで’•お古力、ノ之ら4C危.ノ



a浴

c ん?

此忍

の下 

手引

t・つ0右^Il 厶のqの」粉・合寸寸づc/v t^nuaJLc b eg く ノテ/ x?つ;已よつ 

て考スられ氏。学釣丁るな平均分散ヒおてを3J巨あける項、っ 

正確方・繼!2.つUでめる疑が’ある,併し 戚芥’然机小宋るなす八ば 

角の技它オ、熱現出来る,うれ式次の足理を与える。

C

比巡匕、ナは正で)(!をとる

むしもすべての資球ハ回帰｝2对する福正るし匚単一標本口簪庁ら・

灭•屋 ノ _2 ・夂

ゑしも"ー仍棵本水六寧さEを・あリオニん機本次なごあリ、 

ス 久無程出未たば、•二車抽出口焚する或帰奔走量 宛 の分缺 

は次｛2.より近・似、幻二习えら’しるc

性膈)尹’

,争ノ)'/回帰での二重抽自対尊ー捆出 ・
・ Z

分敢公弐<,/_?つ«)から、回帰牋定.での二重抽泓は単一の坪肥 

姨JK為裸本と〇・) T 一 の標本や単純薬侏為裸本そあう。奇)拓< むぐ・ 

無視出未る。(祀キニの裸本式水単純貽作為採本であるとIJふ仮足 

B比・联出未る。也。場合匕拝けるゝ結果|よ他の埸宿' へ0ラフ々 

な与・える。次0株I2•書く

"爲)二理十雑、

A

え 四=£广< Z ーノい): 粉ビKデ罚

賞用-C =,ん十化C化

桑血仇•及び万冴次信』、の散多更,出す间題度正確巨層化I?•対する- 

車抽虫匕暴びるもい同じである、ceん?,QJ)う程衣C

は次のあ© » 号たる.

4■ = く vレれ しうI 十J 外い Cii/)

一 W(灰)-尸9或十JVc片广 ( 2r

(ノー? •* )

く /如-VO

</-?S)

100

E
S ノ

/ (喝十5戸

< I十ZZ「ノユ

らゝ总
C.

し3

&久>〔ノ く / -戸)〇ル + fJcjc )

で丹ん版、、 爪さい今侦な斗之為,

会の予善式は次の二つの方派ざ・表わさ犯る

三!!ヽ・一」•仕—左ユ_______E_____
G" / ノユ 一 C-"二戸 ケ

X R

(g 

れろとナれば、ひの標本ば大さよ * =シ^上ぎ二>、そしてそ 

の平均値の分故は

V⑴=巢

從って二更抽よ|3•方

ノノ・/囲 二史拙出と単一柚眼との和対旳正 感薨の三ンの-定距 

に対ーするC%沱と尸と间の岡係

_/ =おとやとの相岡・係权・

街綵.エ:二也イ由由と単亠イ由出の正み意度は暮し1丨,强、观辽:二封由よの正.辟盛は〜以名氏 

阳線」に:二軍抽出②正碑度は顷,％大



し?あノ y .,

オ套・交ぐノつ・ユつ)は与えら犯之尸ル恒巳対レで.卒ーの標本・, 

於ける单也当ソ費岡「対.するオ=の棟本匕於ける肾饱当リ変用の 

比UT二軍料出が正殯羨を埔加する切|2あわ眠界値を越えおげ有ら 

石・いといーう争全示ナ。らW CV セ与え«とオ程永く Z_2」め|3・二重 

抽錦ポ利嵐ある色め己アな越え松ばなら檢限秋値を示す,

/W、/因日ア勿後Q対して比.普ん"く对疚天〃そ)の値ドブD 

ットしてあおO

曲繰卩は二篁抽出と単一抽出の正龍皮が•寿しい阡の闵係あ市ナ: 

西探!Lは、/叩t = 0ナレ氣)即ち二車相・ガ’_2 §名正ザ段が大N刃 

る孕ビ线立する:朔綵正け£,多大なる正屬疫ク嚴会左示ナ,. 

例えげ人衰であ礼ば二聿柚出す辺し乏如％k = <Zぞあれば肆 

ー抽あと正曜黄カぐ菖レく C々反井灼必で、 あ花ぜM %正力岡度大 

で ぐ’％ネ/次旳方 であ礼びく" 多正裕度な大:であ心•笑緊の俠

用枠対’してに罔、條は二塹抽を、から得るべさ利挺の期•大暦是量一であ 

る。侦T枚:なら財、 久及がた录民の佢ナ圳前・の寛料又は瘧測から 

推定さ北るからである〃〇の牘知璽匕於ける躁差.といfらが笄涂、 

する爭は二車抽なあ探用ナる前は石わ八る・け〃ば‘友らるいQ .

如何ゑ・る尸Rむーして月、二壹抽出からの正暦废戸不狂•め利益匸 

訂しご上限があ如上木・日ぞ!2つ(ての精・飒本自由U得らえる 

〔c紀’=〇 )阡Q您る”相対・灼正璀度e対-する上限は ユズス・广) 

で・ある .

死ー

态ノqク 回帰・ピ対・:Tふ二整梢出忙於 ける推走勿数

■ l^a^Lo^t. S M_ 匕戶ーし 〜Z乙’,

あし«％蠢次無根出未花ば・ y(オ宙;5はオ准武(/_2.つQ Rよ

って与えら〃る。

v(我,)与芸!iq二q 十y&t
" 祉

ぷス& Eよつで量

遍项=で号H言<粒ー尸ー暗(幻:fザ｝

(私の 

はX『ぐ 丨ー /)の、不個・椎月屋で・ああ。此処・え添与•ぶ式分や除1ノ 

て坛く’

グ『 一区く尖ー曾丁 
d M - I ' 

ほ、,琼の不府推定催であるから く婀ー曷・ぐ)

はド有の不倫權寇•埜で・あ為 

徙ってレ<咅廿)の干倘雅吏量は

け(服J =-4p- 、十宣一篇g 〇つ匚丸)

,しおオニの標本が非常R小3 く々の項於宏視企、未,しず、ゆ散 

の暗・示插矣量攻

( け(膈尤洌;住+ 一!!祭るt撰％以蟲>

云木は條件付分敢反次平均う秋の一理の旋漢物である。

您公,ブ比惟允

みし才ーの棵本氷‘7 ?此滙星に对して充也外る在’め上带〇ら祀 

るとす在.或、•権走壁ば

■ ・ 臥=ま く/q ‘ う つ

近做分故’W見出すえめ臼、次の攝仁か<

W"专•ぞーア ・

=(-*-灭 ー V ) +-液ぞーヌ)

,二書@ー函)+著S'一又)

キーの或分苻跑寧の比推定の洪差・であるぐぎr" ) • » £§仁後て 

近似,淡差あ俠と得るえ陳Lて我?ば図会なをこの項E不で/巳 

よってお、さ刀、える。近メ久の同じオーダーえ対～して、 我O日オマ必 

•或分ん於' 成る図子Mと西桀団也"豕|2よっておさかえる»

從.って



3め

—y •上ぐ3 T Rえ)牛R C歹:Lス> (ノ 4 &,ゝ

n 方オー及み’才二の裸本が拄立・ k柚 あオ札るとすた板、

v(R )= 乌・上 一zR 尼 a. H JS！或_ .h_ELSl. M>q) 
トノ イI 化 ’

比処巳ザ/Y 0狼は彝视么未でるると仮足ナ3° "
iしもオニの株本び・才-の楝本の無作携標本とす咒げ、•タ推丈$ノ

s/ D 8次の也P-#び並べ殆,

Yr - 7 =<预-R 歹)十R ぐテーえ)=(‘5■ー〒)十,KC^ - z)' 
卜"、aせ東鹿すると次グ様仁有る号后谷為に虹明十犯る

v(如?)=薩 、

己“7(3-ヤパ<え’ー乞う"—R此<峭-ケ)' '

3任3'-<)い甘§广(&_衆) ‘

徙フてレ(％ ),は火の吧匕在•る"

vぐ%) = *..か)

公或(-/_?’び2。艮び(/-2.y.?)甘共・た次のちと有.3辛"・注;琶さ札

後ってクし及び グの裁通範松及 い单ーオ西め との比,較13肘T易・畏イ、う、 

散J寸蜀化及公回;W定之同C方法・仁よって見虫,△拒る。样縛日此. 

炬では正べ奴、—" -

分・快の裸本•惟定量匸対•して成、 琶・"也〔.好ぐ以びR /)< 〇^) 

反ひ、ぐノづタ"に代入さ礼・る饥 その絳衆の推凭量 か(乳y )目不 

俩そな,<で分敬/z示g化あ近_使のオーダーぞ厩刍・であ"・る。

,§ ノつノ 同じ母•臬団のくりか之(・粕由 ’

ん労 う 義^ XL 初“ 心^2x^^Pc,: _

棵本抽出如ぎ韻羨於增す｛2ク払て、 税則正.じU间脇で・印神女オ(_ 

ていろ一變.の重靈な資芻・を某恿する危め仁裸本匕較って案厅する 

导び、ご、 く晋藏の爭となって < る,莪分か 、 ごれI3ー勤旳存丹暴囲で 

(弘の

の祐な问あさの狷酉な、、眼丹归た樣用を七ってい& X W多現宾によ 

る。/忍ぐ年ク冃と/クg年ク冃ほ 液:ける咨集団蜀性につい < の非•將に正確な臆 

報は、/フ/"N牢仁玆ける毋臻国の加饌を華求、する計厳に攻大して 

助げ匕ならなしノ.年セか又はより短状I)尚惭ごの相対的 、こ小さじ 

冋隔のシリース:烦、より狡立つセのとなる.

飾じ分•镁団か"(時间の縫週か、 もたらす变化ヒは別に)くり作え 

し构出当冷た時、坂々は皆・用及な、分敵の混実的な推定壁をイ女リ、 

抽吹の最適有効蛙を尊く芍法を適用する厘崽的な立:埸にあ8 .— 

つの蜜要’な冋題は〇ガ、にし阱しげスとの株にして標本办''時ふ、、 なつ 

につMと変化せあ成つら均かという争ごある.多くの考えあか、芝 

の沢定じ影禽する。人々は時か''絳つ7.同じ'型の情锻を与える争に 

つ>)N坟心•よしピし・なI)•正・够戚訪•同ごうげ八而る精•報によつN 

影響さ团る.芝して二讥は慧渉に府・たっについて代煮胜を失っ 

て < る.併し時に成快號性は一春始めのあ向のとさより七二番目 

の紡闵のとごの方XT ;け」くなり清報な'、枝術的恣之のか樓頑性の 

ある七いご、 あ©時は、二番目の訪・冋な:一番目より成正殯な < 料を 

・したぢす.

この 蜜の終りご哉マは瀬本のおきかえの同額、ピー建のく.リな之 

しの標本办ぢ椎定暈を恢るそ汛に周盪した声！題を為之よう.=羞 

烟出«の、技,循な、利用さ成るから:この認題をZリあげ’るのこ、'あ日。 

ー遅の 臓本ねG.資料な、与 之ら双るZ我々な、、推定,"をしり、三積類の 

量所' ある.、 ; ーつの湯合尔ぢ赦の場各への亍0遂化

;/ すヾごの場・合のラの平均値

；/•/ 最溢散谊の楊合のYの平均値

大枪の調查ご武、※味甘・特に七しん号険’団特/性か、 時ピ共に急 

逸12变•化する族で.ああば、最後功平均膻(か)に帰中される"一方 

時の愛花、か'恁I)旅な毋集団ごは、十"月礦木又はる月標床ごとも双た、 

车ギ均・"/•)か'友值め機用|宣对しI匠圖当で、 ある,二双は長阙闻の僵性烏 

の流行の商宏に於之とう的る立埸会' あろち・註の櫻牲信以著しし) 

此T李四秩朝を示す版な為気己は最並:の資料が主Xしこ共味を崎・



(W

が、与平均は• 7K更庖つあ把方反次愛なった与の比戦に•有用めめろ 

ろ・変化の推京じノ成&集団に於7 Q・たり、 くどひち争K今つ志力刀 

彩客を両宏する0にセビレと望ま刀3。例え版、家の具造をす、 の 

石1J予算な、通遅したNすHI |キ淅しい系の摆つ剧合な年々増加レた 

か匕、うかを知る爭仁罔/じな帽る.(揩切は金く争算に技寸ピなU 

X U・う.理弛ご以N )

戏々は穗本の構成を斐易だりぜのま’いむレたりす&章に自由て、' 

あるとひZ・又標本の金部の大性さはナヾての’埸令に同し、、ぐ、 あるレ 

頌定しよう。彳しも我穴)よ正確度を最大にレたけ以咬.次の論・逮、 

をろ衆をたでゐたの|］行う事か、宏来る.. •

/,を化を推走・する尊めすヾての場合を通し、' 2同じ、械本を保持7 

為爭か、晟衣で一る.

〃すヾ"場る12於ける泥的を播表する压あに庶各場合耕•しレ) 

廳本を抽なする爭か”最或である.

汉最辻の推定量はは’、あの用る鴻合IN同じ•撅本をとろか又は標 

本を变え粉ガ、によつて等しし)正應度な“得ら页一る。各場合權本の 

一義を右さか之0爭ぽ,こ別以,外のむのJリb反好である”

論述' ノ及灰、/•/.は二つの艇時事象さ、岡ビ単位¢9測定冏に匹の相 

間板、’め©たけに灰芝す;g> “•一つの單/なこ、,の:推建会双杉变.化の 

会款成(S：+q - N/£R )て、、ある。此魅IZ廉字ば之の務合に肉 

するものど、あゐ〇 bし七変化な'、二つの違っを単位Lかヽら推定さ泪 

るXす旭枝、'.分散は(S2十成:)こ、、 ある。二つの湯谷に対' レこす 

ベ、乙の平灼を椎定する際にぼる敬忒、もし七冋ビ輝位•分匕らm 

たゝこす协故、くめ2 +ぷーノナ S砖)んさ、 あ〃稲しI)単位な''送戍沮 

©ビナ以故'(5： +或切で、ある.

翩:方/‘ば明殯ではなI)か、•、次の飾で丽’茏さ、れる。

§々・/祝二つの事象で・の標本抽広

’况W/レく"MQレスみ。 みこ8•以^刃

両おの手、象で、、標本な、’同し'、大きさ勿と、あり、吸近の推定<12^す“ 

次 原本ザはザはなつNいる。

<3の 

阕)じをもつN Q々ピ保定レよう:あ之な之のな策岐は"所12よ 

リ検定さ讥た(/ッグ2 )。筒軍なため、 戒々は、単純媒:依為柚展な、' 

用3お泓、 多ノの切•分布 S' は二つの爭兼に・ °己共|二同じ' ご、あ 

苟X必定しょう。

キー勿禳本の平均値成以前の精報び、利用さ宙ないあ虹、 泓后る令 

散をもつ、汁二の農本を选さ、薩に冲-の族※・の堂世の中勿個か、'又 

とら讯た、(即ち笊ノ恩は同じで、 あ&>史レこ残りの"屉!の璋枝:( 

zz 2用いでない)か、.す五ら汎扮しI)法狀て、、 あきかえり咒る.

記 爭

界“=爭彖あ12於け◎同じ、 度な ')部会の幸的

狞 =‘ ” 同じ部今・の平為

g孔j= ノ,•径襪本平均

停二の標本の同し'、 で召」)部分及次'同し、、 鄂分位/2 ノ表に禾す旅に、 

だの裡女な推定重・ん.3"を与える.

〃.ノ我 同し、’ご、、 なし)部う及な、、 同じ、部会かづの椎定量 

推定畳 冷技 ’

同じ、 で石】)部分畝=礼山. '吃=w£r

同じ・都分％/宛・為一払)十瘴=忐［ 

园じ部分に於て做二童粗出回曙推・定賢を用()る。此処に大標本 

加、赤一の標水で、蕙变扈、め’或亦一う輩竅で、、う丸 のイ直ごあ由 

玄:の分散或国女ノ卜D なぢ稿じ弘る.ユの塲r合双及久・な恩 

犬々公茂(ノえ2幻ので及キ' 允’に对拒する爭に注・懸.

めの最良組合せ推定蜃は芝汎等の分散ヒ逆に重みを二つ總立茂 

鬱につけて得られ© ,Bレわ阪「Wn次が母分散で、あれ阪、、この 

推定昼a ’ 、、

.幺=第知一(ノー尖算ん (々、*)

此卻" ケN =洛ん+由次 ・*



(g
輦片、色来理竭により.奇;の分散は

く有る.

レ2. 30
(全く 一致しな(.))ご、 あ

・カ最潦ZJ値は“の斐犯

レ(あn ー函・十应泌

々・ノ表カら简渣)2・ナ以成・ニ»7 金次の場」

, いヘ 『•を4尸)

”あ)=(ガー么之戸5

m化=q (宏丞/2同ビ>又成〃二丸 

m咬• .この分・散は同ド%にをる孝は注蕙。

I二肉しz c々、了のを最小にする孝にょつn将ら的る『叩ろ

狡 /____ • , 2^.__ ■ /)/ / - /2
え ノナ〃7* . 仇 /+〃•?ラ哀— (人・ス」

畳適む之(ク・"つ仁代A yると最・ハ、分散は次ろ知くレご求、まM ,

"銘デ 堀;)二:'^ "+ J </-?• Mフ)

々・2我吋,の値のシリース”になレZ、 同じ’ご石けm富、、 なじなけ

嵌適割会及次•同じごなI)ためど比歎したとe ij)稍对的利読が京し

であろ"同じであるべざ最反目分率は绍/ 以上に国说レでなら.

なeし、5决滴すと关低減少' する。プ = /のx芝、公式は,次二或芝’ 

示 レ.勿が合理约に大と仮定し ながら 我マの扱尼 の髭囲外2丹も 

この場今の正しの方法は勿=Nをとる参でめる.

正焼廣IN恭で刻匯し得る長大の利過は子 = 7のビ立の/タク％ご、 

め。 . /塚'大ご存け・玖は、利漆或目立たなI)。

たン之同じご、 矽るペ、 芝最通百分準尔“如と笑に変化し,Nも•,たヾ、 

一つの育分•牟か、調遺r以族けるすべ‘この 商目に文才リZ突際・に用()る 

爭状、困末る、/Z ス我小石梱ほ 怎 反次、' あ 単位な、同じ、 ご、 あ号場 

ふの百分尊の利盗を云しご［)る、头｝2デ成’Uぐ以上こ、 ある漫目 

ン乂の寸よくあつマnる.

G ノカ

お志かえの一般向題I才%办く/S)及k月宓^林

リ液无の推走建及び・我セう推走塗匚岡して冊究さ也危。 

の終吟爭泉カヾあゐ時匕は

爭殊况ヒネ、て我(せ季象 

次くー/LーQの両オぎ同し" 

足養を改善する险ヒ我々

爲%»z2rxo- 夕^tx : 一

ぐ//,Q )尽よ 

二つ呎上 

•廣科在自由打用い匂敏・会0ヾ增してくる。 

く 4 一ノ)と冋じ痍本之・切、«、ふーう女・ 

ビあろ部分左もつ％ 。とする"飛近の推 

は以前の場合匕すべて同じである・ 樣 な

ラ顷回帰去就刑わ。亦爭家・ R奸する資料が分つ色後匕爭象(必-/) 

Iふ•ける最近一 0推危蕾を修正ナめ爭乏 可能ぞ、ある。修正戒

定.憂に於で争彖ぐそー2ゝ队次•爭象ぐ况ーノ)の回帰ほ棟木の適当 

R同じである部分パ剥用冬耒ると仮定すると网、)得ろで、 あうノ。

さの師笑は•その问題をオる今、する爭Rする。汪惹、成宣ちに施の標 

,本で・の回帰莒けザ利用％•术る鼓虬如構星屋B隈走する。〇礼疗正, 

冷度左幾分'損ヂる奴相詞卢辰争象网"向隔お增すにつ松•て呢ケす 

る力、ら正確痿0損失!まそう穴をおな〔｝ 〇分談成"及次二つウ維伸 

宰象R於ける同じ聲位上で、 の项目敬値间のオ目肉係敬Pはすべ、で定 

Mじで一定と仮走す^ 〇

/2X表同じであ3最適.百分卒

•尸
同じで膈触.倉湃

°y〇

正•»沐肋鹿 
%

矛J 赛
%渚

(% )
盜 /茨=玄

グぐ ダJ ノ 7
ね、8 心 // / / 夕

s 2 Q /ク /ぐ

グ、 ぎ 丄3"
つ、? 。づ ノア •ジ 有

。、ケぐ g
/, 〇 〇 〇 ノ ・つ dク

k

./Z 二 ク以上の継時・争家の楝本抽出



5)
三慈百の爭象•為て羽し&ひ、・ は夫y同cである単位の玫及び 

同I’、でな卩华彼の敏としよ"作るり得る用の二つ淮宏量苗/2〇 

表・お自えて•あるc才二の華象からんナ法Pネ<ける変化のバー / 

去っな同じ部％、カ、やの推定_璽力廁帰淌整,jz・於ビ構本平均我・のか 

ウリ!Z改卷3え福夫・鬚能を用いる匕1つ、爭Wある

/ハ表 三番目の争象での又勿!隹足臺

•M A曇 分 救

同じでなぐ部か %・ 二 导 -— 
.U ・ Wj4d

同 じ部分 葬"レ= ゐ次・ (近し知) 峋

/ノ、 a須の同し’部歩ク肆灸曇す蟲のか•散は•厌.考Wヅし変之て亨〃ぐ 

く/ノJわ穴かる韓か必る。方程玄< 〃,ノ Z)は、& の項を除、)て次っ 

樣に有る。

次我・)=V須Q、也 VL +互冥

2 0表禾区故、耍苻茂旗は次の如くで•ある。 .

/ =水標本の大きさ=洌 ぎ/二应ユ

E よ尸何故有ら二つめ爭彖!2於てふF学(.いセ仮式’林ろから・ 

’泓?二a傑本から0驢走平均晅の分橄ニV C么ノ)

'--必-养の立堤が・也ら松る匕き、ノM S表！2•示しを公式が、 得"ら也る。

义拾目0爭束でも(し#添•3よ昵とお去オヽ之添Wつ古«场-/ひとお、 一 

きかえよIボ二つの雌疋堂ノま/」••?慝と同C’「谷るC

セて加争敵でのれぜひ、 丄の最墊.の値友見玄そう、戏鄭该成雄爵 

争篆では一足乏增加し むしろち切極限値え建旺に近づく争を示. 

そう ・—— .,

和の様、今敢ク堕数を車ユとして.阪の我炭一惟友髪

取=纵亥Z+ぐノー羽,)百財

、比巡え 匆］_________西—

•必 亠・T^ZLjl 初

レ 成 丿=ー疏バ " <’罗"ノ

O/Q 
で、あるから次のbのを暈』、巳すろ爭よよって最風喚を見出す寺が 

出東る〇

("V“打 + UAjq)

’次の様えカ、くと勒びと右る

V泓)=み・至 (ノ公Nク)

«あつ=ルやあるから量・み は爭条我とオーの爭承どの.分該史 

で、ある.t C t«蛇疔悟’定量が’〜糅ZJE砲と衣れ忒务.’はMの泼少 

西敬匕令るQ ゝ

とでノU’さ表からSの代リL睨とおUて 、

.1.__ . ダ,’ 」六「一安)十S如ー/
"C知-しI * WXか m m

=れは次のおの色早之る

而via = ・ずー-［ll十!ユ尸十Z・寧ニ［ー) ぐ/_2ぎ/ノ

啜.って (

<"V切3十听”)=(5一物)+「戸十戸瓦二

徹12ういて徴歩して景逸り陽 は凝つオ毬丈な満足する樣ヒ良％成る

■ s/～［ー 尸2 こ )ー ノ + 户 2み・一’

即ぢ 钦よ ,寸一 pz __
鬥

ュの方匯玄・、芯く/-2 • )£ )を-綬化し8わの-である、

< Q I心)

X展リは

二番目の爭彖.で・の磴•施別を与えるのであるが•。オ推玄ぐ/%ぐひ

4同じめゐヘべ・农通も分牟0峙と共匕ー-定.(で貞5すあ半在暗示 

している。何故;をらば我〇は"英・-/)後っで％一/任阡と关口泯グ 

すゐと翔除す幻であろうJ、らである

辩&定金匕するなあ臣弄の値冬更気す爭公貯卷である。定載:に 

よリC Q・3うは(•ノユ・"/.)よリ

-七=-^7czr)一嘉ぐ矶+wめ)二品［は十Eztrzs二)

、 汆ん K一 /

方程式C // • Q)からの長商勿及・ぼ左△のオ裡女溶役’、して



Q以) ,

勿とがん-/との间の翻攻肉保を部る代救約,谏作1よってその 肉係 

は汉S如くなる

* /十霊、汁年・ " く'")

れ=/々、 めもから 知の次ぐの値從クて最小分敘及仄竣盛"伽うヾ 

尸ク与・えら犯卮復忆よつN訊一章・勿秉る〃剽苛・ざ,忙る樣|z g3、浪
•次の値はー定,已涙クレーオ 領kのそれぽー灵ヒ増・如すゐ爭が’分る・ 

JL於增すと憂オk水检歡巳をる事を示す車は溶・易である。その匣 

はSい)で务=弑ー/ =8 とお、いて 泛レ ]2ワI)で解けザ

分る.Qれ狂

後フて 須fのか、秋は次の如く有る

■ 荼

僉後匕の股養侦ju p 0磁z乾/bらずcq•心)から次のゆく

奔らたる -

所8 _ー ヽ/ I ー pN /
用 ー 38 く/ナノT-尸ー貝

/-?■/表区同じであるべ、さ屈•痼,百分:習な术すーオ禪式(/2な习

な«表 同じぞある場ふの最適吾冲朝廁琮灾津密

同じぐある場会 % ノ。"况 正湖废に於する矛1益 %

义 / 二 尸～0,7 ム8 芝 辱S 口 7 e^ff ザ

-2 心 1 •,& 弘 キ / ? * Q ア A

,寻

防 ダブ 扌つ P & グ 9 ノ 瓠 3〇

名 S 咬 タつ タさ ’、容 い んノ 泠

§ 如 如 " 必 .丄P 夕Q 事•；? 〃q
も .— 、3 如, 用 ユひ 3 イ么 "占

8 K 次 よろ 血 ュ・ る は ZZ 〇

Q/の 

ハタ目べし なノ Q“財"知一反状’尸"Q ノノ令礼"、ダ 及"、'Cぐ 

とMの値吻タリ2澎しでオ麻衣、<•*多めから计舗しま正再度 

のオ日•対川コ利旋さ平す。

己スCらの、結釆昔くソか尤し・枯我でぜ、艮书夺実竹褪到はオニ 

の事象で、后キーの横:本のNオ、な s劉卷さい つ畢を暗禾(・て,, 

ふ・史に棵本の上太’•各部求ぐ•保揷さ屈融ばな估曲し、施しく么 

袖也しな！7来式’なふる・い。

q札等S腱炎はすべて0够3かえオ集は舍’燃斧S六ささをー寇 

!乙(在まゝで、同ビ岐刖奴冋(,•自由槌を依走(ていふ。釜障えせ愛 

舛位な・臼由械の问蔑ぼなすヾ2凡て甘をら斎[匚利・しF樺本を灿、 

名したリ測しなりする余を分費用公’かゝ為かう燮禺の考えは炎忆 

つヾく記爭下、おそさ,な灰’花撫さ丸るであろう。史ビ 々E 快次 

/がの’す 火下:ぐ•あ花0工会。一政し走 埸会忸淤げる正昭度ク刊遂 

の%忡大し・庄Wゆで在く策亂い风C’でああ知合.いらかけはな牝る 

と正喉度穴焚けるり甘、い頫失えついてs ー戏知な絳崎4をいて、あ 

ろう爭を昨らかG禾しで、、る。



Q/り

第ノe章 調査に於ける訣延の原因

项レ必> 涉物Z〇”>伽•x!仞レZA辭/3 Z 絹蓉 9ズ丄51
前算で示した理諭はすヾにを通じてある歴頫の雄舜城よ入甬い 

ら来、/舂目の単性での覩测值丸’はその蛍但.に対して正しい俺て 

あるヒ仮定している。尊定呈の誤巷は九倨の単位,水V個の単位の 

兄全毋栗团の代りに测定さ水る瞪に示さMる袈侏為灿水変動ハら 

邻独に生ずる.

こ床若一の叔定は瀕I定の工夫水、 正確で化碧の貴択葛岐逝ある調疊 

のよリ、商电な瑾C於ビよく芻理的に％五オる孩桩.な詞査に於て 

は塘に測定の因森な何題状奏•ま’爪る)初冬にはその仮完は眞ヒ・か 

けはかしズくる.三つの附加的な浪笙の原四整次の通〇である。

;. 抿.ばれた燃本に於ける潭但のある・のと測定甘るの匸失敏寸

呂书 二从な見・しセするか又は人间哥集団の婚冬に起る、•匕い 

£、のは胡问した聘不在ぞめる場冬匕公、 在宅して(、ても旗冋に 

お丸るのを銀<5〔・たりする爭があるからてある。)i 単位・上の測愛鼓芝。測定方法が儡常しているかス故不正鹿て 

ある瞬るである©ス、间&集団Wは施容省は•正礁な情報を0つて 

いないかスB帰椅した笛、左する。 ’j；i 楠果を編集した,)液示した/)する驗合に・ナる浜浚.

ご・米号刀螟卷の尿因は株準の抽出理論の殁形を隗悪•上させるク

二の糠な表形の主目的は感拧為抽农誤髮の原因、 匕他の景菱ヒの冏 

に囲する誤道の勤当"二ついとの手剪を与える逮であリ、他の策 

忍決存任.•する睛•にも避-当である。

、黒準紫差・艮状唐頓限界の計•專低親しての方法を簷闭する争であ 

る。長此直、灵くの屈火理諭の/土拿は義、 作為抽よ・甦の渋少に阕 

寸る七のWあった。之しこ理・論に疫けるノ姑耍な負形は現狂尚不总 

全である。併し、淺くの洱寮・が我っているにしこも、己匕衣帽な 

菊績・か’闸かふてい’る。 、 ^



«3羽

§ ノ"疑瓶窩•の影缪

展 # oxo?! - 虹 :一,

或/«け・送・ば爪た.臊本に於ける密佐,のあるもの・測定寸蔚.二佚敗

"る如二国しビ暴•底)答なるる至を 用いる。界:布卷の析充に於ては:- 

母弟団が二つの屑に今・けら爪るヒ为える匕便利である。即ち第一 

の肩ほ測定水七し七またせの鎌伐.が棟本に属してお、爪ぱ•ら41る 

のでめろうオべこの単枝カ、ち位史ってるり、第二ふ有は演］定か 

爲b小ない品從から瓜立っている二つの層の構成は善づ、昂:初は単・ 

位を見出し資涓・を匆・会のに肩いる万な如何によ.る。ノレく匕、し三つ 

の要求か‘必卷ならば‘、各彖で行わ本るとか、・資鮮・与え£渾を担 

杳ー项るすヾての人に側处的ヒん思える説得力で当華君が要,求する 

様な調査ほをヾ一回しかる赤,ご我みる川・をものよけは水さい無術 

詹、の層女形庇オる であろう。

勿諭この二つの明らかな為に母集闵をみ刻甘る聿は筒易K!®ぎ、 

るものをある。与之ちふた故みの救に於て津位水惣必さ刀し测異.さ 

汎るかビうかを決定ブる降匕侷芯性歩その役割りを演ずる。

」リ畤锂亿さ爪た质題に於て改、我々は冬単払にをして七しも 

.セ南水,棟木に属オるならば‘与え.•ら4Xた野外ゐ方法によって測是さ 

れる機会を恚・オ徒:弄在得るごあろら。併い 二つの屬への分割 

は此处に示・さバる分4TTIC•对して適当延ある。

楔本は裳施容・の屬Nに対・して却清報を与えない"これは、 し圣 

層Nの皓性ホ層/のものヒ同一であると板鬼改来れば’河題はな(ゝ

、饼し玲工・“ノ ク択行相mるヒ、無為答の層に於は.る単佐.以測尺される 

勇•遂.匕蓮らヒいふ、對がしばしぱ判明する。その初JWや/表に亦:ず・ 

資倒は年/T以 CS<?疚をZ.に於ける杲瘀圜の実験的袖成々、

ら匕ったものせある。同じ阕同の三つの次ノ乂の郞便水而有者・に於 

ら爪た。^

貪尚の一つ即ち泉剧の撤にせし < は宏全な督我水あ廉団に対し 

て"利用" さ >h- 7c = ( W 儿,ノ 9 ^~£>. 3
唐ノ表鄭心I堂に於けるM.つか演间に对ヨる回答

ほのTii有淆の板 母集団必 哺朝糠の硒数

渋初の郭倒::对づる答 勿っ ノ Q •ん

二婚日の卸颂に整る容 ^3 ノフ 3は

三惑目の郸例羽招容 公么 * 3化。

奉目の细更後の柿窓 ィH ' £ヲ

令 針 "M〃厶 /を キラ・

灯、aの祀容に於ける所有一看当り果樹あ奉Uこ於こー定の波,少か 

ある聿灰’明らかにふる。即ち璃一回郭送Eはこめ教:•は仁如、二 

回目ごはヨ»2、三回目をは・ク・三回やって拒否さ冰た％のノ二 

対・して卫"で.•る。全刑答は僚弱をあった即ち三回も欲みてな 

お'袁捐・を瘍るのに失敗したのけ岳集国Q半办以上であっを,さ 

て我々.は懐本権宏蜜にお"する黑あ答の影缪を考えよう。る反び 

ル它しこ二つの層に浅、ける単、仞ーの敬ヒし、皿="力Z ,腿ユ魄ノm 

ヒしよ・ろ”その匕き松技目廉•用に於ける熙-葩容の割合wある。 

卓純慕作為標.水が‘母集団から抽义さ米とヒ仮定しよう’•実探の 

圧聿が芜全である聘我優は層/から单菸・終作為標本に荷しこう 

登料を律.層:2力、 らは頻斜を獨・ない。

從って煉术平均に於ける顧荷の量は

貝あ)一 Y二行一・Fつ初一 5R + w・件)

二所(匕一る、 (・冷/)

隔/肖の谨は栗拒答の割る匕二つの智の平均ほ同の沒之の尊に 

莓•しい。樣本吋修についての精裁を与之なI)から偈イ肯の量は七 

の・範回を腰水資粗より以外のある原四かなの泠にふく事か・来な 

ければ朱知还ある。虚浣篓塗をは確美ほ郵芍てるま作’出来る範 

•囲のみ术しばしば測用さかない裡宏い華次ある〇従,つ"ご理統資 

貂ごは專沁答ハ#3何な今大きさの細合W七、棟本の備県からアに 

対しぜ演用抜慮蘋限界を割当こる革を不可能にする。我々は推 

測事!羨証する幸なしに眼膚の既につ’>てある彼測にたよる直湯 

が’:我さ浪ている。

闾令)二衬・する療本抽払では馋ン1二於ける未知の劉今はク匕/



匕の间になけ小.は、な〇ぬから、少しく双场になる。もしし0小 

分つこあ水は、、p2に对する範國。•母廉団割る尸.匸ぷ・寸る信卷｛般I 

亦を我る事をす能にする。n ・個・の単依の早紙卷殊耦现本A抽必 

さ水 側寇水原本に於ける/リ值の単位について郷ら沢た匕仮 江 

しよろ。71.玄充分火•きい匕仮定オると、彳に苻する*メ侈頫

M界は成、により•与之ら巾・る"

令土之・/殍

比致に〃 は標本の割合をヂ.ECを祭理する.

衣々がpについこの償頹詮金ましよう匕する時、匆を見出ー才 

ヒきに校二。,父芝垣出aヒき氏二/匕扳定するならば安金側 

wあ如従ってラ叩限鬼は次の知く五る.

/ .

’窗二W八〇, 一 2也を)•+小乂クう (ノ即>
・ /」 つ/ \

Pu二瓦ノ ・タノ十2-/257")子陋</j ( /扣

a ノ ..
こ水尊の暇界は綸虫

色えP土#口

に甘して控之目で:あっをヒI、う宙在証・明才る事は密・曷吏ある。 

即ち

皿(%一之傷めに,页ノ十段W之壬.巧(<カう辱•)十Wn

は韻金 - ,

R -2疑一着(/ーらJM匕n公尊十登"(草)

匕同じである, ,

Pユの慮次に‘うであろうと向・隔 S3は毒/こ冋格 

朽ー 2・全の差•月ぞ2咯

・含•(L、い

徒つて 印Nクは ・

もしも母彝团に於ける黑•泥答の劉合眼が分ってお小ばこの様. 

にして限界を冤幺し得る日水ビ艰W 2か、 非,港にノ 1、さくな爪ば腹 

养は非,茗になくなるつ/B.N裁成標•本の大き.さ久=/Q>破衡布3及 

(A3)

び/の嬉のシリースに対しての肆均限界を示す〇万程式(ノb2白 

反び(ハ、ヨ、は列/の處によるのでC樣本に於ける痛客の惣)我人 

はノ3. 2寇の計算Jこ於こせの・均通 礼二バ/をヒった・

Mnか・赭・オヒ楊頑回•隔の幅水蔻更に增寸爭Id朗らかである> 

むしん雁入っごあ水ば修頼冋郡の同じ嶋在与えるにはビわ但の 

次の 倍が/此票である かを検是する 華は兴咏水ある•

仇=・ル々 〇

Q * Pに対せる知・・偌須限界(グリ

■W咨の％

名クW2

標本百分率ノ"ク度

衣y〇 ヱク

ク (0«白い (分/ノ Z/?) 1 伙,22.) (心クノ如工)•

3〃ノ 〃、/ (フムノ カ.3) ぐ侄•ノユ・) (多々ノ歩わ

zz> (32 ノ屋) <スN ノ 2^>&) («ん MS) (W > 、绥方

/す [3 多を £) (8 8,忍2) (心,3紆ノ (沔ふ,次)

2-£> 〔28ノ 运2> @ ノ 2^7) S ア,3£3 ) (22 ノ 缶8)

ニ汎 li勿が&>“ てめるヒきに 客・励に有わ爪る 〇 巧2ユヶタに对・

して/3.N卷は信頹冋隔の平分幅な・〇ぶご/る咅を示して()る。

貽施巻扶在い匕仮足.する匕善星の標本の大きご么eは次の方强ぜ 

炉ら見・さ抓る.  

れ匕a 32ク

W 2.=た•や、ノ§吼及び2•冰に対して.gの值は夫々〃幻灯及び 

閃である.四ちかに馬・施慈の滅少には賞源の膨大な卸合井悸 

け’小’いかめる心Qで!あるっ

& 2.息に於ける浪界は锻も若い可能な場合-び次売に起ったヒ 

仮苦じているの旧・あ停D)二埋之目贵ぎるさらい次ある’更に很 

界はあ歩りなすぎるかち用いら巾.ないので•％にその中に体む律



切)

在する魂囲についこあろ推測在しようヒ我小、これ寿の徳囲に 

基いたPに对するよ!)疚いク借視,限芥在作ろう匕試列ていろ。 

七しむ鮑SJか,正,しいなろぎこの方士をは養・っていなn序、、我々 

は万注は君鮑的な茹拠に纨し < の推測の代.用を髮わしているヒ 

いう爭を纽戡したければ‘ならゐ。、

あ応咨が椁在する匕芝操本の大きさ史柬出す火味ある万炫次 

B如％ 佑加ん 及ケQ 心ん山(•ノラルク、によつ て 与之 と木た。為柘 答 

の割合77 2は嗣查の備列な型.に於て以前の経勲:かち分って(\る 

匕饭建さ,hる。月 を又はpの前以ての如故はない之板寇さボ

く女E)

ほす)

隔窟朋2 (卩L阻.)及びらの應の歩しく都合のよい組るせ・・在ヒ 

る等によつて必・/久"ん及びS6d如しは庖険穽スを誤差が次 

以下を保註する火のM Id
ゝ K

仇千ScU匕-酢)折/ - /

七巧2>スであ巾ば么の值は満厌でない事は注惹さ水よ。 

初2.=ク己あ批ば、この疗程»は办布に於ける近収力・、ら 

セ險いた(Z?.ぐつヒなる"务>!ル疚れ"七夜 はざ,ん以レ の方 

って与えあ水た久の慮を史3愚に示昔.

ヒいろまを示している。

もし 

もしあ 

環一/ 

法に3

る。健っこ七Iん提庇寫が・あ｝.)我々か.•裸本の劑合に於ける離村 

誤建を次以Kにしたけ讥ば‘(&な么により)戒の様になる。

好PQ
代=ーー..

此妊にね は誤差が夙以上,/二なろ限累之に底ずる正規湍還3 

・ある。P Vついての前以てQ梢報水ないヒ我々はタL鄰合・のよ

1"場合匕して卩ニクすをヒっこ

な之

=～^3^

0C

对しこ穴の海刀、の值

ノJ3馭 趋険率スで、薮建人 <〇身之ら爪た吊艮扉に

共属のあ

ノ ME N
\

2.C?
.

"〔％つ

/ぐ 〇

Q 43

2. •27 /ZZ 心

必 S ノ <4^ ュ必ク

ぢ 逐 寸 -2^- —
.

3 心 ワケ --.

/ク • ぷm
ヽ

/牛2- ---- - -～

/ケ /ノ N — 广ー

表はノ3.Z袤匕同じ非臨的な結果を示して.いる。わしも我々水ラ 

フZU隹走覺以二20)で満尼す如ば/”％迄の黒ノ危慈・の潼は楝本の大 

きさを瘩にして我扱う奇は水丈るQ併し爲危答〇かなり右大きさ 

の到合は施咨看内の櫟本の大きさ夜擱寸争によって非常k b月うか 

な正確覆を得る奉在不可"能にするかメ陸非嚨に蜀同かかかる布に 

Zj・る"

もノt3 無疵咨巻固最圈描収仏

^5^^7以い 站泌玖な.をZいほ^ 林9游.以L 8八,zU辭〇養况な:一 

韻喬に於团&腰あ容者は二つのフラスに分けら水る。そのーつ 

はー二水は公ビい按心处びー營料を得る幸が,不可能をある単位カ' 

う叛ゑつ。八间母粟団で:yこのソラスは鼠歩す聿渉:,出来ない人、 

湊料を与えるのを修！惑!二拒をするか又甘ある理由を母えるあ水故 

来ない人及"•その人に対" Iて他Q人によって顕料を与える寧か・政 

藁ない人を念む。二禹目のつラスはその後料忙討しては調套に対

,しこ戳初に企画した.よりし一層ひせくて激用づか、る野外の方法!C. 

9って得る爭か,よ束る人玄含じ、"=のクラスは發初調査した•匕・太 

不:&ご・あるス.•及"・灸のオ、まない人を含さ、ペ•資料を何るをめに可



旻寿歩來る人で急る。

必ル?以次 &クソんん養あ(/ラ以)纹この師に於ける結果々彼舊 

Iこよるので•あるノ" このクラスは唇/の坪虹よ ｝)七小さい抽水 

比水哮る話を.至雍している

蒐一段階は通帝の野外の方法を用いてn個の単/左の课絶擧朱 

差標泰えとる争をある一角在して求めてI、る頂料を与える揉本 

に於ける阳匕し〃2 Wして媒死咨グループに於・けろ數ヒしよろ 

4)ひビい笏力ほよって資择は後に父2勿、らh>の堂胞籟•作湍)操 

奉から得らボる。

么2二皮阵) (分ン/) 3か

匕しょう。

芝のと貴兆ーの着に於ける环勾期め比.は=嗇目の照の」也比・ 

の凌一梏还めるー こ木けむし前以て定が—定.C:あ爪/ま‘

E (旁").丘(卷> =走政务)

である刀、らである。

% (敬初の摞本の大きさ>及以’夜の借は輦丿I、參用任精刎な正 

膛度を与えるように垛ば机る"

禮・本を匕る參用は

C - Co -n- YC,ハ,y・阵

此久にC筹は単位当り賞用をある。即ちC。は鞏初の叡みに婁オ 

る覺•用乙、C’及ぴC 2は夫々•二’つの層在雀娼を得こ愆理する員 

用をある。

汎,汲び。 2改輦勒の戳みか行わ汎る#で分らない から、甥本の 

滸画には期特黄用が’国いら朮るクル反次”2の期转・劈用は夫々巧 

九及じ、 W之勿/池である。從って期倚瑟用は

C。たイ C,勒/ れ 十一Cn•窘’丝ー. .(/3, &)

列,おをしこ二つの層に於ける據本平均k しよろク添学丹/ 

協二期の庖に於Bる揀本ポ大きさ冷かう力るヒいうま£注竟ナ 

るためにつけた心のをあるー却・単周の推«匕して

3)

双へ埼・(仇ほノ十穴2Z公) (々,わ

二番目の層は棵歩はた.の大きさのみからしかなってい方い日 

巾ビも筒直次2.をうける。大きさ久なるあ一の即ち大螺本は層 

の拍対的大ささの」隹重最吃％ユを与えるっあ二の郡ちノ［、櫟な・は 

第一の旃井、ぐは大きさ亿/を苑二の棟本で在大きさた旺ある。 

悉い尊に、•孕の,分酸は層化した場合の二鱼抽火Iこ祠•しての切2之 

に与えを分敖公式から尊く ・寺は火糸ない。§/2 2せは二寿目の 

模木の大きさ穴え目一定•ヒ版定すろ水現左の间週aは色ノ艮b 

は舘侏為役耋てある・‘

V(タノ)匕危よすため炊の棵にかく

3’二石(允/参,+を丸つ1 ) +た(孕2ハ「务?L ) (公ノ々)

迅妞に序次は層2からの大きさ方る金棵本Q .平电値Wある.

,も此の涕ー-成は佥毋乘団からの大・きさハなる悪拓爲機ホの平 

向領である。旋ってその分段洋

4辭案 _

此姓に$2は全毋臨団の分敷Wめる。次に我々水・孕’の/g攻を見 

よす匕き弟一璃ヒ熟二が!间の礦からの瀛啾味なヾなる、 同故な 

らば花zなるー定大きさの株・万、から柚出虫束Z大きさをなるす 

ベての群仰為挪本上@

eほパ务>～孕次］二つ

であるからでめる。

(/•?/ク丿の右辺.の弟二頊を方丸よう〇もしあ“.か"縣疵落” 

層の呼平間であ此ば’

(孕:2 “ 一作)—(育2卜一ま5 )十(タ次～ 丫ニ) 

從って前・・ヒ同じ’裡也で須の項はなくあるから

E(必ー ？！)'= E(・吋一あい)2+日2次一ヤ史、产

き 3fは茄二器・目の層からの大きさ,るカる単純籍作為標本の 

平周道て・あけ、芝双啓同じ層からの大きさ少Nなる謙躯無拒為



3め

標本の年陶値である。從・ってー・足々N反ス’尸:2 |て•対しこ 

■:玲戸尊=E(切-十怜曷...语 

比壮にWは,黒庇唐ノ潛志分数であるラこ研は 欢2ニ版企あろから

E(為’-乳Q2二ヾ(寸ー金)二づ嘗沌匸隽司

從って 3.ノレ)に於ける二つの項の分散を加えご一定^ 2 (二対して

\/(玲二("莉ヤ(・亲广夸.,谿

-’铲’学+以謬•心安g/Q

日勿2.)=ク1腿であるからこみ,は期待分数に衬して次のあのを与 

なる。 ^

—,(～7/ _ (MS) S2' ,<爲ー/)再 2 ハ2y(劣ノーアー K-十----亠ーヨ 5め

曲一・磧は七しち無威咨グノしープに於・けるす、 ての饥2が」田虫さ 

木るならば‘徊らホるで•めろう分散芒おる。=苍・目,の頭は辺之の

中の、らト2 のみの油虫からの分敬に於ける増加をめる"

笼れたけ龙’け従って期待分散(’ノタノ旦ノの朝以E劃当こら爪だ值 

ヒ針して単均覆用<ノ旦#)を最ノ |、にする.ため戚は甩るつ ・

解は ’’ ^

ハ ［ー 乂一七•2 •遏) 

危移ニ、/すを"F乒っ 3 Z?J

,人妙=N将二・しい)所S］よ く/V)

, w卡B

此処にワ・は惟足母平庭!の分散に对しこ精殊亿・さ水た道迎ある。

解はの加散を於養ヒ寸る。しばしぱこ水封以前の経験かわ 

推定出来るつ探本の大きさの冋順に於,て前・以«推星さ爪的は、 な
/

ち石いS至加える際に解は亦黑施辱層企の分敢S; を含也"

或技毎卷予測困露还ある。芝ネは怒らく S2とは同じ迁は有

• ヽ Gg

3 Cあろら。おNぶ大軽め稚猿の择・淆企弗の鄭區に」って行 

われる齣考・に於Cは腫容看ビ無走鬲•膚ノ I)山」D大きI)輝色冋 

分・政在んつ寸 |)火きい卻溟人になる婿向びあるC

この方法はまづ手紙IJ君えなかつ 之人の副义摞本に対しての 

訪冋によつこ疔ル爪た鄒房によ))行も双た調考に対して示さ肽 

た,郵医調西企は切・ 2は大きくせの僚Q久・叔色オ、 るそめ予 

测オる痛は岡雜である。この埸合に母瀰足な立侏性うヒ安・全な 

上限匕の间のW dの仮定,しな值の跪囲低対して久木々值在見义 

ォ專旺ある。このシリースに於ける瑟大丸疤は艱初の機ホの大 

きさ?乙ヒしご孫用さ爪る。酬区.芻扈に甘する回苓まうけ匕った. 

匕芝a zの燧かヾかる,•之のヒき分敬公式・ (Q /ノ)は欲 する分欲卩 

在決走・する应の侮を更版すたあ辩かふる。二の方法七对する貴 

用は急帯あし七-Wnが分・つこい爪ば団用さ爪なであろう畏盪费 

用4リ・かなD髙いへの乙ある。

(例)

この洌は［ drMg成りし^0も争 (ノ必よ)の誨艾力、ら段用した.■〇のG 

あるク最初の模本ん郸因にぶり行わハ、花客・割会W ノは如おであ 

るヒ期持さ爪る。泉する正礎该は七しも熙・.,あ密がなけ爪或•大き 

さノ初クな&単絶無歼為標本!こ AJあな丈ら爪ろであろうるめで 

あろ“廣问七即送する沙用はわ 0ントでを全な圈冋を外理する 

激闱は衣のセ.ン］、で•あろ.個人的な訪冋を行ろ(こ的:々/Qドル 

か、るつ匕’の伐の黛间 が"東わば’方ら松か?又黑威為のビ 

の・位の割会把筋问さ冰七ば’在らめ公«

飄-用函教・( ノ・) •〇攻に於Cド’几死•の専他•Q聲用吐次の知くで 

ある»

C。二散初の發タの皆用 =々/

c.,二瓶笞肴に対・して処理する賞用 二な么

小二躲施答若に对して資毋・徊て整理する翳用 、二玄ぐ

•最通ク七及び、 知d ( ノヨ・ノ3)’及・(々/么)なる方程式から鬼虫1甘至カヾ 

* ・米る。、七しも万、 数"秒、びA2か•萼しい匕仮笠,し・"ホ・非・落!こ
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g =打るN

慈抱答・に对・する他の方法

ZCL-C^-マノ分心上 zZoT?.— ；—

回帰推是ては、之は宀/ナ)匕なij ^2 .はb(7デ)ヒ

在得るク從って方程式〔ノ8.必)妙又次ようにかける。

日の

火さいヒ板坦する匕

縁たマ疋兰七二22三2 - yZZZH^± =/；二 一 ワ3ラ

I Co十Wノ ・ク/ FT好)以" -弓5

汎疹=、ノ 〔/".た一"列2 ノ ="ク［/■(/ ク$」>く〇・匕)-/S

叫決二ス〇 ［ / 十(奴 ー「)R2 -4/^i. J

冬層に別個fこ送用したこの方程弍は梟通え祖二甘し住の爪仅吃与 

える。队の值はる層に方程式("ノのを過用し・て巣セさ水るっ

こ水军の方法は比ヌは回帰’惟是を用い徊ろ° 昭椎定ではぐ戻 

び定 及は’S之なぎあ、 きガ、之ら双る”此致・IG以2二务:一Zであ 

る〇 

なる

我・々はこ水/［採本邙均が七しわルクつの櫟本水匕らホこえ企に 

签水•・徊ら求たヒす水ば持らmるであろら珞で・あるから 次 

削ち v = $切・ク < あ、いた律に注•宛号る,

佐つ< ノ专タク の冀间水顽达さ水松はならめ,もヒ・って•二4”、っ 

たラ袴の中我々U夕七/弓クリ 即ち,ラ之/の您作為副以棟本を訪冋・ 

aる。椅・用はつクタムト“ノし上ある尊水分る旺めろう。

層化抽以こは僞々の屑に於ける丸/次ズ丸/の策国-Z7値はむ 

しろ理乃苍ある。及終な此奴はまつ、 §婿グ及成乌女、んの方坡に」 

って号施慈・公七しもなければ眉に於て呢尋である模本の大きさ 

力.クんを施姓する争である"さてんしもW2 = Qで:る也ば万•握式: 

(ガ%)から

(め

時には熟胭密の间湧を辭决するヒ・Zら航る一つのガ法は..

黒危仔Mよくわす時!4いつWしある隨!｝の单位に对しこ量斜を 

麻めQ寺ごめる。例スばもし七株本‘こ腐すろ塚カ、’不在である匕 

•分つ住ムらば’、之,ノ)yで隣りの亦•を勘冋す点。この株にしこ炭、 

君が何らmる娜本の大き当蛙敬初に計宮した匕生の大きさヒ冋

じ株［こする。•

このカ-法び巫行すろすべ:て日亮一のノ昌に於て標本の大きさを 

増クの・在ある.瘁施容為に橱しでは資料は每あ収為い・

このか班は全く并有効的なもの压はない.。河故なら成梁ーの 

層 ヒ於わる謨本の大きさの增加から正確度の瑁加扒めるからで 

お,い相し 号/3 2で・分った棵にこの嬪加はもしも厄が、会く大 

でめれX些細な:しのヒなる株をるる。このッ代用"の万洼Q柚 

•と看が席・矩容の间頰が’過・に敢扱は灰たヒ由って龙文るる.らば’ 

礴実にとこなは爪な。

炊あ危が’まづ'勇一に木なにまる脳Iこすぐれた枷I)方!4松尻矽ー 

及び必.こ,风?,し,〇つ3 に よつ こ彳)以・八・なノ (ノヨ紗,メラ寸クう すべ・こ 

,J)M東)N貯外調壹の期间、 剣之は‘ー冃にg/mヒタタ祝 ヒZ7间/こ 

代はへた、、 一つの逐狀水ノ疋港・老あなりに行”扒るヒ板定.し』％ 

心しこしーノヽ、の人が' この目にこJ)略间に象にい七ならば’•ぎの人浜 

棵外に為してお・ 巾ば’確关にかる’二の监冋!ニ半ハ殊にいた/<は 

もLし我々水亜求が’期圏の建作為)の恃刻に・行曲ひる匕仮症宏來 

爪序話冋疮水、 訪づ’小る備左老こある應るのすつジ,の桟会ごあ全

奇柬囹に,於ける人は星Mの時间の剥各にJ・って層に分ける寧 

が・士来る。この寥［&をス樞で砍ヒしょ-八 むしわ曷丸のスン 

ベーが糊本に属するならば’牧J］\え玄ミかる確浑域兀< てあるD 

こG Bリ方Id•我々が’及决§ ノ・ で撅田した牧•孚的モデノし" 

のー皺旭である• ・前・の场佥ごは匕のモデ儿は夫,q砍二/及a 〇 

なる=・つの層の券である熾会匕あっを・〇

新・しいやDうこは聳料び’僵う爪る抑ホは七の府间め大捧の炳 

に.れ怠していぬ人に望みをつ ’けすぎるノ衆に恩は爪るク七しむこ



枢蓊の人水し岸しば不在の人の職柱ヒ匿っこおfK!よ、 好花咨の 

傭荷宏生ずる’侦 の虐,を与えるヒこの侷筒の大姙のもの尊徐 

く尊水米束る。人工旳舞琳ほとの园存を々、夕裏に示してあるe

ノ9。袤不在Q住々る劇含在七つ倒示さハだ

績將に时しての資料

7E rk二カ ((j%- 恣/以
/ 4ク /“・ク

,/
/ "〇 ノクク

* /クク 如 2 ルっ 20。

ク之須 2.5 3 久: 3S

網弟 .・ク ノクけ 2-7^- ん> ク

砍二/‘クグZ?タク由ユる等しい大ささのMつの層が・ある° 

绍二支心 なる景初の標本の大きさケ針面さ爪る(起の肉"クは 

大你么層に属するであろう.)"不在のため犬際の標本の大ささ 

心は未々海・家I NSとるる。 --

我の疚星した値そ以て、蔑の母弟均:7は2であゐ,我々好/H沦 

して曷內钢虫令・取を唳混した。覩副標本總針孕は2フ$一しな»ヽ

孃本邛埒炒・ソく''/ノつく-ニノ・ 〇アヒ右る。

こ水は不在が•隹强・よ！)も涂のんきな慮をもってハるかろ食の 

願筒をある" ー•,

铜街をうけない滅定量性庇旗の蓟岛を・循からの絶計を堕敖の車 

功・づ‘けをして得ら巾る,

也妃にのは最荷の療本の大きさ旺ある。

実際の施用ではあろ偽筒犯隹寇瑩ヒ我る.何故ならば血・ 

なるス、ノ棵亦、スは星< JKさ爪ていカ()ノ、らびある:,

呈なる问题は万允会飛是づる肆である。 ル勿将,波・

(おオ 

-5Zt7H夕いI二ぶD焜弟さ・巾・七あ法に於て割冋若づ、ピつ五日 
x 回

紡の焚に磷问をする日の相訓な蜻A匕在邑するかビうかをたづ・松 

るー施苔角は始。匕さ ％からル・刍む刃しの招定J直ぐもつて 

ふつの層 に分け矽>Rろ"もしあ農冋在する時间水・好作為である 

ヒ考丸らAるZ由水 ばこの方技は![ Kのポ紛推を堂を与える玳 

堆遂量Qあ龍河む,しろ大であふ『洌之ば‘/ gオ、ら/Ax色は提剣 

•正しく葬にいるか、ク祈からラん机豆は外女しこいる人はpし 

も坊冋5 7阮 河に筋问・ナ中ぱ’/なるアん を製告・し•7.始X 

外に訪间す也ば‘煥本に厲さなI)ヒするnその他のオ法はふ通nヒ 

ヴ夕Iし〇间カ时间のすっの敘作為時间について噸向すろ專还め 

る,

/諭芍冋者の翌求が赂侬為EめるヒQう版鬼.が赤解泱冋德侦 

あろ°版を•刀宿建」生に・ついてのめる判斷ほ笏冋巻ノヾ・訪冋する峙 

冏の分林により得る車力;’米來るッ

この・方注の分散公ヾ反状密・正容を浅ずるぎ吹法ヒの比跌は・ 

ノー卒ワ や二卩〇形将・双け &次勿・况u?の痢文にょている〇

之の方法を用いる争に闰北のある人鼠この入舐を參悉にさ水 

3、。こ、还はあ洋D個早lC -X寸ぎたしアQ不匍捱終墮を用 

いる’誠耍な坂たの注意湿い誦灾水ノぬ唉•巫ある。
?. , ^ ^ イ

§ Q す 浏髡誤W &L/U次> 帰’g^Zc/tC^?以江i

C.の亨珠ぼて書目の旱也での碉目 に;?寸甘る正しい 磚豹,ヒを 

心力、公推定・が’行わ川る計算・ヒ於こ邑め硯目にゝ勧り当てら水る度 

耳丄 ビの遂を示寸のに広い葱味で用いらボる;,この意味で測星 

誤走は測徂方法Q木備•から生ずる誤差と同< IG < 44を.錄し、 

編磐し志示す©降 に域・入さ水・ろ誤走在会从。測 あ簇是の同適段 

勘裡•化学,史籾に於て古い七の日わった。非浮に多くの爐諛 

か、測た暮具及呀.貝(の部匿さ冰を後割を亜ずる饌期着ヒ共にそ 

の打為につ('てあろめら由だ。この知諏の妥 < 纹操卒鋼登に£ヽ 

こる剔定.洪蔻匕花罔き木相ばならめ・



(g
樹粮が笏间に了榮しこぎ栗の 債冏y 川してめ 治にめご盘狙r耳 

えら爪る匕さは測是訊座七ついては精夜はルみI)〃二t;の间刀 

相互作用小舎子ポる勿、ふ袞爰腴製は.瘤罪と治4)>
この 问懇力直寒性ぼ塊則正lいムエ妙窮.•団 "・談冋老つ蒙感 

の錮者制・位か榴しつつあろ我区匕よって一る浜隐化さ爪ているD

比焙M

血冬の非率］二多くの測足のくりがてLををえ.ノ払を 

目のくリ公えし耳梅り"仁曇ヒしょう•せ②とさ次の

戸? メ = T 十 Nノ メ ぐ/m•七 3
V?二正 し M M
歹Z' U隔籍・戻分

どNH =平均值ジ白る共•作遍成分

二の腰型日ノ畚目の弟はのくリがえし測定N於て•談琶缶姐3) 
I次平灼値彩'自るある廣散分やN從うヒ侃定しuいる.よくコン 

卜C!ール三儿た測定.寂貝@は居、钗ふ用日・ (_ゴしぎ正現型に近く 互 

る。ー之疝しくス役應を測允通・症W d <リかたしほ渾るる、汝み 

币(2Z從う匕以勿論玄之るぎヨ出春なし'。即ちとの型日:時匕共に•不. 

定,に攻之寸身。ニの標©程今以衆マ点.e/x成確弃な憲峠0癒 

侏基及堕の如く作用するヒ殴走するがう此您［二示ミnる璋舗日通 

的M北& u。

次の段始日契マがー一つの単企ノヽらイ也の津吋I2終勤する菊二/I毛 

の.或分水如ノ可に蜜セするかを巷;Lる事尽する,色«頒,越色爭が<起 

る.

隔題•成分多、 ノ mあし U或ブヾuの単位に司盘|二影毯するーー定 

侷個必ボある'•ぎ要田1上さは小目リ飼潭&皮敬分V 車に從う.球分 

歹/がある。この炭分点正ししI但矛匕桐E母玳ある、側.と昌:'、劇足 

袤蚩日アの毫u腹セたえず:過出評匝L .,佳し、 適任を:tず阔X評 

価する。雲セ人•间の相肉の結果止寸、るヒ2ろの桐肉匕日金く利 

に建った尊坦丘さスの演兩の走！反し勇符:の碰縦な槟型別ある。 

器、、匕闻卑&例日"訪问奋の隔題"くあ旦“ W立つ七匿い加し日、'

Lは、、司じ/象困刀明らが田1•し段出点る部分を篇山する.責クた 

訪向為］ユユクピ らZ！をみの邛・均屬I二於に是出さスle . (4g* 
.ノケを ノ反びめレ丘/s・火,皿、イ,ノ"んを參衆つ乌じ彫齧Q够」あの

3§)
&Z3.と 測足竦若,に对する敏学釦採型 ズ公え旋5辺^以 怨レ性

MU戒や辻剖足缺君・の主贝分たるし, < つかの敬与•勾訪函在抵る。
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(裕

握未ポ遂つた頂｛コ景クUかひ匕う+七を時氏〇"叱岑的又W址物と 

匕多垣水淺っお硏究室,国行わZした瞄Iユあらわi！を。人间の因ヨ 

日巨ヾ會じ府回口測定七札る岸泣I司の后阂に狡因ズると、 けさ は 

身U •多くの測定友循.は天疾(二.よつU影籍される.又わるごの 

せを徴玳疳§1ユほう顏娼を後‘弔ヨ刍・

嵌君.•釜6の"癒氏履"養分E2とビつUみるヒ.•これ刀で従うヒ 

毆・さ・1る或钗分无3氏:妇怎測史,ステムW反ご刀窟に変イヒ日: 

白との団ある水即位苞に线・化する.をヒ司榛口盧った旱坦

-L仁お.芯の適间に辻妇肉が"ある.

測定義艺の冗冬を宜ヒめるヒノm s表の画2Z田ある.

/m.专霆 c•日の犀@上さの測定・枚ぎの火公

迢写, ・ 度.分 グ 桂養 ー

夕 ...... .........すべUの単句し上<sの一安偽帝

另.......... ………ン』や友くヒする曲平題値う・&・白翌攻分年

W従。正しU值多、 ヒ徊肉が’あろ 嫗街 

の"•動”我分

らふ〔................攻水_宓/ rz过、U啓!’ヒずる腊 平均

壇・・ーる斌我分中伫徙う談差の"無侏

. • 辱”災分・

-れ导の度教分布W ノ刀T変化.节る時翌玳斐 

北寸劣〇 ・

我«』雯に睡った聲在上.日勿・、の痼,よ去友匚妇图ポあI 虚 

っだ単泣上ふピム:Z扈Jで此しUと宣存ぜある車丘注意しな。

二の雇のWヂノし依青の憂C許向点鋭,明E んふ2_3年 琴く/"ノっ 

匸」うにあた之ら札 UU多・ こ の論文或皈卽［二奥丸を多くの 

廷至富/L色しIみ. •

宝ノヨ、フ ー走爲隽勿影鸯と タ —よ二8 .
すヾU の蟬位・上応の測定雲・占之の大5_M狭知るるー定備綺寻を

3少

うrdる匕嚴疋丄注う.うの、匕W年あ艇本墓撞水の每ネ午均ヲズホ 

癘擀糸なうける•展本平您につづる埴金課ゑ分孜匠於ては、この 

握元.燧W ［み一月つ 口耳吝平さ幻からすが反るから碣昌回•うち日士 

札V白く々る。庭っこ摂点濱歩(がらラ口弱•寸3信適限厚の 逮韋の 

計昇成偏有を老頰(-XI白ひ。闰じ結果成層化凝侏遊柚也はじ成 

立する。

ごの立场d:本竄的に今痒改ひ’此權足(二と亦司じ«ある。飼蝶堆 

理企卷れよう。

ラ""歹,火マ亠云っ

此必U2 /•反びヱズ共に夫マー走ー備商み反りム全う”る。義小 

負乗4S定量・成不&冬ある。己しu凰く文一壬う母嵋倍K二日う 

K ；d 2r /L U白•く &刍カ' あ丸/,攻界!な、冬婦窗をつける争にな各.. 

レ<私)の塚本後定星d帽点をうけとし、 寻を記月寸る［は致を玉 

ある〇

此権寇W占

一 F -
孙=m択_ ヽ

廊窟应ホ火挨水成寸巳«ラ全>甘:Xで才一走菊•窗色うd•C一と此 

"むに/対あるからオー次迎皈ほ为して尾をある。

大枝本ベ母公教の興水棺走占

"""

& ・たみー▽,つ即ち隔膏平捋テ・呈た。の題爆の•惟之置匕

しU把んビ俺筒"もう3るし、。

せ厂め刍哭足白:比牴走技面哗ス母・也刍カ平均握忠堡•よ』«ー 

走倔繪に」フV* °影壇さ儿る。としビなヒエイの肉嵌ポ源戈 

を通刍函厥ぜス = 2•“為yめれば /ピュの庖な囱痿以技 

J<セ竜らなし' •ぞクW局唐平も于の框走憂匕し UのV匕應 

走の正照虔点隔負轸ヌ灣贝によつv影辱さnるヒし)今季&あ 

る。之め芟点、とし也比框走の険用i=うし;この決近が/qび务



旧め

厄］の祝副囲後にこヒプレにを几ず実際上IJ大LU壬!安。 nな

いゴヒリMとり当匕一定侷穹ゴ験本賢料匚よつU 2里叔し徇

なU。斐に分った蔗に < 舀/ ぐ>戶白ノ 佳我確卒せZLと拷走 

平均造ら・幀卓號送Iユ为Jる多ク」匕刀侦"ノ此不还あKゴ务、んビ
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切二爰一旦况、§A力g水あ二つの窿った.卑岔上0硅尋の意域ふ 

动虫立で、あるとすのI rよ、、 荀竜ヾキたた久式対假リに名衆国 

水煎眼匕卷える尋ポ出茲れゴ芸当冬あ吝•ZれQ肆佻豪依帰 

I二ク寸し C冬龛に分3’次マ刀即包を独立Jユ妁く寺出粟本&の％の 

スマカ直〇ヾ公反也独立,国仓る淨ヒ电じ国运る C赤はの戚はな友M 

润止にある刀で、斐やがヨれユヾ千.ろぜ五るヒ修走丄た尊匕飼じ尽点 

ノ・处つUみ、よ』•次ぐの単依W独在よあノ、条眼も朦回から我遮 

作卷丹探に为・プる、 i蛍举の理謫丞ユ、ベは阍用古紫る〇 

婚口. Mし、と 圧ぐズつ"耳が旗の©平新0あれ〕ぎ、

、)ぐわ农ぐ弓-Ry =算=«ぐ弓れん二哲=匕マz兰うg々う 

此也,吐 $7し=をぐな、～斤・ユ

冬よ=ど•を«ふっ

/々・ごけア互^ =ら左Z"『Y'x くわ、 ～ I)｝

•段田 衣•/ q熙I典©赛回が・らの岸也懸依贏撩水の独亡超さあるふ 

ら、 〃「’ー歹つ=ユ 一定二更辻 , ヽ
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出ざu值仁奥之るじの乏宼ベず津口よつく妾黑題口比較よ求る。
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蝎苗を隐く、寺玳出狀A ist'M用左れる还あろうy仕るのノみ叡の宣ノハ 

旭.思是ヒ岳・冬。

あm力 弱背資用・をよM色。思Nの团適柱をさけるーつっす逮辻 

掘水犯え全色面競c/壕つ口層uヒする・辱«ある。冬雲は於づ买螺 

ホ或自のヒぎ短侏•^畋副次ダ、 ノレーづI二分• dられるG冬訪冏•者W全 

趋水上:で曲しU疊全奴に〇 u U施行する争が、区恶0ある。ニニは 

式Mれ在分'切ヨヒのヒ、芝個<? の离IH嵐用七んし・ラメうの不碍J亀也 

量巻屋繕の功芯蕊くみたてられる.冋題の磁の鮮は封• tug 

月を3い籍ぐ/ 04 3セ考馬Aれ吝。
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江会塚允出床る刀 でう急。之芝wある。己の加用柱日・たぢE方间舌 
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愛っえ匿考グ歩ームw扔る场令君Iユ鱼用され.各。aっさ炫の眼あ、 
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あ族 じ、 役の 減,少の卷反カヾりビし、 が ビづかe勉出 すを切/- ide： 
の大兰さQつ'Jて彻充する争1ユ働値のある負應Wある。

ii 題施各M点測定き・れ左学田から計舞【.左鳄の真琴蝦務は如す'

る通華の么式以己止葛日応欲勇匕照応苓恚伺の若定よる應億セ 

氣视するがら姆定袤の澄ふ眼走筆さある撼さある。城出毒启:二 

の间應,口注意し色uから匕(Jクぐ幵酵しui廿効ら冬しし 連由刃 
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